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このリリースの新機能

リリース 4.3.1 の新機能
本リリースでは、次のオペレーティング・システムに対する実動モード・サポート
を追加します。

v IBM OS/400 V5R2、V5R3

v Red Hat Enterprise Linux AS 3.0 (Update 1 を適用)

v SuSE Linux Enterprise Server 8.1 (SP3 を適用)

v Microsoft Windows 2003

リリース 4.3 の新機能
本書の最初のリリースです。
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本書について

製品 IBM(R)WebSphere Business Integration Server Express および IBM(R)

WebSphere Business Integration Server Express Plus は、InterChange Server

Express、関連する Toolset Express、CollaborationFoundation、およびソフトウェア統
合アダプターのセットで構成されています。Toolset に含まれるツールは、ビジネ
ス・オブジェクトの作成、変更、および管理に役立ちます。プリパッケージされて
いる各種アダプターは、お客様の複数アプリケーションにまたがるビジネス・プロ
セスに応じて、いずれかを選べるようになっています。標準的なプロセスのテンプ
レートである CollaborationFoundation は、カスタマイズされたプロセスを簡単に作
成できるようにするためのものです。

特に明記されていない限り、本書の情報は、いずれも、IBM WebSphere Business

Integration Server Express と IBM WebSphere Business Integration Server Express

Plus の両方に当てはまります。WebSphere Business Integration Server Express とい
う用語と、これを言い換えた用語は、これらの 2 つの製品の両方を指します。

本書では、WebSphere Business Integration Server Express を使用して Business

Integration システムを実装するための作業の概要について説明します。

対象読者
本書は、開発者およびビジネス統合システムのコンポーネントを開発、実装する担
当者を対象にします。

関連文書
この製品に付属の資料の完全セットは、すべての WebSphere Business Integration

Server Express インストールに共通の機能およびコンポーネントを説明するととも
に、特定のコンポーネントに関する参照資料についても記載しています。

関連文書は、http://www.ibm.com/websphere/wbiserverexpress/infocenter でダウンロー
ド、インストール、および表示することができます。

注: 本書の発行後に公開されたテクニカル・サポートの技術情報や速報に、本書の
対象製品に関する重要な情報が記載されている場合があります。これらの技術
情報や速報は、WebSphere Business Integration のサポート Web サイトで参照
できます。適切なコンポーネント領域を選択し、「Technotes」セクションと
「Flashes」セクションを参照してください。
http://www.ibm.com/software/integration/websphere/support

表記上の規則
この資料は下記の規則に従って編集されています。

Courier フォント コマンド名、ファイル名、入力情報、システムが画面に出力
した情報など、記述されたとおりの値を示します。
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太字 初出語を示します。
イタリック、イタリック 変数名または相互参照を示します。
青い文字 オンラインで表示したときにのみ見られる青の部分は、相互

参照用のハイパーリンクです。アウトラインの内側をクリッ
クすると、参照先オブジェクトにジャンプします。

{ } 構文の記述行の場合、中括弧 (｛｝) で囲まれた部分は選択対
象のオプションです。1 つのオプションのみを選択する必要
があります。

[ ] 構文の記述行の場合、大括弧 ([ ]) で囲まれた部分はオプシ
ョンのパラメーターです。

... 構文の記述行の場合、省略符号 (...) は直前のパラメーターが
繰り返されることを示します。例えば、option[,...] は、複
数のオプションをコンマで区切って入力できることを示しま
す。

< > 命名規則では、不等号括弧は名前の個々の要素を囲み、各要
素を区別します。
(例: <server_name><connector_name>tmp.log)

/, ¥ 本書では、ディレクトリー・パスの規則として円記号 (¥) を
使用します。すべての IBM WebSphere Business Integration

Server Expres 製品のパス名は WebSphere Business Integration

Server Express 製品の使用システムへのインストール先ディ
レクトリーに対する相対パスになっています。

%text% と $text % 記号で囲まれたテキストは、Windows の text システム変
数またはユーザー変数の値を示します。

本書の使用
本書は次の目的で構成しています。

v 顧客要件の評価からライブ・システムの配置まで、WebSphere InterChange Server

Express の実装に必要な上位レベルの段階について説明します。

v WebSphere InterChange Server Express ソリューションのコンポーネントおよびイ
ンターフェースの開発時や構成時に開発者が実行する作業について順次説明しま
す。

v 特定の開発作業に適切な開発資料またはシステム資料にナビゲートできるハブ資
料を提供します。

WebSphere InterChange Server Express コンポーネントの開発者およびライブで配置
済みのシステムの管理者の両方が実行できる作業については、「システム管理ガイ
ド」を参照してください。
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第 1 章 IBM WebSphere Business Integration Server
Express の概要

この章では、IBM WebSphere Business Integration Server Express または Express

Plus を使用するビジネス統合システムのアーキテクチャーの概要、コンポーネン
ト、および処理フローについて説明します。この章は次のセクションから構成され
ます。

v 『InterChange Server Express のモデル』

v 『コラボレーション、ビジネス・オブジェクト、および接続』

v 8ページの『コネクター』

v 9ページの『コラボレーション』

v 10ページの『ビジネス・オブジェクト』

v 6ページの『InterChange Server Express 実装におけるデータ・フロー』

v 17ページの『データ・マッピング』

v 15ページの『要素間のバインディング』

v 21ページの『InterChange Server Express』

v 19ページの『通信トランスポート・インフラストラクチャー』

InterChange Server Express のモデル
最上位レベルでは、IBM WebSphere Business Integration Express および Express

Plus によって実装されるビジネス統合システムは、ハブ・アンド・スポーク・イン
フラストラクチャーになっています。アプリケーション独立ビジネス・ロジック
は、InterChange Server Express という名前の統合ブローカー内でハブに常駐しま
す。スポークには、アダプターのセットおよびアプリケーションやアプリケーショ
ンが接続されているテクノロジーが存在しています。スポークに存在する異種のビ
ジネス・アプリケーションは、ハブにあるビジネス・ロジックを介して引き渡され
るビジネス・オブジェクトの形式でデータを交換します。

設計は、その多くがカスタマイズ可能であるモジュラー・コンポーネントを使用し
ます。ツールは、コンポーネントの開発とカスタマイズおよび配置後のシステム管
理を行うために提供されています。

この章の以降のトピックでは、情報のフローとコンポーネントについて説明しま
す。

コラボレーション、ビジネス・オブジェクト、および接続
以下のリストは、IBM WebSphere Business Integration Server Express システムのコ
ンポーネントの主要な役割を説明しています。

v ビジネス・プロセス・ロジックは、ハブのコラボレーション内にあります。
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コラボレーションとは、分散ビジネス・プロセスを記述するロジックを含むソフ
トウェア・モジュールです。基本的なビジネス・プロセスが異なると、そのコラ
ボレーションも異なります。例えば、ContactManager コラボレーションや
InventoryMovement コラボレーションなどがあります。コラボレーションは各種
アプリケーションのビジネス・プロセスの機能を調整し、ビジネス・プロセス間
でデータ交換できるようにします。コラボレーションはハブであり、コラボレー
ションを通してビジネス・オブジェクト形式でデータがスポークとの間で交換さ
れます。

v データは、ビジネス・オブジェクトの形式でハブとスポークとの間で交換されま
す。

ビジネス・オブジェクトは、IBM WebSphere Business Integration Server Express

システムがデータ交換用に使用するメッセージです。データ・ハンドラーは、シ
リアル・アプリケーション・データをビジネス・オブジェクトに変換するために
使用されます。マップは、特定のアプリケーションのデータ・モデルのために構
成されるビジネス・オブジェクトと、ハブのコラボレーションが使用するために
汎用的に構造化されたビジネス・オブジェクトの間で使用されます。

v アダプターは、スポークにあるアプリケーションまたはその他のプログラマチッ
ク・エンティティーに対する接続を提供します。

特定のテクノロジーとの対話に使用されるアダプターの一部が、IBM WebSphere

Business Integration Server Express および Express Plus の両方で提供されていま
す。固有のアプリケーションとの対話に使用される他のアダプターは、Adapter

Capacity Pack から取得できます。Adapter Capacity Pack は、IBM WebSphere

Business Integration Server Express Plus に対する追加オプションとして、別途提
供されています。

個々のアダプターには、アプリケーションまたはテクノロジーを InterChange

Server Express にリンクすることを担当するコネクター・コンポーネントが組み
込まれています。また、多くのアダプターには、コネクターが対話するアプリケ
ーションに特定のビジネス・オブジェクトを生成するために使用できる Object

Discovery Agent (ODA) も組み込まれています。

各コネクターは、コネクター・コントローラーとコネクター・エージェントの 2

つの部分から構成されます。コネクター・コントローラーは、コラボレーショ
ン・オブジェクトと直接対話し、IBM WebSphere Business Integration Server

Express システムを実装しているサーバー上 (ハブ・アンド・スポーク関係ではハ
ブ) に常駐します。コネクター・エージェントはアプリケーションと直接対話
し、アプリケーションとともに、ネットワーク上の任意のサーバー上に常駐する
ことができます。

アプリケーション・アダプター (例えば、Adapter for PeopleSoft) は、コラボレー
ションとアプリケーション間を仲介します。これらのコネクターは、アプリケー
ションからのデータをコラボレーションで扱えるビジネス・オブジェクトに変換
し、コラボレーションからのビジネス・オブジェクトを特定のアプリケーション
が受信できるデータに変換します。

Adapter for XML などのテクノロジー・アダプターは、特定のテクノロジー標準
に準拠する対話用に設計されています。
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v サーバー・アクセス・インターフェースは、InterChange Server Express を実装し
ていないリモートのスポーク・サイトが、InterChange Server Express を持たない
ハブ・サイトにインターネットを経由して呼び出しを行うアクセス・クライアン
トを使用できるようにします。

サーバー・アクセス・インターフェースは、InterChange Server Express の一部で
す。これは CORBA 準拠の API であり、内部的にネットワーク接続されたソー
スまたは外部ソースから転送される同期データを受け付けます。受け付けられた
データは、その後、コラボレーションで操作できるビジネス・オブジェクトに変
換されます。サーバー・アクセス・インターフェースは外部エンティティー (リ
モート・カスタマー・サイトの Web ブラウザーなど) からの呼び出しの受信を
可能にします。これらの呼び出しはコネクター・エージェントを介してではな
く、Web サーブレットを介してサーバー・アクセス・インターフェースで受信さ
れます。

サーバー・アクセス・インターフェースとコネクターは、どちらもデータ・ハン
ドラーを利用します。IBM WebSphere Business Integration Server Express 環境で
は、新規のデータ・ハンドラーは、データ・ハンドラー・フレームワークと呼ば
れるベース・クラスのモジュラー・グループから作成できます。また、プロトコ
ル・ハンドラー・フレームワークも提供されています。これらのフレームワーク
により、ソリューションのカスタマイズ、および将来追加されるデータ・フォー
マットとプロトコルに対する接続の拡張が簡単になります。

ソリューションの実装例
一般的な IBM WebSphere Business Integration Server Express ソリューションには、
1 つ以上のコラボレーションと企業に関連するビジネス情報を表すビジネス・オブ
ジェクトのセットが組み込まれています。コラボレーションとビジネス・オブジェ
クトは、コネクター、サーバー・アクセス・インターフェース、またはその両方と
ともに使用します。ソリューションは、ネットワーク上に分散されているアプリケ
ーションに対して実装できます。また、要件や使用可能なコンポーネントによって
異なりますが、インターネット全般に常駐するアプリケーションに対しても実装で
きます。

ネットワークでの統合
この例の目的は、同一ネットワーク上に常駐する顧客対話管理 (CIM) アプリケーシ
ョンで、顧客情報が変更されたときにエンタープライズ・リソース・プランニング
(ERP) アプリケーションを自動的に更新することです。IBM WebSphere Business

Integration Server Express ソリューションは、仮定的な CustomerSync コラボレーシ
ョン、CIM アプリケーションと ERP アプリケーション用のコネクター、および顧
客情報を表すビジネス・オブジェクトの定義から構成されるものとします。図 1

に、このソリューションを示します。
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インターネット経由の接続
インターネット経由のデータ交換は、サーバー・アクセス・インターフェースおよ
び一部のテクノロジー・アダプターを使用して実装することができます。この方法
では、IBM WebSphere Business Integration Server Express に同期呼び出しを渡すた
めにサーバー・アクセス・インターフェースが使用され、IBM WebSphere Business

Integration Server Express からのデータを送信するためにインターネット・テクノロ
ジー標準を使用するコネクターが使用されます。

v 外部ブラウザー (またはインターネット上の他のソース) からの呼び出しは Web

サーブレットで受信され、Web サーブレットはサーバー・アクセス・インターフ
ェースを介して呼び出しを送信し、コラボレーションのビジネス・プロセスを起
動します。

v コラボレーションの代わりに、特定のインターネット・テクノロジー標準 (XML

など) 用のコネクターが、特定のデータ・フォーマットを理解する外部宛先との
要求/応答対話を行います。

サーバー・アクセス・インターフェースは、InterChange Server Express (ICS) 上の
ハブ・サイトに常駐します。サーバー・アクセス・インターフェースは、呼び出し
を受信すると、その特定のデータ・フォーマットに対応したハンドラー (XML デー
タ・ハンドラーなど) にデータを送信します。データ・ハンドラーは、受信データ
を汎用ビジネス・オブジェクトに変換します。次に、サーバー・アクセス・インタ
ーフェースは、そのビジネス・オブジェクトをコラボレーションに送信します。コ
ラボレーションは、ビジネス・オブジェクトに対してそのプロセスを実行して応答
します。その応答は、プロセスの最初に使用された特定のデータ・フォーマットに
変換して戻されます。

図 1. CIM 対 ERP 顧客データ・ソリューション
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外部プロセスからの呼び出しを受け入れ、ビジネス・オブジェクトとして呼び出し
をコラボレーションに送信するため、サーバー・アクセス・インターフェースには
次のものが必要です。

v サーブレットまたはその他のプロセスを使用してデータをサーバー・アクセス・
インターフェースに送信する Web サーバー。データは、InterChange Server

Express でデータ・ハンドラーが構成された MIME タイプである必要がありま
す。サーブレットはサーバー・アクセス・インターフェースを使用して、ビジネ
ス・オブジェクト・フォーマットにデータを変換するデータ・ハンドラーを呼び
出します。次にサーバー・アクセス・インターフェースを使用して、ビジネス・
オブジェクトを呼び出しとしてコラボレーションに送信します。

v サーバー・アクセス・インターフェース経由で呼び出しとして受信した要求を処
理するように構成されたコラボレーション。

図 2 に示した例では、IBM WebSphere Business Integration Server Express システム
もコネクターも実装していないサイトで、カスタマー担当者が、Web ブラウザーを
使用して、IBM WebSphere Business Integration Server Express システムを実装して
いるサイトに常駐している ERP アプリケーション (例では SAP) からインターネ
ット経由で購入注文の状況を取得しています。これを可能にするために、IBM

WebSphere Business Integration Server Express は、(この例の仮想の) 購入注文ビジ
ネス・ロジック用のコラボレーション、SAP コネクター、購入注文状況情報を表す
ビジネス・オブジェクトの定義とともに、サーバー・アクセス・インターフェース
を使用します。

図 2. サーバー・アクセス・インターフェース経由の呼び出しの実行
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InterChange Server Express 実装におけるデータ・フロー
データ・フローは、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話およびサービス呼
び出し対話のどちらかのタイプの対話によって開始されます。どちらのタイプの対
話も、コラボレーションのビジネス・プロセスの実行を開始するトリガーを提供し
ます。次に、コラボレーションは、要求/応答という 3 つ目のタイプの対話を使用し
て、目的の宛先とのデータ交換を完了します。

パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話
コネクターおよびコラボレーションは、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対
話を使用して、処理のためにアプリケーション・イベントに関する情報を IBM

WebSphere Business Integration Server Express に送信します。

パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話では、コラボレーションが、アプリケ
ーション操作を表す特定タイプのトリガー・イベントに対するビジネス・オブジェ
クト (例えば、Employee.Create) を受信して起動されるとそのビジネス・プロセスを
開始します。ビジネス・オブジェクトの名前 (Employee) は、ビジネス・エンティテ
ィーのタイプを示します。動詞 (Create) は、そのエンティティー上で実行される操
作を示します。つまり、Employee.Create イベントは、従業員エンティティーの作成
を報告します。

パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話によって、トリガー・イベントは、次
のようにして、コラボレーションに到着することができます。

v コラボレーションは、自身の実行を起動できるイベントにサブスクライブしま
す。コラボレーションは、イベントを要求することによってサブスクライブし、
待機します。Employee.Create イベントに対するビジネス・オブジェクトを受信す
ると Employee.Create にサブスクライブしているコラボレーションが実行を開始
します。

v アプリケーション内でイベントが発生し、そのイベントがアプリケーション・コ
ネクターのイベント通知機構によって検出されます。アプリケーション・コネク
ターは、イベントをパブリッシュする (使用可能にする) ことによって、そのイベ
ントをビジネス・オブジェクトとして 1 つ以上のコラボレーションに提供しま
す。

イベントは、アプリケーション・コネクターに応じて、非同期式でも同期式でもコ
ラボレーションにパブリッシュすることができます。さらに、コラボレーションの
長期存続ビジネス・プロセス機能が使用可能になっている場合、コラボレーション
は、定義済みのマッチング基準を満たす着信イベントを予想して、待ち状態にイベ
ントを維持することができます。

アクセス要求
コラボレーションは、アクセス・クライアントによって送信され、サーバー・アク
セス・インターフェースで受信されて、ビジネス・オブジェクトとしてコラボレー
ションに送信される直接呼び出しによって起動されるように設計できます。
InterChange Server Express 実装では、サーバー・アクセス・インターフェース経由
でコラボレーションに送信された呼び出しは、アクセス要求と呼ばれます。アクセ
ス要求は、外部ソースまたは InterChange Server Express 実装内に構成されているソ
ースから発信されます。
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アクセス要求対話は、同期通信が重要である場合に役立ちます。例えば、カスタマ
ー担当者が、Web ブラウザーを使用して、インターネット経由で在庫状況情報を要
求するような場合です。

要求/応答対話
コラボレーションは、トリガー・ビジネス・オブジェクトを受信して起動されると
データの処理を開始します。トリガー・ビジネス・オブジェクトは、アクセス要求
またはイベント通知のいずれかの結果で生まれます。コラボレーションが起動され
ると、バインドされたコネクターに要求を送信したり、応答を受信したりすること
ができます。

コラボレーションは、汎用ビジネス・オブジェクトの形式で、その要求 (サービス
呼び出し要求と呼ばれる) を作成します。コネクターは、汎用ビジネス・オブジェ
クトを特定のアプリケーションで理解されるデータ・エンティティーまたはコネク
ターが設計されたものと同じデータ・フォーマットに変換します。

コラボレーションがコネクターから受信する応答 (サービス呼び出し応答と呼ばれ
る) は、ビジネス・データ (検索要求の場合) または状況報告 (成功または不成功)

を含んだビジネス・オブジェクトです。

図 3 は、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話を介して開始され、要求/応答
対話を介して完了したビジネス・プロセスの単純化されたビューを示します。この
例は、顧客サービス担当者が 1 つのケースの作業を終了すると、自動的に送り状が
生成される分散ビジネス・プロセスを示しています。この例では、仮想のサービス
請求書作成発行コラボレーションが、コネクターを使用して、3 つの異なるアプリ
ケーションとビジネス・データを交換しています。

図 3 は、次のようなビジネス・プロセスの順序を示しています。

図 3. パブリッシュ・アンド・サブスクライブ、要求/応答の対話
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1. 顧客サービス担当者が、1 つのケースの作業を完了します。コネクターは、顧客
サービス管理アプリケーションからケースのクローズをイベントとして検出し、
関連のケース・データを取り出します。次に、コネクターは、イベントをパブリ
ッシュして、そのイベントにサブスクライブしているコラボレーションが使用で
きるようにします。この一連のアクションは、パブリッシュ・アンド・サブスク
ライブ対話を構成します。

2. 送り状の金額を計算するには、コラボレーションに顧客契約の条件が必要です。
コラボレーションは、サービス呼び出し要求を送信して、顧客レコード・アプリ
ケーション用のコネクターから必要なデータを検索します。コネクターが、要求
に応答します。この一連のアクションが、コラボレーション、顧客レコード・ア
プリケーション、およびコネクターの間の要求/応答対話を構成します。

3. ケース情報と顧客契約の両方を使用して、コラボレーションは、送り状の生成に
必要な情報を作成します。コラボレーションは、送り状作成要求を会計アプリケ
ーション用のコネクターに送信すると、コネクターは要求を会計アプリケーショ
ン自体に転送し、コラボレーションに成功または失敗の通知を送信します。この
一連のアクションが、コラボレーション、会計アプリケーション、およびコネク
ターの間の要求/応答対話を構成します。

サイトでは、コラボレーションとコネクターを結合する度合いを調整できます。例
えば、コラボレーションが、24 時間体制で実行するのに対し、コラボレーションか
らの要求を受信するコネクターは深夜 12 時 から 午前 2 時の間のみアプリケーシ
ョンと通信する場合があります。コラボレーションは即時応答を請求せずに、要求
の送信や応答の受信時に単にそれを処理するように設計し、構成することができま
す。

別の方法として、長期存続ビジネス・プロセスに対して使用可能にされたコラボレ
ーションが、要求のフロー・コンテキストを保管し、その値が過ぎると保管された
処理フローが応答により再開される時間を指定するタイムアウト値を持つ要求を送
信することができます。

コネクター
コネクターは、アダプターのコンポーネントとして提供されます。コネクターは、
IBM WebSphere Business Integration Server Express システムに分散変換サービスを
提供し、コラボレーションと以下のいずれかとの間でデータをやり取りします。

v アプリケーション

v コネクターが処理する XML などのテクノロジー標準を理解するプログラマチッ
ク・エンティティー (例えば、リモート Web サーバー)

コネクターには、以下のような分散構造があります。

v コネクター・コントローラーは、コラボレーションと直接対話し、InterChange

Server Express プロセス内のコンポーネントとして実行されます。

v クライアント・コネクター・フレームワークは、アプリケーション固有のコンポ
ーネントと連動して、InterChange Server Express とは別個のプロセスとして実行
され、アプリケーションやその他のプログラマチック・エンティティーと直接対
話します。本書では、クライアント・コネクター・フレームワークとアプリケー
ション固有コンポーネントを、合わせてコネクター・エージェントと呼びます。
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コネクターの 2 つの部分は、同一システム上または 2 つの異なるシステム上で実
行できます。コネクター・コントローラーは、InterChange Server Express の一部と
して実行されるため、InterChange Server Express と同一システム上に常駐します。
ただし、コネクター・エージェントは、そのアプリケーションおよびコネクター・
コントローラーの両方と通信可能であれば、ネットワーク上のあらゆるシステムに
常駐できます。

コネクターとアプリケーション間の通信
アプリケーションの各バージョンには、それぞれ 1 つのコネクターがあります。コ
ネクターはアプリケーション・インターフェースを使用してアプリケーションと通
信するので、それぞれ固有のコネクターになります。

コラボレーションに関連するアプリケーション・イベントを検出するために、コネ
クターはアプリケーションをポーリングしたり、アプリケーション・イベントのコ
ールバック通知機構 (存在する場合) を使用したりします。また、コネクターはコラ
ボレーションのコマンドでアプリケーションと対話したり、コラボレーションの直
前の要求結果を確認したりできます。

コラボレーション
IBM Websphere Business Integration Server Express 実装では、用語のコラボレーシ
ョンは、コードとアプリケーション間の対話を促進するビジネス・プロセス・ロジ
ックを含むソフトウェア・モジュールを指します。単純なコラボレーションはいく
つかのステップのみから構成され、複雑なコラボレーションはいくつかのステップ
と他のコラボレーションから構成されます。

コラボレーション・オブジェクトは、別のコラボレーション・オブジェクトにバイ
ンドされて、コラボレーション・グループを形成することができます。コラボレー
ション・グループは、離散した複数のコラボレーションの能力を活用して、関連す
るビジネス・プロセスを統合します。

コラボレーションをインストールする場合は、コラボレーション・テンプレートを
インストールします。コラボレーション・テンプレートにはコラボレーションのす
べての実行ロジックが含まれますが、テンプレートを実行することはできません。
コラボレーションを実行するには、まず、テンプレートからコラボレーション・オ
ブジェクトのインスタンスを生成する必要があります。コラボレーション・オブジ
ェクトは、コネクターまたは他のコラボレーション・オブジェクトにバインドし、
その他の構成プロパティーを指定することによって構成すると、実行可能になりま
す。

コラボレーションには、ポートと呼ばれる外界へのインターフェースの集合があり
ます。コラボレーション・テンプレートでは、各ポートは、コラボレーション・オ
ブジェクトが実行時に受信または作成するビジネス・オブジェクトを表す変数とな
ります。例えば、顧客サービス管理アプリケーションにおいて、あるケースのクロ
ーズによって起動される仮定の Service Billing コラボレーションを考えてみます。
このコラボレーションは、顧客レコード・アプリケーションから顧客の契約をビジ
ネス・オブジェクトとして取り出し、契約内の情報を使用して、送り状ビジネス・
オブジェクトを会計アプリケーションに送信します。
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このようなコラボレーションは、対話するコネクターに 1 つずつ、計 3 つのポー
トを使用します。図 4 に示すように、各ポートは特定のタイプのビジネス・オブジ
ェクトに関連付けられています。

構成時に、管理者は、テンプレートのポートを含むコラボレーション・オブジェク
トを作成します。管理者は、その特定のコラボレーション・オブジェクトのポート
をバインドして、各ポートをコネクターまたは別のコラボレーション・オブジェク
トに関連付けます。 Retrieve 動詞を受け入れるテンプレートを持つコラボレーショ
ンでは、外部 としてポートを構成できるので、トリガー・ビジネス・オブジェクト
をアクセス要求 (サーバー・アクセス・インターフェースの外部呼び出し) から受信
できます。

ポートはバインドされたエンティティー間の通信を可能にするので、コラボレーシ
ョン・オブジェクトはビジネス・プロセスを起動するビジネス・オブジェクトを受
信でき、また要求および応答としてビジネス・オブジェクトを送受信できます。

ビジネス・オブジェクト
コラボレーションとコネクターは、InterChange Server Express 経由でビジネス・オ
ブジェクトを送受信して対話を行います。

ビジネス・オブジェクトは、データ・エンティティー (1 つの動作単位として扱わ
れるデータの集合) を反映します。例えば、データ・エンティティーがフォームと
同等であり、フォームのフィールドをすべて含める場合があります。フォームは通
常、アプリケーション内または Web 上で使用され、顧客、従業員、または送り状
についてのビジネス情報が取り込まれます。

ビジネス・オブジェクトは、コラボレーションの実行中に高速アクセスのためにメ
モリーにキャッシュされます。また、トランザクション状態の永続的ストアにも格
納され、障害後のサーバーの再始動の際に耐久力のあるリカバリー、ロールバッ
ク、およびコラボレーションの再実行を提供します。

IBM WebSphere Business Integration Server Express システムは、エンティティー内
に含まれている情報を反映するビジネス・オブジェクトを作成します。本書では、

図 4. Service Billing コラボレーションにおけるポート
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データ・エンティティーという用語はそこに含まれるビジネス情報の関連でよく使
用されます。例えば、従業員エンティティー または顧客エンティティー などがあ
ります。

このセクションでは、ビジネス・オブジェクトについて簡単に説明します。詳細
は、「ビジネス・オブジェクト開発ガイド」で説明しています。

ビジネス・オブジェクトの役割
ビジネス・オブジェクトは、イベント、要求、または応答として動作できます。

イベント
ビジネス・オブジェクトは、アプリケーション内のデータ・エンティティーに影響
を与える操作であるアプリケーション・イベントの発生を報告できます。アプリケ
ーション・イベントとしては、データ集合の値の作成、削除、または変更などがあ
ります。コネクターがアプリケーション・イベントを検出して、ビジネス・オブジ
ェクトを関連するコラボレーションに送信するとき、ビジネス・オブジェクトはイ
ベントの役割を務めるので、IBM WebSphere Business Integration Server Express シ
ステムでは、イベントと呼ばれます。

例えば、コネクターがコラボレーションのために新しい従業員エンティティーのア
プリケーションをポーリングすることがあります。アプリケーションが新しい従業
員エンティティーを作成する場合、コネクターはイベント・ビジネス・オブジェク
トをコラボレーションに送信します。

要求
要求は通常、次の 2 つの方法のうちどちらかで生成されます。

v コラボレーションはビジネス・オブジェクトを要求として、コネクターに送信で
き、コネクターがアプリケーション内のデータを挿入、変更、削除、または検索
するように指示します。例えば、図 3 で示した Service Billing コラボレーション
では、コラボレーションは契約の検索および送り状の作成という 2 つのビジネ
ス・オブジェクトをコネクターに送信しています。両方とも、要求です。

v コラボレーションがトリガーとして Retrieve 動詞を受け付けるように設計または
カスタマイズされている場合、サービス・アクセス・インターフェースは、要求
としてビジネス・オブジェクトをコラボレーションに送信できます。

応答
コネクターは、要求の処理を終了すると、通常、応答を戻します。例えば、コネク
ターがアプリケーションから従業員データを検索する要求を受信すると、従業員デ
ータを含むビジネス・オブジェクトを送信します。

ビジネス・オブジェクトの構造
ビジネス・オブジェクトとは、タイプ (その名前)、処理命令 (動詞)、およびデータ
(属性値) を含む自己記述的ユニットです。図 5 に、単純なビジネス・オブジェクト
の例として、そのタイプ、動詞、および属性値を示します。
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次のセクションで、このコンポーネントについて説明します。

ビジネス・オブジェクト・タイプ
各ビジネス・オブジェクトには、IBM WebSphere Business Integration Server Express

システム内で識別するためのタイプ名があります。このタイプは、ビジネス・オブ
ジェクト定義によって定義されます。例えば、Customer、Employee、Item、Contract

などのタイプがあります。

ビジネス・オブジェクトの動詞
ビジネス・オブジェクトの動詞は、属性値に関連する操作を指定します。動詞は、
ビジネス・オブジェクトの役割に応じて、さまざまなタイプの操作を指示すること
ができます。表 1 は、3 つのビジネス・オブジェクトの役割を示し、各役割を持つ
ビジネス・オブジェクトの動詞の意味を説明しています。

表 1. ビジネス・オブジェクトの動詞の意味

ビジネス・オブジェクト
の役割 動詞の意味

イベント アプリケーション内で発生したことを説明します。例えば、イベ
ントでは、Create 動詞は、ソース・アプリケーションが新規デー
タ・エンティティーを作成したことを示します。

要求 ビジネス・オブジェクトを処理するためにアプリケーションと対
話する方法をコネクターに伝えます。例えば、Update 動詞は、
コネクターにデータ・エンティティーを更新させる要求です。

応答 直前の要求の結果を提供します。例えば、応答では、Retrieve 動
詞は、コネクターがアプリケーションから属性値を取得したこと
を示します。

注: 命名規則は、フォーマット business-object-type.verb を使用して、特定のタイプ
のビジネス・オブジェクトと特定の動詞を表すものです。例えば、
Customer.Create は、Customer ビジネス・オブジェクトと Create 動詞を表しま
す。

Customer

Create

Como

David

Apt 2C

123 Fairchild

Mountain View

CA

94040

408

6321111

図 5. ビジネス・オブジェクトのコンポーネント
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ビジネス・オブジェクト属性値
ビジネス・オブジェクトには、Last Name、First Name、Employee ID、Invoice

Status などのデータ・エンティティーに関連するデータ・フィールドを表す属性値
が含まれます。

データの代わりに、子ビジネス・オブジェクトまたは子ビジネス・オブジェクトの
配列を含む属性もあります。図 6 に、Contract ビジネス・オブジェクトの構造を示
します。契約内の Line Item 情報は、子ビジネス・オブジェクトの配列内に存在し
ます。

子ビジネス・オブジェクトまたは子ビジネス・オブジェクトの配列を含むビジネ
ス・オブジェクトは、階層ビジネス・オブジェクトといいます。その属性がデータ
のみを含むビジネス・オブジェクトは、フラット・ビジネス・オブジェクトといい
ます。

アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトと汎用ビジネス・
オブジェクト

IBM WebSphere Business Integration Server Express システムには、アプリケーショ
ン固有のビジネス・オブジェクトと汎用ビジネス・オブジェクトという 2 種類のビ
ジネス・オブジェクトがあります。

v アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトは、特定のアプリケーションま
たは他のプログラマチック・エンティティーのデータ・エンティティー属性とデ
ータ・モデルを反映します。

図 6. 子ビジネス・オブジェクトを持つビジネス・オブジェクト
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v 汎用ビジネス・オブジェクトには、広範囲のアプリケーションに共通する一連の
ビジネス関連属性が含まれ、特定のアプリケーションのデータ・モデルに拘束さ
れません。

コネクター・エージェントが (そのアプリケーション固有のコンポーネントを介し
て) 更新などのアプリケーション・イベントを検出すると、アプリケーションから
適切なデータ・エンティティーを検索して、それをアプリケーション固有のビジネ
ス・オブジェクトに変換します。

注: 本書では、Oracle_Customer のように、その名前にアプリケーション名が含まれ
ているビジネス・オブジェクトは、アプリケーション固有のビジネス・オブジ
ェクトを指します。例えば、Oracle_Customer ビジネス・オブジェクトには、
Oracle アプリケーションが格納している顧客に関する一連の情報が含まれま
す。別のアプリケーションでは、顧客エンティティーに一連の異なる情報が保
管されていたり、異なる順序またはフォーマットで情報が保管されていたり、
異なる名前が付けられていたりする可能性があります。

コネクター・エージェントがアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの作
成を終了すると、そのビジネス・オブジェクトを InterChange Server Express 内のコ
ネクター・コントローラーに送信します。

コネクター・コントローラーは、コラボレーションとコネクター・エージェント間
でビジネス・オブジェクトを交換します。コラボレーションは、一般的に、アプリ
ケーションに中立なので、コネクター・コントローラーがコラボレーションとの間
で交換するビジネス・オブジェクトは、汎用ビジネス・オブジェクトである必要が
あります。汎用ビジネス・オブジェクトのビジネス・ロジックは特定のアプリケー
ションの特定のバージョンにバインドされていないので、汎用ビジネス・オブジェ
クトを使用するとコラボレーションの再使用可能性が高まります。

注: 汎用ビジネス・オブジェクト名には、会社名や製品名は含まれません。例え
ば、Contact、Employee、Customer などです。

図 7 は、IBM WebSphere Business Integration Server Express システム内で 2 種類
のビジネス・オブジェクトが置かれる場所を示しています。コラボレーションは汎
用ビジネス・オブジェクトを使用して対話し、コネクター・エージェントは固有の
アプリケーション用に設計されたビジネス・オブジェクトをサポートします。

14 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



複数のタイプのコラボレーションを実行する場合、コネクターがそれらのコラボレ
ーションによって使用されるビジネス・オブジェクトをサポートする限り、同一の
コネクターを使用することができます。

要素間のバインディング
ビジネス・プロセスを実行するため、コラボレーションは、コネクター、他のコラ
ボレーション、および外部プロセスと通信し、サーバー・アクセス・インターフェ
ースを通してアクセス要求を受信することができます。バインディングは、コラボ
レーションの構成時に、コラボレーションとそれらの要素間の通信をセットアップ
するために使用されます。

このセクションでは、バインディングの概念を説明します。バインディングの作成
用のツールと手順は、本書の 175ページの『第 9 章 コラボレーション・オブジェ
クトの構成』で説明します。

トリガーのバインディング
コラボレーションは、ビジネス・オブジェクトの到着により起動されると処理フロ
ーを開始します。トリガーは、以下のいずれでも構いません。

v パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対話で、コネクターがパブリッシュした
イベントからのビジネス・オブジェクト

v サーバー・アクセス・インターフェース経由で受信されるアクセス要求

v コネクターからのサービス呼び出し

図 7. 汎用ビジネス・オブジェクトとアプリケーション固有のビジネス・オブジェクト
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コラボレーションのビジネス・プロセスを起動するには、構成時に、トリガー・イ
ベントや呼び出しを提供する要素をコラボレーションにバインドする必要がありま
す。

バインディングは、コラボレーションのビジネス・プロセスに参加するあらゆる要
素とコラボレーション間で実行できますが、トリガーとしてバインドされるのは 1

つの要素のみです。

イベントのためのバインディング
コラボレーションがイベントによって起動されるようにサイトで構成する場合、ト
リガー・イベントをパブリッシュできるコネクターにコラボレーションをバインド
します。例えば、コラボレーションの Employee.Delete イベントが PeopleSoft コネ
クターから到着するように指定できます。

この関係をより詳細に見るには、コネクターが、実際には、コネクター・コントロ
ーラー (コラボレーションと同じように、InterChange Server Express に常駐する)

およびコネクター・エージェント (クライアント・コネクター・フレームワークと
アプリケーション固有のコンポーネントを含み、InterChange Server Express とは別
個に存在する) から構成されていることに注目してください。コネクター・コント
ローラーは、バインディング情報を維持し、コラボレーションがサブスクライブし
ているイベントのリストを、そのコネクター・エージェントに提供します。

関連するアプリケーションの操作が発生すると、コネクター・エージェントは、そ
のリスト上にある各イベントをコネクター・コントローラーにパブリッシュしま
す。コネクター・エージェントがイベントをコネクター・コントローラーに送信す
るときには、コラボレーションの最終的な宛先については一切認識していません。

したがって、図 8 に示されているように、コネクター・コントローラーはコネクタ
ー・エージェントとコラボレーション間を仲介します。

複数のコラボレーションが、同一のイベントにサブスクライブすることができま
す。コネクター・コントローラーがイベントをパブリッシュするとき、同時にすべ
てのサブスクライバーにパブリッシュすることができます。

図 8. トリガー・イベントを生成するコネクター
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アクセス要求を受信するためのバインディング
トリガーのためにコラボレーションをコネクターにバインドする代わりに、コラボ
レーションが、外部プロセスからアクセス要求をトリガーとして受信するように指
定できます。

宛先のバインディング
コラボレーションは、トリガー要素へのバインドに加えて、コラボレーションが要
求/応答対話を行う宛先要素へもコラボレーションをバインドします。宛先要素は、
コネクターの場合と他のコラボレーションの場合があります。1 つのコラボレーシ
ョンを複数の宛先要素にバインドできます。

データ・マッピング
図 7 は、各アプリケーションおよびコラボレーションにあるさまざまなタイプのビ
ジネス・オブジェクトを示しています。したがって、IBM WebSphere Business

Integration Server Express システムは、ビジネス・オブジェクトをそれぞれの形式に
変換して、イベントやデータをアプリケーションとコラボレーション間でやり取り
できるようにする必要があります。あるタイプのビジネス・オブジェクトを別のタ
イプに変換するプロセスをデータ・マッピングといいます。データ・マッピング
は、IBM WebSphere Business Integration Server Express システムが、データをやり
取りするソースと宛先の間で同一のデータ・モデルが共有されていない場合には、
常に必要です。

1 つのアプリケーションから別のアプリケーションにデータを直接マッピングする
カスタム・アプリケーション統合ソリューションとは違って、InterChange Server

Express コラボレーションは、一般的に複数のアプリケーション固有のデータ・モデ
ル間に汎用ビジネス・オブジェクトを使用します。汎用ビジネス・オブジェクト
は、共通のクロス・アプリケーション・データ・セットとして機能します。アプリ
ケーションを将来変更する場合も、新規のコネクターを取得し、新規のアプリケー
ション固有のビジネス・オブジェクトを汎用ビジネス・オブジェクトにマッピング
するだけで済みます。これでコラボレーションは以前と同様に動作します。

コラボレーションがビジネス・オブジェクトを異なるアプリケーションに転送する
ときは必ず、マッピングによってビジネス・オブジェクトを共通のデータ・セット
に、およびその逆に変換します。ビジネス・オブジェクトの変換は、次のように実
行されます。

v ビジネス・オブジェクトがコネクターからコラボレーションに渡される場合、ア
プリケーション固有から汎用へ

v ビジネス・オブジェクトがコラボレーションからコネクターに渡される場合、汎
用からアプリケーション固有へ

各コネクター・コントローラーは、そのコネクター・エージェントと InterChange

Server Express 間で渡されるビジネス・オブジェクトのマッピングを管理します。マ
ップ自体は、マッピング・ツール (Map Designer Express と Relationship Designer

Express) を使用して作成されます。これらのツールによって、マッピング仕様の詳
細を作成および修正したり、実行時にマッピングを実行したりできます。
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コネクター・コントローラーは、マッピングを必要とするビジネス・オブジェクト
を受信すると、マッピング機能を呼び出します。図 9 に、コネクター・コントロー
ラーからのマッピングの呼び出しを示します。

データ変換のタイプ
マップは、ソース・ビジネス・オブジェクトと宛先ビジネス・オブジェクトを関連
付けます。また、変換される属性それぞれに 1 つずつ、一連の変換ステップが含ま
れます。各変換ステップには、属性の値を計算する Java コードが含まれます。異な
るアプリケーション間で転送するビジネス・オブジェクトごとにマップを必要とし
ます。ビジネス・オブジェクトを変更すると、関連のマップも変更する必要がある
場合もあります。一般的には、変換元のソース・ビジネス・オブジェクトごとに 1

つのマップを作成します。

データ・マップでは、ソース属性から宛先属性への変換が単純な場合と、等価だが
それぞれ別のアプリケーションでは異なって表され、直接変換できないデータ・エ
ンティティー間で、関係の確立および維持を要求できる場合があります。

図 9. マッピングの制御と実行
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例えば、Country 属性に、あるアプリケーションは 2 文字コード (US、FR、EG な
ど) を使用し、別のアプリケーションは数表示 (1、2、3 など) を使用することがあ
ります。

異なるアプリケーション間で、このような属性を関連付けるには、関係定義を作成
して、ソース属性と宛先属性のデータを関連付けます。ほとんどのマップは、1 つ
またはそれ以上の関係定義を使用します。

マップと関係定義はともに、InterChange Server Express のリポジトリーにありま
す。ビジネス・オブジェクト定義と同様に、関係定義は、作成されるインスタンス
の仕様またはテンプレートとして機能します。ビジネス・オブジェクトのインスタ
ンスとは違って、関係インスタンスは永続的であり、関係ごとに特別なテーブルに
保管されます。

システムが要求を受信して指定されたビジネス・オブジェクトに変換するときは、
関連するマップを実行して、変換の目的によっては関連する関係定義のインスタン
スを 1 つ以上作成します。マップの実行中に作成された関係インスタンスには、関
連する属性の実行時データが含まれます。このデータは関係テーブルに保管されま
す。

通信トランスポート・インフラストラクチャー
InterChange Server Express 分散コンポーネント間の管理的対話は、Common Object

Request Broker Architecture (CORBA) によって使用可能にされます。

コンテンツ・データ転送 (すなわち交換されているビジネス・データ) は、
CORBA、または WebSphere MQ キューを使用する Java Messaging Service (JMS)

に添付のメッセージング・テクノロジーのどちらかを使用することができます。

CORBA
Common Object Request Broker Architecture (CORBA) は、ネットワーク上の分散オ
ブジェクトに対して標準とインスタンスのセットを定義します。オブジェクト・リ
クエスト・ブローカー (ORB) は、ライブラリーのセットであり、クライアント・
アプリケーションとオブジェクト・サーバーが通信に使用する他のコンポーネント
でもあります。 InterChange Server Express は、IBM Java ORB 製品を使用しま
す。

ORB により、InterChange Server Express から、そのクライアント、コネクター・エ
ージェント、および System Manager にアクセスできるようになります。
InterChange Server ExpressExpress インスタンスは、ORB のネーム・サービスに登
録し、そこからクライアントがサーバーとの対話を検出および開始するのに必要な
情報を取得します。クライアントとサーバーは、ORB の Interface Definition

Language (IDL) によってオブジェクト対オブジェクトの対話を実行します。トラン
スポート・レベルでは、クライアントとサーバーは、Internet Inter-ORB Protocol

(IIOP) を使用して通信します。 ORB ベースの通信は、普通、以下の目的に使用さ
れます。

v サーバー・アクセス・インターフェースは、ORB ベースの通信を使用して、呼び
出しを処理します。
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v オプションで、要求/応答対話では、コラボレーションとコネクターは ORB ベー
スの通信を使用してビジネス・オブジェクトを交換します。

v コネクター・エージェントは、ORB ベースの通信を使用して次のことを実行しま
す。

– 開始時、InterChange Server Express と対話する場合に自身の初期構成を取得し
ます。

– 操作中に、コントローラーから指示を受け取ると、自身の状況の報告、一時停
止、停止、または再開を実行します。

v オプションで、ORB ベースの通信は、パブリッシュ・アンド・サブスクライブ対
話におけるイベントのデリバリーにも使用されます。

IIOP 要求/応答プロトコルでは、通信が即時に成功または失敗するので、コンポーネ
ントが通信するために両方のプログラムが実行されている必要があります。ただ
し、InterChange Server Express 実装の要求/応答対話では、コネクター・プロパティ
ーを使用してストア・アンド・フォワード・モードを設定できます。これには、コ
ネクター・エージェントが使用不可の場合にコネクター・コントローラーがコラボ
レーションの要求に応答する方法を次のように指定します。

v コネクター・プロパティーを True に設定した場合は、コネクター・エージェン
トが使用不可の場合でもコネクター・コントローラーはいかなるコラボレーショ
ン要求も失敗しません。要求は、コネクター・エージェントが操作可能になるま
でブロックされます。これにより、コネクター・エージェントが操作可能になる
まで、コラボレーションは要求のフロー処理の完了を待機することになります。

v False に設定すると、コネクター・エージェントが使用不可の場合に、コネクタ
ー・コントローラーはすべてのコラボレーション要求に失敗します。コラボレー
ションは、失敗した要求処理のためのビジネス・ロジックによって要求の処理を
完了します。

メッセージング・テクノロジー
メッセージングは、プログラムが非同期に離散的データ単位を交換する通信スタイ
ルを形成します。メッセージング・トランスポートを使用するプログラムは、コネ
クションを確立したり、メッセージを待機したりする必要がありません。それぞれ
のプログラムがメッセージング・サービスと対話することによって、メッセージを
非同期に送受信します。メッセージング・サービスは、宛先プログラムが使用不可
の場合にメッセージを保管して、使用可能になるまで再試行することにより、デリ
バリーを保証します。

Java Messaging Service (JMS) が、メッセージング・システムとしてサポートされて
います。

JMS が、デリバリー・トランスポート機構である場合は、長期存続ビジネス・プロ
セス機能を使用してデータ永続性を提供できます。この機能を使用すると、コラボ
レーションの要求によって開始されたプロセスをタイムアウト値を指定して待機状
態に置き、指定されたデータ応答が受信されたときに、待機状態のプロセスを再開
するようにできます。この機能を使用するには、コラボレーション・テンプレート
の作成時に使用可能にしておく必要があります。
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InterChange Server Express
InterChange Server Express は、コラボレーションのためのマルチスレッド化された
Java ベースの実行フレームワークです。InterChange Server Express は、自身の Java

仮想マシン (JVM) 内で実行されます。このセクションでは、InterChange Server

Express のサービスおよび機能について説明します。

v 『イベント管理サービス』

v 『コネクター・コントローラー』

v 『リポジトリー』

v 22ページの『データベース接続サービス』

v 22ページの『データベース接続プール』

v 22ページの『トランザクション・コラボレーション』

v 23ページの『リカバリー機能』

イベント管理サービス
InterChange Server Express は、コラボレーションの実行時に受信するすべてのビジ
ネス・オブジェクトを永続的に保管します。これによって、InterChange Server

Express は、イベント通知や呼び出しを失うことなく、予期しない終了またはコラボ
レーションの障害から回復することができます。

コネクター・コントローラー
コネクター・コントローラーは、コネクターのクライアント側と InterChange Server

Express の間に存在するインターフェースです。コネクター・コントローラーは、ビ
ジネス・オブジェクトが IBM WebSphere Business Integration Server Express システ
ムをトラバースするときにその経路を定め、コネクターのクライアント側とコラボ
レーションのリンクおよびマッピング・プロセスの管理を行います。

コネクター・コントローラーを使用することにより、管理者は次のことを実行でき
ます。

v InterChange Server Express とコネクター・エージェント間の対話をトレースしま
す。

v InterChange Server Express とコネクター・エージェント間の対話を使用可能およ
び使用不可にします。

v マッピングのタイプを指定して、コネクター・エージェントとの間でビジネス・
オブジェクトを送受信できるようにします。

リポジトリー
InterChange Server Express は、すべてのオブジェクトの構成情報および定義を、
InterChanger Server リポジトリーという永続的ストアに保持します。InterChanger

Server リポジトリーは、関連するデータベース内の表の集合から構成されます。表
は、XML 文書形式で、オブジェクト定義と構成情報を保管します。
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データベース接続サービス
データベース接続サービスは、InterChange Server Express とリポジトリー間の対話
を管理します。データベース接続サービスは、Java Database Connectivity API

(JDBC) を使用して、リポジトリーと対話します。

データベース接続プール
InterChange Server Express では、データベース接続プールは、IBM WebSphere

Business Integration Server Express システムの System Manager ツールを使用して定
義することができます。ユーザー定義のデータベース接続プールにより、開発者が
コラボレーションまたはマップから関連するデータベースに直接アクセスできるよ
うになります。この機能は、以下をサポートします。

v 自動化されたデータベース接続ライフ・サイクルの管理

v SQL ステートメントとストアード・プロシージャー実行用に単純化された API

v コンテナー管理対象トランザクション・ブラケッティング

トランザクション・コラボレーション
IBM WebSphere Business Integration Server Express システムは、コラボレーション
をトランザクションの一種であるかのように実行できるサービスをサポートしま
す。

トランザクションの品質特性は、アプリケーション全体でデータの整合性が重要で
あるコラボレーションにとって理想的です。他のトランザクションのように、トラ
ンザクション・コラボレーションには一連のステップが含まれます。エラーが発生
すると、InterChange Server Express はトランザクションのようにロールバックを実
行して、完了した各ステップを元に戻すことができます。

ただし、コラボレーションと従来のトランザクションは、次の点で大きく異なりま
す。

v コラボレーションのアクションは分散しており、関係するデータベースを中央制
御することはできません。

v イベントに応答するコラボレーション (パブリッシュ・アンド・サブスクライ
ブ・モデルなど) は長期存続します。つまり、こうしたコラボレーションが実行
中にアプリケーション・データを分離するのはアプリケーション・ユーザーに悪
影響を与えるので、非同期に実行します。

v アプリケーションはコラボレーションによるデータ変更を保管することにより、
分散したクロス・アプリケーション形式の耐久性を提供します。ただし、コラボ
レーションをロールバックする必要がある場合、直前に保管した操作を取り消す
必要があります。

この結果、トランザクション・コラボレーションをサポートするために、
InterChange Server Express が使用する手法は、従来のトランザクションをサポート
するために使用する手法とは異なります。コラボレーションに関連するトランザク
ション・レベルは、InterChange Server Express がトランザクションのセマンティク
スを強化する度合いを定義します。
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リカバリー機能
InterChange Server Express 実装は、障害後のリブートに ICS が要する時間を改善す
る機能、すべてのフローが回復する前に ICS で他の作業を行えるようにする機能、
および失敗したイベントの再実行依頼を制御する機能を備えています。

v 非同期リカバリー

InterChange Server Express は、コラボレーションとコネクターが回復するのを待
たずにブートを完了します。つまり、コラボレーションとコネクターは、
InterChange Server Express のブート後に非同期に回復できます。これにより、コ
ネクターとコラボレーションの回復中に、System Monitor などの System

Manager トラブルシューティング・ツールを使用することできます。

v 据え置きリカバリー

この機能の使用はオプションであり、コラボレーション・オブジェクト・プロパ
ティーを使用して構成されます。この機能を使用可能にすると、ICS の障害が発
生すると、コラボレーションの WIP フローの回復は、サーバーがリブートする
まで据え置かれます。このため、これらのフローに関連するメモリー使用量を節
約できます。サーバーのリブート後、イベントを再実行依頼することができま
す。

v 転送中状態でサービスの呼び出しを持続

非トランザクション・コラボレーションが宛先アプリケーションに重複してイベ
ントを送信するのを回避するため、障害の発生時に、リカバリーに、自動的に転
送中のすべてのサービス呼び出しを再実行依頼させたくない場合があります。こ
の場合には、障害およびリカバリーが発生したときにコラボレーションが転送中
のすべてのサービス呼び出しイベントを持続するように、コラボレーションを構
成します (サーバーの障害に先立って実行します)。InterChange Server Express が
回復するとき、サービス呼び出しを処理していたフローは転送中状態を維持する
ので、個々の未解決のフローを調査したり、それらのフローを再実行依頼すると
きに (またはする場合には) 制御したりすることができます。

v 保障されたイベント・デリバリー機能

JMS 対応コネクター (トランスポート機構として JMS を使用するコネクター)

に対して、以下の機能が、リカバリー状態での保障されたイベント・デリバリー
に役立つ場合があります。

– コンテナー管理対象イベント

コンテナー管理対象イベント機能は、JMS イベント・ストアを使用する JMS

対応コネクターに対して有効です。システム・クラッシュおよびリカバリーが
発生した場合に、イベント・ストアとコネクター・フレームワーク間で処理中
であったイベントは、コネクター・フレームワークによって 1 回のみ受信さ
れ、2 度は配信されないことが保障されます。この機能は、オプションであ
り、コネクター・プロパティーを通して構成され、トランスポート機構とし
て、JMS を使用するコネクターとのみ使用されます。

– 重複イベント除去

重複イベント除去機能は、JMS 対応コネクターにとって有効であり、コネクタ
ーのアプリケーション固有のコードで固有のイベント ID を使用して、イベン
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トが重複してデリバリー・キューに配信されないようにします。この機能は、
オプションであり、コネクター・プロパティーを通して構成され、トランスポ
ート機構として、JMS を使用するコネクターとのみ使用されます。

Toolset Express
IBM WebSphere Business Integration Server Express に添付されているツールは、
Toolset Express と総称され、その中には、開発と管理の両方に対応した System

Manager とツールのセットが含まれます。

System Manager は、IBM WebSphere Business Integration Server Express 環境でビジ
ネス・データの交換を実装するために使用されるモジュラー・コンポーネント (統
合コンポーネントと呼ばれる) をアクセスおよび操作するための基本機構です。

System Manager は、Eclipse ワークベンチのコンテキスト内で実行されます。
Eclipse platform は、ツールの作成用のオープン・ソースの統合開発環境です。
Eclipse platform によって提供される開発キットおよびランタイムにより、ツールの
開発者は、ユーザーが特定のタイプのリソースを処理できるプラグインを作成でき
ます。

System Manager については、 41ページの『第 4 章 System Manager および
Toolset Express の使用』に詳しい説明があります。

特定コンポーネント用の開発ツール
Toolset Express は、特定タイプの統合コンポーネント開発用に幾つかのツールを提
供します。それらのツールは、System Manager 内部または「スタート」>「プログ
ラム」>「IBM WebSphere Business Integration Express」>「Toolset
Express」>「開発」メニューから起動することができます。それらのツールを以下
に示します。

v Process Designer。コラボレーション・テンプレートの開発に使用されます。「コ
ラボレーション開発ガイド」に詳細に説明されています (Process Designer は、
Express Plus バージョンの製品に限り提供されています)。

v Business Object Designer。新規のビジネス・オブジェクトの作成、または既存の
ビジネス・オブジェクトの変更に使用されます。「ビジネス・オブジェクト開発
ガイド」に詳細に説明されています。

v Map Designer。マップの作成または変更に使用されます。「マップ開発ガイド」
に詳細に説明されています。

v Relationship Designer。関係定義の作成または変更に使用されます。「マップ開発
ガイド」に詳細に説明されています。

v Connector Configurator。コネクターの構成に使用されます。本書で後述します。

管理とモニター用ツール
システム実装の完了後、そのモニターと管理用に複数のツールが提供されていま
す。それらのツールの一部は、実装プロセス時にも使用することができます。管理
とモニター用ツールに対するアクセスと使用の説明は、「システム管理ガイド」に
あります。
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第 2 章 開発モデルとプロセス

この章では、システム実装の概要について説明します。次のセクションが含まれま
す。

v 『ビジネス統合システムの概念』

v 26ページの『実装の開発段階』

v 32ページの『マイグレーション』

ビジネス統合システムの概念
このセクションでは、IBM WebSphere Business Integration Server Express 実装での
開発プロセスを理解する上で必要となる統合の概念と構造を定義します。

統合コンポーネント
統合コンポーネントは、低レベルのモジュラー成果物で、相互に対話してデータを
統合します。ビジネス・オブジェクト、コラボレーション・テンプレートとコラボ
レーション・オブジェクト、マップ、およびコネクターはすべて統合コンポーネン
トです。統合コンポーネントは、(コネクターを除いて) 個別に作成してカスタマイ
ズし、特定の目的を達成することができ、ライセンス交付制限内で、潜在的に再使
用可能であるという意味でモジュラーです。ただし、統合コンポーネントはモジュ
ラーですが、インターフェース として連係作業するように設計および構成されてい
ます。

インターフェース
統合コンポーネントの開発または選択を行う場合は、一般的に、インターフェース
のコンテキスト内で統合コンポーネントを考慮します。インターフェースは、それ
自体は構造でも成果物でもありませんが、ユーザーの特定のビジネス・プロセスを
自動化するために連係動作する統合コンポーネントを考慮する上での手段となりま
す。例えば、1 つのインターフェースを作成して、それが PeopleSoft と SAP 間の
従業員レコードを同期するとします。別のインターフェースは、Siebel と SAP 間
の顧客レコードを同期します。

通常、インターフェースは、コラボレーション・テンプレートのインスタンスであ
るコラボレーション・オブジェクトを中心として置かれます。このとき、コラボレ
ーション・オブジェクトのポートは、そのインターフェースに対応するコンポーネ
ントにバインドされます。

ソリューション
ソリューションは、注文管理やカスタマー・リレーションシップ・マネージメント
などの一般的なビジネス要件に対応するように設計されたコンポーネントの集合で
す。ソリューションは、単一インターフェースを形成する統合コンポーネントから
構成されている場合や各インターフェースがビジネス要件全体の特定の面に対応す
る複数のインターフェースを形成する統合コンポーネントから構成されている場合
があります。例えば、カスタマー・リレーションシップ・マネージメントの一般的
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な目的に対して、顧客に関する請求データを統合し、一般的な目的に設計されたコ
ラボレーション・テンプレートやビジネス・オブジェクトを使用するためのインタ
ーフェースが 1 つあり、顧客クレジット情報を統合し、特定の目的に設計されたコ
ラボレーション・テンプレートやビジネス・オブジェクトを使用するためのインタ
ーフェースが別に存在するという例も考えられます。それらの特定のインターフェ
ースを形成する統合コンポーネントが連係して、ビジネス・ソリューション全体を
構成しています。

統合コンポーネント・ライブラリー
統合コンポーネント・ライブラリーは、開発環境において、コンポーネントを構造
的にグループ化したものです。System Manager でライブラリーを定義すると、ライ
ブラリーを表すファイル・システム内にディレクトリーが作成されます。ライブラ
リー・ディレクトリー内には、統合コンポーネントのタイプごとの多数のサブディ
レクトリーがあります。統合コンポーネントを作成する場合、System Manager はフ
ァイルまたはファイルのグループを作成し、ライブラリー・ディレクトリー内の適
切なサブディレクトリーに格納します。

ユーザー・プロジェクト
ユーザー・プロジェクトは、複数の統合コンポーネントをまとめて編成するニーズ
をサポートする System Manager 内の構造体であるため、それらが 1 つのインター
フェースに属しているように表示されます。ユーザー・プロジェクトは、1 つ以上
のライブラリー内の統合コンポーネントへのショートカットの集合なので、各イン
ターフェースごとに 1 つのユーザー・プロジェクトを作成できます。インターフェ
ースはコンポーネントを共用することが多いので、各ユーザー・プロジェクトで
は、1 つのライブラリー内の同一コンポーネントへの複数のショートカットが含ま
れる場合があります。例えば、SAP アプリケーションに関連する顧客同期インター
フェースと注文処理インターフェースには、どちらも SAP 用アダプターが必要な
ため、これらのインターフェースに対応するユーザー・プロジェクトには、それぞ
れ SAP コネクターの定義へのショートカットが含まれます。

InterChange Server Express インスタンス
InterChange Server Express は、1 つの統合ブローカーです。ビジネス・プロセスの
統合および自動化を実現するソフトウェア・インフラストラクチャーです。コンピ
ューターに InterChange Server Express をインストールしてサーバーを始動する場
合、サーバー・インスタンスを開始することになります。サーバー・インスタンス
は、お客様の統合要件を満たすインターフェースすべてから構成されるビジネス・
インテグレーション・システムをホストします。通常は、ビジネス統合システムを
全体として、開発、テストする専用の InterChange Server Express のインスタンスを
1 つ、システムの実動リリースをホスティングするためのインスタンスを 1 つ設定
します。

実装の開発段階
通常、ビジネス・インテグレーション・システムの開発には、次の段階が含まれま
す。

v 27ページの『要件の発見および評価』

v 28ページの『環境の準備』
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v 29ページの『設計』

v 29ページの『開発および構成』

v 30ページの『検証』

v 32ページの『配置』

要件の発見および評価
この段階では、プロジェクトのビジネス・ゴール、システム要件、および開発作業
の全体的な範囲を識別することにより、実装プロセスが開始されます。

要件抽出プロセスは、さまざまな組織ごとに、非常に特殊なものになります。この
セクションでは、ユーザーが確認する必要があると想定される疑問点の一部を提示
しますが、組織にとって適切な方法があれば、それに従う必要があります。

発見段階は、上位レベルから開始され、その後詳細な下位レベルに移行します。こ
の段階は、次の上位レベルの問題を検討することで開始する必要があります。

v 解決する必要のある特定のビジネス問題は何ですか。

この問題への回答は重要です。これによって、テスト段階におけるインターフェ
ースの機能要件が確立されるためです。テストによってビジネス上の問題が解決
されていないことが後で判明する場合、インターフェースが正しく設計または開
発されなかったことになります。

v ビジネス上の問題に対処するために統合または自動化する必要がある、企業レベ
ルのビジネス・プロセスは何ですか。

次の質問および関係があると思われるその他の質問をします。

– 統合が必要なアプリケーションの名前と特定のバージョンは何ですか。

– ソース・アプリケーションはどれですか。

– 宛先アプリケーションはどれですか。

– 記録システムのアプリケーションはどれですか。

v アプリケーション、データベース、API など、ビジネス・プロセスを統合させる
必要がある技術的な環境は何ですか。

技術的な環境の特徴を判別します。次の各項目を調べてください。

– データベースのベンダーおよびバージョン

– プラットフォーム、オペレーティング・システム、およびバージョン

– アプリケーションに対して存在する API

– すべてのアプリケーション・クライアントとサーバー・プラットフォームの場
所

– ネットワーク環境

– 予想されるトランザクションのボリューム

実装に必要なインターフェースと使用するコンポーネントを識別するために詳細な
下位レベルの情報を調査して、実装する特定のビジネス・プロセス、必要なビジネ
ス・ロジックと必要なデータ変換、およびインターフェースが対話するアプリケー
ションやデータベースの詳細を識別し、これらについて説明します。調査の際、次
の情報収集作業を行う場合があります。
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v ビジネス上の問題を解決するために統合または自動化する必要があるビジネス・
プロセスを識別し、説明します。その際、次の質問をします。

– ビジネス・プロセスに含まれる、自動タスクおよび手動タスクの現行シリーズ
は何ですか。

– どのイベントがプロセスを開始しますか。

– ビジネス・プロセスに関与する人は誰ですか。

– ビジネス・プロセスに影響を受ける人 (エンド・ユーザー) は誰ですか。

– 入力データと出力データは何ですか。

– データに前提条件や依存関係は存在しますか。

– フィルター要件が存在しますか。

– 複数の宛先アプリケーションがある場合、処理されるエンティティーの経路指
定方法を決定するのは何ですか。

– インターフェースは両方向ですか。

– プロセスが発生する頻度はどれくらいですか。

– トランザクション・プロセスを完了させる必要がある時間フレームは存在しま
すか。その他のプロセスは、時間フレームによって処理されるエンティティー
および正常終了に依存しますか。

– データのボリュームはどのくらいですか。

– ビジネス・プロセスはリアルタイムで発生しますか、それともバッチ単位で発
生しますか。

– インターフェースは同期 (開始プログラムが応答を要求する) ですか、それと
も非同期ですか。

– エラーへの応答の手順はどのようなものがよいですか。

v インターフェースで処理するエンティティーの構造を記述します。

v ソースと宛先のアプリケーション・エンティティー構造間で実行する必要がある
データ形式変更を識別します。

v フロー・チャートでビジネス・プロセス・フローを図示します。フロー・チャー
トを使用すると、実行する必要のある機能の分析が可能になり、後で既存のコラ
ボレーション・テンプレートと比較する際に役立ちます。これにより、使用する
コラボレーションおよび必要な修正レベルの決定に役立ちます。このためには、
WebSphere Business Integration Workbench、Entry 版の使用が有効な場合がありま
す。このツールは、IBM WebSphere Business Integration Server Express Plus 製品
パッケージで提供されています。IBM WebSphere Business Integration Server

Express Plus のインストーラー・プログラムには含まれていませんが、別途イン
ストールして使用することができます。

環境の準備
開発活動を開始するには、まず環境をインストールし、準備します。次の作業を行
います。

1. ご使用のプラットフォームに該当する「IBM WebSphere Business Integration

Server Express インストール・ガイド」の説明に従って、IBM WebSphere

Business Integration Server Express (InterChange Server Express、Toolset

Express、および使用する予定の利用可能なアダプターも含む) をインストールし
ます。
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2. 「クイック・スタート・ガイド」の説明に従って、System Test サンプルを実行
して、インストール結果の妥当性検査を行います。

3. 「IBM WebSphere Business Integration Server Express インストール・ガイド」の
説明に従って、InterChange Server Express をセットアップします。

4. 必要な場合には、現在開発中の統合コンポーネントをより簡単に追加、カスタマ
イズできるように、本書で後述する説明に従って InterChange Server Express の
操作を実動モードから設計モードに変更することもできます。

設計
評価および設計段階は、発見段階で収集した詳細な情報に依存しています。

インターフェースおよびそれを構成する統合コンポーネントの詳細要件を決定した
ら、使用可能な既存の統合コンポーネントを評価し、要件に適合するものがあるか
を確認します。一部の要件に対してはコンポーネントが既に存在し、そのまま使用
できる場合もありますが、要件によって、既存のコンポーネントを拡張する (ニー
ズに合わせて変更する) 必要がある場合や、新規の (カスタム) 統合コンポーネント
を作成する必要がある場合もあります。

この評価を開始するには、資料を参照して、使用できる可能性のある事前組み込み
コンポーネントの特性を確認します。IBM WebSphere Business Integration Server

Express および Express Plus に同梱の事前組み込みテクノロジー・アダプターを使
用できるかどうか判断します。Express Plus を使用している場合は、Adapter

Capacity Pack により提供されている事前組み込みアダプター、および Collaboration

Capacity Pack により提供されているコラボレーションとビジネス・オブジェクト
が、ユーザーのインターフェースで有効かどうかを決定します。これらの Capacity

Pack は、IBM WebSphere Business Integration Server Express Plus に対する追加オ
プションとして、別途提供されています。

各コンポーネントは、個々に評価すると同時に、全体のインターフェース内での他
のコンポーネントとのかかわり方を見て評価します。あるコンポーネントがインタ
ーフェース内で対話する別のコンポーネントの設計を開始するまでは、そのコンポ
ーネントの設計を完了することはできません。

コンポーネントの設計に関する詳細な情報については、次のガイドを参照してくだ
さい。

v ビジネス・オブジェクト開発ガイド

v マップ開発ガイド

v コラボレーション開発ガイド

開発および構成
この段階では、『設計』段階で派生した仕様に基づいて統合コンポーネントを開発
します。

インターフェースを開発するには、使用可能な既存のコンポーネント (コラボレー
ション・テンプレートやビジネス・オブジェクトなど) を変更し (必要であれば)、
環境固有の新規のコンポーネント (マップなど) を作成します。
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コンポーネント定義を保管する統合コンポーネント・ライブラリーと、インターフ
ェースを表すユーザー・プロジェクトを定義します。インターフェース用の統合コ
ンポーネントをライブラリーに作成および保管し、必要に応じて、それらのショー
トカットをユーザー・プロジェクトに追加します。これらの作業は、 57ページの
『統合コンポーネント・ライブラリーの処理』および 58ページの『ユーザー・プロ
ジェクトの処理』で詳細に説明されています。

開発および構成の段階は反復性があるので、進捗に合わせてコンポーネントを再開
発したり構成を変更したりする必要がある場合があります。

コンポーネントを開発するときは、単体テストを行って、設計したとおりにインタ
ーフェース内で役割を果たすかどうか確認することをお勧めします。インターフェ
ースですべてのコンポーネントを開発および単体テストした後で、ストリング・テ
ストを実行し、インターフェース全体が設計したとおりに動作するかどうか検証し
ます。

33ページの『第 3 章 ビジネス・プロセス・インターフェースの開発』で説明する
ように、開発および構成は通常、規定の手順に準じて実行します。

統合コンポーネントを開発している間、それらはローカル・ファイル・システム内
に存在しているだけにすぎません。インターフェースが完了したら、コンポーネン
ト定義がリポジトリーに保管されている InterChange Server Express インスタンス
に、ユーザー・プロジェクトとして配置します。

ユーザー・プロジェクトの配置の詳細については、 81ページの『System Manager

を使用したパッケージへのコンポーネントのエクスポート』を参照してください。

コンポーネントの開発に関する詳細な情報については、次のガイドを参照してくだ
さい。

v 33ページの『第 3 章 ビジネス・プロセス・インターフェースの開発』

v 使用しているアダプター用の特定のガイド

v ビジネス・オブジェクト開発ガイド

v マップ開発ガイド

v コラボレーション開発ガイド

v 131ページの『第 7 章 コネクターの構成』

v 175ページの『第 9 章 コラボレーション・オブジェクトの構成』

検証
インターフェースをローカルの InterChange Server Express インスタンスに配置した
ら、インターフェースをテストして、ユーザーの要件に一致するかどうか検証する
必要があります。テストの詳細については、 215ページの『第 11 章 Test

Connector の使用』および 229ページの『第 12 章 統合テスト環境の使用』を参照
してください。

標準的な実装では、InterChange Server Express の 2 つのインスタンスを使用できま
す。一方のインスタンスはインターフェースの開発用に、もう一方のインスタンス
は完成されたビジネス統合システムでライブ・データを取り扱う実動サーバーとし
て使用します。テストを行う場合には、この 2 つのインスタンスを両方とも使用で
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きますが、開発インスタンスでテストを行った後、テストに成功したビジネス統合
システムを実動インスタンスにマイグレーションするのが一般的な方法です。

この段階で、機能テスト、パフォーマンス・テスト、および回帰テストを必要に応
じて実行します。

v 機能テスト

機能テストは、ビジネス・インテグレーション・システムのインターフェース
が、プロジェクトにおけるビジネス・プロセスの自動化および統合の目標を達成
しているか確認するために実行します。

v パフォーマンス・テスト

パフォーマンス・テストは、スループット、応答時間、および待ち時間が要求を
満たすか確認するために実行します。

ユーザーの特定の事情に応じて、パフォーマンス・テストのために、異なる環境
(元の実稼働環境とは違う環境) にビジネス統合システムをマイグレーションする
ことも決定できます。

パフォーマンスが十分でない場合、一部のコンポーネントを変更または再構成す
る必要があります。

v 回帰テスト

機能テストまたはパフォーマンス・テストの結果としてコンポーネントを変更す
る場合 (例えば、ビジネス要件を満たさないコラボレーション・テンプレートの
変更など)、回帰テストを実行して、行った変更によってコンポーネントが要件を
満たさない結果にならないよう確認する必要があります。

全般的に、検証段階を完了する上で、通常は以下の作業を実行する必要がありま
す。

v すべての機能要件およびパフォーマンス要件を示す、要件マトリックスを作成し
ます。

v システム・テスト環境を準備します。

v 機能要件およびパフォーマンス要件に対処する、一連のテスト・ケースを識別お
よび開発します。

v ユーザーの特定の能力やライセンス交付に応じて、ビジネス統合システムを開発
統合環境からテスト環境にマイグレーションします。

v 各テスト・マトリックス項目に対して特定のテストを割り当てます。

v テスト・マトリックスに記述されている機能テストおよびパフォーマンス・テス
トを実行します。

v テストによって明らかになった問題や不備な点を識別、文書化、および解決しま
す。

v 必要に応じて、回帰テストを実行します。

コンポーネントおよびインターフェースのテストの詳細については、次を参照して
ください。

v 215ページの『第 11 章 Test Connector の使用』

v マップ開発ガイド
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配置
配置段階の目的は、ビジネス・インテグレーション・システムを実稼働環境にマイ
グレーションし、実稼働 InterChange Server Express インスタンスを開始することで
す。

ビジネス・インテグレーション・システムが機能要件およびパフォーマンス要件を
満たすことを検証したら、インターフェースの集合を実稼働環境にマイグレーショ
ンします。

マイグレーション
ビジネス統合システムは、開発の任意の各段階でマイグレーションする必要もあり
ます。例えば、テストと検証のために、元の開発マシンから別のマシンにマイグレ
ーションする場合があります。一般的には、実動配置を行う場合に、1 つのマシン
環境から別のマシン環境にマイグレーションします。システムのマイグレーション
を決定するのは、ユーザーの特定要件、機能、およびライセンス交付要件と制限に
従います。

システムをマイグレーションする場合の一般手順は、以下のとおりです。

v ビジネス・インテグレーション・システムのコンポーネントが含まれるパッケー
ジをエクスポートします。

v 新しい環境に統合コンポーネント・ライブラリーを作成します。

v パッケージを新規ライブラリーにインポートします。

v 環境固有のプロパティーの必要に応じて、コンポーネント定義を更新します。

v 変更済みコンポーネントのパッケージを、新規サーバー・リポジトリーに配置し
ます。

マイグレーション、特に実稼働環境へのマイグレーションについては、以下を参照
してください。

v 41ページの『第 4 章 System Manager および Toolset Express の使用』
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第 3 章 ビジネス・プロセス・インターフェースの開発

この章では、IBM WebSphere Business Integration Server Express または Express

Plus の各システムで使用されるビジネス・プロセス・インターフェースを開発する
際に、推奨される一般的な方法について説明します。ユーザーのサイトでの特定の
方法は、実際の要件に応じて異なります。

この手順は全体的な開発作業に対するフレームワークを提供しますが、実際の実装
でこの手順を実行する場合には、それぞれの作業でより多くの反復が必要となるこ
とがあります。

この章を構成するセクションは次のとおりです。

v 『開発作業の順序』

開発作業の順序
インターフェース内の多くの統合コンポーネントは、別の統合コンポーネントに依
存し、参照するので、各コンポーネントを開発する作業は相互に関連し、反復性が
あります。

統合コンポーネントを開発する際は、次の順序で行うことをお勧めします。

1. 『コネクターの取得』

2. 34ページの『アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの開発または変
更』

3. 35ページの『コネクターの構成』

4. 35ページの『接続性およびアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの
テスト』

5. 37ページの『汎用ビジネス・オブジェクトの開発または変更』

6. 38ページの『データベース接続プールの構成』

7. 38ページの『マップと関係の開発およびテスト』

8. 38ページの『コラボレーション・テンプレートの開発およびテスト』

9. 40ページの『ビジネス・オブジェクト・サポート用コネクターおよび関連する
マップの構成』

10. 40ページの『コラボレーション・オブジェクトの作成および構成』

11. 40ページの『インターフェースの配置』

コネクターの取得
使用するコネクターを確認し、インストールします。コネクターは、統合されるア
プリケーションまたはテクノロジーと直接通信するため、それらの要件を満たす必
要があります。同様に、アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトなど、他
の統合コンポーネントも、コネクターの設計に依存します。このことが、コネクタ
ーの設計の論理的な開始点となります。
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コネクターは、アダプターをインストールすると、システムにインストールされま
す。コネクターはアダプターの一部です。(多くのアダプターには、コネクターが対
話するアプリケーションに固有のビジネス・オブジェクトの生成に役立つ Object

Discovery Agent も組み込まれています。)

特定のテクノロジー用に設計されているアダプターが、インストールする
WebSphere Business Integration Server Express および Express Plus に添付されてい
ます。Express Plus を使用している場合は、Adapter Capacity Pack に含まれている
追加のアプリケーション固有のコネクターの取得を検討する必要もあります。
Capacity Pack は、IBM WebSphere Business Integration Server Express Plus に対す
る追加オプションとして、別途提供されています。

製品に同梱されているコネクターおよび Adapter Capacity Pack に含まれているコネ
クターの詳細については、ご使用のプラットフォームの「IBM WebSphere Business

Integration Server Express インストール・ガイド」を参照してください。

コネクター自体にはカスタマイズを行うことはありませんが、コネクターが対話す
る統合コンポーネントの一部を変更する必要がある場合があります。その場合、コ
ネクターの構成が必要になります。その作業を、以下のトピックで説明します。

アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの開発または変更
コネクター用のファイルを選択してインストールし、コネクター用のアプリケーシ
ョン固有のビジネス・オブジェクトを作成します。次のトピックで、その作業の概
要を簡単に説明します。アプリケーション固有のビジネス・オブジェクト定義の処
理の詳細については、「ビジネス・オブジェクト開発ガイド」を参照してくださ
い。

アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトは、コネクターの後に開発する必
要があります。これは、コネクター用のビジネス・オブジェクトを開発するために
コネクターを理解する必要があるからです。アプリケーション固有のビジネス・オ
ブジェクトは、汎用ビジネス・オブジェクトの後に開発する必要があります。これ
は、汎用ビジネス・オブジェクトは通常、あるインターフェースのアプリケーショ
ン固有のビジネス・オブジェクトのスーパーセットを表すからです。

多くのアダプターには、コネクターと連動するアプリケーション固有のビジネス・
オブジェクトの生成に役立つ Object Discovery Agent (ODA) が組み込まれていま
す。アダプター用のガイドを参照して、アプリケーション固有のビジネス・オブジ
ェクトの生成に使用できる Object Discovery Agent (ODA) がアダプターに備わって
いるか判別します。ODA によって、この開発段階は非常に効率的になります。

アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトを個別に設計、作成することが必
要になる場合もあります。アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトは、反
復して作成することをお勧めします。アプリケーション固有のビジネス・オブジェ
クトは、まず比較的単純な構造で作成してからそれをテストして、コネクターがそ
のビジネス・オブジェクト構造を使用してアプリケーションと正常にデータを交換
できることを確認します。次に複雑なレイヤーを追加し、再度ビジネス・オブジェ
クトをテストして、変更してもインターフェースが動作することを確認します。ア
プリケーション固有のビジネス・オブジェクトがインターフェースの要件を満たす
くらい大規模および複雑になるまで、このプロセスを繰り返します。
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ビジネス・オブジェクト定義を作成するときには、ソース・アプリケーション・ト
リガーやその他のイベント検出機構も必要に応じて作成する必要があります。

アプリケーション固有のビジネス・オブジェクト定義の設計および開発の詳細につ
いては、「ビジネス・オブジェクト開発ガイド」を参照してください。

コネクターの構成
アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの単体テストを行う目的でコネク
ターを構成する際、そのコネクターが実装において役割を果たすために必要なビジ
ネス・オブジェクト定義およびマップを、まだすべては開発していない場合があり
ます。しかし、これらのコンポーネントがなくても、テストに必要なビジネス・オ
ブジェクト定義のサポートを追加したり、正常にテストしたりすることはできま
す。他のコンポーネントの開発が終了したら、コネクター定義を再構成して、ビジ
ネス・オブジェクト定義のサポートを追加し、必要なマップを関連付ける必要があ
ります。

アダプターのアプリケーション固有のプロパティーの詳細については、アダプター
のガイドを参照してください。コネクターの標準プロパティーおよび Connector

Configurator の使用方法の詳細については、 131ページの『第 7 章 コネクターの構
成』を参照してください。

接続性およびアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトのテ
スト

アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトを開発して、そのサポートをコネ
クター定義に追加したら、そのビジネス・オブジェクトを単体テストして、コネク
ターがそれを使用してアプリケーションと正常にデータを交換できることを確認す
る必要があります。このテストの実行には、インターフェースで最終的に使用され
る汎用オブジェクト、マップ、コラボレーション・テンプレートは必要ありませ
ん。アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトを単体テストするには、以下
の手順を実行します。

1. 以下の設計を使用して、パススルー・コラボレーション・テンプレートを作成し
ます (「コラボレーション開発ガイド」を参照してください)。

v コラボレーション・テンプレートは、From と To という 2 つのポートを持
つ。

v From ポートと To ポートはいずれも、アプリケーション固有のビジネス・オ
ブジェクト定義をサポートする。

v コラボレーション・テンプレートは、Main という単一シナリオを持つ。

v From ポートは、ビジネス・オブジェクト定義に属するすべての動詞のための
トリガー・ポートとなるよう Main シナリオで構成される。

v Main シナリオには、次の要素が含まれる。

– 遷移リンクによってアクション・ノードに接続された開始ノード

– アクション・ノードに接続され、次の特徴を持つサービス呼び出しノード

- 「通常のサービス呼び出し」ペインの 「ポート」ドロップダウン・メニ
ューが To ポートに設定されている。
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- 「通常のサービス呼び出し」ペインの「動詞」ドロップダウン・メニュ
ーが「Create」動詞 (つまり該当ビジネス・オブジェクトの主動詞) に設
定されている。

- 「通常サービス呼び出し」ペインの「BO 変数」フィールドが値
triggeringBusObj に設定されている。この変数は、コラボレーションを
起動するビジネス・オブジェクトを参照するために使用される。

– 遷移リンクによってアクション・ノードに接続された終了成功ノード

コラボレーション・テンプレートの作成の詳細については、「コラボレーショ
ン開発ガイド」を参照してください。

2. コネクター定義のプロパティーを構成し、ビジネス・オブジェクト定義のサポー
トを追加し、そのビジネス・オブジェクト定義の「エージェント・サポート」チ
ェック・ボックスにチェックマークを付けます。

3. アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトのサポートを、別の「ダミー」
コネクター定義に追加します。このコネクター定義はテスト・ツールを使用して
エミュレートするのみなので、完全に構成する必要はありません。ビジネス・オ
ブジェクト定義の「エージェント・サポート」チェック・ボックスが使用可能に
なっているか確認します。

4. コネクターがイベント通知機能を担う場合は、以下の手順を実行します。

v パススルー・テンプレートに基づいてコラボレーション・オブジェクトを作成
し、テストするコネクターを From ポートに、「ダミー」コネクターを To ポ
ートにバインドします。

v コネクター、コラボレーション・テンプレート、コラボレーション・オブジェ
クト、およびビジネス・オブジェクト定義をサーバーに配置します。

コンポーネントの配置の詳細については、 81ページの『System Manager を使
用したパッケージへのコンポーネントのエクスポート』を参照してください。

v テストするコネクターのコネクター・エージェントを開始します。

コネクターの開始の詳細については、ご使用のアダプターのガイドおよび「シ
ステム管理ガイド」を参照してください。

v Test Connector を開始し、ビジネス・オブジェクト定義のサポートを追加した
他のコネクターのコネクター定義を開いて、Test Connector をエージェントに
接続します。

Test Connector の詳細については、 215ページの『第 11 章 Test Connector

の使用』を参照してください。

v ソース・アプリケーションでイベントを起動します。

v テストが成功すると、コネクターはイベントを表すビジネス・オブジェクトを
コラボレーションに送信し、それが Test Connector に要求として表示されま
す。

5. コネクターが要求処理機能を担う場合は、以下の手順を実行します。

v パススルー・テンプレートに基づいてコラボレーション・オブジェクトを作成
し、テストするコネクターを To ポートに、「ダミー」コネクターを From ポ
ートにバインドします。
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コラボレーション・オブジェクトの作成の詳細については、 175ページの『第
9 章 コラボレーション・オブジェクトの構成』を参照してください。

v コネクター、コラボレーション・テンプレート、コラボレーション・オブジェ
クト、およびビジネス・オブジェクト定義をサーバーに配置します。

コンポーネントの配置の詳細については、 81ページの『System Manager を使
用したパッケージへのコンポーネントのエクスポート』を参照してください。

v テストするコネクターのコネクター・エージェントを開始します。

コネクターの開始の詳細については、ご使用のアダプターのガイドおよび「シ
ステム管理ガイド」を参照してください。

v Test Connector を開始し、ビジネス・オブジェクト定義のサポートを追加した
他のコネクターのコネクター定義を開いて、Test Connector をエージェントに
接続します。

Test Connector の詳細については、 215ページの『第 11 章 Test Connector

の使用』を参照してください。

v Test Connector からビジネス・オブジェクト要求を送信します。

v テストが成功すると、コネクターはビジネス・オブジェクト要求を受け取って
処理し、アプリケーション内にそのエンティティー用のレコードを作成しま
す。

汎用ビジネス・オブジェクトの開発または変更
インターフェースに必要なアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトをすべ
て開発した場合、汎用ビジネス・オブジェクトを開発またはカスタマイズする必要
があります。

ビジネス・プロセス用に適切で、ユーザーが使用できる既存の汎用ビジネス・オブ
ジェクトが存在するかを判断します。存在する場合は、汎用ビジネス・オブジェク
トを調べ、アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトの特性を反映するよう
に、必要に応じてカスタマイズし、現在の設計のインターフェースを確実に満足す
るようにします。新規の汎用ビジネス・オブジェクトを作成することが必要な場合
もあります。

Collaboration Capacity Pack から 1 つ以上のコラボレーションを取得して、インス
トールした場合は、既に一部の汎用ビジネス・オブジェクトが使用可能な状態にな
っています。Collaboration Capacity Pack のほとんどのコラボレーションには、デフ
ォルトの汎用ビジネス・オブジェクトのセットが付属しています。デフォルトの汎
用ビジネス・オブジェクトには、カスタマイズなしに使用できるものと、カスタマ
イズする必要のあるものがあります。(注: Collaboration Capacity Pack は、IBM

WebSphere Business Integration Server Express Plus に対する追加オプションとし
て、別途提供されています。)

利用できる既存の汎用ビジネス・オブジェクトが存在しない場合、既存の汎用ビジ
ネス・オブジェクトを拡張するかまたは、新規の汎用ビジネス・オブジェクトを作
成します。新規ビジネス・オブジェクトの作成、または既存のビジネス・オブジェ
クトのカスタマイズの詳細については、「ビジネス・オブジェクト開発ガイド」を
参照してください。

第 3 章 ビジネス・プロセス・インターフェースの開発 37



データベース接続プールの構成
これは、オプションの作業です。事前にデータベース接続プールを構成することに
よって、マップを開発するときにそれらの使用をマップにコーディングすることが
できます。ただし、その反対に、データベース接続プールの構成前にマップの開発
を開始するように選択することも可能です。

データベース接続プールを使用する場合とその時期を決定するには、 163ページの
『第 8 章 データベース接続プールの構成』を参照してください。

マップと関係の開発およびテスト
インターフェース用のビジネス・オブジェクトを識別または開発した場合、アプリ
ケーション固有のオブジェクトを汎用オブジェクトに、汎用オブジェクトをアプリ
ケーション固有のオブジェクトに変換するマップと関係を開発できます。

Map Designer Express を使用してマップを作成し、変換規則を定義し、汎用ビジネ
ス・オブジェクトまたはアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトをサンプ
ルとして入力してマップの単体テストを行います。

マップを開発している過程で、マップが、複雑な変換を実行するために使用する関
係定義を作成することが必要な場合があります。また、データベース接続プールの
作成が有効であることがわかる場合もあります。

マップを開発するときには、Map Designer Express のデバッグ機能を使用してマッ
プを単体テストします。次の時点でマップを単体テストします。

v 単純な変換規則 (移動、分割、結合など) をすべて定義した後。

v カスタム Java コードに必要なより複雑な変換規則を開発した後。

v 関係およびデータベース接続プールの使用を取り込んだ後。

関係を使用するマップをテストする場合、インターフェースのコンテキスト内で
実行される順序でマップをテストします。このようにしないと、相互参照ロジッ
クが正しく実行されません。

マップと関係の開発の詳細については、「マップ開発ガイド」を参照してくださ
い。

コラボレーション・テンプレートの開発およびテスト
コラボレーション・テンプレートは、インターフェースのビジネス・ロジックを定
義します。最も単純なコラボレーションは、コネクター間でビジネス・オブジェク
トを経路指定するだけです。その他のコラボレーションには、他のコラボレーショ
ン・オブジェクトへの処理の委任などの複雑な対話も含まれる場合があります。い
ずれ場合も、コラボレーションは、インターフェース内のアプリケーション固有の
ビジネス・オブジェクトのスーパーセットを表す、汎用ビジネス・オブジェクトを
中心として置かれます。

Express Plus を使用している場合は、Collaboration Capacity Pack に含まれているコ
ラボレーション・テンプレートの取得を検討する必要もあります。Capacity Pack

は、IBM WebSphere Business Integration Server Express Plus に対する追加オプショ
ンとして、別途提供されています。使用を検討している特定の各コラボレーション

38 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



については、InfoCenter for WebSphere Business Integration Server Express で入手で
きる資料を参照してください。コラボレーション・テンプレートの特性を調べ、ニ
ーズに合っているかを判断します。

ユーザーの特定のニーズによっては、Process Designer Express を使用して、開発済
みのコラボレーション・テンプレートをカスタマイズするか、追加のコラボレーシ
ョン・テンプレートを作成する必要があります。コラボレーション・テンプレート
のカスタマイズまたは作成、およびコラボレーションの構造一般については、「コ
ラボレーション開発ガイド」を参照してください。

コラボレーション・テンプレートおよびそれに付随するすべてのコンポーネントを
開発したら、そのテンプレートに基づいてコラボレーション・オブジェクトを作成
する必要があります。

コラボレーション・オブジェクトの単体テストを行うときには、コネクター・エー
ジェントを実行せずに、統合テスト環境または Test Connector を使用します。これ
により、インターフェースの保全性をテストするときに、接続性の問題を考慮した
りマップやコラボレーション・ロジックに関連するエラーを除外したりせずにすみ
ます。その後、コネクター・エージェントを実行した状態でインターフェース全体
をテストします。

コラボレーション・テンプレートの単体テストは、マップ、アプリケーション固有
のビジネス・オブジェクト、またはインターフェース用に開発しているコネクター
を使用せずに行うことができます。コラボレーション・テンプレートを単体テスト
するには、以下の手順を実行します。

1. コラボレーション・テンプレートによって処理される汎用ビジネス・オブジェク
トのサポートを、PortConnector 定義に追加します。

2. コラボレーション・テンプレートに基づいてコラボレーション・オブジェクトを
作成し、コラボレーションのポートを PortConnector にバインドします。

コラボレーション・オブジェクトの作成の詳細については、 175ページの『第 9

章 コラボレーション・オブジェクトの構成』を参照してください。

3. PortConnector、コラボレーション・テンプレート、コラボレーション・オブジ
ェクト、およびビジネス・オブジェクト定義をサーバーに配置します。

コンポーネントの配置の詳細については、 81ページの『System Manager を使用
したパッケージへのコンポーネントのエクスポート』を参照してください。

4. Test Connector を開始し、PortConnector 定義を開いて、Test Connector をエー
ジェントに接続します。

Test Connector の詳細については、 215ページの『第 11 章 Test Connector の使
用』を参照してください。

5. データを含んだ汎用ビジネス・オブジェクトのインスタンスを作成し、Test

Connector から要求としてイベントを送信します。

コラボレーションはイベントを受け取って処理し、各サービス呼び出しは汎用ビ
ジネス・オブジェクトを Test Connector に送信します。このとき、その汎用ビ
ジネス・オブジェクトを編集して、データの変更を調べることができます。
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6. InterChange Server Express ロギング出力を調べて、コラボレーション・ロジック
が期待どおりに実行されたかどうか確認します。

ビジネス・オブジェクト・サポート用コネクターおよび関連するマ
ップの構成

開発済みのすべてのコンポーネントを一緒にテストするには、コネクター定義を再
構成して、インターフェースに加わるために必要な、アプリケーション固有のオブ
ジェクトおよび汎用オブジェクトのサポートを追加する必要があります。システム
によってマップは自動的に関連付けられますが、オブジェクトを変換するマップが
複数ある場合は、明示的にマップを関連付ける必要があります。詳細については、
131ページの『第 7 章 コネクターの構成』を参照してください。

コラボレーション・オブジェクトの作成および構成
必要なビジネス・オブジェクト定義のサポートをコネクターに追加したら、テンプ
レートに基づいてコラボレーション・オブジェクトを作成し、そのポートを適切な
コンポーネントにバインドできます。

コラボレーション・オブジェクトの処理の詳細については、 175ページの『第 9 章
コラボレーション・オブジェクトの構成』を参照してください。

インターフェースの配置
インターフェースに必要なすべてのコンポーネントを作成したら、ローカル
InterChange Server Express に配置してインターフェースをテストする必要がありま
す。配置の詳細については、 81ページの『System Manager を使用したパッケージ
へのコンポーネントのエクスポート』を参照してください。

インターフェースのテスト
インターフェースをローカルの InterChange Server Express インスタンスに配置した
ら、インターフェース全体をテストして、コンポーネントが一緒に動作するときに
ビジネス要件を満たすかどうか確認する必要があります。インターフェースをテス
トするには、以下の手順を実行します。

1. 必要なすべてのコンポーネントがアクティブであるか確認します。

2. ソース・システムでイベントを起動します。

3. InterChange Server Express のロギング出力を調べて、インターフェースのコンポ
ーネントが正しく実行されているか確認します。

4. 宛先システムを調べて、エンティティーが正常に処理されたかどうか、およびデ
ータが正しく表示されているかを確認します。
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第 4 章 System Manager および Toolset Express の使用

この章では、ビジネス・プロセス統合インターフェースの開発に使用する System

Manager と関連ツールについて説明します。この章を構成するセクションは次のと
おりです。

v 42ページの『System Manager、統合テスト環境、およびコラボレーション・デバ
ッガー』

v 45ページの『System Manager の使用』

v 49ページの『InterChange Server Express インスタンスの処理』

v 57ページの『統合コンポーネント・ライブラリーの処理』

v 58ページの『ユーザー・プロジェクトの処理』

v 63ページの『統合コンポーネント・ライブラリー内のコンポーネントの処理』

v 80ページの『ソリューションの処理』

v 81ページの『System Manager を使用したパッケージへのコンポーネントのエク
スポート』

v 83ページの『サーバーへのコンポーネントの展開』

v 98ページの『InterChange Server Express リポジトリー内のコンポーネントの処
理』

v 109ページの『依存関係および参照』

v 111ページの『複数のワークベンチ・リソースで使用可能な標準の操作』

v 113ページの『Eclipse ベースのワークベンチの使用』

v 119ページの『System Manager での InterChange Server Express への接続の問題
のトラブルシューティング』

別々のマシンでの System Manager および InterChange Server
Express の使用

System Manager と Toolset Express に用意されている関連する設計および開発ツー
ルは、Windows 2000 および Windows XP で実行するグラフィカル・ユーザー・イ
ンターフェース (GUI) になっています。

InterChange Server Express は、以下プラットフォームでの実動がサポートされま
す。

v IBM OS/400 V5R2、V5R3

v Red Hat Enterprise Linux AS 3.0 (Update 1 を適用)

v SuSE Linux Enterprise Server 8.1 (SP3 を適用)

v Microsoft Windows 2000 および 2003

開発作業の大部分は InterChange Server Express とは独立して System Manager で行
うことができますが、プロジェクトを配置し、Toolset Express に用意されている一
部の管理ツールを使用するために、System Manager を InterChange Server Express

マシンに接続する必要があります。
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Windows 2000 または Windows XP マシンで稼動する System Manager は、
WebSphere Business Integration Server Express 4.3.1 でサポートされる任意のプラッ
トフォームで稼動する InterChange Server Express と通信できます。この通信はオブ
ジェクト・リクエスト・ブローカーを使用して行われ、System Manager をインスト
ールした Windows マシン上の CWSharedEnv.bat ファイルに ORB_HOST 変数を設
定することにより確立されます。

InterChange Server Express のインストールと同時に System Manager をインストー
ルした場合、ORB_HOST 変数の必要な値はその時点で設定されています。

しかし、最初に System Manager をインストールして、その後 System Manager を
別のマシンの InterChange Server Express と通信させる場合は、そのマシンを識別す
るために手動で構成を実行する必要があります。これを実行するには、次の手順に
従います。

1. テキスト・エディターで Windows マシン上の CWSharedEnv.bat ファイルを開
きます。

2. ORB_HOST 変数を編集して、InterChange Server Express インスタンスが稼動す
るネットワーク接続されたマシンのホスト名マシンと一致するようにします。値
は、IP アドレスでも、また DNS がある場合はホスト名でもかまいません。例
えば、InterChange Server Express がホスト名 myiSeries の OS/400 オペレーティ
ング・システム・マシンで稼動する場合、CWSharedEnv.bat の ORB_HOST 変数
を以下のように編集します。

set ORB_HOST=myiSeries

System Manager、統合テスト環境、およびコラボレーション・デバッガー
System Manager、統合テスト環境、およびコラボレーション・デバッガーは、
WebSphere Studio Workbench (WSWB) という名前の Eclipse ベースのツール・フレ
ームワーク内で動作するプラグインです。このセクションでは、Eclipse フレームワ
ーク、WSWB、および Toolset Express の一部を構成するプラグインの概要について
説明します。

Eclipse Platform について
Eclipse Platform は、ツールの作成用のオープン・ソースの統合開発環境 (IDE) で
す。これによって提供される開発キットおよびランタイムにより、ツールの開発者
は、ユーザーが特定のタイプのリソースを処理できるプラグインを作成できます。

IBM WebSphere Business Integration Server Express と同梱の WebSphere Studio

WorkBench (WSWB) は、Eclipse プラットフォームの IBM 商標バージョンです。

プラグイン
プラグインは、Eclipse ベースのワークベンチに機能を追加するためにソフトウェ
ア・ベンダーが開発するモジュール式の拡張です。プラグインは、ワークベンチの
ユーザーが特定のタイプのリソースを処理できるパースペクティブ、エディター、
およびビューをカプセル化します。例えば、あるプラグインはテキスト・エディタ
ーの機能を提供します。別のプラグインは、HTML エディターの機能を提供しま
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す。このプラグイン・モデルにより、ユーザーはリソースのタイプごとの専用ツー
ルを使用するのではなく、さまざまなタイプのリソースとの連携が可能な単一ツー
ルを持つことになります。

IBM WebSphere Business Integration Server Express とともに提供されているプラグ
インには、統合コンポーネントと対話するための機能が提供されています。このよ
うなプラグインには、System Manager、統合テスト環境、およびコラボレーショ
ン・デバッガーがあります。

ワークベンチ
ワークベンチは、Eclipse ベースのツール・フレームワークでアクティブなパースペ
クティブ、エディター、およびビューの集合です。さらに、このフレームワーク
は、インストール済みの使用可能なプラグインの集合の影響を受けます。インター
フェースは使用方法に応じて変わりますが、この用語は、それとは無関係に作業す
る Eclipse ベースのインターフェースを指す一般的な用語です。

ワークスペース
ワークスペースはプロジェクトのコンテナーです。ワークスペースはファイル・シ
ステムのディレクトリーであり、デフォルトではここにプロジェクトを格納するよ
うプロンプトが出されています。

プロジェクト
プロジェクトは、ユーザー定義のリソースのグループであり、最終的にはファイ
ル・システムのディレクトリーとして実現されます。

ビジネス・プロセス・インターフェースを開発するときの最初の作業は、統合コン
ポーネント・ライブラリー (開発するコンポーネントを入れるプロジェクト) を定義
することです。統合コンポーネント・ライブラリーを作成するときには、格納先フ
ァイル・システムの場所を指定します (デフォルトではワークスペースのディレク
トリーです)。その場所には、統合コンポーネント・ライブラリーに指定した名前で
フォルダーが作成されます。ライブラリー・フォルダーには、統合コンポーネント
のタイプごとに多数のフォルダー (Maps、BusinessObjects、Connectors など) が作
成されます。

また、ユーザー・プロジェクトというプロジェクトも作成します。ユーザー・プロ
ジェクトは、統合コンポーネントを参照するショートカットの集合です。コンポー
ネントを InterChange Server Express インスタンスに展開するには、統合コンポーネ
ントを統合コンポーネント・ライブラリーからユーザー・プロジェクトに追加する
必要があります。ユーザー・プロジェクトは、コンポーネントを機能の観点からグ
ループ化できるように設計されています。統合コンポーネント・ライブラリーは、
ユーザーが作業する場合に必要となるコンポーネントすべての集合ですが、ユーザ
ー・プロジェクトは、特定のインターフェース用に配置するコンポーネントをユー
ザーがグループ化できるように設計されています。

リソース
リソースは、ワークベンチで処理するプロジェクト、ファイル、およびフォルダー
です。
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統合コンポーネントを作成すると、統合コンポーネント・ライブラリー・プロジェ
クトの適切なフォルダーにファイルとして格納されます。統合コンポーネントはそ
れぞれ異なる拡張子で格納されます (例えば、マップは .cwm の拡張子で格納さ
れ、コラボレーション・テンプレートは .cwt の拡張子で格納されます) が、格納
形式はすべて XML です。

マップやコラボレーション・テンプレートなどの一部のコンポーネントは、それら
の定義ファイルのほかに Java ソース・ファイルを持ちます。

パースペクティブ
パースペクティブは、特定のユーザー役割に必要な機能を提供するためにエディタ
ーおよびビューをグループ化したものです。

例えば、System Manager パースペクティブは、InterChange Server Express インスタ
ンスで作業するためのビューと、コラボレーション・オブジェクト定義およびデー
タベース接続プールの統合コンポーネント・ライブラリーとエディターを提供しま
す。統合テスト環境パースペクティブには、クライアント・エミュレーション・イ
ンターフェースおよびビジネス・オブジェクトのテスト・データに対するビュー
と、テスト・ユニット用のエディターがあります。

エディター
エディターにより、ワークベンチでリソースのオープン、保管、およびクローズを
行うことができます。

例えば、System Manager のエディターではコラボレーション・オブジェクトを変更
できます。また、InterChange Server Express を構成できるエディターもあります。

ビュー
ビューは、ワークベンチで処理するリソースに関する情報を提供します。

例えば、System Manager の WebSphere Business Integration System Manager ビュー
は、統合コンポーネント・ライブラリーおよびユーザー・プロジェクトに対するビ
ューです。また、InterChange ServerExpress ビューでは、登録した InterChange

Server Express インスタンスを処理できます。

WSWB の概要
WebSphere Studio Workbench (WSWB) は、IBM 製品としてリリースされる Eclipse

プラットフォームです。IBM は、WebSphere Business Integration Server Express と
ともに WSWB を納入しています。WSWB は、Toolset Express のインストールを
選択するとインストールされます。 WSWB は、WebSphere Business Integration

Server Express 統合コンポーネントの開発に必要なすべてのプラグインを実行できま
す。

System Manager について
System Manager は、WebSphere Business Integration Server Express Business

Integration システムで統合コンポーネントおよび InterChanger Server Express のイ
ンスタンスを処理するパースペクティブです。System Manager は、主に以下の作業
に使用します。
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v WebSphere Business Integration Server Express ビジネス統合ツールセット内の他
のツールの起動

v 一部の統合コンポーネントの開発および構成

v InterChange Server Express インスタンスの処理

v リポジトリーへの統合コンポーネントの展開

統合テスト環境について
統合テスト環境は、開発したビジネス・インテグレーション・インターフェースを
テストできるパースペクティブです。提供されるグラフィック・インターフェース
により、コネクターのエミュレート、必要なコンポーネントの始動、およびビジネ
ス・オブジェクト・データの検証が可能です。このパースペクティブの詳細につい
ては、 229ページの『第 12 章 統合テスト環境の使用』を参照してください。

コラボレーション・デバッガーについて
コラボレーション・デバッガーは、コラボレーション・ロジックのトラブルシュー
ティングを簡単にするパースペクティブです。詳細については、 297ページの『第
13 章 コラボレーション・デバッガーの使用』を参照してください。

System Manager の使用
このセクションでは、System Manager パースペクティブの始動方法および使用方法
について説明します。

System Manager の始動
ワークベンチおよび System Manager を始動するには、以下の手順を実行します。

1. 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Business Integration
Express」>「Toolset Express」>「管理」>「 System Manager」を選択しま
す。

2. メニュー・バーから「ウィンドウ」>「パースペクティブを開く」>「その他」を
選択します。

3. パースペクティブのリストから「System Manager」を選択し、「OK」をクリッ
クします。

WebSphere Studio Workbench が始動し、表示されます。 46ページの図 10 に
System Manager のパースペクティブを示します。このインターフェースおよび
エレメントについては、『System Manager インターフェース』で説明します。

System Manager インターフェース
System Manager パースペクティブを開くときのデフォルト構成には、いくつかのビ
ューおよびエディターがあります。 46ページの図 10 に System Manager パースペ
クティブを示します。
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表 2 に、System Manager パースペクティブのインターフェース・エレメントを示し
ます。番号は 46 ページの図 10 と対応しています。

表 2. System Manager パースペクティブのインターフェース・エレメント

インターフェース・
エレメント番号 インターフェース・エレメント名

1 『メニュー・バーおよびツールバー』

2 48ページの『パースペクティブのショートカット・バー』

3 48ページの『WebSphere Business Integration System Manager

ビュー』

4 48ページの『InterChange Server コンポーネント管理ビュー』

5 49ページの『エディター・ビュー』

6 49ページの『コンソール・ビュー』

以下のセクションでは、System Manager のインターフェース・エレメントの詳細に
ついて説明します。

メニュー・バーおよびツールバー
メニュー・バーおよびツールバーを使用して、Eclipse ベースのツール・フレームワ
ークの処理および WebSphere Business Integration Server Express コンポーネントの

1

4

3

5

2

6

図 10. System Manager パースペクティブ
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処理を行うことができます。多くのメニュー・バー項目にはツールバーにも対応す
る機能があるため、以下のセクションでは、メニュー・バーとメニュー・バー項目
についてのみ説明します。

「ファイル」メニュー: これは Eclipse 標準のメニューであり、リソースを処理す
るために使用します。主に、新規統合コンポーネント・ライブラリーおよびユーザ
ー・プロジェクトの作成に使用します。

統合コンポーネント・ライブラリーおよびユーザー・プロジェクトの作成方法つい
ては、 57ページの『統合コンポーネント・ライブラリーの処理』および 58ページ
の『ユーザー・プロジェクトの処理』を参照してください。

「編集」メニュー: これは Eclipse 標準のメニューであり、切り取り、コピー、貼
り付けなどの標準的な項目が多数あります。

作成するコンポーネントの切り取り、コピー、貼り付け、および削除については、
63ページの『統合コンポーネント・ライブラリー内のコンポーネントの処理』を参
照してください。

「ナビゲート」メニュー: これは Eclipse 標準のメニューであり、ワークベンチ内
のリソース間をナビゲートするために使用できます。このメニューの詳細について
は、ワークベンチの文書を参照してください。

「検索」メニュー: これは Eclipse 標準のメニューであり、リソースの検索とリソ
ース内の検索を行うために使用できます。このメニューの詳細については、ワーク
ベンチの文書を参照してください。

「プロジェクト」メニュー: これは Eclipse 標準のメニューであり、ワークベンチ
内のプロジェクト・リソースを処理するためのメニュー項目があります。このメニ
ュー項目は、System Manager パースペクティブの処理中には使用されません。この
メニューの詳細については、ワークベンチの文書を参照してください。

「コンポーネント」メニュー: このメニューは System Manager パースペクティブ
で提供されます。このメニューは、作成する統合コンポーネントの処理に役立ちま
す。このメニューの項目は、このガイド全体および特定のタスクを説明するセクシ
ョンにおいて記述されています。

「ツール」メニュー: このメニューは System Manager パースペクティブで提供さ
れます。このメニューは、統合コンポーネントの作成に使用するツールの起動に使
用します。

詳細については、 63ページの『統合コンポーネント・ライブラリー内のコンポーネ
ントの処理』 を参照してください。

「サーバー」メニュー: このメニューには「サーバーを登録」項目があります。こ
のメニュー項目を使用すると、InterChange Server Express インスタンスを登録でき
ます。

詳細については、 49ページの『InterChange Server Express インスタンスの登録』を
参照してください。
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「実行」メニュー: このメニューには、外部プログラム、バッチ・ファイル、およ
びビルド・スクリプトを実行するため、外部ツールを構成する項目があります。詳
細については、ワークベンチの文書を参照してください。

「ウィンドウ」メニュー: このメニューには、パースペクティブ、ビュー、エディ
ター、および設定を操作するための項目があります。

これらのメニュー項目は、ワークベンチの文書およびこのガイドのさまざまなセク
ションで説明されています。

「ヘルプ」メニュー: このメニューには、ワークベンチ文書を紹介する項目や、ワ
ークベンチとパースペクティブのバージョン情報を取得できる項目があります。

パースペクティブのショートカット・バー
パースペクティブのショートカット・バーは、パースペクティブ間をナビゲートす
るのに便利です。パースペクティブ・ショートカット・ツールバーの各ワークスペ
ース・アイコンをクリックしてパースペクティブを切り替えることができます。

また、「ウィンドウ」メニューを使用して他のパースペクティブにアクセスするこ
ともできます。

v 現在表示中のパースペクティブのアイコンより上位のパースペクティブ・ショー
トカット・バーにあるアイコンによって表されるパースペクティブにアクセスす
るには、キーボード・ショートカット Alt + 上矢印を使用します。

v 現在表示中のパースペクティブのアイコンより下位のパースペクティブ・ショー
トカット・バーにあるアイコンによって表されるパースペクティブにアクセスす
るには、メニュー・バーから「パースペクティブ」>「次の」を選択するか、キー
ボード・ショートカット Alt + 下矢印を使用します。

WebSphere Business Integration System Manager ビュー
このビューには、ユーザー・プロジェクト・ノードおよび統合コンポーネント・ラ
イブラリー・ノードがあります。これらは InterChange Server Express プロジェクト
の一種です。

これらのタイプのプロジェクトの処理方法については、 57ページの『統合コンポー
ネント・ライブラリーの処理』および 58ページの『ユーザー・プロジェクトの処
理』を参照してください。

InterChange Server コンポーネント管理ビュー
このビューを使用して、InterChange Server Express インスタンスおよびその内部コ
ンポーネントを操作します。InterChange Server Express インスタンスを登録する
と、行と記入項目が、サーバーごとに、「サーバー・インスタンス」ノードの下に
作成されます。ノードを展開すると、そのインスタンスのリポジトリー内のコンポ
ーネントを表示でき、右マウス・ボタン・クリックで表示されるメニュー項目を使
用して、それらのコンポーネントを操作できます。

InterChange Server Express インスタンスの登録および処理については、 49ページの
『InterChange Server Express インスタンスの処理』を参照してください。
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エディター・ビュー
これは、ファイルおよび統合コンポーネント定義などのフレームワークの各リソー
スを処理するビューです。処理対象のリソースのタイプに応じて異なるエディター
が開きます。例えば、テキスト・ファイルはテキスト・エディターで開きますが、
コラボレーション・オブジェクト定義は InterChange Server Express 固有のエディタ
ーで開きます。

コンソール・ビュー
このビューには、「コンソール」および「ログ出力」の 2 つのタブがあります。
System Manager でマップまたはコラボレーション・テンプレートをコンパイルする
と、各コンポーネントのコンパイルが正常に完了したかどうかを示すメッセージが
「コンソール」タブに表示され、「ログ出力」タブに検出されたエラーまたは警告
が表示されます。

注: ここで参照するコンソール・ビューは System Manager の一部であり、OS/400

システムに製品をインストールするときに InterChange Server Express の特定の
管理機能を実行できるコンソール・インターフェースとは別のツールです。
OS/400 に製品をインストールするときに提供されるコンソール・インターフェ
ースの詳細については、「WebSphere Business Integration Express インストー
ル・ガイド (OS/400 版)」および「システム管理ガイド」を参照してください。
特に明記されていない限り、このガイドでコンソールと記述する場合はコンソ
ール・ビューを意味します。

InterChange Server Express インスタンスの処理
このセクションでは、InterChange Server Express を処理するために System Manager

で行う作業について説明します。

InterChange Server Express インスタンスの登録
InterChange Server Express インスタンスを処理するには、System Manager に登録す
る必要があります。以下の手順を実行します。

要確認: InterChange Server Express インスタンスに接続するには、InterChange

Server が実行されている必要があります。InterChange Server Express の始
動については、「システム管理ガイド」を参照してください。実行されて
いないサーバーも登録できますが、登録しても System Manager は接続し
ません。

1. 以下のいずれかの操作を実行し、「サーバーを登録」ダイアログを表示させま
す。

v メニュー・バーから「サーバー」>「サーバーを登録」を選択します。

v InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、「InterChange
Server インスタンス」 ノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「サーバーを登録」を選択します。

注: InterChange Server Express ビューが参照できない場合は、 113ページの
『表示およびクローズ』の手順に従って使用可能にしてください。
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2. 以下のいずれかの操作を実行し、「サーバー名」フィールドにサーバー名を入力
します。

v InterChange Server Express インスタンスの名前を「サーバー名」フィールドに
入力します。

要確認: InterChange Server Express インスタンス名は、大文字小文字を区別す
るので、名前は正確に指定してください。

v 以下の手順を実行し、ネットワークの InterChange Server Express インスタン
スを参照します。

a. 「参照」をクリックします。

System Manager が、ネットワーク上のアクティブなサーバーを検出し、
「サーバーを検索」ダイアログに表示します。ネットワークの規模、速
度、構成によっては時間がかかる場合があります。

注: サーバーの名前を入力することによって実行されていないサーバーを
登録できますが、実行されていないサーバーは参照できません。

b. 登録するサーバー・インスタンスを選択し、「OK」をクリックします。

3. 「ユーザー名」フィールドに InterChange Server Express インスタンスと対話す
るユーザーの名前を入力します。

デフォルトのユーザー名は admin です。

4. 「パスワード」フィールドに、ステップ 3 で指定したユーザー名のパスワード
を入力します。

デフォルト・ユーザー名 admin に対するデフォルト・パスワードは null で
す。

5. System Manager において、InterChange Server Express インスタンスに接続する
必要のあるたびに、ユーザー名とパスワードを指定しないで済むようにするに
は、「ユーザー ID/パスワードを保管」チェック・ボックスを有効にします。

要確認: この方法でユーザー名およびパスワードをキャッシュする場合は、必ず
セキュリティーについて考慮してください。一部のコンポーネント定義
では、統合するアプリケーションにログインするために有効なユーザー
名およびパスワードなどの機密情報が必要です。このような情報によっ
て、これらのアプリケーションに保管されているレコード、およびそれ
らのレコードに保管されている重要な情報 (クレジット情報や給与計算
情報など) に他のユーザーがアクセスできる場合があります。この方法
でユーザー名およびパスワードをキャッシュするのは、System Manager

からアクセス可能な情報が実動情報でない場合に限定してください。

6. ローカル・テスト・サーバーとして InterChange Server Express インスタンスを
登録するには、「テスト・サーバー」チェック・ボックスを有効にし、「テス
ト・サーバーのインストール・パス」フィールドに InterChange Server Express

製品ディレクトリーの絶対パスを入力するか、「参照」ボタンを使用して製品デ
ィレクトリーまでナビゲートします。

50 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



このチェック・ボックスは、インターフェースをテストする必要がある場合にの
み有効にしてください。コンポーネントを開発する場合または実動サーバーで作
業する場合は、必ず無効にしてください。

インターフェース・テストの詳細については、 229ページの『第 12 章 統合テ
スト環境の使用』 および 297ページの『第 13 章 コラボレーション・デバッ
ガーの使用』を参照してください。

7. 「OK」をクリックします。

System Manager が、InterChange Server Express インスタンスを登録して、
(InterChange Server Express インスタンスの名前、ユーザー名、およびパスワー
ドがすべて正確に指定され、サーバーと IBM Java オブジェクト・リクエスト・
ブローカー (ORB) が動作している場合) その登録したインスタンスに接続し、
InterChange Server Express コンポーネント管理ビューに、登録したインスタンス
に対する入力項目を表示します。

その後、InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、InterChange

Server Express インスタンスを右マウス・ボタンでクリックすると、InterChange

Server Express インスタンスを処理できるようになります。

InterChange Server Express への接続
System Manager で InterChange Server Express インスタンスを登録するときに、イ
ンスタンス名、ユーザー名、およびパスワードがすべて正確であり、サーバーおよ
び IBM ORB が動作している場合、System Manager は自動的に登録されたインス
タンスに接続されます。

インスタンスをシャットダウンする必要がある場合、または System Manager を終
了する場合は、System Manager をインスタンスに再接続する必要があります。ユー
ザー名およびパスワードをキャッシュしているかどうかに応じて作業が少し異なる
ため、以下の該当するセクションのステップに従ってください。

キャッシュしたユーザー名およびパスワードでの接続
サーバーの初期登録時に、ユーザー名とパスワードをキャッシュに入れることにし
た場合は、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、InterChange Server

Express インスタンスの記入項目を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「接続」を選択します。

「ログイン」ダイアログが表示され、キャッシュに入っているログイン情報が示
されます。

2. 「OK」をクリックします。

注: System Manager がサーバーに接続できなかった場合は、 119ページの『System

Manager での InterChange Server Express への接続の問題のトラブルシューティ
ング』 を参照してください。
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ユーザー名およびパスワードをキャッシュしていない場合の接続
最初に InterChange Server Express インスタンスを登録するときにユーザー名および
パスワードのキャッシュを選択しなかった場合は、以下の手順を実行する必要があ
ります。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、InterChange Server

Express インスタンスの記入項目を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「接続」を選択します。

2. 「ユーザー名」フィールドに InterChange Server Express インスタンスと対話す
るユーザーの名前を入力します。

デフォルトのユーザー名は admin です。

3. ステップ 2 で指定したユーザー名に対するパスワードを「パスワード」フィー
ルドに入力します。

デフォルト・ユーザー名 admin に対するデフォルト・パスワードは null で
す。

4. System Manager の InterChange Server Express インスタンスに接続するたびにユ
ーザー名およびパスワード指定の必要がない場合は、「ユーザー ID/パスワード
を保管」チェック・ボックスを有効にします。

要確認: この方法でユーザー名およびパスワードをキャッシュする場合は、必ず
セキュリティーについて考慮してください。一部のコンポーネント定義
では、統合するアプリケーションにログインするために有効なユーザー
名およびパスワードなどの機密情報が必要です。このような情報によっ
て、これらのアプリケーションに保管されているレコード、およびそれ
らのレコードに保管されている重要な情報 (クレジット情報や給与計算
情報など) に他のユーザーがアクセスできる場合があります。この方法
でユーザー名およびパスワードをキャッシュするのは、System Manager

からアクセス可能な情報が実動情報でない場合に限定してください。

5. 「OK」をクリックします。

InterChange Server のモード
InterChange Server は、実装サイクルの各段階に最も適したモードで実行できます。

実動モード
デフォルトでは、InterChange Server Express は実動モードで開始します。

実動モードでは、InterChange Server Express はリポジトリーの整合性を保証するよ
うに設計されています。未解決の依存関係が存在するパッケージはリポジトリーに
展開できず、展開パッケージのマップおよびコラボレーション・テンプレートはす
べて自動的にコンパイルされます。これらの制限により、サーバー環境でコンポー
ネントを適切に実行できることが保証されます。未解決の依存関係を持つコンポー
ネントまたは未コンパイルのコンポーネントが実行時にサーバー環境に存在する
と、それらのコンポーネントを必要とするトランザクションが失敗します。開発環
境ではまだ必要なコンポーネントを作成中であると考えられるため、この事態は許
容されますが、実稼働環境で許容されるとは考えられません。したがって、これら
の制限により、安全な展開手順が強制的に適用されます。
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実動モードは、InterChange Server Express のデフォルトのモードであるため、実動
モードで始動するために必要な構成ステップはありません。ただし、実動モードで
始動する場合は、設計モードで始動するためのステップを実行しなかったことを確
認してください。また、System Manager の InterChange Server Express コンポーネ
ント管理ビューで、InterChange Server Express のモードも確認してください。

設計モード
設計モードでは、InterChange Server Express は、リポジトリーが整合していない状
態を許可します。このため、依存するコンポーネントが存在しない状態でもリポジ
トリーにコンポーネントをインポートできます。例えば、子オブジェクトを必要す
る新規のビジネス・オブジェクト定義をカスタマイズしてインポートするときに、
子オブジェクトがリポジトリーに存在しない場合、実動モードの InterChange Server

Express インスタンスはインポートを失敗させて、リポジトリーの整合性を保護しま
す。しかし、設計モードの InterChange Server Express インスタンスでは先に進むこ
とができるため、開発アプローチに最も適した方法で統合コンポーネントを組み立
てることができます。

さらに、設計モードのサーバーにパッケージを展開するときに、必ずしもマップお
よびコラボレーション・テンプレートをコンパイルする必要はありません。実動モ
ードでは、サーバーはマップおよびコラボレーション・テンプレートをすべて自動
的にコンパイルします。

設計モードは、別の環境からコンポーネントをインポートするときに特に有用で
す。依存関係をすべて把握していない場合は、未解決の依存関係が存在してもイン
ポート操作が失敗せずに段階的にコンポーネントをインポートできる機能は重要で
す。

設計モードで InterChange Server Express を始動するには、サーバーの始動時に
-design パラメーターを使用します。

v Windows の場合は、InterChange Server Express の Windows ショートカットを編
集して、「ターゲット」フィールドに表示されているパスの最後に、パラメータ
ー -design を追加します。あとで、実動モードを使用するときに、ショートカッ
トを再度編集して、「ターゲット」フィールドのパスから -design パラメーター
を除去します。

v OS/400 の場合、set_ics_server_mode.sh スクリプトを使用してサーバー・モードを
設定します。OS/400 コマンド入力画面から CL コマンド QSH を入力して、
QShell から次のコマンドを実行します。

/QIBM/ProdData/WBIServer43/bin/set_ics_server_mode.sh interChangeServerName mode

ここで、interChangeServerName は InterChange Server Express インスタンスの名
前 (OS/400 にインストールされるインスタンスのデフォルトは QWBIDFT) で、
mode は小文字の design です。これを完了すると、次に InterChange Server を開
始したとき、InterChange Server は設計モードで開始されます。後で、実動モード
に変更する準備ができたときに同じ操作を実行します。ただし、mode には小文字
の production を使用します。

v Linux の場合、設計モードに変更するには、コマンド・ウィンドウから次のコマ
ンドを実行します。

/home/user/IBM/WebSphereServer/bin/ics_manager.sh -start mode
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ここで、mode は小文字の -design です。これを完了すると、InterChange Server

Express は設計モードで開始します。後で実動モードに変更する場合は、次のコマ
ンドを実行します。

/home/user/IBM/WebSphereServer/bin/ics_manager.sh -start

InterChange Server Express のパスワードの変更
InterChange Server Express に接続するために使用されるユーザー・アカウントのパ
スワードを変更できます。パスワードを変更するには、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express ビューの InterChange Server Express インスタンスの
エントリーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「パ
スワードを変更」を選択します。

「Change InterChange Server Express Password」ダイアログが表示されます。

2. 「旧パスワード」フィールドに現在のパスワードを入力します。

3. 「新パスワード」フィールドに新規パスワードを入力します。

4. 「確認パスワード」フィールドに再度新規パスワードを入力します。

5. 「OK」をクリックします。

InterChange Server Express の最新表示
コンポーネントを InterChange Server Express インスタンスに展開したら、System

Manager でインスタンスを最新表示し、サーバーにコンポーネントが正確に表示さ
れるようにする必要があります。例えば、コンポーネントをサーバーに展開し、新
規統合ライブラリーを作成し、サーバーからライブラリーにコンポーネントを追加
する場合は、サーバーを最新表示しないと、System Manager は新しく展開されたコ
ンポーネントをリストしません。

サーバー・インスタンスの表示を最新にするには、InterChange Server Express コン
ポーネント管理ビューでインスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキ
スト・メニューから「最新表示」を選択します。

InterChange Server Express からの切断
InterChange Server Express インスタンスと System Manager の接続を切断するに
は、InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、切断する InterChange

Server Express インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「切断」を選択します。

InterChange Server Express のシャットダウン
InterChange Server Express インスタンスをシャットダウンするには、InterChange

Server Express コンポーネント管理ビューで、シャットダウンする InterChange

Server Express インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「切断」を選択してから、インスタンスのシャットダウンの方法により、
サブメニューから「正常」または「即時に」のいずれかを選択します。

シャットダウンのタイプとして「即時に」を選択した場合は、InterChange Server

Express はただちにシャットダウンし、その時点で処理中であったフローは失敗しま
す。失敗したフローは、後で Flow Manager を使用して解決できます。このタイプ
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のシャットダウンは、システムのフローを考慮する必要がない開発環境およびテス
ト環境の場合、または失敗したフローをサブミットしても混乱しない実稼働環境で
使用してください。

InterChange Server Express が OS/400 で稼動する場合、次のいずれかの方法で即時
シャットダウンを実行することもできます。

v CL コマンド WRKACTJOB SBS(QWBISVR43) を使用して、OS/400 上の WebSphere

Business Integration Server Express サブシステムのアクティブなジョブを表示しま
す。InterChange Server Express のインスタンス名と同じ名前のジョブ名を持つジ
ョブを見つけます (インストールされたデフォルトのサーバーの名前は
QWBIDFT)。オプション 4 を使用してジョブを終了し、F4 キーを押してコマン
ド・プロンプトを表示し、OPTION パラメーターに *IMMED を指定します。

v 実行中のサーバーに対して stop_server.sh スクリプトを使用します。CL コマンド
QSH を使用し、QShell 環境で
/QIBM/UserData/WBIServer43/serverName/stop_server.sh スクリプトを実行します。
ここで serverName は InterChange Server インスタンスの名前です (インストール
されたデフォルトは QWBIDFT)。

シャットダウンのタイプとして「正常」を選択した場合は、InterChange Server

Express 統合コンポーネントがその時点のフローの処理を完了してからサーバーがシ
ャットダウンします。このタイプのシャットダウンは、フローの故障によって混乱
が発生する可能性がある実稼働環境で使用します。

InterChange Server Express が OS/400 で稼動している場合は、InterChange Server

Express Component Management ビューを使用する以外に、OS/400 システムからサ
ーバーを正常にシャットダウンすることもできます。このためには、OS/400 CL コ
マンド QSH を使用して QShell 環境を開始し、次のスクリプトを実行します。

/QIBM/ProdData/WBIServer43/bin/stop_server_gracefully.sh

serverName -uAdmin -pPassword

ここで、serverName は InterChange Server Express インスタンスの名前 (インスト
ールされたデフォルトのサーバーの名前は QWBIDFT) で、Password は Server

Express の admin ユーザー ID のパスワードです。

注: Windows で InterChange Server Express を実行している場合、InterChange

Server Express のシャットダウンには、実行しているコンソール・ウィンドウを
閉じる方法もあります。これは即時シャットダウンとなるため、その時点で処
理中であったフローは失敗します。開発環境ではデータの保全性は重要でない
ため、この方法も許容できますが、実稼働環境では行わないでください。開発
環境の場合でも、System Manager を使用して InterChange Server Express をシ
ャットダウンする利点は、InterChange Server Express コンポーネント管理ビュ
ーにサーバーの状況が表示されることです。System Manager を使用しない他の
方法でシャットダウンした場合、System Manager は、サーバー状態の変化を検
出して報告することができません。
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ビューからの InterChange Server Express インスタンスの削除
System Manager で、InterChange Server Express コンポーネント管理ビューから、
InterChange Server Express インスタンスを除去することが必要な場合があります。
InterChange Server Express インスタンスを除去するには、以下の手順を実行しま
す。

1. 除去対象の InterChange Server Express インスタンスに、System Manager が接続
されていないことを確認します。これは、InterChange Server Express インスタン
スから System Manager を切断するか、InterChange Server Express インスタンス
をシャットダウンして行うことができます。

InterChange Server Express インスタンスから System Manager を切断する方法の
詳細については、 54ページの『InterChange Server Express からの切断』を参照
してください。

InterChange Server Express インスタンスをシャットダウンする方法の詳細につい
ては、 54ページの『InterChange Server Express のシャットダウン』を参照して
ください。

2. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、除去対象の
InterChange Server Express インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コン
テキスト・メニューから「削除」を選択します。

3. 「サーバーの削除の確認」プロンプトで「OK」をクリックします。

サーバー・インスタンスがビューから除去されます。

その他の InterChange Server Express 用 System Manager コ
マンド

InterChange Server Express インスタンスを右マウス・ボタンでクリックしたときに
表示されるコンテキスト・メニューには、複数の追加メニュー項目があります。

表 3. その他の InterChange Server Express 用 System Manager コマンド

InterChange Server メニュー項目

構成を編集 このメニュー項目については、 121ページ
の『第 5 章 InterChange Server Express の
構成』を参照してください。

統計 このメニュー項目については、「システム
管理ガイド」を参照してください。

システム表示 このメニュー項目については、「システム
管理ガイド」を参照してください。

サーバー・オブジェクトの削除 このメニュー項目については、 107ページ
の『サーバー・オブジェクトの削除ウィザ
ードを使用したコンポーネントの削除』を
参照してください。

リポジトリーを削除 106ページの『リポジトリー全体の削
除』。

モニター定義ウィザード このメニュー項目については、「システム
管理ガイド」を参照してください。
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統合コンポーネント・ライブラリーの処理
統合コンポーネント・ライブラリーは、開発するコンポーネントを格納する際に使
用します。このセクションでは、新規統合コンポーネント・ライブラリーの作成方
法について説明します。

統合コンポーネント・ライブラリーを作成したときには、通常、以下の作業も行い
ます。

v ライブラリーにコンポーネントをインポートします。いくつかのインポート方法
については、 63ページの『統合コンポーネント・ライブラリー内のコンポーネン
トの処理』を参照してください。

v ユーザー・プロジェクトのコンポーネントに対するショートカットを作成しま
す。この詳細については、 58ページの『ユーザー・プロジェクトの処理』を参照
してください。

v InterChange Server Express インスタンスにコンポーネントを展開します。詳細に
ついては、 83ページの『サーバーへのコンポーネントの展開』を参照してくださ
い。

v コンポーネントをパッケージにエクスポートし、サーバーや他のライブラリーに
インポートしたり、開発をバックアップしたりします。詳細については、 81ペー
ジの『System Manager を使用したパッケージへのコンポーネントのエクスポー
ト』を参照してください。

統合コンポーネント・ライブラリーの概念的な情報については、 26ページの『統合
コンポーネント・ライブラリー』を参照してください。

統合コンポーネント・ライブラリーの作成
ウィザードを使用して System Manager で新規統合コンポーネント・ライブラリー
を作成するには、以下の手順を実行します。

1. 以下のいずれかの操作を実行し、「新規統合コンポーネント・ライブラリー」ウ
ィザードを開始します。

v メニュー・バーから「ファイル」>「新規」>「新規統合コンポーネント・ライ
ブラリー」を選択します。

v WebSphere Business Integration System Manager ビューで「統合コンポーネン
ト・ライブラリー」フォルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「新規統合コンポーネント・ライブラリー」を選択します。

v ツールバーの「Open The New Wizard」ボタンをクリックし、メニューから
「新規統合コンポーネント・ライブラリー」を選択します。

2. 「プロジェクト名」フィールドに統合コンポーネント・ライブラリーの名前を入
力します。

プロジェクト名には英数字および下線のみが使用でき、英語で指定します。

3. デフォルトのロケーション (ワークスペース) にライブラリー用フォルダーを作
成し、ライブラリーに指定した名前と同じ名前を付けるには、「デフォルト・ロ
ケーションの使用」チェック・ボックスを有効にしておきます。

ライブラリー・フォルダーの名前およびロケーションを指定する場合は、以下の
手順を実行します。
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a. 「デフォルト・ロケーションの使用」チェック・ボックスをクリアします。

b. ライブラリーに使用するディレクトリーの絶対パスおよび名前を「ロケーシ
ョン」フィールドに入力するか、「ブラウズ」をクリックして既存のディレ
クトリーを選択します。

注: 「デフォルト・ロケーションの使用」チェック・ボックスを使用して
System Manager で作成する以外に、ワークスペースのパスにライブラリー
用フォルダーを作成する方法はありません。

4. この時点でサーバーのリポジトリーからライブラリーにコンポーネントをインポ
ートしない場合は、ステップ 5 に進みます。

実行中のサーバーのリポジトリーからライブラリーにコンポーネントをインポー
トする場合は、以下の手順を実行します。

a. 以下のいずれかを実行して、コンポーネントのインポート元のサーバーを指
定します。

v 「サーバーからコンポーネントをインポート」ドロップダウン・メニュー
でサーバーを選択します。

サーバーが実行されており、System Manager がサーバーに接続されていな
ければ、サーバーはドロップダウン・メニューに表示されません。

v 「新規サーバーを登録」をクリックし、ウィザードを使用してリストにサ
ーバーを追加します。詳細については、 49ページの『InterChange Server

Express インスタンスの登録』を参照してください。

b. 「次へ」をクリックします。

c. ウィザードの次の画面で、サーバー・インスタンスの横にあるチェック・ボ
ックスを有効にしてリポジトリーにあるコンポーネントをすべて追加する
か、サーバー・フォルダーを展開してコンポーネント・グループの横にある
チェック・ボックスを有効にするか、グループのフォルダーを展開して個々
のコンポーネントのチェック・ボックスを有効にします。

d. 「ディープ」チェック・ボックスを有効にし、選択したコンポーネントの依
存関係をすべて追加します。依存関係については、 109ページの『依存関係
および参照』を参照してください。

5. 「完了」をクリックして、ウィザードを終了します。

System Manager が、「統合コンポーネント・ライブラリー」フォルダーの下に
指定の名前でフォルダーを作成します。

ユーザー・プロジェクトの処理
1 つ以上のライブラリーを処理するには、統合コンポーネントへのショートカット
をユーザー・プロジェクトに作成します。ユーザー・プロジェクトにより、コンポ
ーネントのビューをインターフェースとして編成できます。System Manager からサ
ーバーにコンポーネントを展開するには、コンポーネントのショートカットをユー
ザー・プロジェクトに追加する必要があります。

このセクションを構成するセクションは次のとおりです。

v 59ページの『ユーザー・プロジェクトの作成』
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v 60ページの『ユーザー・プロジェクトへのショートカットの追加』

v 80ページの『ソリューションのエクスポート』

ユーザー・プロジェクトの概念的な情報については、 26ページの『ユーザー・プロ
ジェクト』を参照してください。

ユーザー・プロジェクトの作成
ウィザードを使用して System Manager で新規ユーザー・プロジェクトを作成する
には、以下の手順を実行します。

1. 以下のいずれかの操作を実行し、「新規ユーザー・プロジェクト」ウィザードを
開始します。

v メニュー・バーから「ファイル」>「新規」>「ユーザー・プロジェクト」を選
択します。

v WebSphere Business Integration System Manager ビューで、「ユーザー・プロ
ジェクト」フォルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「新規ユーザー・プロジェクト」を選択し、「新規 ICS プロジェク
ト」を選択します。

v WebSphere Business Integration System Manager ビューで、「ユーザー・プロ
ジェクト」フォルダーを展開し、「InterChange Server プロジェクト」フォ
ルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「新規
ICS プロジェクト」を選択します。

v ツールバーの「Open The New Wizard」ボタンをクリックし、メニューから
「新規ユーザー・プロジェクト」を選択します。

2. 「プロジェクト名」フィールドにユーザー・プロジェクトの名前を入力します。

プロジェクト名には英数字および下線のみが使用でき、英語で指定します。

3. デフォルトのロケーション (ワークスペース) にユーザー・プロジェクト用フォ
ルダーを作成し、ユーザー・プロジェクトに指定した名前と同じ名前を付けるに
は、「プロジェクト内容」ペインの「デフォルトの使用」チェック・ボックスを
有効にしておきます。

ユーザー・プロジェクト・フォルダーの名前およびロケーションを指定する場合
は、以下の手順を実行します。

a. 「プロジェクト内容」ペインの「デフォルトの使用」チェック・ボックスを
クリアします。

b. ユーザー・プロジェクトに使用するディレクトリーの絶対パスおよび名前を
「ディレクトリー」フィールドに入力するか、「ブラウズ」をクリックして
既存のディレクトリーを選択します。

注: 「デフォルト・ロケーションの使用」チェック・ボックスを使用して
System Manager で作成する以外に、ワークスペースのパスにユーザー・プ
ロジェクト用フォルダーを作成する方法はありません。

4. この時点で既存の統合コンポーネントへのショートカットを作成しない場合は、
ステップ 5 (60ページ) に進みます。

既存の統合コンポーネントへのショートカットを作成する場合は、統合コンポー
ネント・ライブラリーの横にあるチェック・ボックスを有効にしてその中にある
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すべてのコンポーネントへのショートカットを作成するか、統合コンポーネン
ト・ライブラリー・フォルダーを展開してコンポーネント・グループの横にある
チェック・ボックスを有効にするか、グループのフォルダーを展開して個々のコ
ンポーネントのチェック・ボックスを有効にします。

注: 複数の統合コンポーネント・ライブラリーから同じ名前のコンポーネントを
選択する場合は、選択内容に重複する参照が存在することを通知するプロン
プトは出されません。重複するコンポーネントを選択した場合は、ウィザー
ドで選択したときにライブラリーの最下部にあった統合コンポーネント・ラ
イブラリーのコンポーネントに対してショートカットが作成されます。

図 11 に、「新規ユーザー・プロジェクト」ウィザードを示します。

5. 「完了」をクリックして、ウィザードを終了します。

ユーザーが指定した名前の付いたフォルダーが、System Manager によって、
「ユーザー・プロジェクト」フォルダー内の「InterChange Server プロジェク
ト」フォルダーに作成されます。

ユーザー・プロジェクトへのショートカットの追加
作業しているインターフェースを表示できるようにするには、ユーザー・プロジェ
クトにショートカットを追加します。ユーザー・プロジェクトにショートカットを
追加する方法はいくつかあります。以下のセクションではこれらの方法について説
明します。

v 61ページの『依存関係ツリーの使用』

図 11. ユーザー・プロジェクトの作成
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v 62ページの『「プロジェクトを更新」ウィザードの使用』

v 63ページの『コンポーネントのドラッグ・アンド・ドロップ』

v 81ページの『ソリューションのインポート』

依存関係ツリーの使用
「依存関係ツリー」ウィザードは、コンポーネント・ショートカットをユーザー・
プロジェクトに追加するための最も便利なインターフェースです。ユーザー・プロ
ジェクトは、主に、インターフェースを表現する目的で設計され、インターフェー
スは、一般に、コラボレーション・オブジェクトを中心に置かれます。さらに、ユ
ーザー・プロジェクトは一般にコラボレーション・オブジェクトを中心に置きま
す。通常、ユーザー・プロジェクトに必要なショートカットを作成するには、コラ
ボレーション・オブジェクトの依存関係を見つけます。

依存関係の概念的な情報については、 109ページの『依存関係および参照』を参照
してください。

「依存関係ツリー」ウィザードを使用してユーザー・プロジェクトにショートカッ
トを追加するには、以下の手順を実行します。

1. ライブラリーにあるコラボレーション・オブジェクトなどの統合コンポーネント
を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「依存関係の表
示」を選択します。

2. 「プロジェクトに追加」ドロップダウン・メニューから、ショートカットの追加
先ユーザー・プロジェクトを選択します。

3. ウィザードの左側のペインで、ショートカットを作成するコンポーネントを選択
します。

キーボード・ショートカットを使用すると作業しやすくなります。例えば、オブ
ジェクトの範囲を選択するには Shift を押しながら操作し、不連続な単一オブジ
ェクトを選択するには Ctrl を押しながら操作します。

4. 右向きの矢印をクリックし、ウィザードの右側のペインにコンポーネントを追加
します。

62ページの図 12 に、「依存関係ツリー」ウィザードを示します。
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5. 「OK」をクリックします。

System Manager が、指定のユーザー・プロジェクトに選択されたコンポーネン
トへのショートカットを作成します。

「プロジェクトを更新」ウィザードの使用
「プロジェクトを更新」ウィザードが提供するインターフェースにより、最初にユ
ーザー・プロジェクトを作成するときに表示されたユーザー・プロジェクトに類似
したユーザー・プロジェクトへのショートカットを追加できます。「プロジェクト
を更新」ウィザードを使用するには、以下の手順を実行します。

1. WebSphere Business Integration System Manager ビューで任意のユーザー・プロ
ジェクトを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「プロ
ジェクトを更新」を選択します。

2. 統合コンポーネント・ライブラリーの横にあるチェック・ボックスを有効にして
その中にあるすべてのコンポーネントへのショートカットを作成するか、統合コ
ンポーネント・ライブラリー・フォルダーを展開してコンポーネント・グループ
の横にあるチェック・ボックスを有効にするか、グループのフォルダーを展開し
て個々のコンポーネントのチェック・ボックスを有効にします。

3. 「完了」をクリックします。

ウィザードで選択したユーザー・プロジェクトと同じ名前のコンポーネントへの
ショートカットがユーザー・プロジェクトに存在する場合は、プロンプトが表示
され、以下の操作が可能になります。

v 表示されたコンポーネントを上書きします。

v 重複するコンポーネントをすべて上書きします。

v コンポーネントを上書きしません。

v 更新操作をキャンセルします。

図 12. 「依存関係ツリー」を使用したユーザー・プロジェクトへのショートカットの追加
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ユーザー・プロジェクトにショートカットが存在するコンポーネントと同じ名前
のコンポーネントを選択しなかった場合は、プロジェクトにショートカットが追
加され、ウィザードが終了します。

コンポーネントのドラッグ・アンド・ドロップ
統合コンポーネント・ライブラリー・フォルダーからコンポーネントを選択し、ユ
ーザー・プロジェクトにドラッグ・アンド・ドロップすると、そのユーザー・プロ
ジェクトにコンポーネントへのショートカットを追加できます。

ユーザー・プロジェクトのフォルダーにまだショートカットが存在しない場合は、
フォルダー自体にコンポーネントをドラッグ・アンド・ドロップしてください。フ
ォルダーにコンポーネントをドラッグ・アンド・ドロップし、マウス・ポインター
の下に四角形が表示されたらマウス・ボタンを放します。

ユーザー・プロジェクトのフォルダーに既にショートカットが存在する場合は、フ
ォルダー自体にコンポーネントをドラッグ・アンド・ドロップすることはできませ
ん。線が表示されるまでフォルダーの既存のショートカットの間でコンポーネント
をドラッグ・アンド・ドロップし、マウス・ボタンを放します。

統合コンポーネント・ライブラリー内のコンポーネントの処理
WebSphere Business Integration Server Express インテグレーション・システムを実
装する場合、大半の時間が統合コンポーネントの処理に費やされます。本書では個
々のコンポーネントの開発に関する詳細については説明しません。このセクション
では、Designer ツールの起動方法、新規コンポーネントの作成方法、既存のコンポ
ーネントの変更方法、および System Manager で開発する一部のコンポーネントの
処理方法について説明します。

統合コンポーネントの開発方法について詳しくは、次のガイドを参照してくださ
い。

v コラボレーション開発ガイド

v マップ開発ガイド

v ビジネス・オブジェクト開発ガイド

v アクセス開発ガイド

開発して InterChange Server Express インスタンスに配置したコンポーネントの処理
の詳細については、 98ページの『InterChange Server Express リポジトリー内のコン
ポーネントの処理』を参照してください。

コンポーネント命名ガイドライン
コンポーネントを作成するときは、以下の一般的なガイドラインと要件に注意して
ください。

v 一般的に、ICS システムでは、ほとんどの句読点や特殊文字が使用されないた
め、英数字とアンダースコアーの組み合わせにコンポーネント名を限定します。
コンポーネント名にはスペースを使用しないでください。

v コンポーネント名はすべて、(数字やアンダースコアーではなく) 英字で開始して
ください。例外については、特定のセクションを参照してください。
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v プロパティー名では、アポストロフィ (’) または 二重引用符 (″) を使用しないで
ください。

v 多くのコンポーネント名には、最大長の制限があります。

– マップ名: 最大 76 文字

– コラボレーション・テンプレート: 最大 80 文字

– コラボレーション・オブジェクト: 最大 80 文字

v コネクターとコネクター構成プロパティー、コラボレーション・テンプレート、
コラボレーション・オブジェクト、コラボレーション・プロパティー、コラボレ
ーション・ポート、マップ、ビジネス・オブジェクト定義、属性、属性タイプ、
および動詞などのコンポーネントは、アメリカ英語ロケールの en_US に関連す
るコード・セット内の文字のみで構成する必要があります。

後方互換性のため、IBM では、数少ない命名要件しか強制しておりません。ただ
し、命名は、基底のシステム・コンポーネントからの制限に従うため、このガイド
の規則を守ってください。例えば、Java は、Java クラス名に制限を課しており、ユ
ーザーのオペレーティング・システムおよびデータベースも同様に、ファイル名に
使用される文字および文字長に対しても制限をしています。

Designer ツールの起動
このセクションでは、各 Designer ツールの起動方法について説明します。Designer

ツールを使用すると、新規コンポーネントの作成や、既存のコンポーネントのオー
プンおよび変更を行うことができます。

注: Designer ツールのいずれかを起動中に、クラスが見つからないというエラーが
発生した場合、System Manager を起動して、その Designer ツールをもう一度
起動する必要があります。ただし、ツールが起動した後は、System Manager を
稼働したままにする必要はありません。

Business Object Designer Express
Business Object Designer Express を起動するには、次のいずれかの方法を使用しま
す。

v 「WebSphere Business Integration」システム表示で「ビジネス・オブジェクト」フ
ォルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「新規
ビジネス・オブジェクトの作成」を選択します。

v WebSphere Business Integration System Manager ビューで、任意のフォルダーを選
択し、以下の操作のいずれかを実行します。

– メニュー・バーから「ツール」>「Business Object Designer Express」を
選択します。

– 「Business Object Designer Express」ツールバー・ボタンをクリックしま
す。

– キーボード・ショートカット Ctrl+4 を使用します。

v 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Business Integration
Express」>「Toolset Express」>「開発」>「Business Object Designer
Express」を選択します。

Business Object Designer Express の詳細については、「ビジネス・オブジェクト開
発ガイド」を参照してください。
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Connector Configurator
Connector Configurator を起動するには、以下のいずれかの操作を実行します。

v 「WebSphere Business Integration」システム表示で「コネクター」フォルダーを右
マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「新規コネクターの
作成」を選択します。

v WebSphere Business Integration System Manager ビューで、任意のフォルダーを選
択し、以下の操作のいずれかを実行します。

– メニュー・バーから「ツール」>「Connector Configurator」を選択します。

– 「Connector Configurator」ツールバー・ボタンをクリックします。

– キーボード・ショートカット Ctrl+1 を使用します。

v 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Business Integration
Express」 >「Toolset Express」>「開発」>「Connector Configurator」

Connector Configurator の詳細については、 131ページの『第 7 章 コネクターの構
成』を参照してください。

Map Designer Express
Map Designer Express を起動するには、次のいずれかの方法を使用します。

v 「WebSphere Business Integration」システム表示で「マップ」フォルダーを右マウ
ス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「新規マップの作成」を
選択します。

v WebSphere Business Integration System Manager ビューで、任意のタイプの統合コ
ンポーネントに対するフォルダーを選択し、以下のいずれかの操作を実行しま
す。

– メニュー・バーから「ツール」>「Map Designer Express」を選択します。

– 「Map Designer Express」ツールバー・ボタンをクリックします。

– キーボード・ショートカット Ctrl+3 を使用します。

v 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Business Integration
Express」>「Toolset Express」>「開発」>「Map Designer Express」を選
択します。

Map Designer Express の詳細については、「マップ開発ガイド」を参照してくださ
い。

Relationship Designer Express
Relationship Designer Express を起動するには、以下のいずれかの操作を実行しま
す。

v WebSphere Business Integration System Manager ビューで、「関係」フォルダーを
右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「Relationship
Designer Express」を選択します。

v 「WebSphere Business Integration」システム表示で任意のタイプの統合コンポーネ
ントのフォルダーを選択し、以下のいずれかの操作を実行します。

– メニュー・バーから「ツール」>「Relationship Designer Express」を選択
します。

– 「Relationship Designer Express」ツールバー・ボタンをクリックします。
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– キーボード・ショートカット Ctrl+5 を使用します。

v 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Business Integration
Express」>「Toolset Express」>「開発」>「Relationship Designer
Express」を選択します。

Relationship Designer Express の詳細については、「マップ開発ガイド」を参照して
ください。

Process Designer Express
Process Designer Express を起動するには、以下のいずれかの操作を実行します。

v 「WebSphere Business Integration」システム表示で「コラボレーション・テンプレ
ート」フォルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューか
ら「新規コラボレーション・テンプレートの作成」を選択します。

v 「WebSphere Business Integration」システム表示で任意のタイプの統合コンポーネ
ントのフォルダーを選択し、以下のいずれかの操作を実行します。

– メニュー・バーから「ツール」>「Process Designer Express」を選択しま
す。

– 「Process Designer Express」ツールバー・ボタンをクリックします。

– キーボード・ショートカット Ctrl+2 を使用します。

v 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Business Integration
Express」>「Toolset Express」>「開発」>「Process Designer Express」を
選択します。

Process Designer Express の詳細については、「コラボレーション開発ガイド」を参
照してください。

新規コンポーネントの作成
以下のコンポーネントの場合、 64ページの『Designer ツールの起動』の説明に従っ
て、各コンポーネントの Designer ツールを起動すると、そのタイプの新規コンポー
ネントを作成できます。

v ビジネス・オブジェクト

v マップ

v 関係

v コラボレーション・テンプレート

コンポーネントによっては専用の Designer ツールがないものもあります。この場合
は、System Manager によって表示されるインターフェースで作成します。新しいコ
ラボレーション・オブジェクト、データベース接続プール、およびスケジュールを
作成するには、 67ページの表 4 を参照してください。
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表 4. Designer ツールを使用しない新規統合コンポーネントの作成方法

コンポーネント 方法 詳細情報の参照先

コラボレーション・オ
ブジェクト

「WebSphere Business Integration」システム
表示で「コラボレーション・オブジェクト」
フォルダーを右マウス・ボタンでクリック
し、コンテキスト・メニューから「新規コラ
ボレーション・オブジェクトの作成」を選択
します。

175ページの『第 9

章 コラボレーショ
ン・オブジェクトの
構成』

データベース接続プー
ル

「WebSphere Business Integration」システム
表示で「データベース接続プール」フォルダ
ーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテ
キスト・メニューから「新規データベース接
続の作成」を選択します。

163ページの『第 8

章 データベース接
続プールの構成』

スケジュール v 「WebSphere Business Integration」システ
ム表示で「スケジュール」フォルダーを右
マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「コンポーネントのスケ
ジュールを編集」を選択します。

v ライブラリーでスケジュール可能な任意の
コンポーネント、またはユーザー・プロジ
ェクトでスケジュール可能な任意のコンポ
ーネントへのショートカットを右マウス・
ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「コンポーネントのスケジュール
を編集」を選択します。

システム管理ガイド

Web サービス 統合コンポーネントとして Web サービスを
指定するには、WebSphere Business

Integration System ビューの
「WebServices」フォルダーを右マウス・ボ
タンでクリックし、コンテキスト・メニュー
から「Register New Web Service」を選択
します。

『統合コンポーネン
トとしての Web サ
ービスの指定』

統合コンポーネントとしての Web サービスの指定
このセクションでは、System Manager で Web サービスを統合コンポーネントとし
て登録、起動する方法について説明します。以下のセクションから構成されていま
す。

v 『概説』

v 68ページの『Web サービスの登録』

概説
Web サービスは、必要なものを完備したモジュラー式の動的分散アプリケーション
であり、ネットワーク上で記述、パブリッシュ、配置、および起動し、製品、プロ
セス、およびサプライ・チェーンを作成することができます。Web サービスは、ロ
ーカル、分散的、または Web ベースの場合もあります。Web サービスは、
TCP/IP、HTTP、Java、HTML、および XML などのオープン・スタンダードの上部
に構築されます。Web サービスは、メッセージング用の SOAP (Simple Object
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Access Protocol)、およびパブリッシングとディスカバリー用の UDDI (Universal

Description, Discovery and Integration) と WSDL (Web Services Description

Language) などの新規の標準テクノロジーを使用します。

System Manager を使用すると、統合コンポーネント・ライブラリー (ICL) のコンポ
ーネントとして、Web サービスを登録することができます。登録プロセスは、統合
コンポーネント・ライブラリーの下のコンポーネントとして Web サービスを登録
し、InterChange Server Express が Web サービスとの通信に使用するビジネス・オ
ブジェクトを自動的に生成します。また、System Manager を使用して、登録されて
いる Web サービスをテストしてから、サーバーに配置することもできます。

Web サービスの登録
System Manager では、「新規 Web サービスを登録」ウィザードを使用して、Web

サービスを登録します。

1. このウィザードを開始するには、WebSphere Business Integration System ビュー
の「統合コンポーネント・ライブラリー」を展開し、「WebServices」フォル
ダーを右マウス・ボタンでクリックしてから、「Register New Web
Service」を選択します。「Web サービスを登録する方法の選択」ページが表
示されます。

2. 以下のオプションのいずれかをクリックします。

オプション 説明

WSDL ファイルの URL の入力 登録する Web サービスを正確に指定すること
ができます。

Web サービスの UDDI レジストリーの検
索

Web サービスを見つけるため、検索する対象
の UDDI レジストリーをさらに詳しく指定す
ることができます。

3. 「次へ」をクリックします。

4. ステップ 2 で、「WSDL ファイルの URL の入力」をクリックした場合、
「WSDL URL を入力してください」ページが表示されます。「WSDL URL」
フィールドに、登録する Web サービスの URL を指定し、「次へ」をクリッ
クしてから、ステップ 8 (69ページ) に進みます。

5. ステップ 2 で、「Web サービスの UDDI レジストリーの検索」をクリックし
た場合は、「Web サービスを検索中」ページが表示されます。以下の手順を実
行します。

a. 「検索項目」フィールドで、検索する Web サービスに対する検索条件を入
力します。

b. 以下のサポートされている UDDI レジストリーから 1 つ以上選択します。

v IBM UDDI レジストリー

v Microsoft UDDI レジストリー

v XMethods UDDI レジストリー

c. 「検索」をクリックします。「検索結果」タブに、結果が検出されたレジス
トリーの名前が表示されます。選択したレジストリーが使用不可の場合は、
そのページにエラー・メッセージが表示されます。

6. リスト上の各レジストリー名に対して、以下を実行します。
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v レジストリー名を選択し、そのレジストリーの検索結果数を表示します。

v レジストリー・リストを拡張して、そのレジストリーで検索されたサービス
の名前を表示します。

v サービスの名前を選択して、Web サービス詳細を表示します。

7. 登録する Web サービスの名前を選択して、「次へ」をクリックし、ウィザー
ドの次のページに進みます。「新規 Web サービスが見つかりました」ページが
表示されます。

8. 「新規 Web サービスが見つかりました」ページでは、以下を実行できます。

v 「使用可能なメソッド」タブをクリックして、Web サービスの呼び出し可
能なサービスのリストを表示します。サービスは、本質的に、クライアント
が呼び出せるメソッドです。

v 「WSDL」タブをクリックして、Web サービスを記述している XML コード
を表示します。

9. 「使用可能なメソッド」をクリックすると、詳細情報が、(有効であれば) 右方
のペインに表示されます。Fault(s) パラメーターが、サービスの呼び出し時に
発生した可能性のあるエラーや例外を格納するために使用されていることに注
意してください。

10. 「完了」をクリックして、Web サービスを登録します。

登録されている Web サービスの表示
Web サービスの登録を終了すると、System Manager で表示することができます。

1. 「統合コンポーネント・ライブラリー」>「WebServices」のもとで、Web サー
ビス名をダブルクリックします。「概要」タブが表示されます。

2. 「概要」タブをクリックして、「使用可能な操作」ページを表示します。このペ
ージには、その名前をダブルクリックした Web サービスに対するサービスまた
はメソッドのリストが表示されます。「使用可能な操作」ページの右側に表示さ
れる「Web サービス・メソッド」パネルも、メソッドのリストを表示します。

Web サービスのすべてのメソッドは、それらを使用するかどうかに関係なく、
「使用可能な操作」ページの「操作」列に登録されて表示されます。

Web サービスを登録するとき ( 68ページの『Web サービスの登録』を参照) に
各メソッドに対して作成されたビジネス・オブジェクトが、「入力 BO」列と
「出力 BO」列の下にリストされます。

3. リストを最新表示にするには、「BO 定義の作成」ボタンをクリックします。

4. 「Web サービス・メソッド」パネルで、メソッドを選択して、そのパラメータ
ーを「メソッド・パラメーター」パネルに表示します。パラメーターが、「入
力」、「出力」、および「障害」の各カテゴリーの下にリストされます。

Web サービス・ビジネス・オブジェクトの使用
Web サービスで使用するカスタマイズ・ビジネス・オブジェクトを手動で作成する
場合は、プロジェクトを配置するときに、その Web サービスの登録時に自動的に
生成される特定のビジネス・オブジェクトを組み込む必要があります。

登録する各 Web サービスには、正しく機能するために一部のカスタマイズ・ビジ
ネス・オブジェクトが必要です。新規の Web サービスを登録する場合、これらの
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ビジネス・オブジェクトのデフォルトのセットが自動的に生成されて、ビジネス・
オブジェクト・フォルダーに配置されます。これらのビジネス・オブジェクトは、
名前の WS プレフィックスで認識できます。

WS_<name of webservice>

これらの自動生成されたビジネス・オブジェクトは、他のすべてのビジネス・オブ
ジェクトと同様にマップやコラボレーションで使用できます。これらを使用する
と、手作業で独自のビジネス・オブジェクトを作成する手間を省くことができま
す。代わりに独自のビジネス・オブジェクトを作成して使用することができます
が、オブジェクト間の特定の依存関係のために、独自のカスタマイズ・ビジネス・
オブジェクトを Web サービスで使用することを選択する場合は、ユーザーの
System Manager プロジェクトから次のビジネス・オブジェクトをサーバーに手動で
配置する必要があります。

v 次の名前構造を持つすべてのビジネス・オブジェクト: WS_<web service name>

v WS_Soap_Fault ビジネス・オブジェクト

これを行わないと、プロジェクトを配置してサーバーを始動した後に、次のエラ
ー・メッセージが表示されることがあります。

BusOBj definition xxx not found

登録されている Web サービスのテスト
登録されている Web サービスは、テストしてから、統合サーバーに配置すること
ができます。

1. 「統合コンポーネント・ライブラリー」>「WebServices」のもとで、Web サー
ビス名をダブルクリックします。「Web サービス・メソッド」パネルと「メソ
ッド・パラメーター」パネルとともに、「概要」タブが表示されます。

2. 「Web サービス・メソッド」パネルで、メソッドを選択します。

3. 「概要」ページで、メソッド名をダブルクリックするか、右マウス・ボタンでク
リックして「テスト」を選択して、メソッドをテストします。ビジネス・オブジ
ェクト編集ページが、メソッドの入力ビジネス・オブジェクトと出力ビジネス・
オブジェクトの名前とともに表示されます。このページは、入力ビジネス・オブ
ジェクトをテストするために使用されます。

4. ビジネス・オブジェクトをテストするには、以下の手順を実行します。

v 「Create New Request」をクリックします。要求ビジネス・オブジェクト
が、左側のペインに作成されます。入力パラメーターを指定します。
SOAPConfigMO、ProtocolConfigMO、OBjectEventID などの属性は無視するこ
とができます。

v 「Invoke Web Services」ボタンをクリックして、Web サービスを呼び出し
ます。Web サービスからの応答が、「応答ビジネス・オブジェクト」パネル
に表示されます。

5. Web サービスの登録時に作成されたビジネス・オブジェクトをテストするため
に使用する各 Web サービス・メソッドのパネルをクリックします。

既存のコンポーネントの変更
ビジネス・オブジェクト、マップ、関係、およびコラボレーション・テンプレート
を変更するには、以下の操作を実行します。

70 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



v ライブラリーのコンポーネントまたはユーザー・プロジェクトのコンポーネント
へのショートカットをダブルクリックします。

v ライブラリーのコンポーネントまたはユーザー・プロジェクトのコンポーネント
へのショートカットを選択し、以下のいずれかの操作を実行します。

– 対応する Designer ツールを起動します。詳細については、 64ページの
『Designer ツールの起動』を参照してください。

– Enter を押します。

– Ctrl+E を押します

– メニュー・バーから「コンポーネント」>「定義を編集」を選択します。

v ライブラリー内のコンポーネントまたはユーザー・プロジェクト内のコンポーネ
ントへのショートカットを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「定義を編集」を選択します。

v コンポーネントの Designer ツールを起動し ( 64ページの『Designer ツールの起
動』を参照)、ツールが起動したらコンポーネントを開きます。

コラボレーション・オブジェクト、データベース接続プール、およびスケジュール
の変更方法については、表 5 を参照してください。

表 5. Designer ツールを使用しない統合コンポーネントの変更方法

コンポーネント 方法 詳細情報の参照先

コラボレーション・オ
ブジェクト

WebSphere Business Integration System ビュ
ーで、「コラボレーション・オブジェクト」
フォルダー内のコラボレーション・オブジェ
クトをダブルクリックします。

175ページの『第 9

章 コラボレーショ
ン・オブジェクトの
構成』

データベース接続プー
ル

データベース接続プールは変更できません。
プール・コンポーネントの一部のプロパティ
ーは変更できますが、プールが接続するデー
タベースなどの定義エレメントは変更できま
せん。

163ページの『第 8

章 データベース接
続プールの構成』

スケジュール v 「WebSphere Business Integration」システ
ム表示で「スケジュール」フォルダーを右
マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「コンポーネントのスケ
ジュールを編集」を選択します。

v ライブラリーでスケジュール可能な任意の
コンポーネント、またはユーザー・プロジ
ェクトでスケジュール可能な任意のコンポ
ーネントへのショートカットを右マウス・
ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「コンポーネントのスケジュール
を編集」を選択します。

「スケジュール」インターフェースが表示さ
れ、定義済みのスケジュールを変更できるよ
うになります。

システム管理ガイド

第 4 章 System Manager および Toolset Express の使用 71



インポート・ウィザードを使用するサーバーからライブラリーへの
コンポーネントのインポート

InterChange Server Express リポジトリーからライブラリーに統合コンポーネントを
インポートできます。

InterChange Server Express リポジトリーから統合コンポーネント・ライブラリーに
コンポーネントをインポートするには、以下の手順を実行します。

注: InterChange Server Express インスタンスからライブラリーにコンポーネントを
インポートするには、サーバーが実行されている必要があります。「コンポー
ネントをインポート」ウィザードを始動したときに System Manager がサーバ
ーに接続されていない場合は、インポートできるコンポーネントは表示されま
せん。

1. System Manager を InterChange Server Express に接続します。詳細については、
51ページの『InterChange Server Express への接続』を参照してください。

2. WebSphere Business Integration System Manager ビューで、コンポーネントのイ
ンポート先ライブラリーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「サーバーからコンポーネントをインポート」を選択し、以下のいずれ
かの操作を実行して「コンポーネントをインポート」ウィザードを始動します。

v サブメニューから「コンポーネント」を選択し、サーバーにあるすべてのタイ
プのコンポーネントを表示させます。

v サブメニューからコンポーネント・タイプを選択し、そのタイプのコンポーネ
ントのみを表示させます。

System Manager によって、 73ページの図 13 に示すような「サーバーから追加
のコンポーネントをインポート」ウィザードが表示されます。
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3. サーバー、コンポーネント・グループ、またはサーバーからインポートする個々
のコンポーネントの横にあるチェック・ボックスを有効にします。

4. コンポーネントの依存関係もインポートする場合は、「ディープ」チェック・ボ
ックスを有効にします。依存関係については、 109ページの『依存関係および参
照』を参照してください。

5. サーバーからインポートするために選択したコンポーネントと同じ名前のコン
ポーネントが現在ライブラリーに存在するときに、そのコンポーネントを上書き
する場合は、「警告せずに既存のコンポーネントを上書きします」チェック・ボ
ックスを有効にします。既存のコンポーネントを上書きするかどうか不明の場合
は、チェック・ボックスを無効にします。

6. 「完了」をクリックします。

7. 「警告せずに既存のコンポーネントを上書きします」チェック・ボックスを有効
にすると、同じ名前の既存のコンポーネントは警告なしに上書きされます。この
チェック・ボックスを無効にすると、確認ダイアログで同じ名前の各コンポーネ
ントを置換するかどうかのプロンプトが出されます。コンポーネントを置換しな
い場合は、「キャンセル」を選択します。コンポーネントは上書きされず、確認
ダイアログが閉じます。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用するサーバーからライブラリー
へのコンポーネントのインポート

System Manager ビューで、ドラッグ・アンド・ドロップ操作を使用して、統合コン
ポーネント・ライブラリーにコンポーネントをインポートするには、以下の手順を
実行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、以下の操作を行って、
展開するコンポーネントを選択します。

図 13. サーバーからのコンポーネントのインポート
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v ユーザー・プロジェクトまたは統合コンポーネント・ライブラリー内のフォル
ダーを選択して、同じタイプのコンポーネントをすべて選択します。

v コンポーネントのフォルダーを展開し、コンポーネントを個別に選択して、コ
ンポーネント・フォルダーを選択します。例えば、展開する複数のユーザー・
プロジェクトを一度に選択するには、以下のように、Windows の標準的な選
択方法を使用できます。

– Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

– Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

2. WebSphere Business Integration System Manager ビューで、コンポーネントをイ
ンポートする先の統合コンポーネント・ライブラリー上に選択したリソースをド
ラッグ・アンド・ドロップします。

System Manager が、指定した統合コンポーネント・ライブラリーにコンポーネ
ントをインポートしようとします。メッセージとエラーは、コンソール・ビュー
に表示されます。

パッケージからライブラリーへのコンポーネントのインポート
81ページの『System Manager を使用したパッケージへのコンポーネントのエクス
ポート』の説明に従って、統合コンポーネントを .jar パッケージ・ファイルにエ
クスポートします。これにより、コンポーネントの環境間での移行、他の開発者と
の共用、およびテクニカル・サポートへのサブミットが容易になります。

パッケージから統合コンポーネント・ライブラリーにコンポーネントをインポート
するには、以下の手順を実行します。

要確認: インポートするパッケージのコンポーネントと同じ名前のコンポーネント
が存在する場合、System Manager は警告を出さずに既存のコンポーネント
を上書きします。

1. 統合コンポーネント・ライブラリーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキ
スト・メニューから「リポジトリー・ファイルのインポート」を選択します。

System Manager によって、 75ページの図 14 に示すような「リポジトリー・フ
ァイルのインポート」ウィザードが表示されます。
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2. 「リポジトリー・ファイルのインポート」画面で、「統合コンポーネント・ライ
ブラリー名」ドロップダウン・メニューに、コンポーネントをインポートする先
ライブラリーの名前が含まれていることを確認します。

コンポーネントをインポートする先とは異なるライブラリーから「リポジトリ
ー・ファイルからインポート」ウィザードを起動した場合、ウィザードを終了し
てから、再起動することなく、以下の方法でインポート先を変更できます。

3. インポートするコンポーネントを指定するには、以下のいずれかを実行します。

v 単一パッケージ・ファイルをインポートするには、「InterChange Server リ
ポジトリー・ファイル」フィールドに、インポートする .jar ファイルの絶対
パスと名前を入力するか、「参照」をクリックしてファイルを選択します。

v パッケージ・ファイルを格納しているディレクトリー全体をインポートするに
は、「リポジトリー・ファイル・ディレクトリーからインポートします」フィ
ールドにディレクトリーの絶対パスを入力するか、「参照」をクリックしてフ
ァイルを選択します。

4. 「完了」をクリックします。

図 14. パッケージのインポート
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注: ワークベンチで「ファイル」>「インポート」メニュー項目を使用してパッケー
ジ・ファイルをインポートしないでください。「Zip ファイル」ウィザード
は、.jar 拡張子を持つアーカイブを処理するもので、InterChange Server

Express パッケージ・ファイルには .jar 拡張子が付いていますが、「Zip ファ
イル」ウィザードは、パッケージ・ファイルに対しては正常に機能しません。

統合コンポーネント・ライブラリーにおけるマップとコラボレーシ
ョン・オブジェクト・プロパティーの変更

マップおよびコラボレーション・オブジェクトには変更可能なプロパティーがあり
ます。これらのプロパティーを変更すると、コンポーネントの振る舞いを変更でき
ます。コンポーネントのプロパティーを変更するには、統合コンポーネント・ライ
ブラリーのコンポーネントまたはユーザー・プロジェクトのショートカットを右マ
ウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「プロパティー」を選択
します。System Manager に、コンポーネントのプロパティーを構成するためのダイ
アログが表示されます。

コラボレーション・オブジェクト・プロパティーについては、 175ページの『第 9

章 コラボレーション・オブジェクトの構成』を参照してください。

マップ・プロパティーの詳細については、「マップ開発ガイド」を参照してくださ
い。

マップ自動化の同義語 の作成
Map Designer Express ツールには、ユーザーが使用して、同じような属性のソース
属性と宛先属性を持つビジネス・オブジェクト間のマップおよび逆マップを自動的
に作成できる機能があります。これを行うため、Map Designer Express は、ソー
ス・ビジネス・オブジェクトと宛先ビジネス・オブジェクト間で、一致する名前を
持つ属性を検索します。

System Manager により、ビジネス・オブジェクトの属性名に対して複数の同義語を
作成して、この基本的なマッチング・プロセスを機能強化することができます。

これは、System Manager の ICL プロジェクト・レベルで実行されます。作成され
た同義語は、ICL に付加され、Map Designer によって起動されたときに、マップ自
動化アルゴリズムによって使用されます。作成された同義語は、ICL プロジェクト
に付加され、Map Designer によって起動されたときに、マップ自動化アルゴリズム
によって使用されます。作成された同義語は、ICL プロジェクトに付加され、Map

Designer によって起動されたときに、マップ自動化アルゴリズムによって使用され
ます。作成された同義語は、ICL プロジェクトに付加され、Map Designer によって
起動されたときに、マップ自動化アルゴリズムによって使用されます。作成された
同義語は、ICL プロジェクトに付加され、Map Designer によって起動されたとき
に、マップ自動化アルゴリズムによって使用されます。作成された同義語は、ICL

プロジェクトに付加され、Map Designer によって起動されたときに、マップ自動化
アルゴリズムによって使用されます。

同義語の作成が終了した後、1 つの ICL からの同義語をファイル (*.syn) にエクス
ポートすると、そのファイルは別の ICL にインポートすることが可能になります。
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同義語ファイルをエクスポートまたはインポートするには、ICL を右マウス・ボタ
ンでクリックし、「同義語」>「エクスポート」または「同義語」>「インポート」
をクリックします。

同義語を作成する手順は以下のとおりです。

マップ自動化の詳細な検討内容については、「マップ開発ガイド」を参照してくだ
さい。

同義語作成の手順
ビジネス・オブジェクトに存在する属性の同義語を追加するには、以下の手順を実
行します。

1. System Manager で、ICL を右マウス・ボタンでクリックし、「コンテキスト」
メニューを開きます。「同義語」>「編集」をクリックします。

図 15 は、「コンテキスト」メニューの「同義語」オプションを示しています。

結果: 「編集」をクリックすると、「同義語」ウィンドウが開きます。

図 15. 「コンテキスト」メニューの「同義語」オプション
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図 16 は、「同義語」ウィンドウを示しています。

2. 左側には、ビジネス・オブジェクトがあります。右側には、属性の同義語を構成
する「固有のビジネス・オブジェクト」ウィンドウと「グローバル」ウィンドウ
があります。

a. 左側のビジネス・オブジェクトから、使用する属性を選択し、「固有のビジ
ネス・オブジェクト」ウィンドウの「属性」列の下の右側にドラッグ・アン
ド・ドロップします。

b. 左側のビジネス・オブジェクトから、同義語として使用する属性を選択し、
「固有のビジネス・オブジェクト」ウィンドウの「同義語」列の下の右側に
ドラッグ・アンド・ドロップします。

c. ステップ 2a と 2b を繰り返して、プロジェクト内のすべてのビジネス・オ
ブジェクトに適用される同義語を構成します。選択した属性をそれぞれ「グ
ローバル」ウィンドウの「属性」列と「同義語」列の下にドラッグ・アン
ド・ドロップします。

結果: Map Designer Express は、ある属性のすべての同義語を検索し、一致するも
のを検出すると、自動マッピングを実行します。

ヒント: 同じ手順を使用して、属性と同義語の記入項目を編集するか、「同義語」
列の下にコンマ・ストリングを追加します。

例: 図 16 に示されている同義語構成では、以下の結果になります。

v ビジネス・オブジェクト固有の属性 AmazonCustomer.Email は、EMailID に一致
します。

図 16. 「同義語」ウィンドウ
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v ビジネス・オブジェクト固有の属性 Order.SalesBranch は、SalesRegion に一致し
ます。

v プロジェクト内のすべてのビジネス・オブジェクトに対して、PostalCode1 は、
Pin と Zip に一致します。

このトピックでは、System Manager での同義語のセットアップ手順について説明し
ました。Map Designer Express による作業時にマップ自動化機能を使用する方法に
ついては、「マップ開発ガイド」を参照してください。

データベース接続プールの検証
データベース接続プール・コンポーネントには「接続を検証」というコンテキス
ト・メニュー項目があります。このメニュー項目については、 170ページの『デー
タベース接続プールの検証』を参照してください。

マップおよびコラボレーション・テンプレートのコンパイル
マップおよびコラボレーション・テンプレートは System Manager でコンパイルで
きます。コンポーネントを展開したりパッケージにエクスポートしたりするにはコ
ンパイルする必要があるため、この機能は非常に便利です。

コンパイルするコンポーネントが、IBM で提供していないライブラリー (ユーザー
自身が複数のコンポーネントを作成したライブラリー) を使用する場合は、System

Manager がそのライブラリーを参照するように構成する必要があります。「コンパ
イラー」設定インターフェースについて詳しくは、4 (116ページ) を参照してくださ
い。

マップまたはコラボレーション・テンプレートをコンパイルするには、以下のいず
れかの操作を実行します。

v 統合コンポーネント・ライブラリーのマップまたはコラボレーション・テンプレ
ート、またはユーザー・プロジェクトにおけるショートカットを選択し、以下の
いずれかの操作を実行します。

– Ctrl+F7 を押します。

– メニュー・バーから「コンポーネント」>「コンパイル」を選択します。

v 統合コンポーネント・ライブラリーのマップまたはコラボレーション・テンプレ
ート、またはユーザー・プロジェクトにおけるショートカットを右マウス・ボタ
ンでクリックし、コンテキスト・メニューから「コンパイル」を選択します。

統合コンポーネント・ライブラリーのマップまたはコラボレーション・テンプレー
トをすべてコンパイルするには、以下のいずれかの操作を実行します。

v 統合コンポーネント・ライブラリーの「マップ」または「コラボレーション・テ
ンプレート」フォルダーを選択し、以下のいずれかの操作を実行します。

– F7 を押します。

– メニュー・バーから「コンポーネント」>「すべてコンパイル」を選択しま
す。

v 統合コンポーネント・ライブラリーの「マップ」または「コラボレーション・テ
ンプレート」フォルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「すべてコンパイル」を選択します。
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マップをサブマップとともにコンパイルするには、統合コンポーネント・ライブラ
リーのマップ、またはユーザー・プロジェクトのマップへのショートカットを右マ
ウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「サブマップでコンパイ
ル」を選択します。

ソリューションの処理
ユーザー・プロジェクトはソリューションとしてエクスポートできます。このアク
ションは、ショートカットの他、統合コンポーネント・ライブラリーでショートカ
ットが参照するコンポーネント定義もユーザー・プロジェクトからコピーします。
これにより、ある環境から別の環境に全インターフェースまたはビジネス・インテ
グレーション・システムを容易に移行できます。

ソリューションのエクスポート
参照するユーザー・プロジェクトおよび統合コンポーネントをソリューションとし
てエクスポートするには、以下の手順を実行します。

1. WebSphere Business Integration System Manager ビューで、「ユーザー・プロジ
ェクト」フォルダーを展開し、「InterChange Server プロジェクト」フォルダ
ーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ソリューシ
ョンをエクスポート」を選択します。

System Manager によって、「ソリューションのエクスポート」ウィザードが表
示されます。

2. 以下の方法で、エクスポートするコンポーネントを選択します。

v ユーザー・プロジェクトの横のチェック・ボックスを有効にして、プロジェク
ト内のすべてのコンポーネントを選択します。

v コンポーネント・グループの横のチェック・ボックスを有効にして、グループ
内のすべてのコンポーネントを選択します。

v コンポーネント・グループを強調表示し、右側のペインで個々のコンポーネン
トの横にあるチェック・ボックスを有効にして、それらのコンポーネントを選
択します。

3. ウィザード画面の下部にあるテキスト・フィールドにソリューションのエクスポ
ート先ディレクトリーの絶対パスおよび名前を入力するか、「参照」をクリック
して所定のディレクトリーにナビゲートします。

4. 「完了」をクリックします。

System Manager が以下の処理を実行し、ステップ 3 で指定したディレクトリー
にソリューションをエクスポートします。

v ソリューションのエクスポート時に選択したユーザー・プロジェクトに、ショ
ートカットを含む User ディレクトリーを作成します。

v ソリューションのエクスポート時に選択したユーザー・プロジェクトに、ショ
ートカットによって参照される統合コンポーネント・ライブラリーのディレク
トリーを含む System ディレクトリーを作成します。

5. エクスポート操作が正常に完了したことがプロンプトで表示されたら、「OK」
をクリックします。
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ソリューションのインポート
ソリューションをインポートするには、以下の手順を実行します。

1. WebSphere Business Integration System Manager ビューで、「ユーザー・プロジ
ェクト」フォルダーを展開し、「InterChange Server プロジェクト」フォルダ
ーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ソリューシ
ョンをインポート」を選択します。

System Manager によって、図 17 に示すような「ソリューションのインポート」
ウィザードが表示されます。

2. エクスポートされたソリューションが存在するディレクトリーの絶対パスとディ
レクトリー名を「ソリューション・ディレクトリー名」 フィールドに入力する
か、「参照」をクリックして目的のディレクトリーまでナビゲートします。

3. 「完了」をクリックします。

System Manager が、エクスポートされたソリューションで定義されている統合
コンポーネント・ライブラリーおよびユーザー・プロジェクトを環境に作成しま
す。

System Manager を使用したパッケージへのコンポーネントのエクスポー
ト

統合コンポーネントはパッケージ・ファイルにエクスポートできます。統合コンポ
ーネントはリソースであり、最終的には、ファイル・システムに格納されるファイ
ルとなります。詳細については、 43ページの『リソース』を参照してください。
System Manager は、コンポーネントをパッケージにエクスポートするときに以下の
リソースを .jar (Java アーカイブ) ファイルに圧縮します。

v 定義ファイル (コンポーネント・タイプに応じた拡張子で XML 形式で格納しま
す)

図 17. ソリューションのインポート

第 4 章 System Manager および Toolset Express の使用 81



v マップおよびコラボレーション・テンプレートの Java ソース・ファイル

v メッセージ・ファイル

コンポーネントをパッケージにエクスポートするには、以下の手順を実行します。

要確認: マップまたはコラボレーション・テンプレートをエクスポートするには、
コンパイルする必要があります。コンパイルされていないマップまたはコ
ラボレーション・テンプレートをエクスポートしようとすると、System

Manager は先にコンパイルするように要求します。

1. エクスポート対象のコンポーネントを含んでいる統合コンポーネント・ライブラ
リーまたはユーザー・プロジェクトのいずれかを右マウス・ボタンでクリック
し、コンテキスト・メニューから「リポジトリー・ファイルとしてエクスポー
ト」を選択します。

System Manager によって、図 18 に示すような「リポジトリー・ファイルのエク
スポート」ウィザードが表示されます。

2. 以下の方法で、エクスポートするコンポーネントを選択します。

v 統合コンポーネント・ライブラリーまたはユーザー・プロジェクトの横のチェ
ック・ボックスを有効にして、ライブラリーまたはプロジェクト内のすべての
コンポーネントを選択します。

図 18. パッケージのエクスポート
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v コンポーネント・グループの横のチェック・ボックスを有効にして、グループ
内のすべてのコンポーネントを選択します。

v コンポーネント・グループを強調表示し、右側のペインで個々のコンポーネン
トの横にあるチェック・ボックスを有効にして、それらのコンポーネントを選
択します。

3. コンポーネントのエクスポート先として既存の .jar ファイルを指定し、かつプ
ロンプトを表示せずにファイルを上書きする場合は、「警告せずに既存のファイ
ルを上書き」チェック・ボックスを有効にします。

注: 「警告せずに既存のファイルを上書き」チェック・ボックスの効果を機能さ
せるには、ステップ 4 で説明するように、使用するファイルの指定の前に
このチェック・ボックスを有効にする必要があります。System Manager で
は、既存ファイルが既に指定されていることを検出すると、ウィザードの完
了を待たずに、すぐにファイルの上書きを確認するプロンプトが表示される
ため、チェック・ボックスの効果を機能させるには、あらかじめこのオプシ
ョンを有効にしておく必要があります。

4. コンポーネントのエクスポート先の .jar ファイルの名前およびパスを
「InterChange サーバー・リポジトリー JAR ファイル・パス」フィールドに
入力するか、「参照」をクリックし、上書きするファイルを選択するか、または
ディレクトリーにナビゲートしてファイル名を指定します。

既存ファイルの名前およびパスを指定するときに「警告せずに既存ファイルを上
書き」チェック・ボックスを有効にしなかった場合、既存のファイルを上書きす
るには、プロンプトが表示されたときに「はい」をクリックします。

注: ファイルの名前およびパスをフィールドに入力する場合は、.jar 拡張子を
含めなければ「完了」ボタンは使用可能になりません。

5. 「完了」をクリックして、ウィザードを終了します。

サーバーへのコンポーネントの展開
統合コンポーネントはローカル・ファイル・システムのライブラリーに作成し、
InterChange Server Express インスタンスに展開して実行可能にします。

統合コンポーネントのパッケージを展開するには、System Manager グラフィカル・
インターフェースまたは repos_copy コマンド行インターフェースを使用します。
System Manager の使用については、 93ページの『配置ウィザードを使用するコン
ポーネントの展開』を参照してください。repos_copy の使用については、 129ペー
ジの『第 6 章 repos_copy の使用』を参照してください。各インターフェースの利
点および欠点については、『System Manager を使用した展開または repos_copy を
使用した展開の決定』を参照してください。

System Manager を使用した展開または repos_copy を使用し
た展開の決定

84ページの表 6 に、展開に System Manager を使用する場合と repos_copy を使用
する場合の利点および欠点を示します。2 つのインターフェースを評価し、ニーズ
に適したインターフェースを使用してください。
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表 6. 展開における System Manager および repos_copy の利点および欠点

インター
フェース 利点 欠点

System

Manager
v System Manager はグラフィカ
ル・インターフェースを使用し
ます。

v 展開するユーザー・プロジェク
トのコンポーネントを選択でき
ます。

v 展開時にサーバー・リポジトリ
ーに関係スキーマを作成するか
作成しないかを選択できます。

v 同時に複数のユーザー・プロジ
ェクトを展開できます。

v ドラッグ・アンド・ドロップ展
開方法を使用すると、ユーザ
ー・プロジェクト、統合コンポ
ーネント・ライブラリー、また
は個々のコンポーネントも簡単
に展開できます。

v System Manager は Windows でのみ
動作します。

repos_copy v コンポーネントをグループ化す
る必要がありません (System

Manager で展開する場合はユー
ザー・プロジェクトに入れる必
要があります)。

v repos_copy はプラットフォーム
に依存しません。

v repos_copy はコマンド行インターフ
ェースを使用します。

v 最初に System Manager と
repos_copy のいずれかを使用して、
展開するコンポーネントをパッケー
ジ・ファイルにエクスポートしてお
く必要があります。

v パッケージ・ファイルのコンポーネ
ントを選択して展開することはでき
ません。

v 一度に展開できるパッケージ・ファ
イルは 1 つのみです。

構成プロパティーの配置の設定
ユーザー・プロジェクトを System Manager から異なるサーバーに配置するとき
は、一部の統合コンポーネントに対する構成プロパティーを新しいサーバー環境に
合わせて変更することが必要になる場合があります。例えば、ソリューション内の
アダプターが、開発サーバーとテスト・サーバーすべてに有効なデータベース
URL、ユーザー名、およびパスワードを指定するプロパティーを持っているとしま
す。ただし、そのソリューションが配置される実稼働環境が、それらのプロパティ
ーに対して別な値を要求しています。アダプター (手動でコネクター・コンフィギ
ュレーターを使用して、コネクターの構成プロパティーを変更して)、および新しい
環境で変更が必要な他の統合コンポーネントを手動で再構成する代わりに、System

Manager の配置構成機能を使用することができます。

System Manager の配置構成機能により、特定の統合コンポーネント・プロパティー
に対する値のセットを定義し、ユーザーが指定する特定のサーバー (1 つ以上) に適
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用可能にすることができます。値は、統合コンポーネント・ライブラリーに関連す
る配置ファイル (拡張子 .dfg) に格納されます。配置コンフィギュレーターでリスト
表示されているサーバーの 1 つに、既存のユーザー・プロジェクトを配置する場
合、System Manager は、配置ファイルのプロパティー値を使用して、ユーザー・プ
ロジェクトの関連コンポーネント用の既存の構成ファイルを変更します。

この機能は、コネクター、マップ、コラボレーション、および関係のプロパティー
を変更する場合に使用できます。

配置構成機能を使用して、プロパティーを作成、配置するには、以下の手順を実行
します。

v 配置構成ダイアログを開きます

v 1 つ以上のサーバー名を追加します

v 統合コンポーネントを追加します

v 特定のサーバーへの配置前に変換を必要とするプロパティーを追加します

v 各サーバーに適切になるように、プロパティーに値を割り当てます

v 配置構成を閉じ、保管します

v コンポーネントを配置します

注: 暗号化されたプロパティー値を配置する計画の場合は、配置する前に、
InterChange Server Express インスタンスのショートカット・プロパティーを開
いて、使用する JRE のパスを追加します。

配置構成ダイアログのオープン
配置構成ダイアログを開くには、以下を実行します。

v System Manager の「WebSphere Business Integration System Manager」パネルで、
ICL を右マウス・ボタンでクリックし、「配置記述子を編集」を選択します。

v 「配置構成」ダイアログが表示されます。構成を作成するには、まず、『サーバ
ー名の追加』の説明に従って、少なくとも、1 つのサーバーの名前を指定する必
要があります。

サーバー名の追加
配置ファイルにサーバーを追加するには、「サーバーの選択」セクションで、作成
している配置時プロパティーを使用するサーバーの名前を指定する必要がありま
す。

v 配置ファイルにサーバー名を既に指定している場合は、そのサーバー名が、「宛
先サーバーを選択してください。」ドロップダウン・ボックスに表示されるた
め、再度、その名前を選択することができます。この操作の結果、前に作成した
ファイルを開き、編集することが可能になります。

v 今回、初めて「配置構成」ダイアログを開き、使用する場合、サーバーは選択ボ
ックス内にまだ表示されていません。ユーザーが、サーバー名を指定する必要が
あります。新規のサーバーに対して入力する名前は、現時点で存在しているサー
バーや登録済みのサーバーである必要はありません。名前は、任意でかまいませ
ん (この段階では、サーバー自体が実際に存在する必要はありません。このダイ
アログでサーバーの名前を指定する操作により、サーバーが作成されたり、登録

第 4 章 System Manager および Toolset Express の使用 85



されたりすることもありません)。この段階では、サーバー名は、特定の統合コン
ポーネント・プロパティーと値のセットをグループ化する目的のみに使用されま
す。

1. 新規の構成ファイルの名前を指定するには、「サーバーの追加」を選択しま
す。

2. 「サーバーの追加」ダイアログが表示されます。「宛先サーバー」ドロップダ
ウン・ボックスには、現在のローカル・サーバーのインスタンスの名前が事前
に入力されています。別のサーバーの名前を含む新規のファイルを作成するに
は、事前に入力された選択内容を新規の名前で上書きし、「OK」を選択しま
す。

3. 「サーバーの追加」ダイアログが閉じて、指定した新規の名前が、「宛先サー
バーを選択してください。」ダイアログに表示されます。

統合コンポーネントの追加
サーバーの選択または名前の指定が終了したら、そのサーバーに使用するために振
り当てる統合コンポーネント、プロパティー、および値を追加する必要がありま
す。

1 つのサーバーに要素を以前追加した後に、「配置構成」ダイアログで新規のサー
バーを追加する場合は、新規のサーバーには、以前作成した要素が自動的に読み込
まれます。その後、それらの要素を削除または変更することができます。

これまで、どのようなサーバーにも「配置構成」ダイアログで構成要素を追加して
いない場合は、同ダイアログで、最初から要素を追加する必要があります。追加
は、(このセクションで後述するように) 既存の配置ファイルをインポートするか、
「配置構成」ダイアログで手動で要素を追加して行うことができます。要素を手動
で追加するには、カーソルを「プロパティー名」列に置いて、右マウス・ボタンを
クリックします。「コンポーネントの選択」ダイアログが現れ、「配置構成」ダイ
アログを開くために右マウス・ボタンでクリックした ICL で使用可能なすべての統
合コンポーネントが表示されます。必要に応じて、カテゴリーを拡張します。次
に、プロパティーを構成する対象の個別のコンポーネントごとに、そのチェック・
ボックスをクリックし、「OK」を選択します。個別のコンポーネントごとに、この
操作を順番に行います。「OK」を選択するたびに、「コンポーネントの選択」ダイ
アログが閉じ、「配置構成」ダイアログが表示され、追加した新規のコンポーネン
トが示されます。

プロパティーの追加
追加した各コンポーネントに対して、その値を設定するプロパティーも追加する必
要があります。これを行うには、以下のステップを実行します。

1. プロパティーを追加するコンポーネントの横にある値フィールドを右マウス・ボ
タンでクリックします。「プロパティーを追加」を選択します。

2. 選択されているコンポーネント定義内で使用可能なすべてのプロパティーが事前
に入力された状態で、「プロパティーの選択」ダイアログが表示されます。

3. 1 つ以上のプロパティーに対するボックスにチェック・マークを付けて、
「OK」を選択します。

4. 「プロパティーを追加」ダイアログが閉じ、「配置構成」ダイアログが表示さ
れ、特定のコンポーネントに対して追加したプロパティーが示されます。
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値の割り当て
ここで、上記のプロパティーに対して使用する値を指定する必要があります。これ
を行うには、以下のステップを実行します。

1. 任意のプロパティーの「値」フィールドをダブルクリックします。

2. そのプロパティーに使用する値を入力します。

注: 使用可能な値を判断するには、コンポーネントの資料を参照してください。
このツールは、値の入力時に妥当性検査を行いません。

終わったら「OK」をクリックします。「Deployment Configurator」ダイアログが閉
じます。再度、「Deployment Configurator」ダイアログを開くと、作成した中で最後
の構成がデフォルトで表示されます。複数の構成を作成した場合 (すなわち、「配
置構成」ダイアログで複数のサーバーの名前を指定した場合) は、「宛先サーバー
を選択してください。」ドロップダウン・ボックスを使用して、他のどの構成でも
表示することができます。

プロパティー値の配置
配置構成の作成を終了すると、統合コンポーネント・プロパティーとその値を別の
サーバーに配置することができます。配置後、配置構成時にユーザーが指定したプ
ロパティー値が、サーバーに取り込んだコンポーネントに適用されます。以下のい
ずれかの方法で、サーバーに配置することができます。

v InterChange Server Express の登録されたインスタンスへの配置

配置構成プロパティーの作成時に「Deployment Configurator」で名前を指定したサ
ーバーが、InterChange Server Express の登録されたインスタンスである場合は、
System Manager を使用して、 92ページの『System Manager を使用するコンポー
ネントの展開』の説明に従って、そのサーバーに接続し、ユーザー・プロジェク
トを配置することができます。

プロジェクトを配置すると、System Manager は、System Manager の設定がその
ように設定されているものとして、配置構成プロパティー値を使用して、統合コ
ンポーネントの構成内の既存プロパティー値を上書きします。元の統合コンポー
ネント定義が影響を受けないことに注意してください。変更は、サーバーに配置
する前に値がメモリー内で変更されるときの配置時に行われます。

配置前に、System Manager の設定をチェックしてください。設定をチェックする
には、System Manager 内部から Windows メニューに進み、「設定」>「System
Manager の設定」>「配置設定」を開きます。「配置設定」表示で、配置構成プ
ロパティーを使用するかどうかに従って、「配置中、配置構成プロパティーを常
に適用」ボックスのチェックマークを付けたり外したりします。

System Manager を使用してユーザー・プロジェクトを展開する際は、展開するユ
ーザー・プロジェクトのコンポーネントを選択できます。作成した配置構成プロ
パティー値は、選択されているコンポーネントにしか適用されません。

v パッケージ内のエクスポート

配置構成ファイルは、 81ページの『System Manager を使用したパッケージへの
コンポーネントのエクスポート』の説明に従って、ユーザー・プロジェクトまた
は個々の ICL をリポジトリー・パッケージ・ファイルにエクスポートするときに
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作成されたパッケージ内に含まれます。ICL に対して、これを実行すると、ICL

上に作成した任意の配置構成ファイル (*.dfg ファイル) が、パッケージに含まれ
ます。ユーザー・プロジェクトに対して上記を実行すると、ユーザー・プロジェ
クト内の任意の ICL 上に作成された配置構成ファイルが、パッケージに含まれま
す。パッケージとしてユーザー・プロジェクトをエクスポートするとき、含まれ
ている ICL から特定のコンポーネントのみを選別して選ぶと、その ICL に対応
する配置構成ファイルが、選択したコンポーネントのみに対するプロパティーと
値を格納します。

v 配置コンフィギュレーター・ファイルへのエクスポート

配置構成プロパティーのファイルは、『配置構成プロパティーのエクスポートと
インポート』の説明に従って、エクスポートできます。これは、『第 6 章
repos_copy の使用』の説明に従い、InterChange Server Express リポジトリーから
リポジトリー・ファイル・パッケージをエクスポートする場合、および配置構成
プロパティーを含める場合に特に有効になります。配置構成ファイルを作成する
ときには、このファイルは、InterChange Server Express リポジトリー内ではな
く、System Manager 内に常駐しています。したがって、repos_copy を使用して
InterChange Server Express リポジトリーからパッケージを作成するときには、配
置構成ファイルは、このリポジトリー内には含まれていません。配置コンフィギ
ュレーター・ファイルを追加するには、「プロパティー記述子のエクスポート」
ダイアログを使用して、このファイルをエクスポートした後、以下の構文を使用
して、構成内容を repos_copy パッケージ・ファイルにコピーします。

repos_copy -sserverName -uusername -ppassword -ireposcopyfile
-ixdideploymentdescriptorfile

System Manager から ICL またはユーザー・プロジェクトをエクスポートする場
合、配置記述子.dfg ファイルは、関連する記入項目とともに、リポジトリー jar フ
ァイルに含まれます。その後、repos_copy ユーティリティーを使用して、サーバー
に .jar ファイルをコピーします。.jar ファイル内の構成ファイルに対する値は、サ
ーバーに配置される前に自動的にコンポーネントに適用されます。

変換が実行されないようにする場合は、以下のオプションを使用して抑制すること
ができます。

repos_copy -sserverName -uusername -ppassword -ireposcopyfile -xdn

-xdn オプションは、リポジトリー .jar ファイル内の .dfg ファイルを無視し、プロ
パティー値を変更しないで、配置パッケージをサーバーに送信します。

配置構成プロパティーのエクスポートとインポート
1 つのサーバーに対して、「Deployment Configurator」内で配置構成プロパティーの
作成を終了すると、それらのプロパティーをファイルにエクスポートした後、別の
サーバーの配置構成プロパティーの出発点としてそのファイルをインポートするこ
とができます。これを行うには、「プロパティー名」列のフィールドを右マウス・
ボタンでクリックして、「インポート」を選択します。「プロパティーのインポー
ト」ダイアログが表示され、以下の選択項目を示します。

v プロパティー記述子の上書き

この選択肢はデフォルトです。この選択肢を使用すると、既存の配置構成ファイ
ルで設定されているサーバー名、統合コンポーネント、プロパティー、および値
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がすべて除去され、インポートするファイル内で設定されているサーバー名、プ
ロパティー、および値がすべて追加されます。実質的には、元のファイルの内容
全体をインポートするファイルの内容全体で置き換えることになります。

v プロパティー記述子のマージ

「Merge」オプションにより、インポートされたファイル内で設定されているサー
バー名、統合コンポーネント、プロパティー、および値がすべて既存のファイル
に追加されます。マージは完全に階層的で、細分化されています。例えば、元の
ファイルが Server1 しか格納していなく、インポート・ファイルが、Server1 と
Server2 を格納している場合は、Server2 名、および Server2 に関連する統合コン
ポーネント、プロパティー、および値がすべて元のファイルに追加されます。元
のファイルに設定済みの Server1 名は除去されません。インポート・ファイル内
の Server1 に統合コンポーネントが存在するが、元のファイルの Server1 には存
在しない場合、そのコンポーネントは、元のファイルの Server1 に追加されま
す。同様に、インポート・ファイル内の Server1 に特定の統合コンポーネントに
対して、プロパティーが存在するが、元のファイルには存在しない場合は、その
プロパティーが、インポート・ファイル内の Server1 の特定の統合コンポーネン
トに対して追加されます。最下位レベルで、値の交換が行われます。すなわち、
インポート・ファイル内の特定のサーバー名における特定の統合コンポーネント
の特定のプロパティーに対する値が、元のファイル内の同じサーバー名に関連す
る同じ統合コンポーネントの同じプロパティーに対する値に (存在する場合) 置き
換わります。

配置構成プロパティーのコピーと貼り付け
あるサーバーに対して作成された配置構成プロパティーは、別のサーバーの構成に
コピーし、貼り付けることができます。プロパティーのコピー、貼り付けを行う場
合は、それらのプロパティーに割り当てられている値もすべて、コピーされ、貼り
付けられます。プロパティーを貼り付けるとき、構成内に既に存在する同じプロパ
ティーは、貼り付け操作によって上書きされます。

System Manager を使用しない配置プロパティーの設定
製品の ¥bin ディレクトリーにある deploymentconfigutil.zip ファイル内に格納され
ているスタンドアロン・ユーティリティーにより、System Manager を使用しなくて
も、*.dfg ファイルを編集することができます。これは、例えば、データベース管理
者が、データベースとの対話のため、コネクター・パスワード・プロパティーを特
定の値に設定する必要があるが、System Manager を使用している実装者にその値を
知られたくない場合などに有効なことがあります。実装者は、System Manager の
Deployment Configurator 機能を使用して、デフォルト値で *.dfg ファイルを作成し
た後、そのファイルをデータベース管理者に送信できます。その後、データベース
管理者は、(統合コンポーネントまたはプロパティーの追加または削除ではなく) プ
ロパティー値の変更を可能にするスタンドアロン・ユーティリティーを実行しま
す。データベース管理者は、スタンドアロン・ユーティリティーを使用して、パス
ワード値を変更した後、ファイルを実装者に送信して戻します。実装者は、System

Manager を使用して、*.dfg ファイルを Deployment Configurator にインポートしま
す。

このユーティリティーは、事前定義パスワードによってコントロールされ、パスワ
ードを取得するには、製品サポート・センターに連絡する必要があります。このパ
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スワードは、配置記述子ファイルに指定されているパスワードまたは暗号化された
データを、ユーザーが正当な権限なく変更することを防止するためのものです。

このスタンドアロン・ユーティリティーは、IBM¥WebSphere¥bin ディレクトリーに
常駐する deploymentconfigutil.zip ファイルに格納されています。この zip ファイル
は、System Manager または InterChange Server Express をインストールしていない
システム上で解凍し、使用できます。

展開用のコンポーネントの初期状態の設定
状態を持つコンポーネント (コネクター、コラボレーション・オブジェクト、マッ
プ、関係、データベース接続プールなど) の場合、展開した後に、サーバーのリブ
ート時にコンポーネントが初期化される状態を設定できます。コンポーネントの展
開後の初期状態を設定するには、以下の手順を実行します。

1. ユーザー・プロジェクトに設定する初期状態を持つコンポーネントのショートカ
ットを選択します。

複数のコンポーネントを選択する場合、以下のような Windows の標準的な選択
方法を使用できます。

v Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

v Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

2. ステップで選択した項目を右マウス・ボタンでクリックし、以下のいずれかを実
行します。

v 「開始」または「すべて開始」を選択して、選択したコンポーネントを「実
行」状態で初期化します。

v 「停止」または「すべて停止」を選択して、選択したコンポーネントを「停
止」状態で初期化します。

System Manager を使用したパッケージの検証
展開を実行する前に、展開するコンポーネントから構成されるパッケージを検証し
て、展開を確実に成功させることができます。コンポーネントのパッケージを検証
するには、以下の手順を実行します。

1. 検証する対象のコンポーネントのショートカットをユーザー・プロジェクトに追
加します。

ユーザー・プロジェクトの作成については、 59ページの『ユーザー・プロジェ
クトの作成』を参照してください。ユーザー・プロジェクトへのショートカット
の追加については、 60ページの『ユーザー・プロジェクトへのショートカット
の追加』を参照してください。

注: 一度に複数のユーザー・プロジェクトを検証できるため、必要なすべてのコ
ンポーネントのショートカットを適切なユーザー・プロジェクトに追加しま
す。

2. WebSphere Business Integration System Manager ビューで、検証する対象のユー
ザー・プロジェクトを選択し、選択したユーザー・プロジェクトのいずれかを右
マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ユーザー・プロジ
ェクトの検証」を選択します。
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System Manager によって、図 19 に示すような「プロジェクトを検証」ウィザー
ドが表示されます。

3. 「検証するサーバーを選択してください。」ドロップダウン・メニューから、コ
ンポーネントを検証する比較相手のサーバーを選択します。

4. 以下の方法で、検証するコンポーネントを選択します。

v 統合コンポーネント・ライブラリーまたはユーザー・プロジェクトの横のチェ
ック・ボックスを有効にして、ライブラリーまたはプロジェクト内のすべての
コンポーネントを選択します。

v コンポーネント・グループの横のチェック・ボックスを有効にして、グループ
内のすべてのコンポーネントを選択します。

v コンポーネント・グループを展開し、個々のコンポーネントの横にあるチェッ
ク・ボックスを有効にして、それらのコンポーネントを選択します。

注: 複数のユーザー・プロジェクトに同じ名前で存在するコンポーネントを選択
した場合は、ウィザードの次の画面で重複するコンポーネントからいずれか
1 つを選択するよう要求されます。

重複するコンポーネントを選択しなかった場合は、ステップ 6 (92ページ) に進
みます。

図 19. 検証するコンポーネントの選択

第 4 章 System Manager および Toolset Express の使用 91



重複するコンポーネントを選択した場合は、ステップ 5 に進みます。

5. 「次へ」をクリックします。

System Manager によって、図 20 に示すような「ローカル複写」画面が表示され
ます。

重複するコンポーネントから個別のコンポーネントを選択します。

6. 「完了」をクリックします。

System Manager は、選択されたコンポーネントを含むパッケージを作成し、そ
れをサーバー・リポジトリーに対して検証します。検証が成功したかどうかを示
すメッセージが表示されます。

System Manager を使用するコンポーネントの展開
コンポーネントは、以下のセクションで説明されている 2 つの方法のいずれかで、
InterChange Server Express インスタンスに展開できます。

v 93ページの『配置ウィザードを使用するコンポーネントの展開』

v 98ページの『ドラッグ・アンド・ドロップを使用するコンポーネントの配置』

図 20. 検証するユーザー・プロジェクトからの個別のコンポーネントの選択
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配置ウィザードを使用するコンポーネントの展開
配置ウィザードを使用して、InterChange Server Express インスタンスにコンポーネ
ントのパッケージを展開するには、以下の手順を実行します。

1. マップを除き、展開するコンポーネントがサーバー・リポジトリーにすでに存
在する場合は、展開前にコンポーネントを停止する必要があります (マップは
迅速に実行されて通常はアイドル状態であるため、アクティブなマップ定義を
再展開できます)。

パッケージを展開する前に、InterChange Server Express コンポーネント管理ビ
ューまたは System Monitor を使用し、サーバー内の重複するコンポーネントを
停止します。詳細については、 100ページの『リポジトリー内のコンポーネン
トの状態の管理』を参照してください。

2. 展開するコンポーネントの初期状態を設定することをお勧めします。詳細につ
いては、 90ページの『展開用のコンポーネントの初期状態の設定』を参照して
ください。

3. 展開するコンポーネントのショートカットをユーザー・プロジェクトに追加し
ます。

ユーザー・プロジェクトの作成については、 59ページの『ユーザー・プロジェ
クトの作成』を参照してください。ユーザー・プロジェクトへのショートカッ
トの追加については、 60ページの『ユーザー・プロジェクトへのショートカッ
トの追加』を参照してください。

注: 一度に複数のユーザー・プロジェクトを展開できるため、必要なすべての
コンポーネントのショートカットを適切なユーザー・プロジェクトに追加
します。

4. 「WebSphere Business Integration System Manager」ビューで、サーバー・イン
スタンスに展開する各ユーザー・プロジェクトを選択します。例えば、展開す
る複数のユーザー・プロジェクトを一度に選択するには、以下のように、
Windows の標準的な選択方法を使用できます。

v Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

v Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

5. 選択したユーザー・プロジェクトを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキ
スト・メニューから「ユーザー・プロジェクトを配置」を選択します。

System Manager によって、 94ページの図 21 に示すような「配置ウィザード
(1 ページ)」画面が表示されます。
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6. 「配置可能なコンポーネント」画面で、以下の手順を実行します。

a. コンポーネントを配置する先のサーバー・インスタンスを、「宛先サーバー
を選択してください」ドロップダウン・メニューから選択します。

b. 以下の方法を使用して、配置するコンポーネントを選択します。

v プロジェクト内のすべてのコンポーネントを配置するには、ユーザー・プ
ロジェクトの横のチェック・ボックスを有効にします。

v ユーザー・プロジェクト・ノードを展開して、コンポーネント・グループ
全体の横のチェック・ボックスを有効にして、そのタイプのコンポーネン
トをすべて配置します。

v ユーザー・プロジェクト・ノード、次に、コンポーネント・グループ・ノ
ードを展開して、個々のコンポーネントの横のチェック・ボックスを有効
にして、有効にしたコンポーネントのみを配置します。

注: 別のユーザー・プロジェクトに同じ名前で存在するコンポーネントを選
択した場合は、ウィザードの次の画面にプロンプトが表示され、重複し
ているコンポーネントのうちどのコンポーネントを配置するかを選択す
るように要求されます。

c. 配置処理中に、データベース接続プールと関係スキーマを作成する場合は、
「スキーマを作成」チェック・ボックスを有効にします。

図 21. 展開可能コンポーネントおよび展開オプションの選択
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関係スキーマとデータベース接続プールは、それらに参照することで機能す
るインターフェースに対して作成する必要があります。実行する目的でイン
ターフェースを展開する場合は、インターフェースが使用するコンポーネン
トすべてに対して、このオプションを使用可能にする必要があります。

注: このオプションを有効にするのは、データベース接続プールおよび関係
の設定がコンポーネントの展開先サーバーの適切な接続情報を参照する
場合に限定してください。データベース設定が正しい環境からデータベ
ース設定が無効になった環境にコンポーネントを移行する場合は、展開
中にこれらのコンポーネントのスキーマを作成しないでください。

d. 使用すべきでないメソッドなど、コンパイル中に生成される警告に関するプ
ロンプトを表示させないようにする場合は、「コンパイル警告を無視」チェ
ック・ボックスを有効にします。

e. 展開を選択したマップおよびコラボレーション・テンプレートをコンパイル
する場合は、「コンパイル」チェック・ボックスを有効にします。

マップとコラボレーション・テンプレートは、それらを参照することで機能
するインターフェースに対してコンパイルする必要があります。

注: コンポーネントの数によってはコンパイルに長い時間がかかる場合があ
ります。これらのコンポーネントはサーバーに展開した後にコンパイル
できます。

f. 選択内容に応じて、以下のいずれかを実行します。

v 選択したユーザー・プロジェクト全体にわたって重複するコンポーネント
も、サーバー・リポジトリーの既存のコンポーネントも選択しなかった場
合は、この時点で展開を開始することが可能なので、ステップ 9 (97ペー
ジ) に進んでください。

v 選択したユーザー・プロジェクト全体にわたって重複するコンポーネント
を選択しなかったが、サーバー・リポジトリーの既存のコンポーネントを
選択した場合は、「サーバー重複オブジェクト」画面が表示されます。ス
テップ 8 (96ページ) に進んでください。

v ユーザー・プロジェクト内で重複するコンポーネントを選択した場合は、
ステップ 7 に進みます。

7. 「次へ」をクリックします。

ユーザー・プロジェクト内で重複するコンポーネントを選択した場合は、 96ペ
ージの図 22 に示すように、「配置ウィザード (2 ページ)」画面が表示されま
す。
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表示されたユーザー・プロジェクトのフォルダーを展開し、重複しているロー
カル・コンポーネントのうち、配置する方のコンポーネントのチェック・ボッ
クスを有効にします。

選択内容に応じて、以下のいずれかを実行します。

v サーバー上の既存のコンポーネントを配置するように選択しなかった場合
は、この時点で配置を開始することが可能です。ステップ 9 (97ページ) に進
んでください。

v サーバー上の既存のコンポーネントを配置するように選択した場合は、ステ
ップ 8 に進みます。

8. 「次へ」をクリックします。

サーバー上の既存のコンポーネントを配置するように選択した場合は、 97ペー
ジの図 23 に示すような「サーバー重複オブジェクト」画面が表示されます。

図 22. 展開時のローカルな重複の選択
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表示されたユーザー・プロジェクトのフォルダーを展開し、サーバー・リポジ
トリーで上書きする重複コンポーネントのチェック・ボックスを有効にしま
す。

9. 「完了」をクリックします。

System Manager が選択されたコンポーネントをサーバー・リポジトリーに展開
します。サーバー・ロギング出力を参照すると、展開セッションが開始され、
コンポーネントがリポジトリーに追加されたときに記録されたメッセージが表
示されます。

展開セッションが完了すると、System Manager に、展開の正常終了を示す情報
プロンプトが表示されるか、展開の失敗を示すエラー・プロンプトが表示され
ます。

10. プロンプトで表示された情報で重要なものをすべてメモに取ります。例えば、
プロンプトによって、一部の配置されたコンポーネントをアクティブにするた
め、サーバーをリブートするように要求される場合、アクティブなコンポーネ
ントの上書きができないため、配置が正常終了しなかったことが通知される場
合もあります。「OK」をクリックして、プロンプトで指定された操作をすべて
行います。

図 23. サーバーで上書きする重複オブジェクトの選択
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ドラッグ・アンド・ドロップを使用するコンポーネントの配置
System Manager ビューで、ドラッグ・アンド・ドロップ操作を使用して、コンポー
ネントを配置するには、以下の手順を実行します。

1. 配置するコンポーネントがサーバー・リポジトリーに存在する場合は、配置前に
コンポーネントを停止する必要があります。

パッケージを展開する前に、InterChange Server Express コンポーネント管理ビュ
ーまたは System Monitor を使用し、サーバー内の重複するコンポーネントを停
止します。詳細については、 100ページの『リポジトリー内のコンポーネントの
状態の管理』 を参照してください。

2. WebSphere Business Integration System Manager ビューで、以下の操作を行っ
て、配置するコンポーネントを選択します。

v ユーザー・プロジェクトまたは統合コンポーネント・ライブラリーを選択し
て、その中のすべてのコンポーネントを選択します。

v ユーザー・プロジェクトまたは統合コンポーネント・ライブラリー内のフォル
ダーを選択して、同じタイプのコンポーネントをすべて選択します。

v コンポーネントのフォルダーを展開し、コンポーネントを個別に選択して、コ
ンポーネント・フォルダーを選択します。例えば、展開する複数のユーザー・
プロジェクトを一度に選択するには、以下のように、Windows の標準的な選
択方法を使用できます。

– Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

– Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

3. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、コンポーネントを配置
する先の InterChange Server Express インスタンス上に選択したリソースをドラ
ッグ・アンド・ドロップします。

System Manager が、指定した InterChange Server Express インスタンスにコンポ
ーネントを配置しようとします。メッセージとエラーは、コンソール・ビューに
表示されます。

注: WebSphere Business Integration System Manager ビューで、重複したコンポ
ーネントを選択した場合は、コンポーネントの配置を試みるときに、System

Manager によりエラーが表示されます。選択を絞り込み、固有のコンポーネ
ントのみが含まれるようにし、再度配置を試みます。

InterChange Server Express リポジトリー内のコンポーネントの処理
InterChange Server Express コンポーネント管理ビューを使用すると、登録した
InterChange Server Express のリポジトリーを管理したり、それらのリポジトリー内
のコンポーネントを管理することができます。

リポジトリー内のコンポーネントの検証
52ページの『InterChange Server のモード』で説明しているように、InterChange

Server Express におけるリポジトリーの整合性に関する制限は、始動したモードに応
じて異なります。設計モードで稼働しているサーバーではリポジトリーの不整合も
許容されるため、コンポーネントは使用可能になるごとに追加できますが、実動モ
ードで稼働しているサーバーではコンポーネント間の参照および依存関係がすべて
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解決される必要があります。設計モードのサーバーから実動モードのサーバーに移
行する場合は、リポジトリーを事前に検証し、リポジトリーが整合した状態になる
こと確認してください。

System Manager を使用してリポジトリーを検証するには、以下の手順を実行しま
す。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、リポジトリーを検証す
るサーバー・インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メ
ニューから「リポジトリーを検証」を選択します。

2. リポジトリーが整合した状態にある場合は、情報プロンプトが表示されます。

「OK」をクリックして「リポジトリーを検証」プロンプトを閉じます。

未解決の依存関係がリポジトリーに存在する場合は、「欠落している依存関係」
ダイアログが表示されます。これを 図 24 に示します。「完了」をクリックし、
「欠落している依存関係」ダイアログを閉じます。

注: 欠落している依存関係をすべて解決しなければ、サーバーを実動モードで始
動できません。実動モードについては、 52ページの『実動モード』を参照
してください。

図 24. リポジトリーにおける未解決の依存関係
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データベース接続プールの検証
データベース接続プールを検証するには、InterChange Server Express コンポーネン
ト管理ビューでプールを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニュー
から「データベース接続を検証」を選択します。

データベース接続プールの詳細については、 163ページの『第 8 章 データベース
接続プールの構成』を参照してください。

リポジトリー内のコンポーネントの状態の管理
InterChange Server Express コンポーネント管理ビューを使用すると、InterChange

Server Express インスタンスのリポジトリー内にあるコンポーネントの状態を管理で
きます。

インターフェースの開発時には開発するコンポーネントをテストする必要があるた
め、このビューはとても便利です。頻繁にコンポーネントをテストして、変更が必
要なことを認識します。次に、変更したコンポーネントをサーバーに展開して、も
う一度テストします。ただし、コンポーネントをサーバーに展開するには非アクテ
ィブ状態である必要があるので、展開する前にコンポーネントを停止します。イン
ターフェースの開発、展開、およびテストをすべてワークベンチ内で行うことがで
きるので、同様にワークベンチからコンポーネントの状態を管理できることはとて
も便利です。

InterChange Server Express コンポーネント管理ビューでコンポーネントの状態を変
更するには、ナビゲーション・ツリーのコンポーネントを右マウス・ボタンでクリ
ックし、コンテキスト・メニューから適切な状態を選択します。 101ページの表 7

に、ランタイム状態の各コンポーネント・タイプに適用できる状態操作をリストし
ます。コンポーネントが異なる状態である場合のシステムの振る舞いについては、
「システム管理ガイド」を参照してください。
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表 7. System Manager におけるコンポーネントに選択可能な状態操作

コンポーネント・タイプ 状態操作

コラボレーション・オブジェクト v 開始

v 停止

v 一時停止

v シャットダウン

コネクター v 開始

v 停止

v 一時停止

v シャットダウン

v ブート

マップ v 開始

v 停止

関係 v 開始

v 停止

また、複数のコンポーネントを選択し、その中の 1 つを右マウス・ボタンでクリッ
クし、状態変更を一度にすべてのコンポーネントに適用することもできます。この
操作は、各コンポーネントに対して、状態管理操作を別々に行う必要がなくなるた
め、複数のコンポーネントを同時に配置する必要のある場合に非常に有効です。例
えば、展開する複数のユーザー・プロジェクトを一度に選択するには、以下のよう
に、Windows の標準的な選択方法を使用できます。

v Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

v Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

注: 選択したコンポーネントのグループに対して、状態管理操作を実行しようとし
たときに、状態が選択されていないコンポーネントが存在する場合は、コンテ
キスト・センシティブ・メニューには、状態管理オプションは表示されませ
ん。例えば、複数のコネクターを停止しようとしていて、間違えて、ビジネ
ス・オブジェクト定義も選択してしまった場合、状態管理操作は、コンテキス
ト・センシティブ・メニューには公開されません。

特定のタイプのコンポーネントすべての状態を変更するには、InterChange Server

Express コンポーネント管理ビューで、そのコンポーネント・タイプのフォルダーを
右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「すべて開始」また
は「すべて停止」を選択します。

製品インストール内のコンポーネント管理には、System Monitor の使用をお勧めし
ます。System Monitor は、高度な柔軟性を備えた専用の管理ツールです。System

Monitor の使用については、「システム管理ガイド」を参照してください。
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リポジトリー内のコンポーネント・プロパティーの変更
マップ、コネクター、およびコラボレーション・オブジェクトには、ランタイム・
プロパティーがあります。これらのプロパティーを変更すると、コンポーネントの
振る舞いを変更できます。以下のセクションの説明に従って、特定のコンポーネン
トのプロパティーを変更します。

v 『コラボレーション・オブジェクトのプロパティーの変更』

v 103ページの『マップのプロパティーの変更』

v 104ページの『コネクターのプロパティーの変更』

コラボレーション・オブジェクトのプロパティーの変更
コラボレーション・オブジェクトのプロパティーを変更するには、以下の手順を実
行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、そのプロパティーを変
更するコラボレーション・オブジェクトを右マウス・ボタンでクリックし、コン
テキスト・メニューから「プロパティー」を選択します。

2. 「コラボレーションの一般プロパティー」と「プロパティー」の両方のタブで、
プロパティーに目的の値を設定します。

コラボレーション・オブジェクト・プロパティーについては、 175ページの『第
9 章 コラボレーション・オブジェクトの構成』を参照してください。

103ページの図 25 に、コラボレーション・オブジェクトの「プロパティー」ダ
イアログを示します。
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3. 「OK」をクリックします。

マップのプロパティーの変更
マップのプロパティーを変更するには、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、そのプロパティーを変
更するマップを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから
「プロパティー」を選択します。

2. 「マップ・プロパティー・ページ」ダイアログで、プロパティーに目的の値を設
定します。

マップ・プロパティーの詳細については、「マップ開発ガイド」を参照してくだ
さい。

104ページの図 26 に、「マップ・プロパティー・ページ」ダイアログを示しま
す。

図 25. コラボレーション・オブジェクトのプロパティーの変更
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3. 「OK」をクリックします。

コネクターのプロパティーの変更
コネクターのプロパティーを変更するには、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、そのプロパティーを変
更するコネクターを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューか
ら「プロパティー」を選択します。

2. 「コネクター標準プロパティー」、「関連付けられたマップ」、および「リソー
ス」の各タブでプロパティーに目的の値を設定します。コネクター・プロパティ
ーの詳細については、 131ページの『第 7 章 コネクターの構成』を参照してく
ださい。

105ページの図 27 に、コネクターの「プロパティー」ダイアログを示します。

図 26. マップのプロパティーの変更
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3. 「OK」をクリックします。

リポジトリー内のコンポーネントのコンパイル
コラボレーション・テンプレートは、それに基づくコラボレーション・オブジェク
トが動作するためには、コンパイルする必要があり、マップも動作するためにはコ
ンパイルする必要があります。設計モードで動作する InterChange Server Express に
は、コンパイルすることなく、コラボレーション・テンプレートとマップを展開で
きますが、テストする場合には必ずコンパイルする必要があります。

InterChange Server で、コラボレーション・テンプレートをコンパイルするには、
InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、コラボレーション・テン
プレートを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「コンパ
イル」を選択します。

InterChange Server Express で、すべてのコラボレーション・テンプレートをコンパ
イルするには、InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、「コラボ
レーション・テンプレート」フォルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテ
キスト・メニューから「すべてコンパイル」を選択します。

InterChange Server Express で、マップをコンパイルするには、InterChange Server

Express コンポーネント管理ビューで、マップを右マウス・ボタンでクリックし、コ
ンテキスト・メニューから「コンパイル」を選択します。

図 27. コネクターのプロパティーの変更
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InterChange Server Express で、すべてのマップをコンパイルするには、InterChange

Server Express コンポーネント管理ビューで、「マップ」フォルダーを右マウス・ボ
タンでクリックし、コンテキスト・メニューから「すべてコンパイル」を選択しま
す。

マップとそのすべてのサブマップをコンパイルするには、InterChange Server Express

コンポーネント管理ビューでマップを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「サブマップでコンパイル」を選択します。

「コンソール」ビューに、コンパイルの成功または失敗を示すメッセージが表示さ
れます。

リポジトリーからのコンポーネントの削除
ビジネス・インテグレーション・システムを開発するときには、システムの設計は
頻繁に変化します。一般に、新しい要件や環境の違いによってインターフェースの
再設計が必要になります。現在の設計に関するビジネス上の問題を解決する必要が
あるコンポーネントのみがリポジトリーに含まれることを確認する必要がありま
す。この結果、変更された設計に属するコンポーネントを削除する必要がある場合
もあります。

リポジトリー全体の削除
System Manager を使用してサーバー・リポジトリーのコンポーネントをすべて削除
するには、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、リポジトリーを削除す
るサーバー・インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メ
ニューから「リポジトリーを削除」を選択します。

2. 「リポジトリーの削除の確認」プロンプトで「OK」をクリックします。

3. 次の「リポジトリーの削除の確認」プロンプトで「OK」をクリックします。

コンポーネント・ブラウザーを使用したコンポーネントの削除
コンポーネント・ブラウザーを使用して InterChange Server Express リポジトリーか
らコンポーネントを削除するには、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、ブラウザー内で削除す
るコンポーネントを選択します。

Windows での標準技法を使用して複数の項目を選択できます。例えば、連続す
る複数の項目を選択するには Shift を、連続しない複数の項目を選択するには
Ctrl を押します。

2. コンポーネントを削除するには、まずそれが非アクティブ状態であるか確認しま
す。コンポーネントの削除を試行する前に、それらを停止して確実に非アクティ
ブ状態にします。

System Manager で InterChange Server Express コンポーネント管理ビューを使用
してコンポーネントを停止する場合は、 100ページの『リポジトリー内のコンポ
ーネントの状態の管理』を参照してください。

System Monitor を使用してコンポーネントを停止する場合は、「システム管理ガ
イド」を参照してください。
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3. 以下のいずれかを実行して、選択したコンポーネントを削除します。

v 「削除」を押します

v 選択したコンポーネントのいずれかを右マウス・ボタンでクリックし、コンテ
キスト・メニューから「削除」を選択します。

v メニュー・バーから、「編集」>「削除」を選択します。

図 28 に、コンポーネント・ブラウザーを使用してコンポーネントを削除する場
合の System Manager を示します。

4. ダイアログが表示されたら、以下の手順を実行します。

v 他のコンポーネントから参照されている場合でもコンポーネントを削除するに
は、「他のコンポーネントが依存していても、選択されたコンポーネントを削
除します。」チェック・ボックスを有効にします。

例えば、ビジネス・オブジェクトが他のビジネス・オブジェクトを含む場合
は、それらのビジネス・オブジェクトに依存関係があるため、このオプション
を有効にしない限り、従属コンポーネントの削除を選択してもビジネス・オブ
ジェクトは削除できません。

v 選択したコンポーネントの依存関係も削除するには、「選択されたコンポーネ
ントに依存するコンポーネントも削除します。」チェック・ボックスを有効に
します。依存関係については、 109ページの『依存関係および参照』を参照し
てください。

5. 「完了」をクリックします。

削除操作が正常に終了すると、ウィザードは終了します。

削除操作に失敗した場合は、「OK」をクリックしてプロンプトを閉じ、問題を
解決してから操作を再試行します。プロンプトのエラー情報を使用してトラブル
シューティングを行うことが困難な場合は、サーバーのロギング出力を使用して
失敗の原因を判別してください。

サーバー・オブジェクトの削除ウィザードを使用したコンポーネント
の削除
サーバー・オブジェクトの削除ウィザードを使用して InterChange Server Express リ
ポジトリーからコンポーネントを削除するのに System Manager を使用するには、
以下の手順を実行します。

図 28. コンポーネント・ブラウザーを使用したコンポーネントの削除
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1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、リポジトリーからコン
ポーネントを削除するサーバー・インスタンスを右マウス・ボタンでクリック
し、コンテキスト・メニューから「サーバー・オブジェクトの削除」を選択しま
す。

2. コンポーネントを削除するには、まずそれが非アクティブ状態であるか確認しま
す。コンポーネントの削除を試行する前に、それらを停止して確実に非アクティ
ブ状態にします。

System Manager で InterChange Server Express コンポーネント管理ビューを使用
してコンポーネントを停止する場合は、 100ページの『リポジトリー内のコンポ
ーネントの状態の管理』を参照してください。

System Monitor を使用してコンポーネントを停止する場合は、「システム管理ガ
イド」を参照してください。

3. 以下の操作を実行し、削除するコンポーネントを選択します。

v サーバー・インスタンスのチェック・ボックスを有効にし、リポジトリーのコ
ンポーネントをすべて削除します。

v サーバー・インスタンスのフォルダーを展開し、特定のコンポーネント・タイ
プのチェック・ボックスを有効にし、そのタイプのオブジェクトをすべて削除
します。

v 特定のコンポーネント・タイプのフォルダーを選択し、リポジトリーのそのタ
イプのコンポーネントのリストを右側のペインに表示させ、個々のコンポーネ
ントのチェック・ボックスを有効にします。

4. 他のコンポーネントから参照されている場合でもコンポーネントを削除するに
は、「他のオブジェクトがこのオブジェクトに依存している場合でも強制的に削
除されます」チェック・ボックスを有効にします。

例えば、ビジネス・オブジェクトが他のビジネス・オブジェクトを含む場合は、
それらのビジネス・オブジェクトに依存関係があるため、このオプションを有効
にしない限り、従属コンポーネントの削除を選択してもビジネス・オブジェクト
は削除できません。

5. 選択したコンポーネントの依存関係も削除するには、「従属オブジェクトも削
除」チェック・ボックスを有効にします。依存関係については、 109ページの
『依存関係および参照』を参照してください。

109ページの図 29 に、「サーバー・オブジェクト削除」ウィザードを示しま
す。

108 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



6. 「完了」をクリックします。

削除操作が正常に終了すると、ウィザードは終了します。

削除操作に失敗した場合は、「OK」をクリックしてプロンプトを閉じ、問題を
解決してから操作を再試行します。プロンプトのエラー情報を使用してトラブル
シューティングを行うことが困難な場合は、サーバーのロギング出力を使用して
失敗の原因を判別してください。

依存関係および参照
統合コンポーネントは相互に依存し合ってビジネス・インテグレーション・システ
ムでの役割を果たします。例えば、ビジネス・オブジェクト定義は、他のビジネ
ス・オブジェクト定義を子として含むことができ、コラボレーション・テンプレー
トは、そのポートと関連付けられているビジネス・オブジェクト定義を持ち、コネ
クターは、そのサポートしているビジネス・オブジェクトと関連付けられているマ
ップを持ちます。システムが正常に機能するためには、これらの依存関係が満たさ
れている必要があり、実動モードで起動されると、InterChange Server Express は、
すべての依存関係と参照が解決されていることを確認します。未解決の依存関係ま
たは参照を検出すると、InterChange Server Express は実動モードでは始動しませ
ん。

コンポーネント間の関係について説明するときには、状況に応じて依存関係および
参照という用語を使用します。例えば、コネクター定義が InterChange Server

Express とデータを交換するには、サポートするビジネス・オブジェクト定義および
それらのビジネス・オブジェクト定義に関連付けられたマップが存在している必要
があります。この場合には、ビジネス・オブジェクト定義およびマップはコネクタ
ー定義の依存関係です。ビジネス・オブジェクト定義とコネクター定義の間に同じ

図 29. サーバーからのオブジェクトの削除
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関係がある場合でも、ビジネス・オブジェクトの文脈では、コネクターはビジネ
ス・オブジェクト定義の参照の 1 つであり、そのビジネス・オブジェクトを子とし
て含むほかのビジネス・オブジェクト、そのビジネス・オブジェクトを変換するマ
ップ、ポート定義用にビジネス・オブジェクトをサポートするコラボレーション・
テンプレートなどを持ちます。

表 8 に、依存関係および参照となるコンポーネントをコンポーネント・タイプごと
に示します。

表 8. 統合コンポーネントの依存関係および参照

コンポーネント 依存関係 参照

ビジネス・オブジェクト v ビジネス・オブジェクト v ビジネス・オブジェクト

v マップ

v コネクター

v コラボレーション・テンプ
レート

v コラボレーション・オブジ
ェクト

関係 v ビジネス・オブジェクト なし

コネクター v ビジネス・オブジェクト

v マップ

v コラボレーション・オブジ
ェクト

マップ v ビジネス・オブジェクト

v マップ

v コネクター

v コラボレーション・オブジ
ェクト

コラボレーション・テンプ
レート

v ビジネス・オブジェクト なし

コラボレーション・オブジ
ェクト

v ビジネス・オブジェクト

v マップ

v コネクター

v コラボレーション・テンプ
レート

v コラボレーション・オブジ
ェクト

v コラボレーション・オブジ
ェクト

依存関係および参照の表示
System Manager を使用すると、統合コンポーネントの依存関係および参照を表示さ
せることができます。

コンポーネントの依存関係を表示させるには、System Manager でコンポーネントを
右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「依存関係を表示」
を選択します。「依存関係ツリー」ウィザードが表示されます。詳細については、
61ページの『依存関係ツリーの使用』を参照してください。
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コンポーネントの参照を表示させるには、System Manager でコンポーネントを右マ
ウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「参照の表示」を選択し
ます。「オブジェクト参照」ウィンドウが表示されます。

システムで検出できない依存関係
依存関係および参照によっては、システムで自動的に検出および実行できないもの
があります。表 9 に、システムが依存関係および参照を判別できないコンポーネン
トを示します。

システムでこれらの依存関係および参照を検出することはできませんが、システム
を正常に動作させるには、これらが満たされている必要があります。必ずプロジェ
クト・ドキュメンテーションを正確に保ち、環境から環境にインターフェースを展
開するときにはこれらの依存関係も含めてください。

表 9. システムが依存関係および参照を判別できないコンポーネント

コンポーネント 説明

関係 マップおよびコラボレーション・テンプレートは関係を使用でき
ますが、これは Java コードの API から行います。システム
は、すべてのマップおよびコラボレーション・テンプレートのす
べてのコードを構文解析して関係の使用を検出することができま
せん。

データベース接続プール マップおよびコラボレーション・テンプレートはデータベース接
続プールを使用できますが、これは Java コードの API から行
います。システムは、すべてのマップおよびコラボレーション・
テンプレートのすべてのコードを構文解析してデータベース接続
プールの使用を検出することができません。

データ・ハンドラー コネクターも、他のコンポーネントと同様にデータ・ハンドラー
を使用してデータをフォーマットできます。データ・ハンドラー
はシステムによって一切管理されないため、検出できません。

コード内のみで使用され
るコンポーネント

ビジネス・オブジェクト定義をソースまたは宛先としてマップに
ドラッグ・アンド・ドロップした場合は、システムはマップがビ
ジネス・オブジェクトに依存するかどうかを判別できますが、カ
スタム Java コードでのみ行われるコンポーネントの使用は検出
できません。新規ビジネス・オブジェクトをインスタンス化する
か、マップまたはコラボレーションで手動でマップを呼び出す場
合は、システムはその依存関係を検出できません。

スケジュール 現在、システムはスケジュールの依存関係および参照の検出をサ
ポートしていません。

複数のワークベンチ・リソースで使用可能な標準の操作
ワークベンチで行う多くの作業は処理している特定のリソースまたは作業している
状況に依存しますが、すべてのリソースに同じように影響を及ぼす多くの操作も用
意されています。このセクションでは、ワークベンチで実行可能な作業のうち、す
べてのリソースに対して同様に機能するものについて説明します。
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リソースの切り取り、コピー、および貼り付け
リソースの切り取り、コピー、および貼り付けは、System Manager とファイル・シ
ステムの両方で可能です。

System Manager でユーザー・プロジェクト、統合コンポーネント・ライブラリー、
統合コンポーネント、ショートカット、またはフォルダーの切り取り、コピー、ま
たは貼り付けを行うには、リソースを右マウス・ボタンでクリックし、所定のメニ
ュー項目を選択します。統合コンポーネントをコピーする場合は、同じライブラリ
ーに貼り付ける (例えば、ビジネス・オブジェクト定義をコピーして同じライブラ
リーに貼り付け、別の名前を指定してテンプレートとして使用する) ことはできま
せん。ただし、Designer ツールでコンポーネント定義を開き、「別名保管」操作を
実行して新しい名前で同じライブラリーに保管することはできます。

ファイル・システムで統合コンポーネントまたはショートカットの切り取り、コピ
ー、および貼り付けを行うには、Windows のエクスプローラーを起動し、プロジェ
クト・ディレクトリーの該当するサブディレクトリーにナビゲートし、コンポーネ
ントの名前を共用するファイルをコピーし、宛先プロジェクト・ディレクトリーを
含む適切なサブディレクトリーに貼り付けます。

ファイル・システムで切り取り、コピー、および貼り付けを行う場合は、必ず
System Manager で統合コンポーネント・ライブラリーまたはユーザー・プロジェク
トを最新表示させ、新しく追加したリソースが表示されるようにしてください。詳
細については、『リソースの最新表示』を参照してください。

存在するユーザー・プロジェクトおよびライブラリーを指定するメタデータ参照が
ワークベンチで管理されているため、ユーザー・プロジェクト全体または統合コン
ポーネント・ライブラリー全体の切り取り、コピー、および貼り付けを行うことは
できません。ワークスペース・ディレクトリーにフォルダーをコピーしても、メタ
データ参照は更新されません。ただし、System Manager でメタデータ・エントリー
を満たすように新規ユーザー・プロジェクトまたはライブラリーを作成してから、
新規ライブラリーまたはユーザー・プロジェクトに対応するディレクトリーにコン
ポーネント定義のフォルダーを貼り付けることはできます。

リソースの最新表示
ファイル・システムでの貼り付けの切り取り、コピー、および貼り付けによってコ
ンポーネント定義をライブラリーに追加したりショートカットをユーザー・プロジ
ェクトに追加したりする場合は ( 76ページの『統合コンポーネント・ライブラリー
におけるマップとコラボレーション・オブジェクト・プロパティーの変更』を参
照)、必ず System Manager でライブラリーを最新表示させ、変更内容を反映させて
ください。

統合コンポーネント・ライブラリーまたはユーザー・プロジェクトを最新表示させ
るには、System Manager で右マウス・ボタンをクリックし、コンテキスト・メニュ
ーから「最新表示」を選択します。

リソースの削除
ワークベンチ・リソースを削除するには、以下の手順を実行します。
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1. System Manager でリソースを右マウス・ボタンでクリックしてコンテキスト・
メニューから「削除」を選択するか、System Manager でリソースを選択して
Delete キーを押します。

2. 「コンポーネントの削除」ダイアログが表示された場合は、「OK」をクリック
します。

注: コンポーネントに依存関係が存在する場合は削除できません。

Eclipse ベースのワークベンチの使用
このセクションでは、ツールを効率的に使用するためにツール・フレームワークで
実行する一部の操作について説明します。

パースペクティブのオープンおよびクローズ
このセクションでは、パースペクティブのオープン方法およびクローズ方法につい
て説明します。

パースペクティブのオープン
ワークベンチでパースペクティブを開くには、以下の手順を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「パースペクティブを開
く」>「その他」を選択します。

2. 「パースペクティブの選択」ダイアログで開くパースペクティブを選択し、
「OK」をクリックします。

パースペクティブのクローズ
パースペクティブを閉じるには、以下の操作を実行します。

v 「ウィンドウ」>「パースペクティブを閉じる」を選択し、現在アクティブなパー
スペクティブを閉じます。

v 「ウィンドウ」>「すべてのパースペクティブを閉じる」を選択し、現在開かれて
いるパースペクティブをすべて閉じます。

v パースペクティブ・ショートカット・バーにあるパースペクティブのアイコンを
右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「閉じる」を選択
し、そのパースペクティブを閉じます。

v パースペクティブ・ショートカット・バーにあるパースペクティブのアイコンを
右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「すべて閉じる」
を選択し、開かれているパースペクティブをすべて閉じます。

表示およびクローズ
WebSphere WorkBench パースペクティブに表示されるペインを制御できます。

ビューを表示する
ビューを表示するには、以下の手順を実行します。

1. 「ウィンドウ」>「ビューの表示」>「その他」を選択します。

2. ICS Control View などのビュー・グループのフォルダーを展開します。

3. InterChange Server コンポーネント管理ビューなどの特定のビューを選択しま
す。
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4. 「OK」をクリックします。

ビューをクローズする
ビューをクローズするには、以下のいずれかの操作を実行します。

v ビューのタイトル・バーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「閉じる」を選択します。

v ビューのタイトル・バーにある「閉じる」ボタンをクリックします。

パースペクティブのカスタマイズ
パースペクティブをカスタマイズし、必要なパースペクティブ、ビュー、ウィザー
ド、およびプラグイン・インターフェースを組み込むことにより、頻繁に使用する
エレメントを開いたり不要なエレメントを閉じたりする回数を最小限に抑えること
ができます。現在アクティブなパースペクティブをカスタマイズするには、以下の
手順を実行します。

1. メニュー・バーから「ウィンドウ」>「パースペクティブのカスタマイズ」を選
択します。

2. カスタマイズするノードをクリックして展開します。

3. ノード・エレメントのチェック・ボックスを有効または無効にします。表 10

に、カスタマイズ可能なパースペクティブ・ノードおよびそのノードを有効にし
た場合の効果を示します。

表 10. カスタマイズ可能なパースペクティブ・ノード

パースペクティブ・
ノードのカスタマイズ 結果

「ファイル」>「新規」 「ファイル」>「新規」メニューから項目を追加または除去しま
す。

「ウィンドウ」>「パース
ペクティブを開く」

「ウィンドウ」>「パースペクティブを開く」メニューからパー
スペクティブを追加または除去します。

「ウィンドウ」>「ビュー
の表示」

「パースペクティブ」>「ビューの表示」メニューからビューを
追加または除去します。

その他 メニュー・バーおよびツールバーから追加または除去します。
例えば、「ClearCase」メニューを表示させるには、
「ClearCase」チェック・ボックスを有効にする必要がありま
す。

パースペクティブの保管
パースペクティブ構成を保管し、カスタマイズ内容を保存できます。パースペクテ
ィブを保管するには、以下の手順を実行します。

1. ツール・フレームワークのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「パースペクテ
ィブの別名保管」を選択します。

2. 「名前」フィールドにパースペクティブの名前を入力します。

3. 「OK」をクリックします。
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デフォルトでのパースペクティブの設定
デフォルトでは、ツール・フレームワークは「リソース」パースペクティブを開き
ます。主にツール・フレームワークを使用して統合コンポーネントを処理する場合
は、いずれかの IBM InterChange Server Express パースペクティブをデフォルトに
することができます。これを行うには、以下の手順を実行します。

1. ツール・フレームワークのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択
します。

2. 「ワークベンチ」ノードを展開します。

3. 「ワークベンチ」ノードの下にある「パースペクティブ」ノードを選択します。

4. 「Available Perspectives」リストから必要なパースペクティブ (System

Manager など) を選択します。

5. 「Make Default」をクリックします。

6. 「OK」をクリックします。

System Manager の設定の構成
System Manager の設定を構成するには、以下の手順を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「System Manager 設定」を選択し、以下の操作を実行し使用可能な設定オプ
ションを構成します。

v 統合コンポーネント・ライブラリーからコンポーネントを削除するときにプロ
ンプトが表示されないようにするには、「オブジェクトの削除について確認し
ない」ペインでコンポーネント・タイプに対応するチェック・ボックスを有効
にします。

注: 「未解決のフロー」チェック・ボックスを有効にしても、Flow Manager

からフローを削除するときにプロンプトが表示されるかどうかには影響し
ません。Flow Manager およびその設定の構成方法については、「システ
ム管理ガイド」を参照してください。

v コピー操作時にコンポーネントとともにコンポーネントの依存関係もコピーす
る場合は、「ディープ・コピー」チェック・ボックスを有効にします。

「ディープ・コピー」を使用可能にすると、ライブラリー間でビジネス・オブ
ジェクト定義をコピーする場合、例えば、定義に含まれている子ビジネス・オ
ブジェクトもすべてコピーされます。しかし、「ディープ・コピー」を無効に
すると、ライブラリー間でビジネス・オブジェクト定義をコピーする場合に、
そのビジネス・オブジェクト自体しかコピーされません。

依存関係については、 109ページの『依存関係および参照』を参照してくださ
い。

v ファイルの名前およびパスを「ログ・ファイル」フィールドに入力するか、
「参照」をクリックしてファイルを選択します。System Manager でエラーが
発生した場合は、指定のファイルにエラー情報が書き込まれます。メガバイト
単位でログ・ファイルの最大サイズを指定するには、「最大サイズ」フィール
ドに数値を入力します。

v 設定エレメントをデフォルト値に設定するには、「デフォルトの復元」をクリ
ックします。
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図 30 に、System Manager の設定インターフェースを示します。

3. 「ブローカー設定」設定は使用しないようにしてください。この設定のもとで
は、入力を行わないでください。

4. 「コンパイラー」設定インターフェースを使用すると、マップやコラボレーショ
ンの開発で必要とされるライブラリーのロケーションを指定できるため、コンパ
イラーによるライブラリーの配置が可能になります。

コンパイラー設定をセットするには、以下の手順を実行します。

a. 「System Manager 設定」を展開して、「コンパイラー」を選択します。

b. 「新規」をクリックします。

c. 「クラスパスを追加」ダイアログで、コンパイラー・クラスパスに追加する
ライブラリーにナビゲートし、ライブラリーを選択してから、「開く」をク
リックします。

117ページの図 31 に「コンパイラー」設定インターフェースを示します。

図 30. System Manager の設定
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5. 「配置設定」インターフェースを使用すると、System Manager からサーバーへ
コンポーネントを配置する際の関連オプションを設定できます。

展開設定をセットするには、以下の手順を実行します。

a. 「System Manager 設定」を展開して、「配置設定」を選択します。

b. 「ドラッグ・アンド・ドロップによる配置の際にサーバーのコンポーネント
を上書き」チェック・ボックスを有効にします。

118ページの図 32 に「配置設定」インターフェースを示します。

図 31. コンパイラー設定
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6. 「System Monitor 設定」インターフェースを使用すると、InterChange Server

Express コンポーネント管理ビューのモニター機能の振る舞いを構成できます。

System Monitor 設定をセットするには、以下の手順を実行します。

a. 「System Manager 設定」を展開して、「System Monitor 設定」を選択
します。

b. 「システム表示」ビューに情報を表示するためにシステム状態をチェックし
ている間、System Manager を待機させる時間を「ポーリング間隔」フィール
ドに秒単位で入力します。

119ページの図 33 に、「System Monitor 設定」インターフェースを示します。

図 32. 「配置設定」インターフェース
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システム表示ビューについて詳しくは、「システム管理ガイド」を参照してくだ
さい。

7. 「適用」をクリックして設定を保管し、「設定」ダイアログでの作業を継続する
か、「OK」をクリックして設定を保管し、ダイアログを終了します。

System Manager での InterChange Server Express への接続の問題の
トラブルシューティング

System Manager と InterChange Server Express 間の接続の失敗は、「クイック・ス
タート・ガイド」の説明に従って、インストールされているシステムの妥当性検査
した後は、ほとんど発生しません。ただし、後で System Manager が InterChange

Server Express に接続できなくなった場合は、現在のインストールされているシステ
ムで、以下の要件が満たされていることを確認してください。

v System Manager が InterChange Server Express に接続するには、InterChange

Server が実行されている必要があります。InterChange Server Express のロギング
出力を確認し、「<server name> は作動可能です」というロギング・ステートメ
ントがあることを確認してください。ここで、<server name> は InterChange

Server Express インスタンスの名前です。

v ツールなどのクライアントが IBM Java オブジェクト・リクエスト・ブローカー
(ORB) と通信するには、IBM Java ORB が実行されている必要があります。

v 登録するとき、InterChange Server Express の名前は正確に指定する必要がありま
す。サーバー・インスタンスの登録時に大文字と小文字の区別を誤っている場合

図 33. System Monitor 設定
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や文字が欠落している場合は、System Manager は接続できません。サーバーの名
前が正しいかどうかは、以下の方法で確認できます。

– サーバーの始動に使用するすべてのインターフェースで名前が正しいことを確
認します。Windows では、サーバー名は一般的に start_server.bat バッチ・ファ
イルにデフォルト値 WebSphereICS を持つ変数 SERVERNAME として指定されま
す。ご使用の InterChange Server Express が OS/400 上にある場合は、OS/400

で使用するために提供された管理コンソールを使用してサーバー名を調べま
す。OS/400 の場合、InterChange Server Express のすべてのインスタンス名は
大文字であり、InterChange Server Express のインスタンスを System Manager

に登録する場合は、大/小文字を一致させる必要があります。

– InterChange Server Express ロギング出力に名前が正しく表示されることを確認
します。ログ・エントリー「<server name> は作動可能です」に、サーバーが
始動されたこと、およびサーバーを識別する名前が示されます。

v 正しいユーザー名 (デフォルトでは admin) を指定する必要があります。

v 正しいパスワードを指定する必要があります。デフォルトのパスワードは、null

ですが、このガイドで前述されているように変更することが可能です。パスワー
ド null を指定しても接続できない場合は、サーバー・インスタンスの処理者が
パスワードを変更していないことを確認してください。

ユーザー名およびパスワードをキャッシュした場合は、パスワード値が破壊され
ている場合があります。4 個のアスタリスクとして表示されるため、値が変化し
たことは直観的にわかりません。「パスワード」フィールドのキャッシュされて
いる値を削除し、再度パスワードを入力してください。
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第 5 章 InterChange Server Express の構成

InterChange Server Express を稼働させるには、環境固有の情報で構成する必要があ
ります。「WebSphere Business Integration Server Express インストール・ガイド」
の説明に従って、インストーラーを実行すると、一般的な実装に必要な構成が、デ
フォルト値を使用して、ユーザーに代わって行われます。

ただし、ユーザー特定の実装向きに InterChanger Server Express の構成を変更する
必要のある場合は、System Manager を使用して行うことができます。

InterChanger Server Express の構成情報は、製品ディレクトリーにある
InterchangeSystem.cfg というファイルに XML 形式で保管されています。このフ
ァイルは、直接、変更しないようにしてください。その代わり、InterChange Server

Express の構成の変更が必要な場合は、System Manager を使用します。この章で
は、そのための手順を説明します。

System Manager を使用する InterChange Server Express の構成
System Manager を使用して InterChange Server Express を構成するには、
InterChange Server Express のインスタンスが稼働し、System Manager がそれに接続
している必要があります。

System Manager で InterChange Server Express 構成エディターを開くには、以下の
手順を実行します。

1. 45ページの『System Manager の始動』の説明に従って、System Manager を始
動します。

2. 51ページの『InterChange Server Express への接続』の説明に従って、System

Manager を InterChange Server Express インスタンスに接続します。

3. InterChange Server Express インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コン
テキスト・メニューから「構成を編集」を選択します。

4. 次のセクションの説明に従って、各構成タブで必要な変更を加えます。

v 122ページの『System Manager を使用して一般プロパティーを表示』

v 122ページの『System Manager を使用してデータベース・プロパティーを構
成』

v 124ページの『System Manager を使用してトレース・レベルを構成』

v 124ページの『System Manager を使用してロギング・プロパティーとトレー
ス・プロパティーを構成』

v 125ページの『System Manager を使用して E メール通知プロパティーを構
成』

v 126ページの『System Manager を使用してその他のプロパティーを構成』

v 126ページの『System Manager を使用して環境変数を構成』

v 127ページの『System Manager を使用して WebSphere MQ プロパティーを
構成』
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5. 完了したら、キーボード・ショートカット Ctrl+S を使用してファイルを保管し
ます。

System Manager を使用して一般プロパティーを表示
System Manager 構成ファイル・エディターの「一般」タブには、次の読み取り専用
フィールドがあります。

v InterChange Server Express インスタンスの名前を示す「サーバー名」フィール
ド。

v サーバーが実行している IBM WebSphere Integration Server Express ソフトウェア
のバージョンを示す「サーバーのバージョン」フィールド。

v InterChange Server Express を実行しているコンピューターの RAM の容量を示す
「総メモリー」フィールド。

v InterChange Server Express を実行しているコンピューターで使用可能な RAM の
容量を示す「空きメモリー」フィールド。

v サーバー・インスタンスが始動した時刻を示す「起動時間」フィールド。

v System Manager を実行しているコンピューターが常駐する時間帯を示す「現地時
間帯」フィールド。

v InterChange Server Express を実行しているコンピューターが常駐する時間帯を示
す「サーバーの時間帯」フィールド。

v InterChange Server Express が稼働しているコンピューターのロケールを示す「サ
ーバーのロケール」フィールド。

System Manager を使用してデータベース・プロパティーを構成
構成ファイル・エディターの「データベース」タブを使用すると、リポジトリー、
イベント管理、およびトランザクション管理データを格納するために InterChange

Server Express が使用するデータベースを指定するプロパティーを変更できます。デ
ータベース・プロパティーを構成するには、以下の手順を実行します。

1. 「データベース」タブをクリックします。

2. 「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから、データベー
ス・ベンダーに応じて適切な値を選択します (IBM DB2 Server または MQ SQL

Server)。

3. InterChange Server Express がデータベース・サーバーとの間に確立する接続の
最大数を「最大接続数」フィールドに入力するか、あるいは、InterChange

Server Express の接続数を無制限にする場合は、「無制限」チェック・ボックス
をオンにします。

4. 「最大プール数」フィールドに、InterChange Server Express がキャッシュに入
れるデータベース接続を組み込むために設定するプールの最大数を入力しま
す。

5. 「アイドル・タイムアウト」フィールドに、接続オブジェクトのアイドル状態
が何分続いたら再利用のためデータベース接続プールへ戻すかを示す数値を分
単位で入力します。

6. 「最大デッドロック再試行回数」フィールドに、サーバーがデッドロックした
データベース・トランザクションの実行を試行する回数を入力します。
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このフィールドは、ステップ 7 に示す「デッドロック再試行間隔」フィールド
に関連します。

データベース・デッドロックの際のサーバーの振る舞いについては、「システ
ム管理ガイド」を参照してください。

7. 「デッドロック再試行間隔」フィールドに、サーバーがデッドロックしたデー
タベース・トランザクションの次の試行までに待機する秒数を入力します。

このフィールドは、ステップ 6 (122ページ) に示す「最大デッドロック再試行
回数」フィールドに関連します。

データベース・デッドロックの際のサーバーの振る舞いについては、「システ
ム管理ガイド」を参照してください。

8. 「イベント管理」ペインで次の手順を実行して、イベント管理サービス用のデ
ータベース接続を構成します。

a. 「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから 「MQ SQL

Server(Type 4)」 を選択した場合は、データベース・サーバーが常駐する
コンピューターの名前を「ホスト名」フィールドに入力します。

b. 「データベース」フィールドに、データベースの名前を入力します。

c. InterChange Server Express が特定のデータベース・サーバーとの間に確立す
る接続の最大数を「最大接続数」フィールドに入力するか、あるいは、
InterChange Server Express の接続数を無制限にする場合は、「無制限」チェ
ック・ボックスをオンにします。

d. 「ログイン」フィールドに、InterChange Server Express が指定のデータベー
スへのログインに使用するユーザー名を入力します。

e. ユーザー名に対するパスワードを「パスワード」フィールドに入力します。

f. 「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから、「MQ SQL

Server(Type 4)」または「Oracle(Type 4)」を選択した場合は、クライアン
トがデータベース・サーバーと通信するポート番号を「ポート番号」フィー
ルドに入力する必要があります。

9. 「トランザクション」ペインでステップ 8 を繰り返して、トランザクション管
理サービスのデータベース接続を構成します。

10. 「リポジトリー」ペインでステップ 8 を繰り返して、リポジトリー・サービス
のデータベース接続を構成します。

データベースのパスワードの変更

注: OS/400 インストールでは、「データベース」タブの「イベント管理」、「トラ
ンザクション」、または「リポジトリー」ペインの「ログイン」または「パス
ワード」フィールドを変更しないことを推奨します。インストール時に、ユー
ザー・プロファイル QWBISVR43 がパスワードなしで OS/400 に作成されます。
このユーザー・プロファイルは、InterChange Server Express を実行するのに必
要なすべてのリソースを所有しています。これらの「ログイン」または「パス
ワード」フィールドを変更すると、InterChange Server Express が正しく動作す
るには、OS/400 にインストール済みのすべてのファイルの権限も変更する必要
があります。
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InterChange Server Express がデータベースのいずれかにアクセスするために使用す
るユーザー名のパスワードを変更するには、以下の手順を実行します。

1. 「イベント管理」、「トランザクション」、または「リポジトリー」ペインで、
「パスワード」フィールドの隣にある「変更」をクリックします。

2. 「新パスワード」フィールドに新規パスワードを入力します。

3. 「確認パスワード」フィールドに再度新規パスワードを入力します。

4. 「OK」をクリックします。

System Manager を使用してトレース・レベルを構成
フロー・トレースとサブシステム・トレースのプロパティーを設定するには、「ト
レース・レベル」タブで以下の手順を実行します。

1. 「トレース・レベル」タブをクリックします。

2. ビジネス・オブジェクトのフロー・トレース・レベルを設定するには、「フロー
のトレース・レベル」ペインで特定のビジネス・オブジェクトの「レベル」列か
ら希望の値を選択します。

フロー・トレースの詳細については、「システム管理ガイド」を参照してくださ
い。

3. InterChange Server Express サブシステムのトレース・レベルを設定するには、サ
ブシステムに関連したドロップダウン・メニューから希望のトレース・レベルを
選択します。

System Manager を使用してロギング・プロパティーとトレー
ス・プロパティーを構成

InterChange Server Express がランタイム情報を記録およびトレースするロケーショ
ンを構成するには、以下の手順を実行します。

1. 「トレース/ログ・ファイル」タブをクリックします。

2. 「ログ」ペインで次の手順を実行して、InterChange Server Express がランタイム
情報をログに記録する方法を構成します。

v InterChange Server Express でログ情報をコンソールへ出力したい場合は、「コ
ンソールに」 チェック・ボックスをオンにします。

注: このオプションは、InterChanger Server Express が OS/400 で稼動する場
合は、使用することを推奨しません。OS/400 システムでは、このオプシ
ョンにより情報がスプール・ファイルに配置され、情報は 132 文字で切
り捨てられます。

v InterChange Server Express でログ情報をファイルへ出力したい場合は、「ファ
イルに」チェック・ボックスをオンにします。このチェック・ボックスをオン
にした場合は、次の手順も実行します。

a. 出力の記録先となるファイルの名前とパスをラベルのないテキスト・フィ
ールドに入力するか、「参照」ボタンをクリックしてファイルを選択しま
す。

b. 次のいずれかを実行して、ログ・ファイルの管理方法を指定します。
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– ステップ 2a (124ページ) で指定したファイルにファイル・サイズの制
限なしで InterChange Server Express に情報を書き込ませるには、「無
制限」チェック・ボックスをクリックします。

注: InterChange Server Express によってディスクがいっぱいになり、シ
ステム障害が発生する可能性もあるので、これを選択した場合はフ
ァイル管理に気をつけてください。

– ログ・ファイル・アーカイブ・アプローチを構成するには、以下の手順
を実行します。

1) ラベルのないドロップダウン・メニューから「バイト」、「KB」、
「MB」、または 「GB」を選択し、ログ・ファイルとアーカイブ・
ファイルを、バイト、キロバイト、メガバイト、ギガバイトのいず
れで保管するかを示します。

2) 「ログ・ファイル」ドロップダウン・メニューから数値を選択し、
ログ・ファイルがどのくらい大きくなったらアーカイブするかを示
すバイト数、キロバイト数、メガバイト数、ギガバイト数を指定し
ます。

3) 「アーカイブの数」ドロップダウン・メニューで、保持しているア
ーカイブ・ファイルがいくつになったらそれらを削除するかを示す
数を選択します。

3. 「トレース」ペインのステップ 2 (124ページ) を繰り返します。

4. WebSphere MQ のトレースを有効にするには、出力の記録先となるファイルの名
前とパスを、「WebSphere MQ Tracing」ペイン内のラベルのないテキスト・フ
ィールドに入力するか、「参照」ボタンをクリックしてファイルを選択します。

5. スタック・トレースを使用するには、「スタック・トレースを使用可能にする」
を選択し、「トレース重大度レベル」ドロップダウン・メニューから目的の重大
度レベルを選択します。

スタック・トレースについて詳しくは、「システム管理ガイド」を参照してくだ
さい。

System Manager を使用して E メール通知プロパティーを構成
InterChange Server Express では、ビジネス・インテグレーション・システムにエラ
ーが発生した場合に E メール通知を送信できます。デフォルトでは、サーバーは
Java の E メール API を使用します。これは、多数の異なるサブシステムに E メ
ール通知を送信できます。個々のコラボレーションでエラーが発生した場合にサー
バーが E メール通知を送信できるようにするには、Adapter for e-Mail を使用する
ようにシステムを構成する必要があります。E メール通知用のシステム構成の詳細
については、「システム管理ガイド」を参照してください。構成ファイルに必要な
変更を加えるには (これは、「システム管理ガイド」で説明されている全タスクの
うちの 1 つにすぎません)、以下の手順を実行します。

1. 「E メール」タブをクリックします。

2. 使用した E メール通知メカニズムに応じて、「電子メール送信タイプ」ドロッ
プダウン・メニューから Java メールまたはコネクター・メールを選択します。

注: コラボレーションで E メール通知を送信できるのは、コネクター・メール
を選択した場合のみです。
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3. ステップ 2 (125ページ) で Java メールを選択した場合は、「SMTP メール・
ホスト」フィールドに、SMTP サーバーがインストールされているコンピュータ
ーの名前を入力します。

4. 必要に応じて、各サブシステムのテキスト・フィールドに、有効な E メール・
アドレスまたはコンマで区切った一連の E メール・アドレスを入力します。

System Manager を使用してその他のプロパティーを構成
System Manager 構成ファイル・エディターの「各種」タブには、永続モニター、フ
ロー制御、長期存続ビジネス・プロセスなどの機能を構成するためのペインがあり
ます。これらの機能の設定を構成するには、以下の手順を実行します。

1. 「各種」タブをクリックします。

2. 「永続モニター」ペインで、以下の手順を実行します。

a. 永続モニター・サブシステムでエラーが発生しても InterChange Server

Express の稼働を続けたい場合は、「エラー時のアクション」ドロップダウ
ン・メニューで継続を選択します。

サブシステムでエラーが発生した場合に InterChange Server Express をシャッ
トダウンしたい場合は、 「エラー時のアクション」ドロップダウン・メニュ
ーでシャットダウンを選択します。

b. 「永続モニター・サービス」ドロップダウン・メニューで希望のトレース・
レベルを選択し、サブシステムのトレース・レベルを指定します。

3. 「フロー制御」ペイン内のインターフェース・エレメントについては、「システ
ム管理ガイド」を参照してください。

4. 「フロー・モニター」ペイン内のインターフェース・エレメントについては、
「システム管理ガイド」を参照してください。

5. 「ワークフロー管理」ペインの「ビジネス・オブジェクト・コンシューマー・プ
ロセッサー」に、長期存続ビジネス・プロセスに関係するビジネス・オブジェク
トの管理用に作成するスレッドの数を入力します。

これらのスレッドは、ビジネス・オブジェクトが永続的な保管から検出された場
合に、長期存続ビジネス・プロセスで処理を再開するために、コラボレーショ
ン・ランタイムから適切なコネクター・コントローラーへビジネス・オブジェク
トを送信します。長期存続ビジネス・プロセスの詳細については、「コラボレー
ション開発ガイド」を参照してください。

6. 「サーバーのメモリー」ペインの詳細については、 324ページの『メモリー・チ
ェッカー・スレッドの使用』を参照してください。

System Manager を使用して環境変数を構成
「環境プロパティー」タブで、ビジネス・インテグレーション・システムで必要な
任意の Java ユーザー環境プロパティーを指定できます。環境によっては、こうした
変数を指定する必要があります。InterChange Server Express を始動するスクリプト
に追加する代わりに、「環境プロパティー」タブを使用して構成ファイルにそれら
を追加できます。新規環境プロパティーを追加するには、以下の手順を実行しま
す。

1. 「環境プロパティー」タブをクリックします。

2. 「プロパティー名」フィールドにプロパティーの名前を入力します。
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3. 「プロパティー値」フィールドにプロパティーの値を入力します。

4. 「プロパティーを追加」をクリックします。

プロパティーを削除するには、プロパティーを選択して「プロパティーを削除」を
クリックします。

プロパティーの値を編集するには、プロパティーを選択してそのプロパティーの
「プロパティー値」列でテキストを編集します。

System Manager を使用して WebSphere MQ プロパティーを
構成

InterChange Server Express と WebSphere MQ パーシスタント・メッセージング・
ソフトウェアとの接続を構成するには、以下の手順を実行します。

1. 「WebSphere MQ」タブをクリックします。

2. 「ホスト名」フィールドに、WebSphere MQ サーバーがインストールされている
コンピューターの名前を入力します。

3. 「ポート番号」フィールドに、WebSphere MQ でクライアントがサーバーと通信
するためのポートを入力します。

デフォルト・ポートは 1414 です。

注: OS/400 の場合、ここでポート番号を変更すると、サーバー・インスタンス
のジョブ記述内のポート番号も変更する必要があります。CHGJOBD CL コ
マンドを使用して、RQSDTA パラメーターの値を変更します。ジョブ記述
名は、OS/400 の QWBISVR43 ライブラリー内の InterChange Server Express

インスタンスの名前です。

4. 「キュー・マネージャー名」フィールドに、InterChange Server Express が処理す
るフローのメッセージを永続的に保管するキューを組み込むために作成されたキ
ュー・マネージャーの名前を入力します。

5. 「チャネル」フィールドに、WebSphere MQ のクライアントが WebSphere MQ

サーバーと通信するチャネルの名前を入力します。デフォルト値は CHANNEL1 で
す。CHANNEL1 の使用が可能であるかどうかと、使用できない場合には、いずれ
のチャネルを使用できるかを、サイトの WebSphere MQ 管理者に確認してくだ
さい。
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第 6 章 repos_copy の使用

Repos_copy は、統合コンポーネントと InterChange Server Express リポジトリーを
処理するためのコマンド行インターフェースです。これを使用すると、パッケージ
(統合コンポーネントの集合) をサーバー・リポジトリーに配置したり、リポジトリ
ーからパッケージにコンポーネントをエクスポートすることができます。

Repos_copy の使用法の詳細については、「システム管理ガイド」を参照してくださ
い。Repos_copy を使用して InterChange Server Express リポジトリーをバックアッ
プする方法の詳細については、「システム管理ガイド」およびご使用のプラットフ
ォームの「WebSphere Business Integration Server Express インストール・ガイド」
を参照してください。
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第 7 章 コネクターの構成

この章では、アダプターの構成手順について説明します。この章には以下のセクシ
ョンがあります。

v 『分散アダプター環境』

アダプターと InterChange Server Express を別のマシンで実行する場合は、次のト
ピックを参照してください。

v 132ページの『Connector Configurator』

v 147ページの『コネクターの標準プロパティー』

分散アダプター環境
InterChange Server Express をホスティングしているのと同じコンピューターにアダ
プターをインストールすることがよくありますが、エンタープライズ・ネットワー
ク内の別のコンピューターにアダプターを分散する必要が生じる場合もあります。
これは、InterChange Server Express がインストールされているコンピューターとは
別のコンピューターにアダプターをインストールすることを意味します。以下のよ
うな理由によって、アダプターを分散する必要が生じます。

v ご使用のアダプターが、InterChange Server Express がインストールされているコ
ンピューターと同じオペレーティング・システムでサポートされないことがあ
る。例えば、ご使用のアダプターが Windows でのみサポートされるが、
InterChange Server Express を Linux で稼動する場合は、アダプターを分散する必
要があります。

v ネットワーク上のアプリケーションをホスティングするコンピューターに近接す
るコンピューターにアダプターをインストールすることにより、アダプターのパ
フォーマンスが向上する。

v InterChange Server Express のホスト・コンピューターからアダプターにより強い
られる負荷を軽減することにより、Business Integration システムのパフォーマン
スを向上させることができる。

以下のトピックで、分散アダプター環境の設定方法、コネクターをリモート側から
開始する必要がある場合の開始方法を説明します。

分散アダプター環境の設定
分散アダプター環境の設定に関連するステップの概要を以下に説明します。インス
トーラー・プログラムを実行すると、次のステップを完了するために必要な選択の
プロンプトが出されます。インストーラーを実行済みで、アダプターのインストー
ルについての適切な選択を行っている場合は、次のステップの 1 から 4 はすでに
完了しています。

1. 「インストール・ガイド」の説明に従って、InterChange Server Express マシンと
同じレベルの IBM WebSphere MQ をインストールし、セットアップします。

2. 分散するアダプターにより、InterChange Server Express 用のインストーラーまた
は Adapter Capacity Pack 用のインストーラーのいずれかを分散コンピューター

© Copyright IBM Corp. 2001, 2004 131



で実行し、分散するアダプターのみのインストールを選択します。分散アダプタ
ー・コンピューターへのインストールに InterChange Server Express を選択しな
いでください。インストーラーの実行の詳細については、「インストール・ガイ
ド」を参照してください。アダプター・ライセンスを正常に登録するには、
InterChange Server Express が実行していて分散マシンから到達可能でなければな
りません。

3. インストール時に「ネーム・サーバー構成」画面が表示されます。「ネーム・サ
ーバー構成」画面で、InterChange Server Express コンポーネントをインストール
したコンピューターの IP アドレスを入力します。詳細については、「インスト
ール・ガイド」を参照してください。

4. InterChange Server Express のパスワードの入力を求められた場合は、InterChange

Server Express をホスト・マシンにインストールしたときにユーザー admin 用に
入力したのと同じパスワードを入力します。

5. コネクターの構成には、Connector Configurator Express を使用します。

6. 構成済みコネクターを InterChange Server リポジトリーに配置します。

7. 環境に必要な各アダプターのガイドの説明に従って、アダプター・ホスト・コン
ピューター上へのアプリケーション・クライアントのインストールなどの、アダ
プター固有のインストール・ステップを実行します。

コネクターをインストールし、セットアップしたら、必要に応じてリモート再始動
機能もセットアップできます (『リモート再始動のセットアップ』を参照)。

リモート再始動のセットアップ
リモート再始動機能を使用すると、System Manager からコネクターを始動および再
始動できます。この機能は、IBM WebSphere MQ を使用してセットアップされるト
リガーを使用します。この機能のセットアップの詳細については、「システム管理
ガイド」の『コネクターの自動再始動およびリモート再始動の設定手順』を参照し
てください。

Connector Configurator
ここでは、Connector Configurator Express を使用してアダプターの構成プロパティ
ー値を設定する方法について説明します。

ここでは、次のトピックについて説明します。

v 132 ページの『Connector Configurator Express の概要』

v 133 ページの『Connector Configurator Express の始動』

v 134 ページの『コネクター固有のプロパティー・テンプレートの作成』

v 137 ページの『新規構成ファイルの作成』

v 140 ページの『構成ファイル・プロパティーの設定』

v 146 ページの『グローバル化環境における Connector Configurator Express の使
用』

Connector Configurator Express の概要
Connector Configurator Express では、InterChange Server Express で使用するアダプ
ターのコネクター・コンポーネントを構成できます。
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Connector Configurator Express を使用して次の作業を行います。

v コネクターを構成するため、コネクター固有のプロパティー・テンプレートを作
成します。

v コネクター構成ファイルを作成します。すなわち、インストールするコネクター
ごとに、1 つの構成ファイルを作成する必要があります。

v 構成ファイルでプロパティーを設定します。
コネクター・テンプレートで、プロパティーに対して設定されているデフォルト
値を変更することが必要になる場合があります。また、必要に応じて、サポート
されるビジネス・オブジェクト定義とコラボレーションで使用されるマップを指
定するだけでなく、メッセージング、ロギング、トレース、およびデータ・ハン
ドラー・パラメーターも指定する必要があります。

コネクター構成プロパティーには、標準の構成プロパティー (すべてのコネクター
が持つプロパティー) とコネクター固有プロパティー (特定のアプリケーションまた
はテクノロジーの場合にコネクターが必要とするプロパティー) の両方が含まれま
す。

標準プロパティーはすべてのコネクターにより使用されるので、標準プロパティー
を新規に定義する必要はありません。ファイルを作成すると、Connector

Configurator Express により標準プロパティーがこの構成ファイルに挿入されます。
ただし、Connector Configurator Express で各標準プロパティーの値を設定する必要
があります。

標準プロパティーの範囲は、ブローカーと構成によって異なる可能性があります。
特定のプロパティーに特定の値が設定されている場合にのみ使用できるプロパティ
ーがあります。Connector Configurator Express の「標準のプロパティー」ウィンド
ウには、特定の構成で設定可能なプロパティーが表示されます。

ただしコネクター固有プロパティーの場合は、最初にプロパティーを定義し、その
値を設定する必要があります。このため、特定のアダプターのコネクター固有プロ
パティーのテンプレートを作成します。システム内で既にテンプレートが作成され
ている場合には、作成されているテンプレートを使用します。システム内でまだテ
ンプレートが作成されていない場合には、134 ページの『新規テンプレートの作
成』のステップに従い、テンプレートを新規に作成します。

Connector Configurator Express の始動
以下の 2 種類のモードで Connector Configurator Express を開始および実行できま
す。

v スタンドアロン・モードで個別に実行

v System Manager から

スタンドアロン・モードでの Configurator Express の実行
どのブローカーを実行している場合にも、Connector Configurator Express を個別に
実行し、コネクター構成ファイルを編集できます。

これを行うには、以下のステップを実行します。
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v 「スタート」>「プログラム」から、「IBM WebSphere Business Integration
Server Express」>「Toolset Express」>「開発」>「Connector
Configurator Express」をクリックします。

v 「ファイル」>「新規」>「構成ファイル」を選択します。

Connector Configurator Express を個別に実行して構成ファイルを生成してから、
System Manager に接続してこの構成ファイルを System Manager プロジェクトに保
存することもできます (139 ページの『構成ファイルの完成』を参照)。

System Manager からの Configurator Express の実行
System Manager から Connector Configurator Express を実行できます。

Connector Configurator Express を実行するには、以下のステップを実行します。

1. System Manager を開きます。

2. 「System Manager」ウィンドウで、「統合コンポーネント・ライブラリー」アイ
コンを展開し、「コネクター」を強調表示します。

3. System Manager メニュー・バーから、「ツール」>「Connector Configurator
Express」をクリックします。「Connector Configurator Express」ウィンドウが
開き、「新規コネクター」ダイアログ・ボックスが表示されます。

既存の構成ファイルを編集するには、以下のステップを実行します。

1. 「System Manager」ウィンドウの「コネクター」フォルダーでいずれかの構成フ
ァイルを選択し、右クリックします。

2. 「標準のプロパティー」タブをクリックし、この構成ファイルに含まれている
プロパティーを確認します。

コネクター固有のプロパティー・テンプレートの作成
コネクターの構成ファイルを作成するには、コネクター固有プロパティーのテンプ
レートとシステム提供の標準プロパティーが必要です。

コネクター固有プロパティーのテンプレートを新規に作成するか、または既存のフ
ァイルをテンプレートとして使用します。

v テンプレートの新規作成については、134 ページの『新規テンプレートの作成』
を参照してください。

v 既存のファイルを使用する場合には、既存のテンプレートを変更し、新しい名前
でこのテンプレートを保管します。

新規テンプレートの作成
このセクションでは、テンプレートでプロパティーを作成し、プロパティーの一般
特性および値を定義し、プロパティー間の依存関係を指定する方法について説明し
ます。次にそのテンプレートを保管し、新規コネクター構成ファイルを作成するた
めのベースとして使用します。

テンプレートの作成方法は以下のとおりです。

1. 「ファイル」>「新規」>「コネクター固有プロパティー・テンプレート」をクリ
ックします。

134 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



2. 以下のフィールドを含む「コネクター固有プロパティー・テンプレート」ダイア
ログ・ボックスが表示されます。

v 「テンプレート」、「名前」

このテンプレートを使用するコネクターを識別する固有の名前またはコネクタ
ーのタイプを入力します。テンプレートから新規構成ファイルを作成するため
のダイアログ・ボックスを開くと、この名前が再度表示されます。

v 「旧テンプレート」、「変更する既存のテンプレートを選択してください」

現在使用可能なすべてのテンプレートの名前が「テンプレート名」表示に表示
されます。

v テンプレートに含まれているコネクター固有のプロパティー定義を調べるに
は、「テンプレート名」表示でそのテンプレートの名前を選択します。そのテ
ンプレートに含まれているプロパティー定義のリストが「テンプレートのプレ
ビュー」表示に表示されます。テンプレートを作成するときには、ご使用のコ
ネクターに必要なプロパティー定義に類似したプロパティー定義が含まれてい
る既存のテンプレートを使用できます。

3. 「テンプレート名」表示からテンプレートを選択し、その名前を「名前の検索」
フィールドに入力し (または「テンプレート名」で自分の選択項目を強調表示
し)、「次へ」をクリックします。

ご使用のコネクターで使用するコネクター固有のプロパティーが表示されるテンプ
レートが見つからない場合は、自分で作成する必要があります。

一般特性の指定: 「次へ」をクリックしてテンプレートを選択すると、「プロパテ
ィー: コネクター固有プロパティー・テンプレート」ダイアログ・ボックスが表示
されます。このダイアログ・ボックスには、定義済みプロパティーの「一般」特性
のタブと「値」の制限のタブがあります。「一般」表示には以下のフィールドがあ
ります。

v 一般:
プロパティー・タイプ
更新されたメソッド
説明

v フラグ
標準フラグ

v カスタム・フラグ
フラグ

プロパティーの一般特性の選択を終えたら、「値」タブをクリックします。

値の指定: 「値」タブを使用すると、プロパティーの最大長、最大複数値、デフォ
ルト値、または値の範囲を設定できます。編集可能な値も許可されます。これを行
うには、以下のステップを実行します。

1. 「値」タブをクリックします。「一般」の表示パネルに代わり、「値」の表示パ
ネルが表示されます。

2. 「プロパティーを編集」表示でプロパティーの名前を選択します。
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3. 「最大長」および「最大複数値」のフィールドで、変更を行います。次のステッ
プで説明するように、プロパティーの「プロパティー値」ダイアログ・ボックス
を開かない限り、そのプロパティーの変更内容は受け入れられませんので、注意
してください。

4. 値テーブルの左上の隅にあるボックスを右マウス・ボタンでクリックしてから、
「追加」をクリックします。「プロパティー値」ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。このダイアログ・ボックスではプロパティーのタイプに応じて、値だけ
を入力できる場合と、値と範囲の両方を入力できる場合があります。適切な値ま
たは範囲を入力し、「OK」をクリックします。

5. 「値」パネルが最新表示され、「最大長」および「最大複数値」で行った変更が
表示されます。以下のような 3 つの列があるテーブルが表示されます。

「値」の列には、「プロパティー値」ダイアログ・ボックスで入力した値と、以
前に作成した値が表示されます。

「デフォルト値」の列では、値のいずれかをデフォルトとして指定することがで
きます。

「値の範囲」の列には、「プロパティー値」ダイアログ・ボックスで入力した範
囲が表示されます。

値を作成し、グリッドに表示されたら、表の表示で編集できます。表の既存の既
存の値を変更するには、行番号をクリックして行全体を選択します。次に「値」
フィールドを右マウス・ボタンでクリックし、「Edit Value」をクリックしま
す。

依存関係の設定: 「一般」タブと「値」タブで変更を行ったら、「次へ」をクリッ
クします。「依存関係: コネクター固有プロパティー・テンプレート」ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。

依存プロパティーは、別のプロパティーの値が特定の条件に合致する場合にのみ、
テンプレートに組み込まれて、構成ファイルで使用されるプロパティーです。例え
ば、テンプレートに PollQuantity が表示されるのは、トランスポート機構が JMS

であり、DuplicateEventElimination が True に設定されている場合のみです。
プロパティーを依存プロパティーとして指定し、依存する条件を設定するには、以
下のステップを実行します。

1. 「使用可能なプロパティー」表示で、依存プロパティーとして指定するプロパテ
ィーを選択します。

2. 「プロパティーを選択」フィールドで、ドロップダウン・メニューを使用して、
条件値を持たせるプロパティーを選択します。

3. 「条件演算子」フィールドで以下のいずれかを選択します。

== (等しい)

!= (等しくない)

> (より大)

< (より小)
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>= (以上)

<= (以下)

4. 「条件値」フィールドで、依存プロパティーをテンプレートに組み込むために必
要な値を入力します。

5. 「使用可能なプロパティー」表示で依存プロパティーを強調表示させて矢印をク
リックし、「依存プロパティー」表示に移動させます。

6. 「完了」をクリックします。Connector Configurator Express により、XML 文書
として入力した情報が、Connector Configurator Express がインストールされてい
る ¥bin ディレクトリーの ¥data¥app の下に保管されます。

新規構成ファイルの作成
コネクター構成ファイルを作成するには、コネクター固有のテンプレートから作成
するか、既存の構成ファイルを変更します。

コネクター固有テンプレートからの構成ファイルの作成
コネクター固有のテンプレートを作成すると、テンプレートを使用して構成ファイ
ルを作成できます。

1. 「ファイル」>「新規」>「コネクター構成」をクリックします。

2. 以下のフィールドを含む「新規コネクター」ダイアログ・ボックス表示されま
す。

v 名前

コネクターの名前を入力します。名前では大文字と小文字が区別されます。入
力する名前は、システムにインストールされているコネクターのファイル名に
対応した一意の名前でなければなりません。

要確認: Connector Configurator Express では、入力された名前のスペルはチェ
ックされません。名前が正しいかどうかを確認してください。

v システム接続

デフォルトのブローカーは ICS です。この値は変更できません。

v コネクター固有プロパティー・テンプレートを選択

コネクター用に設計したテンプレートの名前を入力します。「テンプレート
名」表示に、使用可能なテンプレートが表示されます。「テンプレート名」表
示で名前を選択すると、「プロパティー・テンプレートのプレビュー」表示
に、そのテンプレートで定義されているコネクター固有のプロパティーが表示
されます。

使用するテンプレートを選択し、「OK」をクリックします。

3. 構成しているコネクターの構成画面が表示されます。タイトル・バーに統合ブロ
ーカーとコネクターの名前が表示されます。ここですべてのフィールドに値を入
力して定義を完了するか、ファイルを保管して後からフィールドに値を入力する
かを選択できます。

4. ファイルを保管するには、「ファイル」>「保管」>「ファイルに」をクリックす
るか、「ファイル」>「保管」>「プロジェクトに」をクリックします。プロジェ
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クトに保管するには、System Manager が実行中でなければなりません。
ファイルとして保管する場合は、「ファイル・コネクターを保管」ダイアログ・
ボックスが表示されます。*.cfg をファイル・タイプとして選択し、「ファイル
名」フィールド内に名前が正しいスペル (大文字と小文字の区別を含む) で表示
されていることを確認してから、ファイルを保管するディレクトリーにナビゲー
トし、「保管」をクリックします。Connector Configurator Express の下部にある
メッセージ・パネル内の状況表示で、構成ファイルが正常に作成されたことが示
されます。

要確認: ここで設定するディレクトリー・パスおよび名前は、コネクターの始動
ファイルで指定するコネクター構成ファイルのパスおよび名前に一致し
ている必要があります。

5. この章で後述する手順に従って、「Connector Configurator Express」ウィンドウ
の各タブにあるフィールドに値を入力し、コネクター定義を完了します。

既存ファイルの使用
既存ファイルを使用してコネクターを構成するには、Connector Configurator Express

でそのファイルを開き、構成を修正し、そのファイルを構成ファイル (*.cfg) とし
て保管する必要があります。

以下の 1 つ以上の形式で既存ファイルを使用可能にする場合があります。

v コネクター定義ファイル。
コネクター定義ファイルは、特定のコネクターのプロパティーと適用されるデフ
ォルト値をリストするテキスト・ファイルです。一部のコネクターでは、提供パ
ッケージの ¥repository ディレクトリーにこのようなファイルが格納されていま
す (通常、このファイルの拡張子は .txt で、例えば、XML コネクターの場合は
CN_XML.txt です)。

v InterChange Server Express リポジトリー・ファイル。
コネクターの以前の InterChange Server Express の実装で使用した定義は、そのコ
ネクターの構成で使用したリポジトリー・ファイルで使用可能です。このような
ファイルは、通常、拡張子は .in または .out です。

v コネクターの以前の構成ファイル。
このようなファイルは、通常、拡張子は *.cfg. です。

これらのファイル・ソースにはコネクターのほとんどまたはすべてのコネクター固
有プロパティーが含まれている場合がありますが、コネクターの構成ファイルは、
ファイルを開いてプロパティーを設定するまで完成しません (詳細については後述
します)。

既存ファイルを使用してコネクターを構成するには、Connector Configurator Express

でそのファイルを開き、構成を修正し、そのファイルを再度保管する必要がありま
す。

*.txt、*.cfg、または *.in ファイルをディレクトリーから開くには、以下の手順
を実行します。

1. Connector Configurator Express 内で、「ファイル」>「開く」>「ファイルから」
をクリックします。
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2. 「ファイル・コネクターを開く」ダイアログ・ボックス内で、以下のいずれかの
ファイル・タイプを選択して、使用可能なファイルを調べます。

v 構成 (*.cfg)

v InterChange Server Express リポジトリー (*.in、*.out)

コネクターを構成するためにリポジトリー・ファイルが使用されている場合
は、このオプションを選択します。リポジトリー・ファイルに複数のコネクタ
ー定義が含まれている場合は、ファイルを開くとすべての定義が表示されま
す。

v すべてのファイル (*.*)

コネクターのアダプター・パッケージに *.txt ファイルが含まれている場
合、または別の拡張子の定義ファイルが使用可能な場合は、このオプションを
選択します。

3. ディレクトリー表示内で、適切なコネクター定義ファイルへ移動し、ファイルを
選択し、「開く」をクリックします。

System Manager プロジェクトからコネクター構成を開くには、以下の手順を実行し
ます。

1. System Manager を始動します。System Manager から構成を開いたり System

Manager に構成を保管したりするには、System Manager を始動しておく必要が
あります。

2. Connector Configurator Express を始動します。

3. 「ファイル」>「開く」>「プロジェクトから」をクリックします。

構成ファイルの完成
構成ファイルを開くか、プロジェクトからコネクターを開くと、「Connector

Configurator Express」ウィンドウに構成画面が表示されます。この画面には、現在
の属性と値が表示されます。

Connector Configurator Express では、以下のセクションに記載されているプロパテ
ィーの値を設定する必要があります。

v 140ページの『標準コネクター・プロパティーの設定』

v 141ページの『アプリケーション固有の構成プロパティーの設定』

v 142ページの『サポートされているビジネス・オブジェクト定義の指定』

v 143ページの『関連付けられたマップ』

v 145ページの『トレース/ログ・ファイル値の設定』

注: JMS メッセージングを使用するコネクターの場合、データをビジネス・オブジ
ェクトに変換するデータ・ハンドラーを特別に構成できるように、追加のカテ
ゴリーが表示されることがあります。詳細については、 146ページの『デー
タ・ハンドラー』を参照してください。
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構成ファイル・プロパティーの設定
新規のコネクター構成ファイルを作成して名前を付けるとき、または既存のコネク
ター構成ファイルを開くときには、Connector Configurator Express によって構成画
面が表示されます。構成画面には、必要な構成値のカテゴリーに対応する複数のタ
ブがあります。

標準のプロパティーとコネクター固有プロパティーの相違点は以下のとおりです。

v コネクターの標準プロパティーは、コネクターのアプリケーション固有のコンポ
ーネントおよびブローカー・コンポーネントによって共用されます。すべてのコ
ネクターが同じ標準プロパティーのセットを使用します。これらのプロパティー
の説明は、各アダプター・ガイドの付録 A にあります。変更できるのはこれら
の値の一部のみです。

v アプリケーション固有のプロパティーは、コネクターのアプリケーション固有コ
ンポーネント (アプリケーションと直接対話するコンポーネント) のみに適用され
ます。各コネクターには、そのアプリケーションだけで使用されるアプリケーシ
ョン固有のプロパティーがあります。これらのプロパティーには、デフォルト値
を持つものと持たないものがあります。デフォルト値の一部は変更できます。各
アダプター・ガイドのインストールおよび構成の章に、アプリケーション固有の
プロパティーおよび推奨値が記述されています。

「標準プロパティー」と「コネクター固有プロパティー」のフィールドは、どのフ
ィールドが構成可能であるかを示すために色分けされています。

v 背景がグレーのフィールドは、標準のプロパティーを示します。プロパティーの
値は変更できますが、名前の変更や除去を行うことはできません。

v 背景が白のフィールドは、アプリケーション固有のプロパティーを示します。こ
れらのプロパティーは、アプリケーションまたはコネクターの特定のニーズによ
って異なります。値を変更し、またこれらのプロパティーを削除できます。

v 「値」フィールドは構成可能です。

v 各プロパティーごとに表示される「更新メソッド」は、変更された値をアクティ
ブにするためにコンポーネントまたはエージェントの再始動が必要かどうかを示
します。

標準コネクター・プロパティーの設定
標準のプロパティーの値を変更するには、以下の手順を実行します。

1. 値を設定するフィールド内でクリックします。

2. 値を入力するか、ドロップダウン・メニューが表示された場合にはメニューから
値を選択します。

3. 標準のプロパティーの値をすべて入力後、以下のいずれかを実行することができ
ます。

v 変更内容を破棄し、元の値を保持したままで Connector Configurator Express

を終了するには、「ファイル」>「終了」をクリックし (またはウィンドウを
閉じ)、変更内容を保管するかどうかを確認するプロンプトが出されたら「い
いえ」をクリックします。

v Connector Configurator Express 内の他のカテゴリーの値を入力するには、その
カテゴリーのタブを選択します。「標準のプロパティー」(またはその他のカ
テゴリー) で入力した値は、次のカテゴリーに移動しても保持されます。ウィ
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ンドウを閉じると、すべてのカテゴリーで入力した値を一括して保管するかま
たは破棄するかを確認するプロンプトが出されます。

v 修正した値を保管するには、「ファイル」>「終了」をクリックし (またはウ
ィンドウを閉じ)、変更内容を保管するかどうかを確認するプロンプトが出さ
れたら「はい」をクリックします。「ファイル」メニューまたはツールバーか
ら「保管」>「ファイルに」をクリックする方法もあります。

アプリケーション固有の構成プロパティーの設定
アプリケーション固有の構成プロパティーの場合、プロパティー名の追加または変
更、値の構成、プロパティーの削除、およびプロパティーの暗号化が可能です。プ
ロパティーのデフォルトの長さは 255 文字です。

1. グリッドの左上端の部分で右マウス・ボタンをクリックします。ポップアップ・
メニュー・バーが表示されます。プロパティーを追加するときは「追加」クリッ
クします。子プロパティーを追加するには、親の行番号で右マウス・ボタンをク
リックし、「子を追加」をクリックします。

2. プロパティーまたは子プロパティーの値を入力します。

3. プロパティーを暗号化するには、「暗号化」ボックスを選択します。

4. 140ページの『標準コネクター・プロパティーの設定』の説明に従い、変更内容
を保管するかまたは破棄するかを選択します。

各プロパティーごとに表示される「更新メソッド」は、変更された値をアクティブ
にするためにコンポーネントまたはエージェントの再始動が必要かどうかを示しま
す。

要確認: 事前設定のアプリケーション固有のコネクター・プロパティー名を変更す
ると、コネクターに障害が発生することがあります。コネクターをアプリ
ケーションに接続したり正常に実行したりするために、特定のプロパティ
ー名が必要な場合があります。

コネクター・プロパティーの暗号化: 「プロパティーを編集」ウィンドウの「暗号
化」チェック・ボックスにチェックマークを付けると、アプリケーション固有のプ
ロパティーを暗号化することができます。値の暗号化を解除するには、「暗号化」
チェック・ボックスをクリックしてチェックマークを外し、「検証」ダイアログ・
ボックスに正しい値を入力し、「OK」をクリックします。入力された値が正しい場
合は、暗号化解除された値が表示されます。

各プロパティーとそのデフォルト値のリストおよび説明は、各コネクターのアダプ
ター・ユーザーズ・ガイドにあります。

プロパティーに複数の値がある場合には、プロパティーの最初の値に「暗号化」チ
ェック・ボックスが表示されます。「暗号化」を選択すると、そのプロパティーの
すべての値が暗号化されます。プロパティーの複数の値を暗号化解除するには、そ
のプロパティーの最初の値の「暗号化」チェック・ボックスをクリックしてチェッ
クマークを外してから、「検証」ダイアログ・ボックスで新規の値を入力します。
入力した値が一致した場合は、複数値がすべて暗号化解除されます。

更新メソッド: 付録『コネクターの標準構成プロパティー』の 148ページの『プ
ロパティー値の設定と更新』にある更新メソッドの説明を参照してください。
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コネクター・プロパティーはほとんどが静的なプロパティーであり、それらの更新
メソッドはコンポーネントの再始動です。変更を有効にするには、変更したコネク
ター構成ファイルを保管した後、コネクターを再始動する必要があります。

サポートされているビジネス・オブジェクト定義の指定
コネクターで使用するビジネス・オブジェクトを指定するには、Connector

Configurator Express の「サポートされているビジネス・オブジェクト」タブを使用
します。汎用ビジネス・オブジェクトと、アプリケーション固有のビジネス・オブ
ジェクトの両方を指定する必要があり、またそれらのビジネス・オブジェクト間の
マップの関連を指定することが必要です。

サポートされるビジネス・オブジェクトを指定するときには、指定するビジネス・
オブジェクトとそのオブジェクトに対応するマップが、システムに存在していなけ
ればなりません。ビジネス・オブジェクト定義 (データ・ハンドラー・メタオブジ
ェクトのビジネス・オブジェクト定義を含みます) とマップ定義は、統合コンポー
ネント・ライブラリー (ICL) プロジェクトに保管されている必要があります。ICL

プロジェクトの詳細については、WebSphere Business Integration Server Express の
「ユーザーズ・ガイド」を参照してください。

注: 一部のコネクターでは、使用されるアプリケーションでイベント通知または (メ
タオブジェクトを使用して) 追加の構成を行うために、サポートされているビジ
ネス・オブジェクトとして特定のビジネス・オブジェクトを指定することが必
要です。詳細については、本書のビジネス・オブジェクトに関する章と、「ビ
ジネス・オブジェクト開発ガイド」を参照してください。

ビジネス・オブジェクト定義がコネクターでサポートされることを指定する場合
や、既存のビジネス・オブジェクト定義のサポート設定を変更する場合は、「サポ
ートされているビジネス・オブジェクト」タブをクリックし、以下のフィールドを
使用してください。

ビジネス・オブジェクト名
ビジネス・オブジェクト定義がコネクターによってサポートされることを指定する
には、System Manager を実行し、以下の手順を実行します。

1. 「ビジネス・オブジェクト名」リストで空のフィールドをクリックします。ドロ
ップダウン・リストに、System Manager プロジェクトに存在するすべてのビジ
ネス・オブジェクト定義が表示されます。

2. ビジネス・オブジェクトを 1 つクリックして追加します。

3. ビジネス・オブジェクトの「エージェント・サポート」(以下で説明) を設定しま
す。

4. 「Connector Configurator Express」ウィンドウの「ファイル」メニューで、「プ
ロジェクトに保管」をクリックします。追加のビジネス・オブジェクト定義に対
して指定したサポートが含まれる変更済みのコネクター定義が System Manager

のプロジェクトに保管されます。

サポート対象のリストからビジネス・オブジェクトを削除するには、次の手順に従
います。

1. ビジネス・オブジェクト・フィールドを選択するため、そのビジネス・オブジェ
クトの左側の番号をクリックします。
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2. 「Connector Configurator Express」ウィンドウの「編集」メニューから、「行を
削除」をクリックします。リスト表示からそのビジネス・オブジェクトが除去さ
れます。

3. 「ファイル」メニューから、「プロジェクトの保管」をクリックします。

サポートされるリストからビジネス・オブジェクトを削除すると、コネクター定義
が変更され、削除されたビジネス・オブジェクトはコネクターのこのインプリメン
テーションで使用不可になります。コネクターのコードに影響したり、そのビジネ
ス・オブジェクト定義そのものが System Manager から削除されることはありませ
ん。

エージェント・サポート
ビジネス・オブジェクトがエージェント・サポートを備えている場合、システム
は、コネクター・エージェントを介してアプリケーションにデータを配布する際に
そのビジネス・オブジェクトの使用を試みます。

通常、コネクターのアプリケーション固有のビジネス・オブジェクトは、そのコネ
クターのエージェントによってサポートされますが、汎用ビジネス・オブジェクト
はサポートされません。

ビジネス・オブジェクトがコネクター・エージェントによってサポートされるよう
指定するには、「エージェント・サポート」ボックスにチェックマークを付けま
す。「Connector Configurator Express」ウィンドウでは「エージェント・サポート」
の選択の妥当性は検査されません。

最大トランザクション・レベル
コネクターの最大トランザクション・レベルとは、コネクターによってサポートさ
れる最高のトランザクション・レベルのことです。

ほとんどのコネクターの場合、選択可能な項目は「最大限の努力」のみです。

トランザクション・レベルの変更を有効にするには、サーバーを再始動する必要が
あります。

関連付けられたマップ
各コネクターは、現在 InterChange Server Express でアクティブなビジネス・オブジ
ェクト定義、およびそれらの関連付けられたマップのリストをサポートします。こ
のリストは、「関連付けられたマップ」タブを選択すると表示されます。

ビジネス・オブジェクトのリストには、エージェントによってサポートされるアプ
リケーション固有のビジネス・オブジェクトと、コントローラーによってサブスク
ライブするコラボレーションへ送信される、対応する汎用オブジェクトが含まれま
す。マップの関連付けによって、アプリケーション固有のビジネス・オブジェクト
から汎用ビジネス・オブジェクトへの変換、または汎用オブジェクトからアプリケ
ーション固有のビジネス・オブジェクトへの変換の際に、どのマップが使用される
かが決定されます。

特定のソース・ビジネス・オブジェクトおよび宛先ビジネス・オブジェクトに対し
て固有に定義されているマップを使用する場合、そのマップは表示したとき既に適
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切なビジネス・オブジェクトに関連付けられているので、これらを変更する必要は
ありません (変更することはできません)。

1 つのサポートされているビジネス・オブジェクトによって複数のマップが利用で
きる場合、ビジネス・オブジェクトとそれによって使用されるマップを明示的にバ
インドする必要があります。

「関連付けられたマップ」タブには以下のフィールドが表示されます。

v ビジネス・オブジェクト名

これらは、「サポートされているビジネス・オブジェクト」タブで指定した、こ
のコネクターでサポートされるビジネス・オブジェクトです。「サポートされて
いるビジネス・オブジェクト」タブでビジネス・オブジェクトを追加指定した場
合、その内容は、「Connector Configurator Express」ウィンドウの「ファイル」メ
ニューから「プロジェクトに保管」を選択して、変更を保管した後に、このリス
トに反映されます。

v 関連付けられたマップ

この表示では、コネクターによってサポートされているビジネス・オブジェクト
とともに使用できるようにシステムにインストールされているすべてのマップが
示されます。各マップのソース・ビジネス・オブジェクトは、「ビジネス・オブ
ジェクト名」表示でマップ名の左側に表示されます。

v 明示的

場合によっては、関連付けられたマップを明示的にバインドする必要がありま
す。

特定のサポート対象ビジネス・オブジェクトに対して複数のマップが存在する場
合にのみ、明示的なバインディングが必要となります。InterChange Server Express

は、ブート時、各コネクターでサポートされるそれぞれのビジネス・オブジェク
トにマップを自動的にバインドしようとします。複数のマップによって同じビジ
ネス・オブジェクトの入力が受け入れられる場合、サーバーは他のマップのスー
パーセットであるマップを 1 つ見つけてバインドしようとします。

他のマップのスーパーセットであるマップがないと、サーバーは、ビジネス・オ
ブジェクトを単一のマップにバインドすることができないため、バインディング
を明示的に設定することが必要になります。

明示的にマップをバインドするには、次の手順に従います。

1. 「Explicit」列で、バインドするマップのチェック・ボックスにチェックマー
クを付けます。

2. ビジネス・オブジェクトに関連付けるマップを選択します。

3. 「Connector Configurator Express」ウィンドウの「ファイル」メニューで、
「プロジェクトに保管」をクリックします。

4. プロジェクトを InterChange Server Express に配置します。

5. 変更を有効にするため、サーバーをリブートします。
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リソース
「リソース」タブでは、コネクター・エージェントが、コネクター・エージェント
並列処理を使用して同時に複数のプロセスを処理するかどうか、またどの程度処理
するかを決定する値を設定できます。

すべてのコネクターがこの機能をサポートしているわけではありません。複数のプ
ロセスを使用するよりも複数のスレッドを使用する方が通常は効率的であるため、
Java でマルチスレッドとして設計されたコネクター・エージェントを実行している
場合、この機能を使用することはお勧めできません。

トレース/ログ・ファイル値の設定
コネクター構成ファイルまたはコネクター定義ファイルを開くと、Connector

Configurator Express は、そのファイルのログおよびトレースの値をデフォルト値と
して使用します。Connector Configurator Express 内でこれらの値を変更できます。

ログとトレースの値を変更するには、以下の手順を実行します。

1. 「トレース/ログ・ファイル」タブをクリックします。

2. ログとトレースのどちらでも、以下のいずれかまたは両方へのメッセージの書き
込みを選択できます。

v コンソールに (STDOUT):

ログ・メッセージまたはトレース・メッセージを STDOUT ディスプレイに書
き込みます。

注: STDOUT オプションは、Windows プラットフォームで実行しているコネ
クターの「トレース/ログ・ファイル」タブでのみ使用できます。

v ファイルに:

ログ・メッセージまたはトレース・メッセージを指定されたファイルに書き込
みます。ファイルを指定するには、ディレクトリー・ボタン (省略符号) をク
リックし、指定する格納場所に移動し、ファイル名を指定し、「保管」をクリ
ックします。ログ・メッセージまたはトレース・メッセージは、指定した場所
の指定したファイルに書き込まれます。

注: OS/400 システムの場合、ディレクトリーにナビゲートするには、最初に
OS/400 が稼動するマシンにネットワーク・ドライブをマップする必要が
あります。OS/400 で稼働するアダプター・エージェントの場合、ログ・
ファイルも同じ OS/400 マシンに置く必要があります。

注: ログ・ファイルとトレース・ファイルはどちらも単純なテキスト・ファイ
ルです。任意のファイル拡張子を使用してこれらのファイル名を設定でき
ます。ただし、トレース・ファイルの場合、拡張子として .trace ではな
く .trc を使用することをお勧めします。これは、システム内に存在する
可能性がある他のファイルとの混同を避けるためです。ログ・ファイルの
場合、通常使用されるファイル拡張子は .log または .txt です。
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データ・ハンドラー
構成のデータ・ハンドラー・セクションは、DeliveryTransport に JMS の値を指定
し、ContainerManagedEvents に JMS の値を指定した場合にのみ使用可能です。この
タブは、アダプターが保証付きイベント・デリバリーを利用するものである場合に
使用可能になります。

これらのプロパティーに使用する値については、標準プロパティーに関する付録の
『ContainerManagedEvents』の説明を参照してください。

構成ファイルの保管
構成ファイルの作成とそのファイルに含まれるプロパティーの設定が完了したら、
使用するコネクターに応じた適切な場所にそのファイルを配置する必要がありま
す。ICL プロジェクトに構成を保管し、保管されたファイルを System Manager を
使用して InterChange Server Express へロードしてください。

ファイルは XML 文書として保管されます。XML 文書は次の 3 通りの方法で保管
できます。

v System Manager から、統合コンポーネント・ライブラリーに *.con 拡張子付き
ファイルとして保管します。

v 指定したディレクトリーに保管します。

v スタンドアロン・モードで、ディレクトリー・フォルダーに *.cfg 拡張子付きフ
ァイルとして保管します。

System Manager でのプロジェクトの使用方法と、配置の詳細については、IBM

WebSphere Business Integration Server Express の「ユーザーズ・ガイド」を参照し
てください。

構成の完了
コネクターの構成ファイルを作成し、編集した後で、コネクターの始動時にコネク
ターが構成ファイルの位置を特定できるかどうかを確認してください。

これを行うには、コネクターが使用する始動ファイルを開き、コネクター構成ファ
イルで使用されている格納場所とファイル名が、ファイルに対して指定した名前お
よびファイルを格納したディレクトリーまたはパスと正確に一致しているかどうか
を検証します。

グローバル化環境における Connector Configurator Express の
使用

Connector Configurator Express はグローバル化され、構成ファイルと統合ブローカ
ー間の文字変換を処理できます。Connector Configurator Express はネイティブ・エ
ンコード方式を使用します。構成ファイルに書き込む場合は、UTF-8 エンコード方
式を使用します。

Connector Configurator Express は、次について英語以外の文字に対応します。

v すべての値フィールド

v ログ・ファイルおよびトレース・ファイル・パス (「トレース/ログ・ファイル」
タブで指定)
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CharacterEncoding および Locale 標準構成プロパティーのドロップ・リストに表
示されるのは、サポートされる値の一部のみです。他の値をドロップ・リストに追
加するには、製品ディレクトリーの ¥Data¥Std¥stdConnProps.xml ファイルを手動
で変更する必要があります。

例えば、Locale プロパティーの値のリストにロケール en_GB を追加するには、
stdConnProps.xml ファイルを開き、以下に太文字で示した行を追加してください。

<Property name="Locale"
isRequired="true"
updateMethod="component restart">

<ValidType>String</ValidType>
<ValidValues>

<Value>ja_JP</Value>
<Value>ko_KR</Value>
<Value>zh_CN</Value>
<Value>zh_TW</Value>
<Value>fr_FR</Value>
<Value>de_DE</Value>
<Value>it_IT</Value>
<Value>es_ES</Value>
<Value>pt_BR</Value>
<Value>en_US</Value>
<Value>en_GB</Value>

<DefaultValue>en_US</DefaultValue>
</ValidValues>

</Property>

コネクターの標準プロパティー
ここでは、WebSphere Business Integration Server Express アダプターのコネクタ
ー・コンポーネントの標準構成プロパティーについて説明します。

コネクターによっては、一部の標準プロパティーが使用されないことがあります。
Connector Configurator Express から統合ブローカーを選択すると、選択したアダプ
ターに対して、構成する必要のある標準プロパティーのリストが表示されます。

コネクター固有のプロパティーの詳細については、該当するアダプターのユーザー
ズ・ガイドを参照してください。

標準コネクター・プロパティーの構成
アダプター・コネクターには 2 つのタイプの構成プロパティーがあります。

v 標準構成プロパティー

v コネクター固有構成プロパティー

このセクションでは、標準構成プロパティーについて説明します。コネクター固有
の構成プロパティーについては、該当するアダプターのユーザーズ・ガイドを参照
してください。

Connector Configurator Express の使用
コネクター・プロパティーは、Connector Configurator Express から構成します。
Connector Configurator には、System Manager からアクセスします。Connector

Configurator Express の使用法の詳細については、Connector Configurator Express の
記述を参照してください。
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プロパティー値の設定と更新
プロパティー・フィールドのデフォルトの長さは 255 文字です。

コネクターは、以下の順序に従ってプロパティーの値を決定します (最も番号の大
きい項目が他の項目よりも優先されます)。

1. デフォルト

2. リポジトリー

3. ローカル構成ファイル

4. コマンド行

コネクターは、始動時に構成値を取得します。実行時セッション中に 1 つ以上のコ
ネクター・プロパティーの値を変更する場合は、プロパティーの更新メソッドによ
って、変更を有効にする方法が決定されます。標準コネクター・プロパティーに
は、以下の 4 種類の更新メソッドがあります。

v 動的
変更を System Manager に保管すると、変更が即時に有効になります。

v コンポーネント再始動
System Manager でコネクターを停止してから再始動しなければ、変更が有効にな
りません。アプリケーション固有コンポーネントまたは統合ブローカーを停止、
再始動する必要はありません。

v サーバー再始動
アプリケーション固有のコンポーネントおよび統合ブローカーを停止して再始動
しなければ、変更が有効になりません。

v エージェント再始動
アプリケーション固有のコンポーネントを停止して再始動しなければ、変更が有
効になりません。

特定のプロパティーの更新方法を確認するには、「Connector Configurator Express」
ウィンドウ内の「更新メソッド」列を参照するか、次に示すプロパティーの要約の
表の「更新メソッド」列を参照してください。

標準プロパティーの要約
表 11 は、標準コネクター構成プロパティーの早見表です。標準プロパティーの依存
関係は RepositoryDirectory に基づいているため、コネクターによっては使用され
ないプロパティーがあり、使用する統合ブローカーによってプロパティーの設定が
異なる可能性があります。

コネクターを実行する前に、これらのプロパティーのいくつかの値を設定する必要
があります。各プロパティーの詳細については、次のセクションを参照してくださ
い。

表 11. 標準構成プロパティーの要約
プロパティー名 指定可能な値 デフォルト値 更新メソッド 注

AdminInQueue 有効な JMS キュー名 CONNECTORNAME/ADMININQUEUE コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
JMS
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表 11. 標準構成プロパティーの要約 (続き)

プロパティー名 指定可能な値 デフォルト値 更新メソッド 注

AdminOutQueue 有効な JMS キュー名 CONNECTORNAME/ADMINOUTQUEUE コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
JMS

AgentConnections 1 から 4 1 コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
IDL

AgentTraceLevel 0 から 5 0 動的

ApplicationName アプリケーション名 コネクター・アプリケーション
名に対して指定されている値

コンポー
ネント
再始動

BrokerType ICS ICS

CharacterEncoding ascii7、 ascii8、
SJIS、 Cp949、 GBK、
Big5、 Cp297、 Cp273、
Cp280、 Cp284、 Cp037、
Cp437

注: これは、
サポートされる値
の一部です。

ascii7 コンポー
ネント
再始動

ConcurrentEventTriggeredFlows 1 から 32,767 1 コンポー
ネント
再始動

Repository

Directory は
<REMOTE>

ContainerManagedEvents 値なしまたは JMS 値なし コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
JMS

ControllerStoreAndForwardMode true または false truetrue 動的 Repository

Directory は
<REMOTE>

ControllerTraceLevel 0 から 5 0 動的 Repository

Directory は
<REMOTE>

DeliveryQueue CONNECTORNAME/DELIVERYQUEUE コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ

DeliveryTransport IDL または JMS IDL コンポー
ネント
再始動

DuplicateEventElimination true または false false コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ:

Container

Managed

Events は
<NONE> で
なければ
ならない

EnableOidForFlowMonitoring true または false false コンポー
ネント
再始動

FaultQueue CONNECTORNAME/FAULTQUEUE コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ
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表 11. 標準構成プロパティーの要約 (続き)

プロパティー名 指定可能な値 デフォルト値 更新メソッド 注

jms.FactoryClassName CxCommon.Messaging.jms

.IBMMQSeriesFactory

または任意の Java クラス
名

CxCommon.Messaging.

jms.IBMMQSeriesFactory

コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ

jms.MessageBrokerName crossworlds.queue.

manager

crossworlds.queue.manager コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ

jms.NumConcurrentRequests 正整数 10 コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ

jms.Password 任意の有効なパスワード コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ

jms.UserName 任意の有効な名前 コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ

JvmMaxHeapSize ヒープ・サイズ (メガバイ
ト単位)

128m コンポー
ネント
再始動

Repository

Directory は
<REMOTE>

JvmMaxNativeStackSize スタックのサイズ (キロバ
イト単位)

128k コンポー
ネント
再始動

Repository

Directory は
<REMOTE>

JvmMinHeapSize ヒープ・サイズ (メガバイ
ト単位)

1m コンポー
ネント
再始動

Repository

Directory は
<REMOTE>

Locale en_US、 ja_JP、 ko_KR、
zh_CN、 zh_TW、 fr_FR、
de_DE、 it_IT、 es_ES、
pt_BR

注: これは、
サポートされる
ロケールの
一部です。

en_US コンポー
ネント
再始動

LogAtInterchangeEnd true または false false コンポー
ネント
再始動

MaxEventCapacity 1 から 2147483647 2147483647 動的 Repository

Directory は
<REMOTE>

MessageFileName パスまたはファイル名 InterchangeSystem.txt コンポー
ネント
再始動

MonitorQueue 任意の有効なキュー名 CONNECTORNAME/MONITORQUEUE コンポー
ネント
再始動

JMS トランス
ポートのみ:

DuplicateEvent

Elimination は
true でなけれ
ばならない

OADAutoRestartAgent true または false false 動的 Repository

Directory は
<REMOTE>
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表 11. 標準構成プロパティーの要約 (続き)

プロパティー名 指定可能な値 デフォルト値 更新メソッド 注

OADMaxNumRetry 正数 1000 動的 Repository

Directory は
<REMOTE>

OADRetryTimeInterval 正数 (分単位) 10 動的 Repository

Directory は
<REMOTE>

PollEndTime HH:MM

(HH は 0 から 23、MM

は 0 から 59)

HH:MM コンポー
ネント
再始動

PollFrequency 正整数 (ミリ秒単位)

no (ポーリングを使用不可
にする)

key (文字 p がコネクター
の「コマンド・プロンプ
ト」ウィンドウで入力さ
れている場合のみポーリ
ングします)

10000 動的

PollQuantity 1 から 500 1 エージェント
再始動

JMS トランス
ポートのみ:

Container

Managed

Events を指定

PollStartTime HH:MM (HH は 0 から
23、MM は 0 から 59)

HH:MM コンポー
ネント
再始動

RepositoryDirectory メタデータ・リポジトリ
ーのロケーション

エージェント
再始動

<REMOTE>

に設定する

RequestQueue 有効な JMS キュー名 CONNECTORNAME/REQUESTQUEUE コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
JMS

ResponseQueue 有効な JMS キュー名 CONNECTORNAME/RESPONSEQUEUE コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
JMS

RestartRetryCount 0 から 99 3 動的

RestartRetryInterval 適切な正数 (単位: 分):

1 から 2147483547

1 動的

SourceQueue 有効な JMS キュー名 CONNECTORNAME/SOURCEQUEUE エージェント
再始動

Delivery

Transport が
JMS であり、
かつ
Container

Managed Events

が指定されて
いる場合のみ

SynchronousRequestQueue 有効な JMS キュー名 CONNECTORNAME/

SYNCHRONOUSREQUESTQUEUE

コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
JMS

SynchronousRequestTimeout 0 以上の任意の数値 (ミリ
秒)

0 コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
JMS

第 7 章 コネクターの構成 151



表 11. 標準構成プロパティーの要約 (続き)

プロパティー名 指定可能な値 デフォルト値 更新メソッド 注

SynchronousResponseQueue 有効な JMS キュー名 CONNECTORNAME/

SYNCHRONOUSRESPONSEQUEUE

コンポー
ネント
再始動

Delivery

Transport は
JMS

WireFormat CwBO CwBO エージェント
再始動

標準構成プロパティー
このセクションでは、各標準コネクター構成プロパティーの定義を示します。

AdminInQueue
統合ブローカーが管理メッセージをコネクターに送信するために使用されるキュ
ー。

デフォルト値は CONNECTORNAME/ADMININQUEUE です。

AdminOutQueue
コネクターが管理メッセージを統合ブローカーに送信するために使用されるキュ
ー。

デフォルト値は CONNECTORNAME/ADMINOUTQUEUE です。

AgentConnections
AgentConnections プロパティーは、orb.init[] により開かれる ORB 接続の数を制
御します。

デフォルトでは、このプロパティーの値は 1 に設定されます。このデフォルト値を
変更する必要はありません。

AgentTraceLevel
アプリケーション固有のコンポーネントのトレース・メッセージのレベル。デフォ
ルトは 0 です。コネクターは、設定されたトレース・レベル以下の該当するトレー
ス・メッセージをすべてデリバリーします。

ApplicationName
コネクターのアプリケーションを一意的に特定する名前です。この名前は、システ
ム管理者によって、WebSphere Business Integration システム環境をモニターするた
めに使用されます。コネクターを実行する前に、このプロパティーに値を指定する
必要があります。

BrokerType
使用する統合ブローカーを指定します。ICS を指定する必要があります。

CharacterEncoding
文字 (英字、数字、または句読点) を数値にマップするときに使用する文字コード・
セットを指定します。
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注: Java ベースのコネクターはこのプロパティーを使用しません。このプロパティ
ーの値として ascii7 を現在使用している C++ コネクターはあります。

デフォルトでは、ドロップ・リストには、サポートされる文字エンコードの一部の
みが表示されます。ドロップ・リストに他の値を追加するには、製品ディレクトリ
ーにある ¥Data¥Std¥stdConnProps.xml ファイルを手動で変更する必要がありま
す。詳細については、本書の Connector Configurator Express の使用方法に関する付
録を参照してください。

ConcurrentEventTriggeredFlows
コネクターがイベントのデリバリー時に並行処理できるビジネス・オブジェクトの
数を決定します。この属性の値を、並行してマップおよびデリバリーするビジネ
ス・オブジェクトの数に設定します。例えば、このプロパティーの値を 5 に設定す
ると、5 個のビジネス・オブジェクトが並行処理されます。デフォルト値は 1 で
す。

このプロパティーを 1 よりも大きい値に設定すると、ソース・アプリケーションの
コネクターが、複数のイベント・ビジネス・オブジェクトを同時にマップして、複
数のコラボレーション・インスタンスにそれらのビジネス・オブジェクトを同時に
デリバリーすることができます。これにより、統合ブローカーへのビジネス・オブ
ジェクトのデリバリーにかかる時間、特にビジネス・オブジェクトが複雑なマップ
を使用している場合のデリバリー時間が短縮されます。ビジネス・オブジェクトが
コラボレーションまでの到達に要する時間を短縮すると、システム全体のパフォー
マンスを向上させることができます。

ソース・アプリケーションから宛先アプリケーションまでのフロー全体に並行処理
を実装するには、次のようにする必要があります。

v Maximum number of concurrent events プロパティーの値を増加して、コラボレ
ーションが複数のスレッドを使用できるように構成します。

v 宛先アプリケーションのアプリケーション固有コンポーネントが複数の要求を並
行して実行できることを確認します。つまり、このコンポーネントがマルチスレ
ッド化されているか、またはコネクター・エージェント並列処理を使用でき、複
数プロセスに対応するよう構成されている必要があります。Parallel Process

Degree 構成プロパティーに、1 より大きい値を設定します。

ConcurrentEventTriggeredFlows プロパティーは、逐次的に実行される単一スレッ
ド処理であるコネクターのポーリングでは無効です。

ContainerManagedEvents
このプロパティーにより、JMS イベント・ストアを使用する JMS 対応コネクター
が、保証付きイベント・デリバリーを提供できるようになります。保証付きイベン
ト・デリバリーでは、イベントはソース・キューから除去され、単一 JMS トラン
ザクションとして宛先キューに配置されます。

このプロパティーは、DeliveryTransport プロパティーが値 JMS に設定されている
場合にのみ表示されます。

デフォルト値は No value です。
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ContainerManagedEvents を JMS に設定した場合には、保証付きイベント・デリバリ
ーを使用できるように次のプロパティーも構成する必要があります。

v PollQuantity = 1 から 500

v SourceQueue = CONNECTORNAME/SOURCEQUEUE

また、MimeType、DHClass、および DataHandlerConfigMOName (オプショナル) プ
ロパティーを設定したデータ・ハンドラーも構成する必要があります。これらのプ
ロパティーの値を設定するには、Connector Configurator Express の「データ・ハン
ドラー」タブを使用します。「データ・ハンドラー」タブの値のフィールドは、
ContainerManagedEvents を JMS に設定した場合にのみ表示されます。

注: ContainerManagedEvents が JMS に設定されていると、コネクターはその
pollForEvents() メソッドを呼び出さない ため、このメソッドの機能は使用不
可となります。

ControllerStoreAndForwardMode
宛先のアプリケーション固有のコンポーネントが使用不可であることをコネクタ
ー・コントローラーが検出した後の、コネクター・コントローラーの振る舞いを設
定します。

このプロパティーを true に設定した場合、イベントが InterChange Server Express

に到達したときに宛先側のアプリケーション固有のコンポーネントが使用不可であ
れば、コネクター・コントローラーはそのアプリケーション固有のコンポーネント
への要求をブロックします。アプリケーション固有のコンポーネントが作動可能に
なると、コネクター・コントローラーはアプリケーション固有のコンポーネントに
その要求を転送します。

ただし、コネクター・コントローラーが宛先側のアプリケーション固有のコンポー
ネントにサービス呼び出し要求を転送した後でこのコンポーネントが使用不可にな
った場合、コネクター・コントローラーはその要求を失敗させます。

このプロパティーが false に設定されている場合、宛先のアプリケーション固有の
コンポーネントが使用不可であることをコネクター・コントローラーが検出する
と、コネクター・コントローラーはすべてのサービス呼び出し要求を失敗させま
す。

デフォルトは true です。

ControllerTraceLevel
コネクター・コントローラーのトレース・メッセージのレベルです。デフォルトは
0 です。

DeliveryQueue
DeliveryTransport が JMS の場合のみ適用されます。

コネクターがビジネス・オブジェクトを InterChange Server Express に送信するため
に使用されるキュー。

デフォルト値は CONNECTORNAME/DELIVERYQUEUE です。
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DeliveryTransport
イベントのデリバリーのためのトランスポート機構を指定します。指定可能な値
は、CORBA IIOP の IDL、Java Messaging Service の JMS です。デフォルトは、
IDL です。

DeliveryTransport プロパティーで構成された値が IDL である場合、コネクター
は、サービス呼び出し要求と管理メッセージを CORBA IIOP 上で送信します。

JMS: Java Messaging Service (JMS) を使用しての、コネクターとクライアント・
コネクター・フレームワークとの間の通信を可能にします。

JMS をデリバリー・トランスポートとして選択した場合は、
jms.MessageBrokerName、jms.FactoryClassName、jms.Password、jms.UserName な
どの追加の JMS プロパティーが Connector Configurator Express 内に表示されま
す。このうち最初の 2 つは、このトランスポートの必須プロパティーです。

要確認: InterChange Server Express で動作しているコネクターで JMS トランスポ
ート機構を使用すると、メモリー制限が発生することがあります。

この環境では、WebSphere MQ クライアント内でメモリーが使用されるため、(サー
バー側の) コネクター・コントローラーと (クライアント側の) コネクターの両方を
始動するのは困難な場合があります。

DuplicateEventElimination
このプロパティーを true に設定すると、JMS 対応コネクターによるデリバリー・
キューへの重複イベントのデリバリーが防止されます。この機能を使用するには、
コネクターに対し、アプリケーション固有のコード内でビジネス・オブジェクトの
ObjectEventId 属性として一意のイベント ID が設定されている必要があります。
これはコネクター開発時に設定されます。

このプロパティーは false に設定することもできます。

注: DuplicateEventElimination を true に設定する際は、MonitorQueue プロパテ
ィーを構成して保証付きイベント・デリバリーを使用可能にする必要がありま
す。

EnableOidForFlowMonitoring
このプロパティーを true に設定すると、アダプター・フレームワークは、フロ
ー・モニターを使用できるようにするため、着信 ObjectEventId を外部キーとして
マークします。

デフォルトは false です。

FaultQueue
コネクターは、メッセージの処理中にエラーを検出すると、状況表示および問題の
記述と共にメッセージをこのプロパティーで指定されたキューに移動します。

デフォルト値は CONNECTORNAME/FAULTQUEUE です。
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JvmMaxHeapSize
エージェントの最大ヒープ・サイズ (メガバイト単位)。

デフォルト値は 128m です。

JvmMaxNativeStackSize
エージェントの最大ネイティブ・スタック・サイズ (キロバイト単位)。

デフォルト値は 128k です。

JvmMinHeapSize
エージェントの最小ヒープ・サイズ (メガバイト単位)。

デフォルト値は 1m です。

jms.FactoryClassName
JMS プロバイダーのためにインスタンスを生成するクラス名を指定します。デリバ
リー・トランスポート・メカニズム (DeliveryTransport) として JMS を選択した場
合、このコネクター・プロパティーを設定する必要があります。

デフォルトは CxCommon.Messaging.jms.IBMMQSeriesFactory です。

jms.MessageBrokerName
JMS プロバイダーのために使用するブローカー名を指定します。デリバリー・トラ
ンスポート・メカニズム (DeliveryTransport を参照) として JMS を選択した場合、
このコネクター・プロパティーを設定する必要があります。

デフォルトは crossworlds.queue.manager です。

jms.NumConcurrentRequests
1 つのコネクターに対して同時に送信できる並行サービス呼び出し要求の最大数で
す。最大数に到達すると、新規のサービス呼び出しはブロックされ、他の要求の処
理が完了してから新規のサービス呼び出しの処理が再開されます。

デフォルト値は 10 です。

jms.Password
JMS プロバイダーのためのパスワードを指定します。このプロパティーの値はオプ
ションです。

デフォルトはありません。

jms.UserName
JMS プロバイダーのためのユーザー名を指定します。このプロパティーの値はオプ
ションです。

デフォルトはありません。
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Locale
言語コード、国または地域、および、希望する場合には、関連した文字コード・セ
ットを指定します。このプロパティーの値は、データの照合やソートの順序、日付
と時刻の形式、通貨記号などの国/地域別情報を決定します。

ロケール名は次のような形式になります。

ll_TT.codeset

ここで、

ll 2 文字の言語コード (通常は小文字)

TT 2 文字の国/地域コード (通常は大文字)

codeset 関連文字コード・セットの名前。名前のこの部分
は、通常、オプションです。

デフォルトでは、ドロップ・リストには、サポートされるロケールの一部のみが表
示されます。ドロップ・リストに他の値を追加するには、製品ディレクトリーにあ
る ¥Data¥Std¥stdConnProps.xml ファイルを手動で変更する必要があります。詳細
については、本書の Connector Configurator Express の使用方法に関する付録を参照
してください。

デフォルト値は en_US です。コネクターがグローバル化に対応していない場合、こ
のプロパティーの有効な値は en_US のみです。

LogAtInterchangeEnd
統合ブローカーのログ宛先にエラーを記録するかどうかを指定します。ブローカー
のログ宛先にログを記録すると、電子メール通知もオンになります。これにより、
エラーまたは致命的エラーが発生すると、InterchangeSystem.cfg ファイルに指定
された MESSAGE_RECIPIENT に対する電子メール・メッセージが生成されます。

例えば、LogAtInterChangeEnd を true に設定した場合にコネクターからアプリケ
ーションへの接続が失われると、指定されたメッセージ宛先に、電子メール・メッ
セージが送信されます。デフォルトは false です。

MaxEventCapacity
コントローラー・バッファーのイベントの最大数。このプロパティーは、フロー制
御で使用されます。

値は 1 から 2147483647 の正の整数にすることができます。デフォルト値は
2147483647 です。

MessageFileName
コネクター・メッセージ・ファイルの名前です。メッセージ・ファイルの標準位置
は ¥connectors¥messages です。メッセージ・ファイルが標準位置に格納されてい
ない場合は、メッセージ・ファイル名を絶対パスで指定します。

コネクター・メッセージ・ファイルが存在しない場合は、コネクターは
InterchangeSystem.txt をメッセージ・ファイルとして使用します。このファイル
は、製品ディレクトリーに格納されます。
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注: 特定のコネクターについて、コネクター独自のメッセージ・ファイルがあるか
どうかを判別するには、該当するアダプターのユーザーズ・ガイドを参照して
ください。

MonitorQueue
コネクターが重複イベントをモニターするために使用する論理キューです。このプ
ロパティーは、DeliveryTransport プロパティー値が JMS であり、かつ
DuplicateEventElimination が TRUE に設定されている場合にのみ使用されます。

デフォルト値は CONNECTORNAME/MONITORQUEUE です。

OADAutoRestartAgent
コネクターが自動再始動およびリモート再始動機能を使用するかどうかを指定しま
す。この機能は、MQ トリガーを使用して、異常シャットダウン後にコネクターを
再始動したり、System Monitor からリモート・コネクターを始動したりします。

自動再始動機能およびリモート再始動機能を使用可能にするには、このプロパティ
ーを true に設定する必要があります。

デフォルト値は false です。

OADMaxNumRetry
異常シャットダウンの後で MQ により起動される OAD がコネクターの再始動を自
動的に試行する回数の最大数を指定します。このプロパティーを有効にするために
は、OADAutoRestartAgent プロパティーを true に設定する必要があります。

デフォルト値は 1000 です。

OADRetryTimeInterval
MQ により起動される OAD の再試行時間間隔の分数を指定します。コネクター・
エージェントがこの再試行時間間隔内に再始動しない場合は、コネクター・コント
ローラーはコネクター・エージェントを再び再始動するように OAD に要求しま
す。OAD はこの再試行プロセスを OADMaxNumRetry プロパティーで指定された回数
だけ繰り返します。このプロパティーを有効にするためには、OADAutoRestartAgent

プロパティーを true に設定する必要があります。

デフォルトは 10 です。

PollEndTime
イベント・キューのポーリングを停止する時刻です。形式は HH:MM です。ここで、
HH は 0 から 23 時を表し、MM は 0 から 59 分を表します。

このプロパティーには必ず有効な値を指定してください。デフォルト値は HH:MM で
すが、この値は必ず変更する必要があります。

PollFrequency
ポーリング・アクション間の時間の長さです。PollFrequency は以下の値のいずれ
かに設定します。

v ポーリング・アクション間のミリ秒数。
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v ワード key。コネクターは、コネクターのコマンド・プロンプト・ウィンドウに
文字 p が入力されたときにポーリングを実行します。このワードは小文字で入力
します。

v ワード no。コネクターは、ポーリングを実行しません。このワードは小文字で入
力します。

デフォルトは 10000 です。

要確認: このプロパティーの使用に関して制約事項のあるコネクターもあります。
特定のコネクターが該当するかどうかを判別するには、それぞれのアダプ
ター・ガイドのインストールと構成に関する章を参照してください。

PollQuantity
コネクターがアプリケーションからポーリングする項目の数を指定します。アダプ
ターにコネクター固有のポーリング数設定プロパティーがある場合、標準プロパテ
ィーの値は、このコネクター固有のプロパティーの設定値によりオーバーライドさ
れます。

PollStartTime
イベント・キューのポーリングを開始する時刻です。形式は HH:MM です。ここで、
HH は 0 から 23 時を表し、MM は 0 から 59 分を表します。

このプロパティーには必ず有効な値を指定してください。デフォルト値は HH:MM で
すが、この値は必ず変更する必要があります。

RequestQueue
InterChange Server Express がビジネス・オブジェクトをコネクターに送信するため
に使用されるキュー。

デフォルト値は CONNECTOR/REQUESTQUEUE です。

RepositoryDirectory
コネクターが XML スキーマ文書を読み取るリポジトリーの場所です。この XML

スキーマ文書には、ビジネス・オブジェクト定義のメタデータが含まれています。

この値を <REMOTE> に設定する必要があります。これは、コネクターが
InterChange Server Express リポジトリーからこの情報を取得するためです。

ResponseQueue
DeliveryTransport が JMS の場合のみ適用されます。

応答メッセージをコネクター・フレームワークから統合ブローカーにデリバリーす
る JMS 応答キューを指定します。InterChange Server Express は要求を送信し、
JMS 応答キューの応答メッセージを待ちます。

RestartRetryCount
コネクターが再始動を試行する回数を指定します。並列コネクターで使用するとき
には、マスター・コネクターのアプリケーション固有のコンポーネントがスレー
ブ・コネクターのアプリケーション固有のコンポーネントの再始動を試行する回数
を指定します。
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デフォルトは 3 です。

RestartRetryInterval
コネクターが再始動を試行する間隔 (単位: 分) を指定します。並列コネクターで使
用するときには、マスター・コネクターのアプリケーション固有のコンポーネント
がスレーブ・コネクターのアプリケーション固有のコンポーネントの再始動を試行
する間隔を指定します。指定可能な値の範囲は 1 から 2147483647 です。

デフォルトは 1 です。

SourceQueue
DeliveryTransport が JMS で、ContainerManagedEvents が指定されている場合のみ
適用されます。

JMS イベント・ストアを使用する JMS 対応コネクター用の保証付きイベント・デ
リバリーのサポートでコネクター・フレームワークの JMS ソース・キューを指定
します。詳細については、 153ページの『ContainerManagedEvents』を参照してくだ
さい。

デフォルト値は CONNECTOR/SOURCEQUEUE です。

SynchronousRequestQueue
DeliveryTransport が JMS の場合のみ適用されます。

同期応答を要求する要求メッセージを、コネクター・フレームワークからブローカ
ーにデリバリーします。このキューは、コネクターが同期実行を使用する場合にの
み必要です。同期実行の場合、コネクター・フレームワークは、
SynchronousRequestQueue にメッセージを送信し、SynchronousResponseQueue でブ
ローカーから戻される応答を待機します。コネクターに送信される応答メッセージ
は、元のメッセージの ID と一致する相関 ID を持ちます。

デフォルトは CONNECTORNAME/SYNCHRONOUSREQUESTQUEUE です。

SynchronousResponseQueue
DeliveryTransport が JMS の場合のみ適用されます。

同期要求に対する応答として送信される応答メッセージを、ブローカーからコネク
ター・フレームワークにデリバリーします。このキューは、コネクターが同期実行
を使用する場合にのみ必要です。

デフォルトは CONNECTORNAME/SYNCHRONOUSRESPONSEQUEUE です。

SynchronousRequestTimeout
DeliveryTransport が JMS の場合のみ適用されます。

コネクターが同期要求に対する応答を待機する時間 (単位: 分) を指定します。コネ
クターは、指定された時間内に応答を受信できなかった場合、元の同期要求メッセ
ージをエラー・メッセージとともに障害キューに移動します。

デフォルト値は 0 です。

160 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



WireFormat
トランスポート時のメッセージ形式。設定値は CwBO です。
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第 8 章 データベース接続プールの構成

実行時にプロセスがデータベースへの新規接続を確立するには、時間がかかりま
す。コラボレーション・プロセスとマップ・プロセスによって使用できるように事
前にデータベース接続プールを確立することによって、新規接続の確立にかかる時
間を短縮できます。データベース接続プールによってパフォーマンスが向上し、コ
ラボレーション内から直接データベースにアクセスできるようになります。

1 つのデータベース接続プールは、複数のコラボレーションおよびマップで使用す
ることができます。また、各コラボレーションまたはマップは、複数のデータベー
ス接続プールを使用できます。

この章を構成するセクションは次のとおりです。

v 『データベース接続プールを使用する状況』

v 166ページの『データベース接続プールを使用しない状況』

v 167ページの『データベース接続プールとデータベース接続の作成』

v 170ページの『データベース接続プールの検証』

v 170ページの『データベース接続プールの変更』

v 172ページの『コラボレーションおよびマップでのデータベース接続プールの使
用』

v 173ページの『トランザクション・ブラケットの構成』

データベース接続プールを使用する状況
このセクションでは、データベース接続プールが役立つような状況をいくつか示し
ます。

ルーティングの実行
ビジネス・オブジェクト内の 1 つ以上のフィールドの値に応じて、ビジネス・オブ
ジェクトを別の宛先アプリケーションへ経路指定することが、ビジネス・プロセス
のロジックで指示される場合があります。

例えば、CustomerType などの属性の値に応じて、異なるアプリケーションでサイト
が顧客エンティティーを保管および処理する場合があります。この場合、コラボレ
ーション・テンプレートは、その属性の値を検索および評価し、その値に基づいて
どの宛先アプリケーションへビジネス・オブジェクトを送信するかを決定する必要
があります。

Java ではこれを制御フロー構造で実行できますが、値と宛先アプリケーションのペ
ア化はコラボレーション・テンプレート内にハードコーディングされます。プロシ
ージャーの変更のために変更が必要な場合や新しい値やアプリケーションがインタ
ーフェースに導入されたために追加が必要な場合は、コラボレーション・テンプレ
ートを変更および再コンパイルして、再配置する必要があります。
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それよりも柔軟な実装では、値と宛先アプリケーションのペア化がデータベース表
に保管されます。そうした方法を実装するには、以下の手順を実行します。

1. ルーティング値を保管する列と、適切な宛先アプリケーションをルーティング値
と関連付ける情報を保管する列を持つデータベース表を作成します。表 12 に、
そのような表の例を示します。

表 12. ルーティング表の例

ルーティング値 宛先アプリケーション値

Customer AppA

Federal AppB

Reseller AppC

Academic AppD

2. 167ページの『データベース接続プールとデータベース接続の作成』の説明に従
って、System Manager 内にデータベース接続プールとデータベース接続を作成
します。

3. コラボレーション・テンプレートで、次の操作を実行するロジックを設計しま
す。

a. ルーティングに使用するため属性の値を検索し、その値を変数に保管しま
す。

b. データベースへの接続を取得します。

c. 宛先アプリケーション値を保管した列内の値を検索する SQL 照会を実行し
ます。ここで、ルーティング値を保管する列内の値は、コラボレーション・
テンプレート内の変数に保管された値と等しくなります。

d. 決定ノードを使用し、データベース表から戻された値に応じて、コラボレー
ション・ロジックを分岐させます。各分岐は、アプリケーション・コネクタ
ーへのビジネス・オブジェクトの送信、すなわち適切な宛先アプリケーショ
ンへのビジネス・オブジェクトの送信を担当する、別々のサービス呼び出し
ノードにつながります。

データベース表でのルックアップの実行
表内で同等の値をルックアップすることによって、値を変換しなければならない場
合もあります。多くの場合、こうした操作はルックアップ関係の実装によって行い
ますが、ルックアップ関係の使用が常に意味をなすわけではありません。ルックア
ップ関係は、インターフェースに含まれた各アプリケーションが独自の方法でデー
タの断片を表現する必要があるような状況のために特に設計されています。そのた
め、各アプリケーションごとに参加者が作成され、統合ブローカーが各アプリケー
ションを接続するのとほぼ同じ方法で、ルックアップ関係自体が各参加者を接続し
ます。値を他の値のいずれかに変換しなければならないが、インターフェースに含
まれる各アプリケーションのためにそのデータの個別の表現を保持する必要はない
という場合もあります。そのような場合は、関連する値を保管するための表をリポ
ジトリー内に作成し、データベース接続と SQL SELECT ステートメントを使用し
て目的の値を検索する必要があります。

さらに、ルックアップ関係用の API を使用すると、アプリケーション間で関連デー
タを容易に抽出することができますが、より複雑な照会の助けにはなりません。ル

164 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



ックアップ関係 API は、データの断片を受け取り、そのデータが関係内で他のアプ
リケーション・データの断片と共有しているキー値を戻すか、またはキー値を受け
取り、それに関連したデータの断片を戻すために設計されています。ただし、ルッ
クアップ関係 API は、複数の列値を戻すことや、ストアード・プロシージャーを実
行することはできません。これは、CwDBConnection クラスの API が実行できま
す。

この要件は、データベース照会ではなく、「if/else」ステートメントや
「switch/case」ステートメントなどの制御構造を使用することによって Java コード
で満たすこともできます。それぞれの方法について次に示す利点と欠点を考慮し、
状況に応じて適切な方法を選択してください。

v データベース接続を使用している場合は、データベースに新規行を追加すればよ
いだけなので、新規レコード (新規宛先アプリケーションとペアになった新規ル
ーティング値など) を追加した方が簡単です。コンポーネントを変更する必要は
ありません。新規ペアはすぐに有効になります。ただし、Java コードでは、コン
ポーネントのコードを変更し、それを再コンパイルして、場合によっては停止し
再始動する必要があるので (コンポーネントがコラボレーションである場合)、新
しい関連の追加はそれほど便利ではありません。また、インターフェースのコン
ポーネントを事前に一時停止し、コンポーネントのコンパイル中に進行中のトラ
ンザクションがないことを確認する必要があります。そうしないと、失敗する場
合があります。

v Java コードでのルックアップは、データベースへの接続を確立して照会を実行す
るよりも速く実行できますが、これは、Java 制御構造が繰り返すべき関連がいく
つあるかによって異なります。

v データベース接続を使用するインターフェースを別の環境へ移行することは、
Java コードだけに依存するインターフェースを移行する場合に比べて、あまり便
利ではありません。これは、接続を確立するマップまたはコラボレーションの移
行だけでなく、新しい環境に含まれる各表の再作成も忘れずに行う必要があるた
めです。

情報の永続化
ビジネス・インテグレーション・システムのオペレーションに関する情報を、デー
タベースに保管して永続的なものにし、問題解決や履歴分析のために参照できるよ
うにしたいと考える顧客もいます。

この要件を満たすには、以下の手順を実行します。

1. 目的のデータを保管するのに必要なだけの列を持つデータベース表を作成しま
す。

2. 167ページの『データベース接続プールとデータベース接続の作成』の説明に従
って、System Manager 内にデータベース接続プールとデータベース接続を作成
します。

3. コラボレーション・テンプレートで、データベースへの接続を取得し、目的のデ
ータを適切な列へ挿入する SQL 照会を実行するロジックを設計します。

通常、こうした要件には、コラボレーションが処理中のビジネス・オブジェクトに
含まれる情報 (処理中のエンティティーの基本キーなど) またはシステム自体に関す
る情報 (ビジネス・オブジェクト要求の正常な処理など) の永続化が含まれます。ビ
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ジネス・オブジェクト・プローブ機能を使用して、基本キー値などのビジネス・オ
ブジェクト・データを永続化することができます。詳細については、「コラボレー
ション開発ガイド」を参照してください。

データベース接続プールを使用しない状況
アプリケーションのデータベースへ直接接続する場合は、データベース接続プール
を使用すべきではありません。アプリケーション・データベースと対話するには、
アダプターのみを使用してください。アダプターは、アプリケーションのプログラ
ミング・インターフェースが提供するビジネス・ロジックを使用するので、データ
ベース接続は、アプリケーションをサポートしていないデータベースに対してのみ
確立されます。例えば、SQL UPDATE ステートメントを実行するためにアプリケ
ーション・データベースへ直接接続すると、API が更新操作に応じて実行するはず
の関連ロジックを妨げてしまいます。これにより、アプリケーションとビジネス・
プロセスの整合性が失われます。

アプリケーションから情報を検索する必要があるが、アプリケーションへのビジネ
ス・オブジェクト要求の送信と応答の受信のパフォーマンスに影響を与えるのでア
ダプターは使用したくないという場合は、いくつかの代案があります。

v 操作で処理する必要のあるフィールドに対する属性だけを持つカスタム・ビジネ
ス・オブジェクトを設計できます。例えば、特定のビジネス・プロセスに含まれ
るアプリケーション・エンティティー用に設計された大規模なアプリケーション
固有のビジネス・オブジェクトがあるとします。そのエンティティーに関する情
報のうち小規模なサブセットのみを別のビジネス・プロセスの一部として取り出
す必要がある場合は、その少数のフィールドのためにビジネス・オブジェクト全
体を取り出すことによるパフォーマンスへの影響が気にかかるでしょう。この影
響を最小にするために、アプリケーション固有のビジネス・オブジェクトのコピ
ーを作成し、その構造体を、必要なフィールドだけに縮小することができます。
そうすれば、処理する必要があるのは少量の情報だけになります。

これは、各要求が、その要求時に最新の情報を検索するので、頻繁に変化するア
プリケーション・データベース内の情報検索に最適な方法です。

v InterChange Server Express データベースのホストであるサーバーで、アプリケー
ション情報を複製することができます。データベース・ベンダーが提供するユー
ティリティーを使用し、表の構造とデータをファイルへスクリプト化して、アプ
リケーション自体が使用している以外のデータベースで表およびそのデータを複
製することができます。

この方法は、参照表など、フラットで静的な少量の情報を検索する場合に最も有
用です。しかし、複数の表に渡る大規模なエンティティーでは、照会の作成と維
持が難しくなるため、この方法は使用しないでください。一方、ビジネス・オブ
ジェクトを使用したエンティティーの表示は、開発と維持が容易です。また、新
規レコードが頻繁に追加される動的な表では、複製された表を手動で頻繁に更新
しなければならず、それを怠るとインターフェースの情報が古くなってしまうた
め、この方法は適していません。

166 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



データベース接続プールとデータベース接続の作成
データベース接続プールは、予約された多数のデータベース接続によって構成され
ています。予約されたデータベース接続を利用できるのは、そのプールを使用する
ように設計されたコラボレーション・プロセスとマップ・プロセスのみです。

データベース接続プールを作成するには、データベース接続を確立するのに必要な
値を事前に定義します。統合システムが、このデータベース接続情報を保管し、実
行時に使用して、ユーザーが割り当てたコラボレーションとマッピング・プロセス
に対して、より迅速に接続を確立します。

定義するデータベース接続値の構成は、1 つ以上のプールによって使用されること
ができます。各プールに対して接続の数を指定します。これらの接続は割り当てら
れて使用された後、プールに返されます。

注: プールを作成する前に、System Manager 内のデータベース接続プールを使用す
る InterChange Server Express インスタンスに接続することをお勧めします。こ
うすると、接続を検証することができます。

データベース・プールを作成するには、以下の手順を実行します。

1. System Manager の統合コンポーネント・ライブラリーで「データベース接続プ
ール」フォルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニュー
から「新規データベース接続の作成」を選択します。

「データベース接続」ダイアログが表示されます。

注: このダイアログの名前から判断すると、この時点でデータベース接続を作
成しているように思われますが、実際には、データベース接続プールを作
成しています。後続のステップで、このプール内でデータベース接続を定
義します。

2. 「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから、データベー
ス・ベンダーに応じて適切な値を選択します (DB2 (Type 2)、MQ SQL Server

(Type 4) または DB2 iSeries (Type 2))。

3. 「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから 「MQ SQL

Server(Type 4)」 を選択した場合は、データベース・サーバーが常駐するコン
ピューターの名前を「ホスト名」フィールドに入力する必要があります。

「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから「DB2 iSeries

(Type 2)」を選択した場合は、データベースが常駐する OS/400 システム・ホ
スト名を「ホスト名」フィールドに入力する必要があります。

4. 「データベース」フィールドに、データベースの名前を入力します。

「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから「DB2 iSeries

(Type 2)」を選択した場合は、フィールド名に「データベース」に代わって
「スキーマ」が表示されます。この接続のデータベース・スキーマ名 (つま
り、集合名) を指定します。
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5. 「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから、「MQ SQL

Server (Type 4)」 を選択した場合は、クライアントがデータベース・サーバ
ーと通信するポート番号を「ポート番号」フィールドに入力する必要がありま
す。

6. プールを使用する InterChange Server Express インスタンスに接続している場
合、「接続サーバー」ドロップダウン・メニューからインスタンスを選択しま
す。

7. 「DBConnection 名」フィールドにプールの名前を入力します。マップまたは
コラボレーション・テンプレートで接続を確立するための Java コードを記述す
る際に、このデータベース接続プール名を指定します。

8. 「ログイン」フィールドに、InterChange Server Express が指定のデータベース
へのログインに使用するユーザー名を入力します。

「データベース・ドライバー」ドロップダウン・メニューから「DB2 iSeries

(Type 2)」を選択した場合は、このフィールドは OS/400 マシン上の有効なユ
ーザー・プロファイルで、プロファイルにはデータベースおよびデータベー
ス・オブジェクトの適切な権限も必要です。さらに、「ログイン」および対応
する「パスワード」フィールドがブランクの場合、データベース・アクセスに
は InterChange Server ジョブのユーザー・プロファイル (デフォルトでは
QWBISVR43) が使用されます。

9. そのユーザー名のパスワードを入力します。

10. プール内で作成する個々のデータベース接続オブジェクトすべてに対してこの
プールが確立する接続の最大数を「最大接続数」フィールドに入力するか、
「無制限」チェック・ボックスをオンにして、データベース・サーバー構成と
ライセンスが許可する限りの接続を確立させます。

警告: このフィールドを処理する際は注意してください。これは単一行のテキ
スト・フィールドではありませんが、単一行の値を指定する場合に、誤
って Enter キーを押す可能性があります。その場合、入力した値は表示
されなくなるため、おそらく値を再入力することになります。そうする
と、データベース接続プールの作成を完了しようとしたときに、このフ
ィールドに有効な値を入力する必要があるというエラーが表示されま
す。このフィールドでは、Enter キーを押さないでください。

169ページの図 34 に、「新規データベース接続の作成」ウィザードを示しま
す。
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11. プール内で新規データベース接続オブジェクトを作成するには、ウィザードの
下部にある 「新規接続プール」表内の行を右マウス・ボタンでクリックして、
コンテキスト・メニューから「新規接続プール」を選択します。

注: このインターフェースから判断すると、この時点でもデータベース接続プ
ールを作成しているように思われますが、実際には、前の手順で作成した
プール内でデータベース接続オブジェクトを作成しています。

「接続プール」ダイアログが表示されます。

12. 「名前」フィールドにデータベース接続オブジェクトの名前を入力します。

13. 「最小接続数」フィールドに、データベース接続オブジェクトが確立する接続
の最小数を入力します。作成する全プールの最小数の合計が、データベース接
続プール・オブジェクト自体に対して指定した最大数を超えることはできませ
ん。System Manager は、プールの接続の最大数が超過するような接続オブジェ
クトの追加や既存の接続オブジェクトの変更は許可しません。 170ページの図
35 に、「接続プール」ダイアログを示します。

図 34. 「新規データベース接続の作成」ウィザード
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14. 「完了」をクリックします。

System Manager がデータベース接続プール・オブジェクトを保管し、統合コン
ポーネント・ライブラリーの「データベース接続プール」フォルダーの下にア
イコンが表示されます。

15. ここでウィザードを使用して別のデータベース接続プールを作成するか、「キ
ャンセル」をクリックしてウィザードを閉じます。

データベース接続プールの検証
データベース接続プールの作成後、それを検証して、マップおよびコラボレーショ
ンが実行時に使用できることを確認する必要があります。

データベース接続プールを検証するには、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express インスタンスを開始します。

2. System Manager を InterChange Server Express インスタンスに接続します。

3. 以下のいずれかを実行します。

v 統合コンポーネント・ライブラリーでデータベース接続プール・オブジェク
ト、またはユーザー・プロジェクトでそのショートカットを右マウス・ボタン
でクリックし、コンテキスト・メニューから「接続を検証」を選択し、サブメ
ニューから InterChange Server Express インスタンス名を選択します。

v InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、サーバー・リポジト
リー内のデータベース接続プール・オブジェクトを右マウス・ボタンでクリッ
クし、コンテキスト・メニューから「接続を検証」を選択します。

4. データベース接続プールが妥当である場合は、System Manager によって、検証
が成功したことを示すプロンプトが出されます。

System Manager によって、検証が成功しなかったというエラーが表示された場
合は、データベースの可用性、指定したユーザー・アカウントの特権、および構
成情報の正確性を検査して問題を解決します。

データベース接続プールの変更
データベース接続プールとデータベース接続オブジェクトの両方で、いくつかのプ
ロパティーを変更できます。

データベース接続プールを変更するには、次のいずれかを実行します。

図 35. 「接続プール」ダイアログ
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v 統合コンポーネント・ライブラリーでデータベース接続プール・コンポーネント
を右マウス・ボタンでクリックするか、ユーザー・プロジェクトでショートカッ
トを右マウス・ボタンでクリックして、コンテキスト・メニューから「プロパテ
ィー」を選択します。

v 統合コンポーネント・ライブラリーでデータベース接続プール・コンポーネント
を選択するか、ユーザー・プロジェクトでショートカットを選択して、次のいず
れかを実行します。

– メニュー・バーから「コンポーネント」>「プロパティー」を選択します。

– Alt+Enter を押します。

次のセクションでは、データベース接続プールとデータベース接続オブジェクトで
変更できるプロパティーを示します。

v 『ログイン情報の変更』

v 『接続数の変更』

ログイン情報の変更
古いアカウントを使用してセキュリティーが侵犯されるのを防ぐため、多くの企業
が、定期的にパスワードを変更する習慣を持っています。サイトの場合は、データ
ベース接続プールに関するログイン情報の変更がこれにあたります。

データベース・リソースへのアクセスに使用するログイン名を変更するには、「デ
ータベース接続」画面の「ログイン」フィールドに新しい値を入力する必要があり
ます。

指定したログインのパスワードを変更するには、「データベース接続」画面で「変
更」をクリックし、「パスワードの変更」プロンプトで以下の手順を実行します。

1. 「旧パスワード」フィールドに現在のパスワードを入力します。

2. 「新パスワード」フィールドに新規パスワードを入力します。

3. 「確認パスワード」フィールドに再度新規パスワードを入力します。

接続数の変更
データベース接続プールの接続の最大数とデータベース接続オブジェクトの接続の
最小数を変更できます。データベース接続プールで定義された全データベース接続
オブジェクトの最小接続数の合計が、そのプール自体に指定された接続の最大数を
超えることはできません。

データベース接続プールの最大接続数の変更
データベース接続プールの最大接続数を変更するには、以下の手順を実行します。

1. 170ページの『データベース接続プールの変更』の説明に従って、編集するデー
タベース接続プールのプロパティーにアクセスします。

2. プール内の接続オブジェクトの合計数から算出される接続の最大数を変更するに
は、次のいずれかを実行します。

v 「最大接続数」フィールドに、プールが確立すべき接続の最大数を入力しま
す。

v 「無制限」チェック・ボックスをオンにして、データベース・サーバー構成と
ライセンスが許可する限りの接続を確立させます。
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3. 「OK」をクリックします。

データベース接続オブジェクトの最小接続数の変更
接続オブジェクトの最小接続数を変更するには、以下の手順を実行します。

1. 170ページの『データベース接続プールの変更』の説明に従って、編集するデー
タベース接続プールのプロパティーにアクセスします。

2. 「新規接続プール」ペインで、最小接続数を変更する接続オブジェクトを右マウ
ス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。

3. 「最小接続数」フィールドに新しい値を入力します。

4. 「OK」をクリックします。

データベース接続オブジェクトの削除
データベース接続オブジェクトを削除するには、以下の手順を実行します。

1. 170ページの『データベース接続プールの変更』の説明に従って、データベース
接続プールのプロパティーにアクセスします。

2. 「新規接続プール」ペインで、削除する接続オブジェクトを右マウス・ボタンで
クリックし、コンテキスト・メニューから「削除」を選択します。

3. 「OK」をクリックします。

コラボレーションおよびマップでのデータベース接続プールの使用
マップおよびコラボレーション・テンプレートでデータベース接続プールを使用す
るには、BaseCollaboration クラスの getDBConnection() メソッドを使用します。

CwDBConnection getDBConnection(String ConnectionPoolName);

ストリング ConnectionPoolName は、System Manager で作成したプール名またはこ
れから作成するプール名に完全に一致する必要があります。名前が完全に一致しな
い場合、あるいはコラボレーション・テンプレートまたはマップで接続プール名を
設定しても System Manager でデータベース接続プールを作成しない場合、そのコ
ラボレーション・オブジェクトまたはマップは失敗します。

コラボレーションでは、テンプレートからコラボレーション・オブジェクトを作成
する前でも作成した後でも、テンプレートでプール名を設定できます。新規接続プ
ールの名前に一致する新規コラボレーション・オブジェクトを再構成する必要はあ
りません。

データベース接続プールを使用するためのコラボレーション・テンプレート開発の
詳細については、「コラボレーション開発ガイド」を参照してください。

データベース接続プールを使用するためのマップ開発の詳細については、「マップ
開発ガイド」を参照してください。
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トランザクション・ブラケットの構成
暗黙的なデータベース・トランザクション・モード (接続が確立されるとただちに
トランザクションが開始され、プロセスが終了するとトランザクションが終了) ま
たは明示的なデータベース・トランザクション・モード (トランザクションの開始
と終了は、ユーザーがプログラムで設定) のいずれかでデータベース接続プールを
使用するために、コラボレーションまたはマップを構成できます。

コラボレーション・オブジェクト用のトランザクション・ブラケットを構成するに
は、 191ページの『暗黙的なデータベース・トランザクション』を参照してくださ
い。

マップ用のトランザクション・ブラケットを構成するには、「マップ開発ガイド」
を参照してください。
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第 9 章 コラボレーション・オブジェクトの構成

この章では、コラボレーション・オブジェクトの構成について説明します。この章
は次のセクションから構成されます。

v 『コラボレーション・オブジェクトとそのグループ』

v 176ページの『コラボレーション・オブジェクトの作成』

v 179ページの『コラボレーション・オブジェクトの変更』

この章では、コラボレーション・オブジェクトの構成作業を重点的に説明します
が、コラボレーション・テンプレートの設計と作成を行う開発作業についても一部
言及します。コラボレーション・テンプレートの設計と作成 (この製品の
WebSphere Business Integration Server Express Plus バージョンを必要とする作業)、
および Process Designer Express の使用については、「コラボレーション開発ガイ
ド」を参照してください。

コラボレーション・オブジェクトとそのグループ
コラボレーション・オブジェクトはコラボレーション・テンプレートのインスタン
スです。コラボレーションを構成するには、以下の手順に従います。

1. コラボレーション・テンプレートから新規コラボレーション・オブジェクトを作
成します。詳細については、 176ページの『コラボレーション・オブジェクトの
作成』を参照してください。

2. 内部的に (1 つのコネクターまたは別のコラボレーションへ) または外部的に
(e-business Web アプリケーション・サーブレットなどのコラボレーションを呼
び出す 1 つの外部プロセスへ) コラボレーション・オブジェクトのポートをバ
インドします。詳細については、 182ページの『コラボレーション・オブジェク
ト・ポートのバインディング』を参照してください。

3. コラボレーション・オブジェクトの一般プロパティーを構成します。詳細につい
ては、 185ページの『コラボレーション・オブジェクトの一般プロパティーの構
成』を参照してください。

4. コラボレーション・オブジェクトのコラボレーション固有のプロパティーを構成
します。詳細については、 192ページの『コラボレーション固有のプロパティー
の構成』を参照してください。

内部バインドを作成するとき、コラボレーション・ポートによって予期されるビジ
ネス・オブジェクトをサポートするコネクターまたはコラボレーションにのみバイ
ンドできます。これによってバインドされたコンポーネント間での通信が可能とな
り、コラボレーションは、コラボレーション・ビジネス・オブジェクトを送受信で
きるだけでなく、要求への応答も受信できるようになります。ポートをすべてバイ
ンドするまで、コラボレーションは実行されません。

1 つのコラボレーション・テンプレートから複数のコラボレーション・オブジェク
トを作成できます。例えば、同じテンプレートから作成された 2 つのコラボレーシ
ョンによって、サイトにある 2 セットのアプリケーション上で同じロジックを実装
できます。
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コラボレーション・オブジェクト・グループ
コラボレーション・オブジェクト・グループは、それぞれが相互にバインドされた
2 つ以上のコラボレーション・オブジェクトのセットです。

別のコラボレーション・オブジェクトからの着信ビジネス・オブジェクトの受信や
別のコラボレーション・オブジェクトへの発信ビジネス・オブジェクトの送信がで
きるようコラボレーション・オブジェクトのポートを構成するときに、これらのコ
ラボレーション・オブジェクトの組み合わせがコラボレーション・オブジェクト・
グループとなります。任意の数のコラボレーション・オブジェクトを 1 つのグルー
プにバインドできます。

あるコラボレーション・オブジェクト・グループのメンバーであるコラボレーショ
ン・オブジェクトの振る舞いは、グループのメンバーでないコラボレーション・オ
ブジェクトの振る舞いとは異なります。1 つのグループのメンバーであるコラボレ
ーション・オブジェクトに start、pause、または stop などのコマンドを適用する
と、コマンドはグループのすべてのメンバーに対して有効となります。

グループの 1 つのメンバーをトランザクションとして実行するには、コラボレーシ
ョン・オブジェクト・グループのすべてのメンバーが同じトランザクション・レベ
ルをサポートしている必要があります。トランザクション・レベルが「なし」のコ
ラボレーション・オブジェクトをトランザクション・レベルが「最大限の努力」の
コラボレーション・オブジェクトにバインドする場合には、両方のコラボレーショ
ン・オブジェクトともレベル「なし」で実行します。

コラボレーション・オブジェクトの作成
このセクションでは、System Manager ウィザードを使用して新規コラボレーショ
ン・オブジェクトを作成する方法について説明します。ここでは、ウィザードの一
般的な流れを説明します。また、個々のコラボレーション・オブジェクト構成につ
いては、この章内の他のセクションを参照先として示します。ウィザードを使用し
てコラボレーション・オブジェクトを作成するには、以下の手順を実行します。

1. System Manager で、統合コンポーネント・ライブラリーの「コラボレーショ
ン・オブジェクト」フォルダーを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「新規コラボレーション・オブジェクトの作成」を選択しま
す。

「新規コラボレーションの作成」ウィザードが表示され、インストールされてい
るテンプレートが「テンプレート名」列に示され、(有効な場合は)「説明」列に
説明が示されます。このダイアログは、コラボレーション・オブジェクトを最初
に作成して構成する手順を段階的に説明するウィザードの最初の画面です。構成
値は後から変更できます。

2. テンプレートのリストから、オブジェクトの基になるコラボレーション・テンプ
レートを選択します。選択した名前が、リストの下にある「選択したコラボレー
ション・テンプレート」フィールドに表示されます。

「検索」フィールドにテキストを入力して、その文字から始まる名前をもつコラ
ボレーション・テンプレートをダイアログに表示させることもできます。該当す
る名前がいくつかある場合は、上矢印と下矢印を使用して、その文字パターンを
共有するテンプレート名を見ていきます。
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3. 「コラボレーション・オブジェクト名」フィールドにコラボレーション・オブジ
ェクトの名前を入力します。

注: コラボレーション・オブジェクトには、その派生元であるコラボレーショ
ン・テンプレートの名前とは異なる名前を付けてください。すなわち、コラ
ボレーション・テンプレートの名前が、SalesOrderProcessing である場合、
コラボレーション・オブジェクトの名前を単純に SalesOrderProcessing にす
ることはできません。両者の名前が完全に同じ場合に、-e (Entity) オプショ
ンを指定した repos_copy を使用しても、repos_copy がコラボレーション・
オブジェクトより先にコラボレーション・テンプレートを検索するため、コ
ラボレーション・オブジェクトにアクセスできなくなります。コラボレーシ
ョン・オブジェクトの一般的な命名方法は、構文の
CollabTemplateName_SourceAppName_to_DestAppName のように、コラボレー
ション・オブジェクトが統合する統合元と統合先のアプリケーションの名前
とともにテンプレート名を含める方法です。

名前の長さは、80 文字以下にします。

4. 「次へ」をクリックして、ウィザードの「ポートをバインド」画面に進みます。

「ポートをバインド」画面には、コラボレーション・テンプレートで定義されて
いるポート、各ポートによってサポートされているビジネス・オブジェクト定
義、ポートがバインドされている可能性のあるコンポーネントのタイプ、および
各ポートをバインドできる指定されたタイプの特定コンポーネントが表示されま
す。

「タイプ」列で選択するオプションに応じて、「バインド先」列に、「ビジネ
ス・オブジェクト定義」フィールド内のビジネス・オブジェクト・タイプをサポ
ートするコネクターまたはコラボレーションが表示されます。表示されているポ
ートごとに、「タイプ」列から、「コラボレーション」、「コネクター」、また
は「Web サービス」を選択してから、「バインド先」列で、目的のコンポーネン
トを選択します。

外部のプログラマチック・エンティティー (サーブレットなど) からビジネス・
オブジェクト要求を受信できるようにポートを構成するには、 184ページの『外
部ポート・バインディングの構成』の指示に従う必要があります。

ウィザードのこの画面では、一部またはすべてのポートをバインドしても、ポー
トをまったくバインドしなくてもかまいません。この時点ですべてのポートをバ
インドしない場合は、ウィザードの終了後、いつでもポートのバインディングを
変更できます。したがって、ポートにバインドする必要がある特定のコンポーネ
ントが必要なビジネス・オブジェクト定義をサポートしていない場合は、コラボ
レーション・オブジェクト・ウィザードを終了し、必要なコンポーネントにビジ
ネス・オブジェクト定義のサポートを追加してから、コラボレーション・オブジ
ェクトを再構成することができます。

ポートのバインディングの詳細およびポートのバインディングの変更方法につい
ては、 182ページの『コラボレーション・オブジェクト・ポートのバインディン
グ』を参照してください。

5. 「次へ」をクリックして、ウィザードの「コラボレーションの一般プロパティ
ー」画面に進みます。この画面では、WebSphere Business Integration Server

第 9 章 コラボレーション・オブジェクトの構成 177



Express Business Integration システムで定義されたすべてのコラボレーション・
テンプレートに属するプロパティーを構成できます。図 36 に、「コラボレーシ
ョンの一般プロパティー」画面を示します。

各プロパティーを目的の値に設定します。

コラボレーションの一般プロパティーの詳細および既存のコラボレーション・オ
ブジェクトの一般プロパティーの変更方法については、 185ページの『コラボレ
ーション・オブジェクトの一般プロパティーの構成』を参照してください。

6. 「次へ」をクリックして、ウィザードの「プロパティー」画面に進みます。この
画面では、特定のコラボレーション・テンプレートに固有のプロパティーを構成
できます。

図 36. コラボレーション・オブジェクトの一般プロパティーの構成
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各プロパティーの値を入力するか、デフォルト値を受け入れます。各プロパティ
ーについては、特定のコラボレーション・テンプレートの資料を参照してくださ
い。

「完了」をクリックして、コラボレーション・オブジェクト作成のウィザードを
終了します。新規コラボレーション・オブジェクトが「グラフィック表示」タブ
に表示されます。コラボレーション・オブジェクトのグラフィック表示およびツ
リー表示については、 180ページの『コラボレーション・オブジェクトの表示』
を参照してください。

コラボレーション・オブジェクトの変更
このセクションでは、コラボレーション・オブジェクトの変更方法について説明し
ます。コラボレーション・オブジェクトのポート・バインディングまたはプロパテ
ィーを変更する理由としては、次のことが考えられます。

v 176ページの『コラボレーション・オブジェクトの作成』の説明に従い、ウィザ
ードを使用してコラボレーション・オブジェクトを作成しましたが、外部のプロ
グラマチック・エンティティーにポートをバインドする必要に気が付きました。
その操作は、ウィザードを使用して行うことはできません。

v 176ページの『コラボレーション・オブジェクトの作成』の説明に従い、ウィザ
ードを使用してコラボレーション・オブジェクトを作成したが、必要なコンポー
ネントが、ポートに関連したビジネス・オブジェクト定義をサポートしていない
ため。この場合は、コンポーネント定義を変更する必要があります。

図 37. コラボレーション・テンプレート固有のプロパティーの構成
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v 別の統合コンポーネント・ライブラリーまたは InterChange Server Express からコ
ラボレーション・オブジェクト定義をインポートしたため。この場合は、環境固
有の変更を行う必要があります。

v 実稼働環境で正常に稼働しているが、エラーが発生した場合に E メール通知を送
信するための E メール別名など、管理上の変更を必要とするため。この場合は、
コラボレーション・オブジェクトを変更する必要があります。

コラボレーション・オブジェクトを変更するには、System Manager の「統合コンポ
ーネント・ライブラリー」フォルダーまたは「ユーザー・プロジェクト」フォルダ
ーで、「コラボレーション・オブジェクト」フォルダー内のコラボレーション・オ
ブジェクトをダブルクリックします。

コラボレーション・オブジェクトの表示
コラボレーション・オブジェクトには、グラフィック表示とツリー表示の 2 つの表
示の方法があります。次のセクションでは、これらの表示およびそれぞれの利点に
ついて説明します。

コラボレーション・オブジェクトのグラフィック表示
コラボレーション・オブジェクトのグラフィック表示は、新規コラボレーション・
オブジェクトの作成後にデフォルトで示される表示です。 181ページの図 38 に示さ
れているように、グラフィック表示では、コラボレーション・オブジェクトを示す
アイコンが中央に表示され、コラボレーション内の各ポートを示すアイコンがその
外側に放射状に示されます。この表示は、ビジネス・プロセスの「フロー」を示す
のに便利です。ビュー・ペインで各ポートをドラッグ・アンド・ドロップして、コ
ラボレーション通信の方向を示す場所にそれらを置くことができます。例えば、ト
リガー・ビジネス・オブジェクトを受信するポートをペインの左側に置き、宛先ア
プリケーションへビジネス・オブジェクトを送信するポートをペインの右側に置く
ことができます。

注: システムが自動的に、トリガー・ビジネス・オブジェクトを受信するポートを
一方に、宛先アプリケーションへビジネス・オブジェクトを送信するポートを
他方に表示することはできません。ポートの名前と機能を決定するのはコラボ
レーション・テンプレートの開発者であり、開発者が考えている特定のポート
が果たす役割をシステムが認識する方法はありません。コラボレーション・テ
ンプレートの資料を読み、テンプレートに基づいて、ツールの使用法に最も適
した方法で、コラボレーション・オブジェクトのグラフィック表示内の各ポー
トの位置を変更してください。
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コラボレーション・オブジェクトのツリー表示
「ツリー表示」タブをクリックすると、グラフィック表示からコラボレーション・
オブジェクトのツリー表示へ切り替えることができます。 182ページの図 39 に示さ
れているように、ツリー表示では、コラボレーション・オブジェクトを示すアイコ
ンが階層ツリーの一番上に表示され、各ポートを示すアイコンがその下に分岐して
示されます。この表示ではビジネス・プロセスの「フロー」はあまりわかりません
が、各ポートおよびそれらにバインドされたコンポーネントが整然と表示されるの
で、再構成する必要がある特定のポートを容易に見つけることができます。多数の
ポートを持つテンプレートを基にしたコラボレーション・オブジェクトの場合、グ
ラフィック表示では非常に複雑な表示になるため、この表示が特に役立ちます。コ
ラボレーション・オブジェクトのツリー表示でアイコンの位置を変更することはで
きません。

図 38. コラボレーション・オブジェクトのグラフィック表示
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コラボレーション・オブジェクト・ポートのバインディング
コラボレーション・ポートは、コラボレーションがビジネス・オブジェクトを送受
信するインターフェースです。ポートによってサポートされるビジネス・オブジェ
クトのタイプを交換するには、コラボレーション・オブジェクト・ポートをさまざ
まなコンポーネントにバインドして構成します。

コラボレーション・オブジェクト・ポートのバインディングは、 176ページの『コ
ラボレーション・オブジェクトの作成』の説明に従いウィザードを使用して最初に
コラボレーション・オブジェクトを作成する際に、実行できます。また、コラボレ
ーション・オブジェクトの作成後にポートのバインディングを編集することもでき
ます。グラフィック表示でポート・バインディングを編集するには、ポートのアイ
コンをダブルクリックするか、ポートのアイコンを右マウス・ボタンでクリックし
てコンテキスト・メニューから「ポートをバインド」を選択します。ツリー表示で
ポート・バインディングを編集するには、ポートのアイコンを右マウス・ボタンで
クリックしてコンテキスト・メニューから「ポートをバインド」を選択します。

コネクターや他のコラボレーション・オブジェクトのポートなど、内部コンポーネ
ントへコラボレーション・ポートをバインドするには、「タイプ」ペイン内の「内
部」というラベルのラジオ・ボタンをオンにしたまま、 183ページの『内部ポー
ト・バインディングの構成』を参照してください。

ウェブ・サーブレットなどの外部プログラマチック・エンティティーにコラボレー
ション・ポートをバインドするには、「タイプ」ペイン内の「外部」というラベル
のラジオ・ボタンをオンにして、 184ページの『外部ポート・バインディングの構
成』を参照してください。

図 39. コラボレーション・オブジェクトのツリー表示
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内部ポート・バインディングの構成
コネクターまたは別のコラボレーション・オブジェクトのポートへコラボレーショ
ン・ポートをバインドするには、以下の手順を実行します。

1. ポート構成ダイアログの「タイプ」ペインにある「内部」というラベルのラジ
オ・ボタンをオンにします。

2. 「バインド先」ペインで適切なコンポーネント・タイプ (「コネクター」または
「コラボレーション」) を選択します。

3. リストから特定のコンポーネントを選択します。

4. 「OK」をクリックします。

図 40 に、内部バインディング・タイプのポート構成ダイアログを示します。

「ビジネス・オブジェクト定義」フィールドに表示されているビジネス・オブジェ
クト定義タイプをサポートするコンポーネントのみがダイアログにリストされま
す。予期したコンポーネントが表示されない場合は、それが指定のタイプではない
か (その場合は、「バインド先」ラジオ・ボタンを変更する必要があります)、ある
いはコンポーネントがビジネス・オブジェクト定義をサポートしていません。「バ
インド先」ラジオ・ボタンが適切なコンポーネント・タイプに設定されているにも
関わらず、予期したコンポーネントが表示されない場合は、そのコンポーネントの
定義を変更してビジネス・オブジェクト定義に対するサポートを追加し、その後、
ポート構成ダイアログを起動します。

コラボレーション・オブジェクトを始動するには、すべてのポートをバインドする
必要があるため、ポートのバインドが完了するまでコラボレーション・オブジェク
トを実行することはできません。

図 40. 内部コラボレーション・オブジェクト・ポートの構成
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コラボレーション・テンプレートの中には、ビジネス・ロジックのオプション・コ
ースをサポートするポートが定義されているものもあります。例えば、多くのコラ
ボレーション・テンプレートは、操作が成功したことを確認するために、宛先アプ
リケーションで作成されたばかりのエンティティーを検索できるように設計されて
います。多くの場合、この種の振る舞いはオプションであり、そのコラボレーショ
ンのコラボレーション固有プロパティーで構成できます。コラボレーションを始動
するには、前述の説明に従って、コラボレーション・オブジェクトのポートをすべ
てコンポーネントにバインドする必要があります。したがって、オプションの振る
舞いを利用するつもりがない場合でも、それをサポートするためのポートを構成す
る必要があります。その場合は、未使用のコンポーネント (PortConnector など) に
ビジネス・オブジェクト定義のみに対するサポートを追加し、オプションの機能を
使用しないようにコラボレーション・プロパティーを構成します。

外部ポート・バインディングの構成
コネクターまたは別のコラボレーション・オブジェクトのポートへコラボレーショ
ン・ポートをバインドするには、以下の手順を実行します。

1. ポート構成ダイアログの「タイプ」ペインにある「外部」というラベルのラジ
オ・ボタンをオンにします。

2. ビジネス・オブジェクト要求をポートで受信する場合は「構成」ペインで「入
力」ラジオ・ボタンを選択し、ビジネス・オブジェクト応答をポート外へ送信す
る場合は「出力」ラジオ・ボタンを選択します。

3. 次のいずれかを実行して、目的のコンポーネントをポートと関連付けます。

v ビジネス・オブジェクト要求をポートで受信するのかビジネス・オブジェクト
応答をポート外へ送信するのかに応じて、統合コンポーネント・ライブラリ
ー・フォルダーから「Incoming Maps」または「Outgoing Maps」列のある
ペインへビジネス・オブジェクト定義をドラッグ・アンド・ドロップします。

「ビジネス・オブジェクト・タイプ」ダイアログが表示されたら、ドラッグ・
アンド・ドロップしたビジネス・オブジェクトが、それを変換するマップ内で
ソース・オブジェクトであるか宛先オブジェクトであるかに応じて、「ソー
ス・ビジネス・オブジェクト」または「宛先ビジネス・オブジェクト」ラジ
オ・ボタンを選択します。

v ビジネス・オブジェクト要求をポートで受信するのかビジネス・オブジェクト
応答をポート外へ送信するのかに応じて、ポートによってサポートされるビジ
ネス・オブジェクトのタイプを変換するマップ定義を、統合コンポーネント・
ライブラリー・フォルダーから「Incoming Maps」または「Outgoing
Maps」列のあるペインへドラッグ・アンド・ドロップします。

4. 「OK」をクリックします。

185ページの図 41 に、外部バインディング・タイプのポート構成ダイアログを示し
ます。
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外部プログラマチック・エンティティーとの統合を実装する方法の詳細について
は、「アクセス開発ガイド」を参照してください。

コラボレーション・オブジェクトの一般プロパティーの構成
コラボレーションの一般プロパティーは、オブジェクトの基になるテンプレートを
開発者がどう設計したかにかかわりなく、すべてのコラボレーション・オブジェク
トに属すプロパティーです。これは、システム全体でのコラボレーション・オブジ
ェクトの振る舞いに影響します。

コラボレーション・オブジェクトの一般プロパティーを変更するには、以下の手順
を実行します。

1. 次のいずれかを実行して、コラボレーション・オブジェクトの「プロパティー」
ダイアログにアクセスします。

v 統合コンポーネント・ライブラリーでコラボレーション・オブジェクトを右マ
ウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「プロパティー」を
選択します。デフォルトでは、ダイアログに「コラボレーションの一般プロパ
ティー」タブが表示されます。

v グラフィック表示でコラボレーション・オブジェクト・アイコンをダブルクリ
ックします。デフォルトでは、ダイアログに「コラボレーションの一般プロパ
ティー」タブが表示されます。

v グラフィック表示またはツリー表示でコラボレーション・オブジェクト・アイ
コンを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「プロパ
ティー」を選択します。デフォルトでは、ダイアログに「コラボレーションの
一般プロパティー」タブが表示されます。

図 41. 外部コラボレーション・オブジェクト・ポートの構成
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2. プロパティーを目的の値に設定します。各プロパティーおよびそれらで使用でき
る値については、表 13 およびそれ以降のセクションを参照してください。

3. 「OK」をクリックします。

表 13. コラボレーション・オブジェクトの一般プロパティー

プロパティー名 指定可能な値

作成のテンプレート コラボレーション・オブジェクトの基になるテンプレ
ートの読み取り専用名

有効トランザクション・レベル なし、最小限の努力、最大限の努力、または緊急

最小トランザクション・レベル コラボレーション・テンプレートの設計に応じて、な
し、最小限の努力、最大限の努力、または緊急

システム・トレース・レベル 0 - トレースなし
1 - コラボレーション操作
2 - およびコラボレーション・イベント
3 - および状態トランザクション
4 - および着信/発信メッセージ
5 - およびメッセージの詳細な内容

コラボレーション・トレース・レベ
ル

0 から 5

E メール通知アドレス 任意の有効な E メール別名

クリティカル・エラーの場合は一時
停止

オンまたはオフ

並行イベントの最大数 0 から 9999

転送中状態でサービスの呼び出しを
持続

オンまたはオフ

リカバリー・モード 「常時」または 「据え置き」

暗黙的なデータベース・トランザク
ション

オンまたはオフ

最大イベント容量 1 から 2147483647 までの整数

ブロッキング・タイプ オンまたはオフ

作成のテンプレート
この読み取り専用テキスト・フィールドには、コラボレーション・オブジェクトの
基になるコラボレーション・テンプレートの名前が表示されます。

有効トランザクション・レベル
有効トランザクション・レベルは、すべてのコラボレーション・オブジェクトの最
大トランザクション・レベルの最高値と、オブジェクトにバインドされたすべての
コネクターの最大トランザクション・レベルの最低値との間の範囲です。

特定のトランザクション・レベルがサポートされていないコネクターにバインドす
る必要がある場合は、コラボレーションの有効トランザクション・レベルを下げる
ことができます。

有効トランザクション・レベルを変更するには、「有効トランザクション・レベ
ル」ドロップダウン・リストから希望の値を選択し、「OK」をクリックします。
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注: トランザクション・レベルに互換性のないオブジェクトはバインドできませ
ん。これらのオブジェクトをコラボレーションにバインドする必要がある場合
は、必要に応じてサポートされるトランザクション・レベルを調整してくださ
い。

最小トランザクション・レベル
最小トランザクション・レベルは、コラボレーション・テンプレートおよびそれを
基にするすべてのコラボレーション・オブジェクトのトランザクション・レベルの
最低値を指定します。

例えば、コラボレーション・テンプレートの開発者がテンプレートに対して「最大
限の努力」の最小トランザクション・レベルを指定した場合は、そのテンプレート
を基にしたすべてのオブジェクトが「最大限の努力」または「緊急」で稼働する必
要があります。 186ページの『有効トランザクション・レベル』に関するセクショ
ンで説明されているように、コラボレーション・オブジェクトにバインドされたす
べてのコンポーネントが有効トランザクション・レベルをサポートしている必要が
あります。最小トランザクション・レベルを使用すると、コラボレーション・テン
プレートの開発者は、テンプレートを基にしたコラボレーション・オブジェクトを
実行するインターフェース全体の最低トランザクション・レベルを指定できます。

コラボレーション・オブジェクトを構成する際、「最小トランザクション・レベ
ル」フィールドは読み取り専用です。これは、コラボレーション・テンプレートで
しか変更できません。

コラボレーション・テンプレートの変更の詳細については、「コラボレーション開
発ガイド」を参照してください。

システム・トレース・レベル
コラボレーションの実行に関する情報がサーバー出力で報告されるようにコラボレ
ーション・オブジェクトを構成することができます。そのためには、「システム・
トレース・レベル」ドロップダウン・メニューで希望の値を選択します。表 14 に、
さまざまなレベルおよびそこで報告される情報のタイプを示します。

表 14. システム・トレース・レベル

システム・トレース・レベル 報告される情報

0 - トレースなし このレベルでは情報はトレースされませ
ん。

1 - コラボレーション操作 コネクターからのビジネス・オブジェクト
の受信およびシナリオの開始をトレースし
ます。

2 - およびコラボレーション・イベント レベル 1 のメッセージと、順方向実行とロ
ールバックの両方を含めた各シナリオの開
始および完了を印刷します。

3 - および状態トランザクション レベル 1 および 2 のメッセージと、各シ
ナリオの決定ブロックまたはアクション・
ノードの実行を印刷します。

4 - および着信/発信メッセージ レベル 1 から 3 までのメッセージと、各
シナリオによる各ビジネス・オブジェクト
の送信と受信を印刷します。
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表 14. システム・トレース・レベル (続き)

システム・トレース・レベル 報告される情報

5 - およびメッセージの詳細な内容 レベル 1 から 4 までのメッセージと、処
理中のビジネス・オブジェクトの構造を各
属性の値とともに印刷します。

コラボレーション・トレース・レベル
コラボレーションの開発者は、テンプレート固有のトレースでコラボレーション・
テンプレートをコード化します。システム・トレース ( 187ページの『システム・
トレース・レベル』を参照) はコラボレーション・ランタイム全般に関するトレー
ス情報を提供しますが、コラボレーション・トレースは、特定のコラボレーション
に関する情報を示します。例えば、次のようになります。

v コラボレーションが処理しているビジネス・オブジェクト内のデータに基づいて
下される業務決定を報告するように、開発者がコラボレーションを設計するとし
ます。

v 開発者は、システム・タイプのトレースを提供できますが、コラボレーション実
行におけるある特定の時点でのみ、それを行います。例えば、システム・トレー
ス・レベル 5 を指定すると、サーバー出力にビジネス・オブジェクト・データが
すべてダンプされます。これは、問題のデバッグに非常に役立ちますが、単一の
コラボレーション実行中に何度も発生すると、目を通すのがたいへんです。コラ
ボレーションの開発者は、あるレベルのコラボレーション・トレースで、コラボ
レーション・フローで特に問題のある一時点でのみ全ビジネス・オブジェクトの
ダンプを設定することができます。そうすれば、ユーザーがサーバー出力で目に
するビジネス・オブジェクトのダンプは 1 つだけになります。

コラボレーションのトレース・レベルを設定するには、「コラボレーション・トレ
ース・レベル」ドロップダウン・メニューで 0 から 5 までの希望の値を選択しま
す。

特定のコラボレーションの異なるトレース・レベルでどのような情報が報告される
かを確認するには、そのコラボレーション・テンプレートの資料を参照してくださ
い。

コラボレーション・テンプレートを変更し、コラボレーション・トレースを実装す
る方法の詳細については、「コラボレーション開発ガイド」を参照してください。

E メール通知アドレス
特定のコラボレーション・オブジェクトに関連するエラーが発生した場合に E メー
ル通知が送信されるように、コラボレーション・オブジェクトを構成することがで
きます。インターフェース固有の管理が望ましい場合は、この機能を使用すると、
管理が容易になります。例えば、あるサイトに、InterChange Server Express 自体に
関連するエラーに責任を負う管理者、顧客アカウント同期インターフェースに特に
責任を負う管理者、オーダー処理インターフェースに特に責任を負う管理者がそれ
ぞれいるような場合です。

「E メール通知アドレス」フィールドに、エラー通知の送信先となる SMTP 準拠の
E メール・アドレスを入力してください。コンマ区切りで複数のアドレスを入力で
きます。システムで E メール通知を使用できるようにする方法の詳細については、
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125ページの『System Manager を使用して E メール通知プロパティーを構成』お
よび「システム管理ガイド」を参照してください。

「E メール通知アドレス」フィールドでの値の設定以外にも、E メール通知を送信
するタイミングについてさまざまな設定が、多数のコラボレーション・テンプレー
トに用意されています。どのくらいの設計が可能かはコラボレーション・テンプレ
ートの設計で決まるので、各コラボレーション・テンプレートの E メール通知機能
については、それぞれの資料を参照してください。

クリティカル・エラーの場合は一時停止
コラボレーションがコネクターにビジネス・オブジェクト要求を送信したときに、
コネクターによるビジネス・オブジェクト要求の処理を妨げるエラーが発生する場
合があります。例えば、次のようなエラーがあります。

v コネクターがアプリケーションにログインできない。

v コネクターとアプリケーションとの通信がタイムアウトになる。

v コネクター・エージェントが不明状態に変更された。

これらのタイプのエラーが発生すると、コラボレーションがコネクターへ要求を送
信しても、その問題のためにフローが失敗します。問題を解決するまで、送信され
たすべての要求について同じことが起こり、その結果、トランザクションのボリュ
ームが大きくエラーの継続時間が長い場合には、インターフェースで多数のフロー
が失敗することになります。

クリティカル・エラーのために要求が失敗した後はコネクターへの要求の送信を停
止するように、コラボレーション・オブジェクトを構成することができます。その
ためには、「クリティカル・エラーの場合は一時停止」チェック・ボックスをオン
にします。

クリティカル・エラー、クリティカル・エラーに対するコラボレーション・オブジ
ェクトの対応、およびこの機構の機能の詳細については、「システム管理ガイド」
を参照してください。

並行イベントの最大数
複数のイベント・トリガー・フローを並行して処理するように、コラボレーショ
ン・オブジェクトを構成することができます。それにより、インターフェースのス
ループットが向上します。これを行うには、「並行イベントの最大数」ドロップダ
ウン・メニューで 0 から 9999 までの数を指定して、コラボレーション・オブジェ
クトで並行処理するイベント数を設定します。

このコラボレーション機能の利点を完全に活用するには、同様の振る舞いをするイ
ンターフェースに関わる他のコンポーネントも構成する必要があります。詳細につ
いては、 321ページの『イベントにより起動されるフローの並行処理の実装』を参
照してください。

転送中状態でサービスの呼び出しを持続
コラボレーションが、バインドされている宛先コネクターにビジネス・オブジェク
ト要求を送信してから、それぞれのアプリケーションで要求が正常に処理されたか
どうかの応答を受け取るまでの間にエラーが発生する場合もあります。コネクター
が要求を処理できなかった場合は、エラーを解決してから要求を再び処理する必要
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があります。しかし、コネクターが要求を正常に処理し、InterChange Server Express

へ処理成功の通知を送信するプロセス中にエラーが発生した場合、InterChange

Server Express は通知を受け取りません。要求の状態に関する最終レコードには、ま
だ要求を処理する必要があると示されます。この不正確な状態レコードによって、
要求は二度処理され、データが重複することになります。

非トランザクション・コラボレーションの構成時にこの問題への方策を講じるに
は、「転送中状態でサービスの呼び出しを持続」チェック・ボックスをオンにしま
す。これにより、InterChange Server Express は、エラーが発生した場合に、宛先ア
プリケーションへ転送中のビジネス・オブジェクト要求を保持します。システムが
リカバリーしたときに要求は送信されないので、宛先アプリケーションで要求が二
度処理されるリスクが少なくなります。次に、Flow Manager を使用して要求および
宛先アプリケーションを調べ、エラーが発生する前に要求が正常に処理されたかど
うかを判別することができます。正常に処理された要求は破棄し、正常に処理され
なかった要求は再実行依頼する必要があります。

この種の転送関連の障害を処理するために、プログラマチックな方策を講じること
もできます。詳細については、「コラボレーション開発ガイド」で、サービス呼び
出しトランスポート例外の処理に関する説明を参照してください。

リカバリー・モード
前のリリースでは、致命的なエラーが発生すると、システムを再始動したときに、
状態の発生時に処理中だったすべてのフローがリカバリーされました。すべてのフ
ローが永続的な保管から読み取られ、処理が再実行依頼されました。そのようなフ
ローが多数ある場合は、メモリーへイベントを取り出すことによってシステム・メ
モリーがほぼ完全に消費され、メモリー不足に関連する別のシステム・エラーが発
生することもありました。また、InterChange Server Express がリカバリー処理を完
了するまで、各ツールを使用してシステムを効率的に管理することができませんで
した。

「リカバリー・モード」ドロップダウン・メニューを値「据え置き」に設定するこ
とにより、コラボレーション・オブジェクトのリカバリーを据え置くことができる
ようになりました。このようにして、リカバリーを据え置くようコラボレーショ
ン・オブジェクトを構成すると、致命的なシステム・エラーの発生時に進行中だっ
たフローは失敗したフローとして扱われ、システムの再始動後すぐにはリカバリー
されなくなります。管理者は、システムの再始動後に Flow Manager を使用してフ
ローを再実行依頼することができます。また、任意の管理アクションを、リカバリ
ー措置の前に実行できます。

要確認: インターフェースの中には、イベントを受信した順序で処理することが重
要なものもあります。イベントの順序がインターフェースの整合性にとっ
て重要でない場合は、失敗したフローおよび新規フローが処理される順序
にかかわりなく、据え置かれたリカバリーを実装することができます。し
かし、イベントの順序が重要な場合に、据え置かれたリカバリーを実装す
る必要があるときは、イベントの順序が確実に維持されるように、管理手
順を文書化し、それに従う必要があります。例えば、管理者は、システム
の再始動時に、失敗したフローが解決される前にコラボレーションが新規
フローを受信および処理することがないようにする必要があります。その
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ためには、当該のコラボレーションへ新規イベントを送信するソース・コ
ネクター・エージェントの始動とポーリングを管理します。

リカバリーの据え置きの必要性は、最適化されたリカバリー方法によって減少しま
した。サーバーは、進行中のトランザクションのビジネス・オブジェクト・データ
全体をメモリーへ読み取るのではなく、永続的な保管内でビジネス・オブジェクト
を見つけるために必要な情報だけを読み取ります。リカバリーの据え置きも使用で
きますが、最適化されたリカバリー方法があれば、その必要はないでしょう。

暗黙的なデータベース・トランザクション
構成中のコラボレーション・オブジェクトの基になるコラボレーション・テンプレ
ートがトランザクション・データベース・ロジックを実装する場合は、暗黙と明示
のいずれかのトランザクション・ブラケットに対してコラボレーション・オブジェ
クトを構成する必要があります。開発者が記述したコードによってトランザクショ
ン・セマンティクスが明示的に処理されるようにコラボレーションが開発された場
合は、「暗黙的なデータベース・トランザクション」チェック・ボックスをオフに
しておく必要があります。ただし、コラボレーションがデータベース・トランザク
ションの明示的な管理で開発されていない場合は、「暗黙的なデータベース・トラ
ンザクション」チェック・ボックスをオンにする必要があります。

暗黙および明示的なトランザクション・ブラケットの詳細については、「コラボレ
ーション開発ガイド」を参照してください。

最大イベント容量
InterChange Server Express が受信したビジネス・オブジェクトは、処理のためメモ
リー内のキューに入れられます。インターフェースでトランザクションのボリュー
ムが非常に大きく、処理率が低い場合に、多数のビジネス・オブジェクトがキュー
に入れられ、それによって InterChange Server Express で致命的なメモリー不足が発
生することがあります。

コラボレーション・オブジェクトの最大イベント容量を構成することによって、メ
モリー不足のリスクを減らすことができます。これを行うには、「最大イベント容
量」フィールドで、コラボレーション・オブジェクトについてキューに入れるイベ
ントの最大数を指定します。システムは、このプロパティーで構成された数より多
いイベントをメモリー内のキューに入れることはしません。コラボレーション・オ
ブジェクトの 192ページの『ブロッキング・タイプ』 プロパティーをどう構成する
かによって、システムは、コラボレーションの新規ビジネス・オブジェクトの受信
に対して異なる対応をします。

このプロパティーの有効な値の範囲は、1 から 2147483647 です。

「ブロッキング・タイプ」プロパティーの詳細については、 192ページの『ブロッ
キング・タイプ』を参照してください。

コネクター定義のフロー制御プロパティーの詳細および Connector Configurator を
使用してコネクター定義を変更する方法については、 131ページの『第 7 章 コネ
クターの構成』を参照してください。

フロー制御に関するシステム・プロパティーの詳細については、「システム管理ガ
イド」を参照してください。
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ブロッキング・タイプ
『ブロッキング・タイプ』プロパティーは、 191ページの『最大イベント容量』プ
ロパティーとともに使用して、コラボレーションへのビジネス・オブジェクトのフ
ローを調整します。

コラボレーション・オブジェクトの構成時に「ブロッキング・タイプ」チェック・
ボックスをオンにした場合、コラボレーションのメモリー内のキューに入れられた
イベント数が「最大イベント容量」プロパティーで指定された数と等しくなると、
コラボレーションへのビジネス・オブジェクトの送信を担当するコネクター・コン
トローラーが、送信を停止します。コラボレーションのキュー内のイベント数が、
「最大イベント容量」プロパティーで指定された数と等しくなくなると、コネクタ
ー・コントローラーは、コラボレーションへのイベントの送信を再開します。

コラボレーション・オブジェクトの構成時に「ブロッキング・タイプ」チェック・
ボックスをオフにした場合、コラボレーションのメモリー内のキューに入れられた
イベント数が「最大イベント容量」プロパティーで指定された数と等しくなると、
コネクター・コントローラーによってコラボレーションへ送信された新規イベント
は、データベース内に永続的に保管されます。その後、現在コラボレーションのキ
ュー内にあるイベントが処理され、イベントがデータベースからメモリーへ読み取
られます。

「最大イベント容量」プロパティーの詳細については、 191ページの『最大イベン
ト容量』を参照してください。

フロー制御に関するシステム・プロパティーの詳細については、「システム管理ガ
イド」を参照してください。

コラボレーション固有のプロパティーの構成
コラボレーション開発者は、実行時に実行されるビジネス・プロセス・ロジックに
作用する独自のプロパティーをコラボレーションが個別に持てるように、コラボレ
ーション・テンプレートを設計できます。これにより、非常に柔軟なアーキテクチ
ャーが実現され、実装固有の要件に合わせたコラボレーション・テンプレートのカ
スタマイズも可能になります。

コラボレーション・オブジェクトのテンプレート固有のプロパティーを変更するに
は、以下の手順を実行します。

1. 次のいずれかを実行して、コラボレーション・オブジェクトの「プロパティー」
ダイアログにアクセスします。

v 統合コンポーネント・ライブラリーでコラボレーション・オブジェクトを右マ
ウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「プロパティー」を
選択して、「プロパティー」タブをクリックします。

v グラフィック表示でコラボレーション・オブジェクト・アイコンをダブルクリ
ックし、「プロパティー」タブをクリックします。

v グラフィック表示またはツリー表示でコラボレーション・オブジェクト・アイ
コンを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「プロパ
ティー」を選択して、「プロパティー」タブをクリックします。

2. 「プロパティー名」フィールドにリストされたプロパティーの「値」フィールド
に、希望の値を入力します。
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3. 「OK」をクリックします。

コラボレーション・テンプレートに固有の各プロパティーおよびそれらに有効な値
については、コラボレーション・テンプレートの資料を参照してください。

テンプレートへのプロパティーの追加またはコラボレーション・テンプレート内の
既存のプロパティーの使用法の変更については、「コラボレーション開発ガイド」
を参照してください。
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第 10 章 Relationship Manager の使用

Relationship Manager を使用すると、参加者とそのデータを含み、関係の実行時デー
タに対する操作の表示、実行を行うことができます。関係に関する背景情報につい
ては、「マップ開発ガイド」を参照してください。

関係定義は、Relationship Designer Express を使用して作成します。実行時に、関係
のインスタンスに対して、さまざまなアプリケーションからの情報を関連付けるデ
ータが読み込まれます。この関係インスタンス・データは、関係を使用するマップ
が実行されるときに作成されます。このデータは、関係定義に指定されている関係
表に格納されます。Relationship Manager には、データベース・ベンダーに関係な
く、関係表と連携動作するグラフィカル・インターフェースが用意されています。

関係インスタンスごとに、Relationship Manager は、関係インスタンスの参加者定義
と、キー属性と非キー属性の集合である参加者インスタンスの階層リストを表示し
ます。関係ツリーには、関係インスタンス内の各参加者に関する詳細情報、エンテ
ィティーのタイプ、その値、および最終変更日付などが表示されます。関係インス
タンス ID は、関係インスタンスが関係表に保管されるときに自動的に生成されま
す。Relationship Manager は、関係ツリーの最上位レベルにこのインスタンス ID を
表示します。

196ページの図 42 に、Relationship Manager における同一関係に対する関係ツリー
の例を示します。
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Relationship Manager を使用すると、すべてのレベル (関係インスタンス・レベル、
参加者インスタンス・レベル、および属性レベル) でエンティティーを操作するこ
とができます。例えば、以下のことを行うために、Relationship Manager を使用でき
ます。

v 関係インスタンスを作成、削除すること

v 参加者の追加・削除など、関係インスタンスの内容を変更すること

v 参加者のデータを追加、保管すること、ファイルから参加者のデータを読み込ん
だり、ファイルに保管したりすること、参加者のデータを別の関係からコピー
し、関係インスタンスに貼り付けること、それによって、(参加者のタイプが同一
であることを条件に) 新規参加者を作成すること

v 参加者をアクティブ、非アクティブにすること

v インスタンス ID、ビジネス・オブジェクト属性値、またはデータに基づき、参加
者を検索すること

v ある時間間隔内で参加者のアクティビティーをフィルターに掛けること

v データに関する問題が発生した場合にその状況を修復すること。例えば、ソー
ス・アプリケーションから破壊されたデータまたは矛盾するデータが、汎用的な
宛先アプリケーション関係表に送信された場合、Relationship Manager を使用し
て、データが信頼できると認識している時点まで、データをロールバック (すな
わちクリーンアップ) することができます。

図 42. Relationship Manager
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Relationship Manager の起動
Relationship Manager を起動するには、以下のいずれかを実行します。

v 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Integration Express
Plus」>「Toolset Express」>「管理」>「Relationship Manager」を選択しま
す。

v Relationship Designer Express で、関係定義を選択し、メニュー・バーから「ツー
ル」>「Relationship Manager」を選択します。

Relationship Manager が始動します。この時点では、Relationship Manager はサーバ
ーから切断されているため、『InterChange Server Express への接続』の説明に従っ
て、InterChange Server Express インスタンスに接続して、操作を続行する必要があ
ります。

サーバーへの接続および接続の切断
関係インスタンスとデータを操作するには、InterChange Server Express に
Relationship Manager を接続する必要があります。以下のセクションの説明に従っ
て、Relationship Manager をサーバーに接続し、あるいは接続の切断を行います。

v 『InterChange Server Express への接続』

v 198ページの『InterChange Server Express からの切断』

InterChange Server Express への接続
Relationship Manager を InterChange Server Express に接続するには、以下の手順を
実行します。

1. Relationship Manager のメニュー・バーから、「サーバー」>「サーバーに接続」
を選択します。

2. 以下のいずれかの操作を実行し、接続先の InterChange Server Express インスタ
ンスの名前を「サーバー名」フィールドに入力します。

v InterChange Server Express インスタンスの名前を「サーバー名」フィールドに
入力します。

要確認: InterChange Server Express インスタンスの名前では大文字小文字が区
別されるため、名前は正確に指定してください。

v ドロップダウン・メニューからキャッシュに入っているサーバー名を選択しま
す。

v 以下の手順を実行し、ネットワークの InterChange Server Express インスタン
スを参照します。

a. 参照ボタンをクリックします。

b. 「サーバー」ダイアログで、リストから目的の InterChange Server Express

インスタンスを選択します。

c. 「OK」をクリックします。

3. 「ユーザー名」フィールドに InterChange Server Express インスタンスと対話す
るユーザーの名前を入力します。

4. ステップ 3 で指定したユーザー名に対するパスワードを「パスワード」フィー
ルドに入力します。
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5. System Manager において、InterChange Server Express インスタンスに接続する
必要のあるたびに、ユーザー名とパスワードを指定しないで済むようにするに
は、「ユーザー名とパスワードを保管」チェック・ボックスを有効にします。

6. この時点で関係を開く場合は、「関係」フィールドに関係定義の名前を入力しま
す。

この時点で関係を開かなくても、サーバーに接続した後に開くことができます。
詳細については、『関係を開く』を参照してください。

7. 「接続」をクリックします。

Relationship Manager で、InterChange Server Express に接続し、ステップ 6 の
説明に従って、開く対象の関係を指定した場合は、Relationship Manager が、
199ページの『関係インスタンスの検索』に説明されている、「関係を検索」ウ
ィンドウを表示します。

図 43 に、「InterChange Server Express に接続」ダイアログを示します。

InterChange Server Express からの切断
InterChange Server Express と Relationship Manager の接続を切断するには、
Relationship Manager のメニュー・バーから、「サーバー」>「切断」を選択しま
す。

関係の処理
Relationship Manager の起動、InterChange Server Express への接続を終了すると、
Relationship Manager を使用して、以下のセクションの説明に従って、関係データを
処理できるようになります。

関係を開く
Relationship Manager がサーバーに接続された後、以下のいずれかの操作を実行し
て、Relationship Manager の関係定義を開きます。

図 43. InterChange Server Express に接続
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1. Relationship Manager のメニュー・バーから、「ファイル」>「開く」を選択しま
す。

2. 「関係を開く」ウィンドウで、開く対象の関係の名前を選択します。

図 44 に、「関係を開く」ウィンドウを示します。

3. 「OK」をクリックします。

関係を開くと、Relationship Manager が、『関係インスタンスの検索』に説明す
る、「関係を検索」ウィンドウを表示します。

関係インスタンスの検索
Relationship Manager のメニュー・バーから、「ファイル」>「関係を検索」を選択
して、関係インスタンスを検索するか、ある関係に対して存在するインスタンスの
数を取得します。この操作で、「関係を検索」ウィンドウが表示されます。

200ページの図 45 に、「関係を検索」ウィンドウを示します。

図 44. 関係を開く
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「関係を検索」ウィンドウは、関係を開くか、InterChange Server Express への接続
後に開く対象の関係を指定した場合にも表示されます。

「関係を検索」ウィンドウでは、以下の操作を実行できます。

v 『すべてのインスタンスの検索』の説明に従って、関係の最初の 500 個のインス
タンスを検索する。

v 『関係 ID による検索』の説明に従って、関係インスタンス ID に基づいて、あ
る範囲の関係インスタンスを検索する。

v 201ページの『参加者データによる検索』の説明に従って、ユーザーによって指
定された特定の値の参加者を含む関係インスタンスを検索する。

v 202ページの『関係インスタンスの個数の取得』の説明に従って、関係のインス
タンスの個数を取得する。

関係定義内の参加者の個数および各関係インスタンス内の参加者のインスタンスの
個数に応じて、上記の検索クエリーは、時間が相当かかる場合があります。

すべてのインスタンスの検索
以下の操作を実行して、関係の最初の 500 個のインスタンスを検索します。

1. 「関係を検索」ウィンドウで、「すべてを検索」をクリックします。

2. 「関係を取得」をクリックします。

Relationship Manager が、この関係の最初の 500 個のインスタンスを表示しま
す。

関係 ID による検索
以下の操作を実行して、ある範囲のインスタンスを最高 500 個まで検索します。

1. 「関係を検索」ウィンドウで、「ID で検索」をクリックします。

図 45. 関係インスタンスの検索
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2. 「開始値:」フィールドに検索する範囲内の最初のインスタンスの ID を入力し
ます。

3. 「終了値:」フィールドに検索する範囲内の最後のインスタンスの ID を入力し
ます。

4. 「関係を取得」をクリックします。

Relationship Manager により、指定した ID の範囲内のインスタンスが、最高
500 個まで表示されます。

参加者データによる検索
以下の操作を実行して、選択した参加者のキー属性または非キー属性の値に基づ
き、関係インスタンスを検索します。

1. 「関係を検索」ウィンドウで、「値で検索」をクリックします。

2. その値に基づいて検索する参加者を、「参加者」ドロップダウン・メニューから
選択します。

同一関係の場合、ドロップダウン・メニューには、参加者の名前、続いて参加者
が関係付けられているビジネス・オブジェクト定義が表示されます。

ルックアップ関係の場合、ドロップダウン・メニューには、参加者の名前、続い
てワード「Data」が表示されます。

3. 「属性」ペインの「値」列に、表 15 に表示されている値の型のいずれかを入力
します。

表 15. 参加者データによる関係インスタンスの検索用にサポートされている値

値 説明

参加者データ 選択されている参加者のデータ

例えば、関係が同一関係である場合は、参加者インスタンスがその中に
存在する関係インスタンスを発見するため、既知の参加者インスタンス
の ID を指定することが考えられます。

関係が、ルックアップ関係の場合は、参加者インスタンスの非キー・デ
ータ値を指定することが考えられます。

% 任意の文字ストリングです。このオプションでは、大文字小文字が区別
され、数字も文字セット内に含まれます。

例えば、アメリカの短縮名を格納する参加者に対して、%A を指定する
と、CA、GA、IA、LA、MA、PA、VA、WA という値が戻ってきます。

_ 任意の単一文字です。

例として、_00 の場合は、100、200、a00、b00 などが取得されます。

4. 「関係を取得」をクリックします。

指定した値に一致する最初の 500 個の関係インスタンスが、Relationship

Manager によって表示されます。
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関係インスタンスの個数の取得
検索条件を満たす関係インスタンスの個数を取得するには、 200ページの『すべて
のインスタンスの検索』、 200ページの『関係 ID による検索』、または 201ペー
ジの『参加者データによる検索』の説明に従って、検索条件用のオプションを選択
してから、「関係を取得」ではなく、「カウントを取得」をクリックします。

関係インスタンスの作成
以下の操作を実行して、関係の新規インスタンスを作成します。

1. 以下の操作のいずれかを実行して、新規の関係インスタンスを作成します。

v メニュー・バーから「ファイル」>「新規」を選択します。

v キーボード・ショートカット Ctrl+N を使用します。

v ツールバーの「新規関係」をクリックします。

Relationship Manager が、新規の関係インスタンスを表示します。

階層関係ツリーの先頭で強調表示され、関係アイコンの入力行上には、関係イン
スタンス ID のプレースホルダー があり、3 つの疑問符 (???) を表示します。
関係インスタンスまたはその任意の参加者を保管すると、InterChange Server は
自動的に、新規の関係インスタンス ID を生成し、Relationship Manager が、3

つの疑問符をその関係インスタンス ID で置き換えます。

2. ??? プレースホルダー・アイコンの横にあるプラス (+) 記号をクリックして、新
規の関係インスタンスを展開します。

関係ツリーには、関係インスタンスの下に参加者定義、参加者インスタンス、お
よび参加者キーと非キー属性が降順に表示されます。

3. 以下の操作を実行して、関係インスタンス内に新規の参加者インスタンスを作成
します。

a. 関係ツリーで、そのインスタンスを作成する参加者定義を選択します。

b. 参加者のインスタンスを追加するには、以下のいずれかを実行します。

v リスト中の参加者定義を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・
メニューから、「参加者を追加」を選択します。

v 標準ツールバーの「参加者を追加」をクリックします。

c. その横にあるプラス (+) 記号をクリックして、新規の参加者インスタンスを
展開します。

d. 新規の参加者インスタンスを選択します。

e. 参加者インスタンスの「値」列をクリックしたら、セル内に目的の値を入力
します。

注: 属性の「値」フィールドに、3 つの疑問符 (???) が表示されている場合
は、その参加者は、InterChange Server Express に管理されています。ユ
ーザーが関係インスタンスを保管するときに、InterChange Server Express

が自動的に生成するため、そのような参加者に対しては値を入力できま
せん。値は、関係インスタンス ID と同じ値にします。

この時点で、表 16 におけるいずれのタスクでも実行できます。
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表 16. 参加者データに対するタスク

タスク 操作

参加者インスタンスを保管 新規の参加者インスタンスを保管するには、その参加者インスタンスを右マウ
ス・ボタンで右クリックし、コンテキスト・メニューから「参加者を保管」を選
択します。Relationship Manager が、その参加者のデータを該当する関係表に保
管します。参加者インスタンスの「変更」列には、この場合は、作成日になりま
すが、参加者保管日付が表示されます。
注: 参加者データの保管が完了すると、変更できなくなります。参加者データを
変更するには、参加者を削除してから、再度作成する必要があります。

さらに参加者インスタンスを追加 前のリストのステップ 3 (202ページ) を繰り返します。
注: 同一関係を処理している場合は、参加者定義に対して、1 つの参加者インス
タンスしか作成できません。

参加者を削除 必要な場合、保管した参加者インスタンスは、参加者インスタンスを右マウス・
ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから、[参加者を削除」を選択し
て削除することができます。Relationship Manager が、関係表から参加者インス
タンスを除去します。データベースから参加者インスタンスを除去しない場合
は、「参加者を非アクティブ化」オプションを使用します (204 ページの『参加
者の非アクティブ化とアクティブ化』を参照)。非アクティブ化された参加者
は、参加者の値とそのインスタンス ID を持ち続けます。

関係インスタンスを保管 以下のいずれかのタスクを実行して、関係インスタンスを保管します。

v メニュー・バーから、「ファイル」>「保管」を選択します (メニュー・バー
は関係インスタンスを選択するとアクティブになります)。

v 関係インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニュー
から、「関係を保管」を選択します。

InterChange Server Express が関係インスタンス ID を生成し、Relationship

Manager が ??? プレースホルダーをその新規の ID で置き換えます。
Relationship Manager は、すべての保管された参加者インスタンスの変更日付を
今日の日付に更新します。
注: 関係インスタンスを保管する前に、少なくとも 1 つの参加者インスタンス
とすべてのキー属性データを作成しておく必要があります。

すべての関係インスタンスを保管 メニュー・バーから、「ファイル」>「すべて保管」を選択します。関係インス
タンス ID を持たない関係インスタンスがあれば、InterChange Server Express が
その関係インスタンスに対して、関係インスタンス ID を生成します。
Relationship Manager が、新規の ID で “???” プレースホルダーを置き換えま
す。Relationship Manager は、すべての保管された参加者インスタンスの変更日
付を今日の日付に更新します。

関係インスタンスの削除
関係表から関係インスタンスを削除するには、削除する関係インスタンスを選択し
てから、以下の操作のいずれかを実行します。

v メニュー・バーから、「ファイル」>「関係を削除」を選択します。

v 関係インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューか
ら、「削除」を選択します。

関係インスタントとそのデータが、現在の関係に対する複数の関係表から削除され
ます。
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参加者の非アクティブ化とアクティブ化
参加者インスタンスは、非活動化すなわち非アクティブ化することができます。参
加者インスタンスを非アクティブ化すると、関係インスタンスから参加者インスタ
ンスが除去され、Relationship Manager ウィンドウに表示されなくなりますが、その
レコードは関係表に残るため、後日、再アクティブ化することが可能です。

参加者の非アクティブ化
参加者インスタンスを非アクティブ化するには、非アクティブ化する参加者インス
タンスを右マウス・ボタンで右クリックし、コンテキスト・メニューから「参加者
を非アクティブ化」を選択します。参加者は、Relationship Manager 表示から除去さ
れますが、関係表からは除去されません。

参加者のアクティブ化
参加者インスタンスをアクティブ化するには、以下の手順を実行します。

1. メニュー・バーから、「表示」>「参加者を非アクティブ化」を選択します。

図 46 に示すような、「非アクティブ化された参加者」ウィンドウが表示されま
す。

2. リストから、アクティブ化する非アクティブ状態の参加者を含む関係インスタン
スを選択します。

3. リストで、非アクティブ状態の参加者インスタンスが表示されるまで、関係イン
スタンスを展開します。

4. 再アクティブ化する参加者インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コン
テキスト・メニューから「アクティブ化」を選択します。

5. メニュー・バーから「編集」>「最新表示」を選択します。

アクティブ化された参加者インスタンスが、Relationship Manager ウィンドウ
で、その関係インスタンス内に表示されます。

注: 同一関係の参加者インスタンスが、非アクティブ化され、別の参加者がその
場所に追加される (すなわち、同じインスタンス ID を割り当てられる) と
元の参加者は、「非アクティブ化参加者」リストから除去されますが、デー
タベースには残ります。

図 46. 参加者を非アクティブ化
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参加者のコピー
新規参加者インスタンスは、既存の参加者インスタンスをコピーして作成できま
す。参加者インスタンスをコピーするには、以下の手順を実行します。

1. 関係インスタンスで、参加者定義を右マウス・ボタンでクリックして、コンテキ
スト・メニューから、「参加者を追加」を選択します。

2. コピー元の参加者インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから、「参加者をコピー」を選択します。

3. 新たに作成する参加者インスタンスを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキ
スト・メニューから、「参加者を貼り付け」を選択します。

ビジネス・オブジェクト・ファイルのロードとアンロード
同じタイプのビジネス・オブジェクト・ファイルを参加者にロードすることができ
ます。参加者にビジネス・オブジェクト・データ・ファイルをロードするには、以
下の手順を実行します。

1. ビジネス・オブジェクト・ファイルをロードする先の参加者インスタンスを右マ
ウス・ボタンでクリックし、「ビジネス・オブジェクトを持つ参加者をロード」
を選択します。

「参加者ウィンドウ」ウィンドウには、図 47 に示すように、クリックした参加
者インスタンスに関連するビジネス・オブジェクトが表示されます。

2. メニュー・バーから、「参加者」>「ロード」を選択します。

図 47. ビジネス・オブジェクトを持つ参加者をロード
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3. ロードするビジネス・オブジェクト・ファイルにナビゲートし、開きます。

4. 「OK」をクリックします。

注: ビジネス・オブジェクト・ファイル内に複数のインスタンスが存在する場合
は、最初の関係インスタンスのみがロードされます。

関係データの処理
Relationship Manager の重要な機能は、関係表に格納されている関係の実行時データ
にアクセスし、操作できる能力です。ここでは、Relationship Manager を使用して、
実行時データにアクセスし、操作する方法について説明します。

参加者の検索
参加者インスタンスは、さまざまな条件に基づいて検索できます。検索条件をより
具体的にすることにより、1 つの重複しない参加者インスタンスまたは参加者イン
スタンスのグループを検索で見つけることができます。以下のように、参加者イン
スタンスを検索できます。

ビジネス・オブジェクトによるインスタンスの検索
このオプションでは、そのデータ型がビジネス・オブジェクト内の属性であるイン
スタンスを検索します。

ビジネス・オブジェクトによるインスタンス検索を行うには、以下の手順を実行し
ます。

1. Relationship Manager で参加者インスタンスを選択します。

2. メニュー・バーから、「編集」>「インスタンスをビジネス・オブジェクトで検
索」を選択します。

Relationship Manager が、 205ページの図 47 に示すような「参加者」ウィンド
ウを表示します。

3. 「値」セルに、それにより検索を行う参加者値を入力します。

4. 「OK」をクリックします。

Relationship Manager が、ダイアログ・ボックスに一致するものがあれば、その
インスタンスを表示します。

5. Relationship Manager が表示したダイアログで、いずれかのインスタンスをダブ
ルクリックし、そのインスタンスにナビゲートし、強調表示します。

インスタンスをデータで検索
このオプションでは、その型が Data であるインスタンスを検索します。

データによるインスタンス検索を行うには、以下の手順を実行します。

1. Relationship Manager で参加者インスタンスを選択します。

2. メニュー・バーから、「編集」>「インスタンスをデータで検索」を選択しま
す。
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Relationship Manager が、図 48 に示すような「インスタンスをデータで検索」
ウィンドウを表示します。

3. 「データを入力してください:」セルに、それにより検索を行う参加者値を入力
します。

4. 「OK」をクリックします。

Relationship Manager が、ダイアログ・ボックスに一致するものがあれば、その
インスタンスを表示します。

5. Relationship Manager が表示したダイアログで、いずれかのインスタンスをダブ
ルクリックし、そのインスタンスにナビゲートし、強調表示します。

表示する参加者のフィルター処理
ある日付の範囲で、作成または変更した参加者のみを表示するように、参加者をフ
ィルターに掛けることができます。表示する参加者をフィルターに掛けるには、以
下の手順を実行します。

1. Relationship Manager で参加者を選択します。

2. メニュー・バーから、「表示」>「フィルター」を選択します。

Relationship Manager が、図 49 に示すような「フィルター」ダイアログを表示
します。

3. 「フィルター」ダイアログで、参加者の作成日付または変更日付の中で最も古い
ものを、「自:」フィールドに入力し、最も新しい日付を「至:」フィールドに入
力します。

以下の方法を使用して、日付値を入力します。

図 48. インスタンスをデータで検索

図 49. 参加者のフィルター処理結果
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v テキスト・フィールドに英字を入力して、曜日を巡回します。例えば、土曜日
や日曜日に当たる日付を巡っていくには、S を入力します。

v 小さな上矢印、下矢印をクリックして、日付を 1 だけ増加または減少しま
す。

v 大きな下矢印をクリックして、日付選択に使用できるカレンダーを表示しま
す。

4. 非アクティブな参加者も結果の表示に含める場合は、「アクティブでない参加者
も含める」 チェック・ボックスをクリックします。

5. 「OK」をクリックします。

Relationship Manager が、「結果をフィルター操作」ダイアログに、フィルター
処理実行の間における活動履歴を表示します。フィルター処理結果の表示には、
「アクティブでない参加者も含める」 オプション・ボックスにチェックマーク
が付いている場合は、非アクティブな参加者も含まれます。図 50 に、「結果を
フィルター操作」ダイアログを示します。

参加者のクリーンアップ
ソース・アプリケーションまたは汎用オブジェクト内の矛盾するデータまたは壊れ
たデータのため、参加者をクリーンアップする場合は、以下の操作を実行します。

1. Relationship Manager で参加者を選択します。

2. メニュー・バーから、「表示」>「参加者をクリーンアップ」を選択します。

Relationship Manager が、 209ページの図 51 に示すような「参加者をクリーン
アップ」ダイアログを表示します。

図 50. フィルター処理された参加者データの表示
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3. 「参加者をクリーンアップ」ダイアログ・ボックスで、その時点から特定の値を
元に戻す日付を「クリーンアップ元:」フィールドに入力します。

以下の方法を使用して、日付値を入力します。

v テキスト・フィールドに英字を入力して、曜日を巡回します。例えば、土曜日
や日曜日に当たる日付を巡っていくには、S を入力します。

v 小さな上矢印、下矢印をクリックして、日付を 1 だけ増加または減少しま
す。

v 大きな下矢印をクリックして、日付選択に使用できるカレンダーを表示しま
す。

4. 「OK」をクリックします。

指定した時点から、追加、非アクティブ化、アクティブ化された参加者はすべ
て、データベースから削除されます。削除された参加者、またはその値が変更さ
れた参加者は、クリーンアップできません。

関係データの印刷
Relationship Manager を使用すると、関係の実行時データをに関する情報を印刷でき
ます。Relationship Manager は、そのメインウィンドウにデータを表示する形式とほ
ぼ同様なツリー表示形式で実行時データを作成します。この出力ツリーの印刷は、
以下の印刷機能を使用して、管理することができます。

v 印刷: システム・プリンターにフォーマット済み実行時データを送信します。

v 印刷プレビュー: Relationship Manager のウィンドウにフォーマット済み実行時デ
ータを送信します。

v ページ設定: 実行時データのレイアウトを変更して、ページに収まるようにしま
す。

プリンターへの関係データの送信
Relationship Manager の印刷機能は、メインウィンドウの関係ツリーの現在の内容を
プリンターに送信します。以下の操作を実行して、関係の実行時データを印刷しま
す。

1. 印刷する情報が表示されるまで、Relationship Manager の関係ツリーを拡張しま
す。

2. 以下の方法のいずれかを使用して、関係の実行時データを印刷します。

図 51. 参加者をクリーンアップ
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v メニュー・バーから、「ファイル」>「印刷」を選択します。

v キーボード・ショートカット Ctrl+P を使用します。

v ツールバーの「印刷」をクリックします。

関係データの印刷プレビューの使用
以下の操作を実行して、印刷された場合の状態を確認するため、関係データの出力
をプレビュー表示します。

1. 印刷する情報が表示されるまで、Relationship Manager の関係ツリーを拡張しま
す。

2. 以下の方法のいずれかを使用して、印刷プレビューを開始します。

v メニュー・バーから、「ファイル」>「印刷プレビュー」を選択します。

v キーボード・ショートカット Ctrl+Alt+P を使用します。

v ツールバーの「印刷プレビュー」をクリックします。

ページの設定
Relationship Manager は、そのメインウィンドウにおける表示形式に従って、出力ツ
リーを印刷しようとします。出力ツリーが、幅が狭くてページに十分収まる場合
は、特別なフォーマット設定作業を行う必要はありません。ただし、出力ツリーが
ページに収まらない場合は、フォーマット設定オプションを設定して、出力ツリー
のレイアウトを変更してページに収まるようにします。

印刷フォーマットは、以下のいずれかの方法で開始できる「印刷ページ設定」機能
を使用して設定できます。

v メニュー・バーから、「ファイル」>「ページ設定」を選択し、プリンター設定、
用紙サイズ、または用紙の向きを設定できる「印刷ページ設定」ダイアログを表
示します。

v キーボード・ショートカット Shift+Alt+P を使用します。

上記のどのコマンドを使用しても、「印刷ページ設定」ダイアログが表示されま
す。

「印刷ページ設定」ダイアログから、以下のフォーマット情報を指定することがで
きます。

v 列フォーマット・オプションが、「印刷ページ設定」ダイアログの「列設定」領
域に表示されます。表 17 に、この領域に表示されるオプションを示します。

表 17. 列フォーマット・オプション

列フォーマット・オプション 説明

全ページに列見出しを出力 このオプションを使用可能にすると、列見出し
(Relation、Type、Value など) が、最初のページだけ
でなく、各ページにも印刷されます。
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表 17. 列フォーマット・オプション (続き)

列フォーマット・オプション 説明

全データに合わせて列のサイズを変
更

このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager が、列自体よりも幅の広いストリングが収ま
るように、各列の間隔を広げようとします。結果のツ
リーが、印刷ページに収まらない場合は、Relationship

Manager は、列内部の余分な空きを消去しようとしま
す。このフィールドとそのサブフィールドがグレー表
示されている場合、フィールドの値は、Relationship

Manager が、出力ツリーをフォーマットするときに使
用するデフォルト値を示します。Relationship Manager

が出力ツリーを生成するたびに、ユーザーがフォーマ
ット設定を確認する場合は、それらのフィールドをグ
レー表示状態のままにします。ユーザーが、ここのフ
ィールドをアクティブすると、Relationship Manager

は、生成する各 出力ツリーに対して、ユーザーが設
定したオプションを使用します。

必要に応じてフォントを縮小 このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、データがページよりもまだ大きい場合
に、フォント・サイズを小さくしようとします。フォ
ント・サイズの縮小は、3 段階で行われます。1 段階
ごとに、フォント・サイズは、20% 小さくなります。

新しいフォント・サイズについ
て確認

このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、出力ツリーがページに収まるように、フ
ォント・サイズを十分縮小した後、どのように操作を
継続するかを、プロンプトでユーザーに選択するよう
に要求します。以下の選択項目が用意されています。

v Print with this font

v Restore and print with the original font size

v Cancel printing

フォント・サイズの縮小過程で、フォント・サイズ
は、元のサイズの半分になる場合があります。このオ
プションを使用不可にすると、印刷は、Relationship

Manager がページに出力ツリーが収まるフォント・サ
イズを検出した時点で開始されます。

印刷/プレビュー時に変更した場
合は列幅を調整

このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、ページに収まるように出力ツリーを調節
するために行った列サイズに対する変更内容を保管し
ます。以降、出力ツリーの印刷時に、保管した設定が
使用されます。

「Resize columns to fit data」フィールドとその関連のサブフィールドは、
Relationship Manager が、出力ツリーをフォーマット設定するときに行う操作を示し
ます。それらのフィールドは、以下の 3 つの状態のいずれかで表示されます。

v チェックマークが選択されていない (フィールドは空): Relationship Manager が、
出力ツリーをフォーマットするときに関連するタスクを実行しないことを示しま
す。
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v チェックマークが選択され、グレー表示になっている: Relationship Manager が、
出力ツリーをフォーマットするときに関連するタスクを条件実行すること、すな
わち、Relationship Manager が、関連の操作を行う前に確認ダイアログを表示する
ことを示します。

v チェックマークが選択されている: Relationship Manager が、出力ツリーをフォー
マット設定するときに関連のタスクを無条件に実行すること、すなわち、
Relationship Manager が、関連の操作を行う前に確認ダイアログを表示しないこと
を示します。

表 17 に示すように、これらのフィールドは、最初は、灰色状態で表示されます。こ
れらのフィールドは、フォーマット設定処理の間に表示される確認ダイアログから
設定できます。例えば、ある列の値が、その列の現在の幅では収まらない場合、
Relationship Manager は、「はい」と「いいえ」オプション、および「これをデフォ
ルトの選択内容にする」フィールドを持つ確認ダイアログを表示します。「これを
デフォルトの選択内容にする」チェック・ボックスを選択すると、Relationship

Manager が、以下のように、確認ダイアログからユーザーが選択したオプションに
基づいて、「Resize columns to fit data」フィールドを設定します。

v はい: Relationship Manager は、関連のチェック・ボックスの選択を解除します。
したがって、関連の操作を実行しません。

v いいえ: Relationship Manager は、関連のチェック・ボックスを選択します。した
がって、関連の操作を無条件に実行します。

v 余白フォーマット・オプションが、「印刷ページ設定」ダイアログの「余白設
定」領域に表示されます。表 18 に、この領域に表示されるオプションを示しま
す。

表 18. 余白フォーマット・オプション

余白フォーマット・オプション 説明

最大ページ領域を使用 このオプションを使用可能にすると、
Relationship Manager は、(実際のプリンター
性能に従って) ページの最大印字領域を使用
します。

以下の余白 (インチ) を使用 このオプションを使用可能にすると、左右上
下の余白を指定の値に設定できます。

v ページ・フォーマット・オプションが、「印刷ページ設定」ダイアログの「ペー
ジ設定」領域に表示されます。表 19 に、この領域に表示されるオプションを示
します。

表 19. ページ・フォーマット・オプション

ページ・フォーマット・
オプション 説明

全ページにページ見出しを印刷 このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、最初のページだけでなく、各ページの最上
部にも、関係名と時刻を印刷します。

ページ・フッターを印刷 このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、各ページの最下部にページ番号を印刷しま
す。
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表 19. ページ・フォーマット・オプション (続き)

ページ・フォーマット・
オプション 説明

印刷プレビューと文書を同期 このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、印刷プレビューに最後に表示した関係デー
タをそのメインウィンドウに表示します。例えば、印刷の
プレビュー版の 3「ページ」目まで表示した後、印刷プレ
ビューを終了すると、Relationship Manager は、関連デー
タをスクロールし、そのメインウィンドウに印刷のプレビ
ュー版の 3 ページ目を表示します。このオプションを使
用不可にすると、Relationship Manager は、そのメインウ
ィンドウに印刷プレビューの実行前に表示したのと同じデ
ータを表示します。

v グリッド・フォーマット・オプションが、「印刷ページ設定」ダイアログの「グ
リッド設定」領域に表示されます。表 20 に、この領域に表示されるオプション
を示します。

表 20. グリッド・フォーマット・オプション

グリッド・フォーマット・
オプション 説明

グリッドを印刷 (リセットするに
はチェックマークを外す)

このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、行と列を区分するため、出力ツリーにグリ
ッドを表示します。このフィールドを 2 回クリックする
と、出力ツリーに、縦方向と横方向のグリッド線が表示さ
れます。

水平グリッドのみ このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、出力ツリーに (行を区分するため) 水平方向
のグリッドのみを表示します。出力ツリーが、水平方向の
グリッドを表示しない 場合、各印刷ページは、2 から 3

行のデータを余分に収めることができます。
垂直グリッドのみ このオプションを使用可能にすると、Relationship

Manager は、出力ツリーに (列を区分するため) 垂直方向
のグリッドのみを表示します。
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第 11 章 Test Connector の使用

Test Connector は、コネクターのアクティビティーをシミュレートすることによっ
て、実際にコネクターを実行する手間を省いて統合コンポーネントをテストできる
ようにします。この章を構成するセクションは次のとおりです。

v 『推奨されるテスト手順』

v 217ページの『Test Connector の始動』

v 217ページの『Test Connector のシャットダウン』

v 217ページの『コネクター・プロファイルの作成および編集』

v 219ページの『コネクターのエミュレート』

v 219ページの『ビジネス・オブジェクトの処理』

推奨されるテスト手順
WebSphere Business Integration システムでコンポーネントをテストするための推奨
されるテスト手順を以下に示します。

1. System View ビューの使用を検討してください。送信したフローが成功したか失
敗したかを判断するのに大変便利です。

詳しくは、「システム管理ガイド」を参照してください。

2. Test Connector をセットアップし、ソース・コネクターをエミュレートします。

a. Test Connector を起動します。詳細については、 217ページの『Test

Connector の始動』を参照してください。

b. インターフェースにソース・コネクターのプロファイルを作成します。詳細
については、217 ページの『新規プロファイルの作成』を参照してくださ
い。

c. Test Connector をエージェントに接続し、ソース・コネクターのエミュレー
ションを開始します。詳細については、 219ページの『コネクターのエミュ
レート』を参照してください。

3. Test Connector のインスタンスをセットアップし、インターフェースに関係する
各宛先コネクターをエミュレートします。

a. Test Connector を起動します。詳細については、 217ページの『Test

Connector の始動』を参照してください。

b. 宛先コネクターのプロファイルを作成します。詳細については、217 ページ
の『新規プロファイルの作成』を参照してください。

c. Test Connector をエージェントに接続し、宛先コネクターのエミュレーショ
ンを開始します。詳細については、 219ページの『コネクターのエミュレー
ト』を参照してください。

d. インターフェースに関係するすべての宛先コネクターについて、上記の 3a

から 3c を繰り返します。

4. 各「Test Connector」ウィンドウでエミュレートされるコネクターを容易に識別
できるように Test Connector のインスタンスを画面に配置します。
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例えば、216 ページの図 52 では、ソース Test Connector を宛先 Test Connector

の左側に配置しています。

5. ソース・コネクターから要求ビジネス・オブジェクトを送信します。ソース Test

Connector で以下の手順を実行します。

a. テストが必要なインターフェースによって管理されるビジネス・オブジェク
トを作成します。詳細については、219 ページの『要求ビジネス・オブジェ
クトの作成』を参照してください。

b. ファイルにビジネス・オブジェクトを保管し、以後のテストで使用できるよ
うにします。詳細については、225 ページの『ビジネス・オブジェクトの保
管』を参照してください。

c. ビジネス・オブジェクトを送信します。詳細については、221 ページの『要
求ビジネス・オブジェクトの送信』を参照してください。

6. 宛先コネクターから要求ビジネス・オブジェクトに対する応答をシミュレートし
ます。宛先 Test Connector のウィンドウで以下の手順を実行します。

a. 要求ビジネス・オブジェクトを受け入れます。詳細については、226 ページ
の『要求ビジネス・オブジェクトの受け入れ』を参照してください。

b. 応答としてビジネス・オブジェクトを送信します。詳細については、227 ペ
ージの『応答ビジネス・オブジェクトの送信』を参照してください。

7. 各インターフェースのテストに必要な回数だけステップ 5 からステップ 6 を繰
り返します。

図 52. Test Connector のソース・インスタンスおよび宛先インスタンス
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Test Connector の始動
Test Connector を開始するには、「スタート」>「プログラム」>「IBM
WebSphere Integration Express」>「Toolset Express」>「開発」>「Test
Connector」を選択します。

「Test Connector」ウィンドウには以下のペインがあります。

v 「サポートされているビジネス・オブジェクト」ペインでは、送信するビジネ
ス・オブジェクト・インスタンスを作成できます。

v 「ビジネス・オブジェクト要求リスト」ペインには、コネクターが受信したビジ
ネス・オブジェクト要求が表示されます。

v 「出力」ペインには、ビジネス・オブジェクトが送信されたときなどに、Test

Connector の操作に関するメッセージが表示されます。

Test Connector のシャットダウン
Test Connector をシャットダウンし、コネクター・エージェントのエミュレーショ
ンを停止するには、メニュー・バーから「ファイル」>「終了」を選択します。「シ
ャットダウン」プロンプトが表示された場合は、「はい」をクリックします。

コネクター・プロファイルの作成および編集
Test Connector は、プロファイルを使用してコネクターのエミュレートに必要な情
報を格納します。プロファイルは、エミュレート対象のコネクターごとに作成する
必要があります。既存のプロファイルを編集および削除することができます。

ファイルへのコネクター定義の保管
Test Connector を使用してコネクターをエミュレートするには、ファイルにコネク
ター定義を保管する必要があります。ファイルにコネクター定義を保管するには、
以下の手順を実行します。

1. Connector Configurator でコネクター定義を開きます。

2. メニュー・バーから「ファイル」>「別名保管」>「ファイルに」を選択します。

3. ファイルを保管するディレクトリーにナビゲートし、「ファイル名」フィールド
に名前を入力し、「Save as type」ドロップダウン・メニューに値「構成ファイ
ル (*.cfg)」が表示されていることを確認し、「保管」をクリックします。

Connector Configurator が、コネクター定義を指定の名前のファイルに保管しま
す。

新規プロファイルの作成
プロファイルは、Test Connector でエミュレートするすべてのコネクターについて
作成する必要があります。プロファイルは、コネクターの名前、使用する構成ファ
イルなどの情報を指定します。新規コネクター・プロファイルを作成するには、以
下の手順を実行します。

1. メニュー・バーから「ファイル」>「プロファイルを作成/選択」を選択し、「コ
ネクター・プロファイル」ウィンドウを表示させます。
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2. 「コネクター・プロファイル」ウィンドウで、メニュー・バーから「ファイル」
>「新規プロファイル」を選択します。

3. 「新規プロファイル」ウィンドウで「参照」をクリックし、 217ページの『ファ
イルへのコネクター定義の保管』で準備しているコネクターの構成ファイルにナ
ビゲートします。

4. 「コネクター名」フィールドにコネクターの名前を入力します。コネクター定義
の名前は、必ず統合ブローカー・リポジトリーに存在する正確な名前を入力して
ください。例えば、JText 用アダプターの場合は JTextConnector と入力する必
要があります。ワード JText と Connector の間にはスペースを入れず、大文字
と小文字も正確に区別してください。

5. 「ブローカー・タイプ」ドロップダウン・メニューで適切な統合ブローカー
(ICS、WMQI または WAS) を選択します。

注: ご使用のブローカーが WebSphere Message Broker の場合、WMQI を選択し
てください。

6. ステップ 5 でブローカー・タイプとして ICS を選択した場合は、以下の手順も
実行します。

a. 「サーバー」フィールドに InterChange Server Express インスタンスの名前を
入力します。

名前は正確に入力してください。この名前では大文字と小文字が区別されま
す。名前が誤っている場合、Test Connector は InterChange Server Express と
通信できません。

b. 「パスワード」フィールドに admin ユーザー・アカウントのパスワードを入
力します。デフォルトのパスワードは null です。

7. 「OK」をクリックし、「新規プロファイル」ウィンドウを閉じます。

「コネクター・プロファイル」ウィンドウの「コネクター」列にはコネクターの
名前が表示され、「サーバー」列には InterChange Server Express インスタンス
の名前が表示され、「構成ファイル」列にはコネクター構成ファイルのパスおよ
び名前が表示されます。

8. 「OK」をクリックし、「コネクター・プロファイル」ウィンドウを閉じます。

プロファイルの編集
既存のコネクター・プロファイルを変更するには、以下の手順を実行します。

1. Test Connector のメニュー・バーから「ファイル」>「プロファイルを作成/選
択」を選択するか、キーボード・ショートカット Ctrl+N を使用して「コネクタ
ー・プロファイル」ウィンドウを表示させます。

2. 「コネクター・プロファイル」ウィンドウで、編集するプロファイルを選択し、
メニュー・バーから「編集」>「プロファイルを編集」を選択します。

3. 「新規プロファイル」ウィンドウのフィールドに新しい値を入力し、「参照」ボ
タンを使用し、必要に応じて構成ファイルを変更して編集します。

4. 「OK」をクリックし、「新規プロファイル」ウィンドウを閉じます。

プロファイルの削除
コネクター・プロファイルを削除するには、以下の手順を実行します。
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1. Test Connector のメニュー・バーから「ファイル」>「プロファイルを作成/選
択」を選択するか、キーボード・ショートカット Ctrl+N を使用して「コネクタ
ー・プロファイル」ウィンドウを表示させます。

2. 「コネクター・プロファイル」ウィンドウで、削除するプロファイルを選択し、
メニュー・バーから「編集」>「プロファイルを削除」を選択します。

コネクターのエミュレート
コネクターのプロファイルを作成すると、そのプロファイルを使用して Test

Connector をエージェントに接続できます。Test Connector をエージェントに接続す
ると、Test Connector は、選択されたプロファイルで定義されているコネクターの
エミュレーションを開始します。

Test Connector をエージェントに接続するには、以下の手順を実行します。

1. Test Connector のメニュー・バーから「ファイル」>「プロファイルを作成/選
択」を選択します。

2. 「コネクター・プロファイル」ウィンドウで、プロファイルを開くコネクターの
名前を選択します。

3. 「OK」をクリックします。

4. メニュー・バーから「ファイル」>「接続」を選択します。

Test Connector がコネクターのエミュレーションを開始するときには、「出力」
ペインにメッセージが表示されます。接続が完了すると、「出力」ペインに「作
動可能」であることを示すメッセージが表示され、「サポートされているビジネ
ス・オブジェクト」ペインの「BO タイプ」リストが取り込まれます。

ビジネス・オブジェクトの処理
ビジネス・プロセス・インターフェースが正しく開発されているかどうかを調べる
には、ビジネス・オブジェクトを正常に交換および処理できることを確認する必要
があります。このセクションでは、以下の作業の方法について説明します。

v ビジネス・オブジェクト・テスト・データの作成、変更、削除、および保管

v ビジネス・オブジェクトの属性値の比較による処理中の変更内容の簡単な表示

v ビジネス・オブジェクトの送受信

要求ビジネス・オブジェクトの処理
要求ビジネス・オブジェクトは、インターフェースを起動するイベントのソースで
あるコネクターを Test Connector がエミュレートしているときに Test Connector か
ら送信するビジネス・オブジェクトです。要求ビジネス・オブジェクトの処理は、
ビジネス・オブジェクト・インスタンスの作成、データの取り込み、要求の送信か
ら構成されます。

要求ビジネス・オブジェクトの作成
Test Connector に新規ビジネス・オブジェクトを作成するには、以下の手順を実行
します。
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1. 「サポートされているビジネス・オブジェクト」ペインで、「BO タイプ」ドロ
ップダウン・メニューから作成するビジネス・オブジェクトの名前を選択しま
す。

2. 「BO インスタンス」フィールドの横にある「作成」をクリックします。

3. 「新規インスタンス」ダイアログが表示されたら、「名前を入力してください」
フィールドにインスタンスの名前を入力します。

4. 「動詞」ドロップダウン・メニューから適切な動詞を選択します。

5. 「BO ロケール」ドロップダウン・メニューから適切なロケールを選択します。

6. トップレベル・オブジェクト内の単純属性および子ビジネス・オブジェクトの値
を指定します。詳細については、 224ページの『ビジネス・オブジェクト属性の
値の設定』を参照してください。

221 ページの図 53 に、ビジネス・オブジェクト Caesar_Customer を示します。
このビジネス・オブジェクトは Create 動詞を持ち、ロケールは en_US であ
り、各単純属性に値が指定されており、Caesar_Address 子ビジネス・オブジェ
クトの単一のインスタンスがあります。
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7. 「OK」をクリックします。

要求ビジネス・オブジェクトの送信
ビジネス・オブジェクトを作成またはロードし、属性の値を指定すると、いくつか
の方法でそのビジネス・オブジェクトを要求として InterChange Server Express に送
信できます。

要求ビジネス・オブジェクトの非同期送信: ソース・コネクターが非同期モードで
要求ビジネス・オブジェクトを送信する場合は、応答ビジネス・オブジェクトの取
得を予期していません。要求ビジネス・オブジェクトがディスパッチされると、ト
ランザクションにおけるソース・コネクターの役割は終了します。通常、応答ビジ
ネス・オブジェクトは InterChange Server Express によって処理されます。Test

Connector のデフォルトのモードは非同期モードです。

ビジネス・オブジェクトを非同期的に送信するには、以下の手順を実行します。

1. メニュー・バーから「要求」>「モード」>「非同期」を選択します。

図 53. ビジネス・オブジェクトへのデータの取り込み
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注: Test Connector はデフォルトでは「非同期」モードで動作するため、このス
テップは、以前にコネクターから同期要求を送信している場合にのみ実行す
る必要があります。また、各要求を送信する前にモードを設定する必要はあ
りません。

2. メニュー・バーから「要求」>「送信」を選択します。

コネクター定義で指定したブローカーが InterChange Server Express の場合は、ビジ
ネス・オブジェクト要求がサーバーに送信され、処理されます。

コネクター定義で指定したブローカーが、サポートされるメッセージ・ブローカー
か WebSphere Application Server の場合には、ビジネス・オブジェクトは
RequestQueue 標準プロパティーで指定しているキューに置かれます。

要求ビジネス・オブジェクトの同期送信: ソース・コネクターが要求ビジネス・オ
ブジェクトを同期的に送信する場合は、宛先アプリケーションが要求を処理した
後、統合ブローカーから応答ビジネス・オブジェクトを取得することを予期してい
ます。同期モードでは、Test Connector は、ソース・コネクターの Synchronous

Request Queue プロパティーによって指定されたキューに応答ビジネス・オブジェ
クトを入れます。Test Connector のデフォルトのモードは非同期モードです。

1. メニュー・バーから「要求」>「モード」>「同期」を選択し、Test Connector を
同期モードに設定します。

2. メニュー・バーから「要求」>「送信」を選択します。

3. コネクター定義で指定したブローカーが InterChange Server Express の場合は、
「コラボレーションの選択」ダイアログが表示されます。ビジネス・オブジェク
トの送信先コラボレーションを「コラボレーション」ドロップダウン・メニュー
から選択し、「OK」をクリックします。

処理を選択したコラボレーション・オブジェクトの構成済みポートにビジネス・オ
ブジェクト要求が送信されます。

バッチ・モードでの要求ビジネス・オブジェクトの送信: バッチ・モードでは、送
信する特定のビジネス・オブジェクトのインスタンスの数を Test Connector で指定
できます。また、インスタンスごとに固有値に設定するトップレベル・オブジェク
トの 1 つの属性 (基本キー属性など) も指定できます。Test Connector は、指定し
た単一属性の値を増分しながら、指定した回数だけビジネス・オブジェクトをコピ
ーし、各ビジネス・オブジェクトを送信します。このオプションにより、多数のビ
ジネス・オブジェクトを素早く簡単に作成できます。

選択した属性が一致関係の一部として動的相互参照に参加するキー・フィールドで
ある場合は、初期値およびそれに従う値はすべて固有でなければなりません。さも
なければ、相互参照ロジックが失敗し、要求ビジネス・オブジェクトも失敗しま
す。

値が固有であることを確認するには、Relationship Manager を使用するか、以下のよ
うに関係参加者の表に対して SQL ステートメントを実行します。

v 参加者の現在の最高値を判別し、「初期値」フィールドをそれより高い値に設定
します。バッチの最初のビジネス・オブジェクト・インスタンスおよびその後の
インスタンスが固有になります。

222 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



v 参加者の既存の表エントリーを削除します。これにより、バッチ・ビジネス・オ
ブジェクトの値と同じ属性値を持つエントリーが存在しないことが保証されま
す。

バッチ・モードでビジネス・オブジェクトを送信するには、以下の手順を実行しま
す。

1. 「BO タイプ」ドロップダウン・メニューから、送信するビジネス・オブジェク
トの名前を選択します。

2. メニュー・バーから「要求」>「バッチを送信」を選択します。

3. 「バッチ・モード」ウィンドウで、「動詞」ドロップダウン・メニューから、必
要な動詞を選択する。

4. 「BO ロケール」ドロップダウン・メニューから適切なロケールを選択します。

5. バッチの各ビジネス・オブジェクト要求で増分するトップレベル・ビジネス・オ
ブジェクトの属性を「属性」リストから選択します。

通常、選択する属性は、ビジネス・オブジェクトを一意的に識別する属性 (基本
キーなど) にしてください。

6. 「初期値」フィールドに、増分する属性の開始値を入力します。

7. 「ビジネス・オブジェクト数」フィールドに、生成および送信するビジネス・オ
ブジェクトの数を入力します。

8. 「OK」をクリックします。

Test Connector が、指定した数のビジネス・オブジェクトを生成します。これら
のビジネス・オブジェクトでは指定の属性の値がインスタンスごとに増分され、
それ以外はすべて同一です。

処理を選択した InterChange Server Express にビジネス・オブジェクト要求が送
信されます。

図 54 では、以下のようなバッチ・モード構成を示しています。

v 50 個のビジネス・オブジェクトを送信します。

v 属性 OrgObjid の値を増分します。

v 属性の開始値は 100001 です。

図 54. 「バッチ・モード」ウィンドウ
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ビジネス・オブジェクト属性の値の設定
以下のセクションでは、ビジネス・オブジェクト・インスタンスの単純属性および
複合属性の値を設定するためのさまざまな方法について説明します。

v 『単純属性の値の設定』

v 『子ビジネス・オブジェクトの追加』

v 『子ビジネス・オブジェクトの削除』

v 『子ビジネス・オブジェクトの動詞の設定』

単純属性の値の設定
単純属性の値を指定するには、「値」列で該当するセルをクリックし、値を入力し
ます。

子ビジネス・オブジェクトの追加
子ビジネス・オブジェクトのインスタンスを追加するには、子ビジネス・オブジェ
クトを表す属性を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから
「インスタンスを追加」を選択します。

子ビジネス・オブジェクトを表す属性の横に正符号 (+) が追加され、少なくとも 1

つの子ビジネス・オブジェクト・インスタンスが存在することが示されます。子オ
ブジェクト属性を展開すると、インスタンスごとに番号付きのエントリーが表示さ
れます。個々のインスタンスの横にも正符号 (+) があるため、個々のインスタンス
を展開したり属性の値を設定したりすることができます。

さらに子ビジネス・オブジェクト・インスタンスを追加するには、子ビジネス・オ
ブジェクトを表す属性を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニュー
から「インスタンスを追加」を選択します。

注: 子ビジネス・オブジェクトを参照する属性の「カード」プロパティーが値 1 (単
一カーディナリティー) に設定されている場合は、子オブジェクトに追加できる
インスタンスは 1 つのみです。

子ビジネス・オブジェクトの削除
子ビジネス・オブジェクトのインスタンスを削除するには、インスタンスを右マウ
ス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「インスタンスを削除」を
選択します。

子ビジネス・オブジェクトのすべてのインスタンスを削除するには、子ビジネス・
オブジェクトを表す属性を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニュ
ーから「全インスタンスを削除」を選択します。

子ビジネス・オブジェクトの動詞の設定
子ビジネス・オブジェクトの動詞を設定すると、値がビジネス・プロセスに及ぼす
影響をテストできます。これは、子オブジェクトの相互参照用を含むロジックのト
ラブルシューティングを行う場合に役立ちます。

子ビジネス・オブジェクト・インスタンスの動詞を設定するには、その子ビジネ
ス・オブジェクトを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから
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「動詞を設定」を選択します。「動詞の選択」プロンプトが表示されたら、適切な
動詞を選択し、「OK」をクリックします。

「応答ビジネス・オブジェクト」ツールバーの使用
宛先コネクターによって受信されたビジネス・オブジェクトの属性は、応答として
送信する前に編集できます。この場合には「応答ビジネス・オブジェクト」ダイア
ログのツールバーを使用します。このツールバーにあるツールバー・ボタンを使用
すると、ビジネス・オブジェクトの値を設定できます。詳細については、 226ペー
ジの『応答ビジネス・オブジェクトの編集』を参照してください。

ビジネス・オブジェクトの保管
Test Connector でビジネス・オブジェクトを保存すると、将来のテストに使用した
り、テクニカル・サポートと共用して問題のトラブルシューティングに使用した
り、応答データとして使用したりすることができます。作成したビジネス・オブジ
ェクトや宛先コネクターの「Test Connector」ウィンドウに要求として表示されるビ
ジネス・オブジェクトを含め、任意のビジネス・オブジェクトを保管できます。デ
フォルトでは、ビジネス・オブジェクトはビジネス・オブジェクト拡張子 (.bo) が
付いたファイルに保管されます。

(特にテスト・データ・ファイルの場合は) 各インターフェースまたは各コネクター
に専用のサブディレクトリーを持つディレクトリーまたはディレクトリー構造を作
成することをお勧めします。この編成により、必要なファイルを探しやすくなり、
テストが効率的になります。さらに、ビジネス・オブジェクトのテスト・データ・
ファイルにはそのビジネス・オブジェクト定義と同じ名前を付けることをお勧めし
ます。

要求ビジネス・オブジェクトの保管
要求として作成したビジネス・オブジェクト・インスタンスを保管するには、以下
の手順を実行します。

1. 保管するビジネス・オブジェクトを選択してください。

2. メニュー・バーから「編集」>「ビジネス・オブジェクトを保管」を選択しま
す。

3. 適切なディレクトリーにナビゲートし、「ファイル名」フィールドにファイルの
名前を指定します。

4. 「保管」をクリックします。

応答ビジネス・オブジェクトの保管
Test Connector の宛先インスタンスによって受信され、応答として送信されるビジ
ネス・オブジェクト・インスタンスを保管するには、以下の手順を実行します。

1. 「ビジネス・オブジェクト要求リスト」ペインでビジネス・オブジェクト・イン
スタンスを選択します。

2. メニュー・バーから「要求」>「応答を編集」を選択します。

3. 「ビジネス・オブジェクトを保管」をクリックします。

4. 適切なディレクトリーにナビゲートし、「ファイル名」フィールドにファイルの
名前を指定します。

5. 「保管」をクリックします。

第 11 章 Test Connector の使用 225



ビジネス・オブジェクトのロード
ファイルに保管したビジネス・オブジェクトをロードするには、以下の手順を実行
します。

1. Test Connector のメニュー・バーから「編集」>「ビジネス・オブジェクトをロ
ード」を選択します。

2. ビジネス・オブジェクトのテスト・データ・ファイルにナビゲートして開きま
す。

3. 「新規インスタンス」ダイアログが表示されたら、「名前を入力してください」
フィールドにインスタンスの名前を入力します。

4. 「OK」をクリックします。

ビジネス・オブジェクトの削除
Test Connector からビジネス・オブジェクトを削除するには、メニュー・バーから
「編集」>「ビジネス・オブジェクトを削除」を選択します。

注: このアクションでは Test Connector からビジネス・オブジェクトが削除される
のみです。ビジネス・オブジェクト定義に対するコネクターのサポートは削除
されません。

要求ビジネス・オブジェクトの受け入れ
要求としてビジネス・オブジェクトを送信すると、トランザクションが失敗しなか
った場合は、インターフェースの宛先コネクターをエミュレートしている Test

Connector インスタンスの「ビジネス・オブジェクト要求リスト」ペインにビジネ
ス・オブジェクトが表示されます。

要求ビジネス・オブジェクトを受け入れると、必要に応じて編集できます。詳細に
ついては、『応答ビジネス・オブジェクトの編集』を参照してください。

応答ビジネス・オブジェクトの処理
応答ビジネス・オブジェクトは、インターフェースでビジネス・オブジェクト要求
の宛先となるコネクターをエミュレートしているときに Test Connector から送信す
るビジネス・オブジェクトです。要求ビジネス・オブジェクトの処理は、ビジネ
ス・オブジェクト・インスタンスの編集およびブローカーへの応答の送信から構成
されます。

応答ビジネス・オブジェクトの編集
Test Connector の宛先インスタンスでビジネス・オブジェクト要求を受信したとき
には、一般に属性の値を編集します。例えば、関係に参加する基本キー属性の固有
値を指定したり、他の属性の値を変更してビジネス・オブジェクトの実際の値に応
じて応答を変えるマップまたはコラボレーション・ロジックをテストしたりするこ
とができます。ビジネス・オブジェクト属性の値を設定するには、以下の手順を実
行します。

1. 「ビジネス・オブジェクト要求リスト」ペインでビジネス・オブジェクト・イン
スタンスを選択します。

2. メニュー・バーから「要求」>「応答を編集」を選択します。

3. 以下の操作を実行し、ビジネス・オブジェクトの属性を編集します。
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v 224ページの『ビジネス・オブジェクト属性の値の設定』で説明しているいず
れかの方法を使用してビジネス・オブジェクト属性の値を変更します。

v 「ビジネス・オブジェクトをデフォルトにリセット」をクリックし、ビジネ
ス・オブジェクト属性の値をビジネス・オブジェクト定義で指定されたデフォ
ルト値に設定します。

v 「ビジネス・オブジェクト値をクリア」をクリックし、ビジネス・オブジェク
トのすべての属性の値をクリアします。

v 「ビジネス・オブジェクトをロード」をクリックし、ビジネス・オブジェクト
の属性にファイルのテスト・データを取り込みます。

保管したデータをビジネス・オブジェクト要求にロードする機能は、応答とし
て送信する前に応答ビジネス・オブジェクトにデータを取り込む必要がある場
合に非常に有用です。応答データを必要とする属性ごとに値を手動で入力する
代わりに、値を 1 回入力し、ビジネス・オブジェクトを保管しておくと (225

ページの『ビジネス・オブジェクトの保管』を参照)、以後のテストでは保管
したデータをロードできます。

応答ビジネス・オブジェクトの送信
要求ビジネス・オブジェクトを受け入れたら、必要に応じてビジネス・オブジェク
トを編集し、応答として送信します。

表 21 に、Test Connector の応答オプション、および C++ コネクターと Java コネ
クターの両方における対応するコネクター戻りコードを示します。

表 21. Test Connector の応答タイプおよびコネクター戻りコード

Test Connector の
応答タイプ

C++ コネクターの戻りコード Java コネクターの戻りコード

成功 BON_SUCCESS SUCCESS

失敗 BON_FAIL FAIL

複数のヒット BON_MULTIPLE_HITS MULTIPLE_HITS

内容による検索に失敗 BON_FAIL_RETRIEVE_BY_CONTENT RETRIEVEBYCONTENT_FAILED

検出なし BON_BO_DOES_NOT_EXIST BO_DOES_NOT_EXIST

重複する値 BON_VALDUPES VALDUPES

要求ビジネス・オブジェクトに応答するには、以下の手順を実行します。

1. 「ビジネス・オブジェクト要求リスト」ペインでビジネス・オブジェクトを選択
します。

2. メニュー・バーから「要求」>「応答」を選択します。

3. 「応答」サブメニューから項目を選択します。

ビジネス・オブジェクト・インスタンスの比較
Test Connector は、同じタイプの 2 つのビジネス・オブジェクトを比較し、値が異
なる属性を表示できます。この機能を使用すると、トランザクション実行の異なる
時点におけるビジネス・オブジェクトに対する変更を表示させることができます
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(例えば、統合ブローカーに送信されたビジネス・オブジェクトを、統合ブローカー
が更新する前と後で比較できます)。2 つのビジネス・オブジェクトを比較するに
は、以下の手順を実行します。

1. 219ページの『要求ビジネス・オブジェクトの作成』または 226ページの『ビ
ジネス・オブジェクトのロード』の手順に従い、要求ビジネス・オブジェクト・
インスタンスを作成します。

2. 「ビジネス・オブジェクト要求リスト」ペインで要求ビジネス・オブジェクト・
インスタンスと比較する応答ビジネス・オブジェクト・インスタンスを選択しま
す。

3. メニュー・バーから「編集」>「ビジネス・オブジェクトを比較」を選択しま
す。

Test Connector によって「ビジネス・オブジェクトの比較」ウィンドウが開か
れ、2 つのビジネス・オブジェクトで値が異なる属性が表に表示されます。228

ページの図 55 に、2 つのビジネス・オブジェクト・インスタンスの比較を示し
ます。

4. 「OK」をクリックしてウィンドウを閉じます。

図 55. 「ビジネス・オブジェクトの比較」ウィンドウ
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第 12 章 統合テスト環境の使用

統合テスト環境とはビジネス・プロセス・インターフェース全体を適宜テストする
ことができる、ワークベンチ・パースペクティブです。インターフェースはコラボ
レーション・オブジェクトを中心とし、したがって統合テスト環境でのテストもコ
ラボレーション・オブジェクトを中心に実行されます。

統合テスト環境で、テストを実行するには、テスト・サーバーとして InterChange

Server Express を登録する、テスト・ユニットを作成する、インターフェース内のコ
ンポーネントをサーバーに配置する、サーバーを開始する、インターフェースでコ
ネクターをエミュレートする、およびコネクター間でビジネス・オブジェクトを交
換するなど、さまざまなタスクを実行する必要があります。以下に、統合テスト環
境の使用についての特性を示します。

v 一部のタスクは、1 回しか実行する必要はありません。例えば、インターフェー
スのテスト・ユニットは、1 回作成する必要があるだけです。

v 複数回実行する必要のあるタスクもあります。例えば、特定の属性内の値を変更
する場合のインターフェースの対応方法をテストすることがあります。この場
合、インターフェースのビジネス・オブジェクト要求を複数回送信する必要があ
ります。

v 一部のタスクは複数の方法で実行できます。例えば、テスト・ユニットを準備す
る前にコンポーネントをサーバーに配置、タスク・マネージャー・ビューを使用
してテスト・ユニットのすべてのコンポーネントを配置、またはテスト・ユニッ
ト・ビューを使用して単一コンポーネントの配置などを行うことができます。

v 統合テスト環境は、Windows プラットフォーム上の InterChange Server Express

インスタンスを使用する必要があります。しかし、統合テスト環境を使用して、
テスト後に System Manager プロジェクトとして OS/400 または Linux マシンに
インストールされる InterChange Server Express インスタンスに配置されるコンポ
ーネントをテストできます。

この章のほとんどのセクションでは、テストを実行するための大きなタスクの一部
として実行する必要のあるタスクの説明か、または統合テスト環境インターフェー
スの特定のエレメントについて説明します。

292ページの『統合テスト環境を使用したテストの実行』セクションでは、単一イ
ンターフェースの単一テストを実行するために通常従う、ワークフローについて説
明します。これは、特定のサブタスクまたはインターフェース・エレメントを説明
したこの章のセクションの参照リストであり、また統合テスト環境を使用するため
のタスク指向構造が説明され、一方他のセクションはよりインターフェース指向の
説明になります。いくつかの方法の内の 1 つでタスクを実行する状況の場合、ほと
んどの状況で最も効果的で効率的な方法を参照します。この章をできる限り有効に
使用するには、 292ページの『統合テスト環境を使用したテストの実行』で説明す
るワークフローに従うことをお勧めしますが、推奨した方法がユーザーの環境や状
況に適切でない場合、他のセクションの特定のサブタスクで置き換えます。
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テスト・サーバーとしての InterChange Server Express の登録
統合テスト環境を使用してインターフェースをテストするには、InterChange Server

Express インスタンスがテスト・モードで始動できるように登録する必要がありま
す。これにより、統合テスト環境で以下のようなことを実行できます。

v InterChange Server Express を始動するバッチ・ファイルを検索し、統合テスト環
境インターフェース内から始動できるようにします。

v InterChange Server Express のログおよびトレース情報を、コンソールでなく統合
テスト環境内のビューにリダイレクトします。

InterChange Server Express をテスト・モードで始動するように登録するには、 49ペ
ージの『InterChange Server Express インスタンスの登録』を参照して、サーバー・
インスタンスをローカル・テスト・サーバーとして登録するために必要な各ステッ
プを実行します。統合テスト環境は、ワークベンチがインストールされているのと
同じマシンにインストールされているサーバー・インスタンスでのみ動作します。

InterChange Server Express の統合テスト環境の構成
WebSphere Business Integration Server Express のインストールに使用するプラット
フォームによっては、統合テスト環境の実行の前後に CWSharedEnv.bat ファイルを
変更する必要が生じる場合があります。

v WebSphere Business Integration Server Express を Windows 2000 にインストール
して、InterChange Server Express と System Manager (統合テスト環境パースペク
ティブを含む) の両方を同じマシンにインストールしている場合は、
CWSharedEnv.bat を変更する必要はありません。

v WebSphere Business Integration Express を OS/400 にインストールして、インス
トール時に統合テスト環境を選択した場合は、Launchpad により、インストール
時に指定した Windows プラットフォーム・マシンに統合テスト環境と Toolset

Express の両方がインストールされます。Launchpad はまた、統合テスト環境に指
定した OS/400 プラットフォーム・マシン上と Windows プラットフォーム・マ
シン上に 2 つの InterChange Server Express インストールを作成します。次の構
成変更を行う必要があります。

1. 統合テスト環境を使用するには、CWSharedEnv.bat ファイルを開いて、統合テ
スト環境を実行する Windows マシンを指すように、ORB_HOST プロパティ
ーを編集します。これを行った後、統合テスト環境 (および System Manager

と Toolset Express) は、OS/400 マシン上の InterChange Server Express でな
く、ご使用の Windows マシンにインストールされた InterChange Server

Express と対話するように構成されます。

2. 統合テスト環境の使用を終了して、System Manager と Toolset Express が
OS/400 マシン上にインストールされた InterChange Server Express と再度対
話できるようにするには、OS/400 上の InterChange Server Express を指すよ
うに、ORB_HOST プロパティーを再度編集する必要があります。

統合テスト環境の始動
統合テスト環境を始動するには、以下の手順を実行します。
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1. 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Business Integration
Express」>「Toolset Express」>「管理」>「System Manager」を選択しま
す。

2. メニュー・バーから「ウィンドウ」>「パースペクティブを開く」>「その他」を
選択します。

3. パースペクティブのリストから「統合テスト環境」を選択して、「OK」をクリ
ックします。

ワークベンチが始動し、表示されます。 46ページの図 10 に、統合テスト環境パ
ースペクティブを示し、『統合テスト環境インターフェース』で、インターフェ
ースおよびそのエレメントについて説明します。

統合テスト環境インターフェース
統合テスト環境パースペクティブには、オープンするデフォルト構成で、いくつか
のビューおよび 1 つのエディターがあります。図 56 にデフォルトの統合テスト環
境パースペクティブを示します。

表 22 に、統合テスト環境パースペクティブのインターフェース・エレメントを示し
ます。番号は 図 56 と対応しています。

表 22. 統合テスト環境パースペクティブのインターフェース・エレメント

インターフェース・
エレメント番号 インターフェース・エレメント名

1 232ページの『統合テスト環境ナビゲーター・ビュー』

2 232ページの『アウトライン・ビュー』

1

4

3

5

2

6

7

図 56. 統合テスト環境パースペクティブ
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表 22. 統合テスト環境パースペクティブのインターフェース・エレメント (続き)

インターフェース・
エレメント番号 インターフェース・エレメント名

3 『テスト・ユニット・エディター』

4 『タスク・マネージャー・ビュー』

5 『プロパティー・ビュー』

6 233ページの『BO インスペクター・ビュー』

7 233ページの『統合テスト環境コンソール・ビュー』

統合テスト環境ナビゲーター・ビュー
このビューでは、作成するプロジェクトとテスト・ユニットをリストします。テス
ト・プロジェクトとテスト・ユニットの使用の詳細については、 240ページの『テ
スト・プロジェクトおよびテスト・ユニットの使用』を参照してください。

アウトライン・ビュー
このビューでは、インターフェースを構成するコンポーネントとエレメントをリス
トし、『テスト・ユニット・エディター』で表示されます。このビューで項目を選
択すると、そのプロパティーが『プロパティー・ビュー』に表示されます。また、
このビューを使用すると、インターフェースの依存関係が解決されているかどう
か、およびテストに先立ちその他の必要条件が満たされているかどうかの判断も可
能です。

これはデフォルトのワークベンチ・ビューです。

テスト・ユニット・エディター
このエディターでは、インターフェースのグラフィカル表現を示します。これによ
り、以下のようなことを実行できます。

v コンポーネントの配置。詳細については、 264ページの『テスト・ユニット・ビ
ューを使用したリポジトリーの管理』を参照してください。

v コンポーネントの状態の管理。詳細については、 265ページの『テスト・ユニッ
ト・ビューを使用したコンポーネント状態の管理』を参照してください。

v ビジネス・オブジェクト・データの表示。詳細については、 284ページの『BO

インスペクター・ビューの使用』を参照してください。

タスク・マネージャー・ビュー
タスク・マネージャー・ビューにより、InterChange Server Express の始動およびク
ライアント・シミュレーター・ビューの開始など、テストの一部として実行する必
要のあるタスクを実行できます。このビューの詳細については、 252ページの『タ
スク・マネージャー・ビューの使用』を参照してください。

プロパティー・ビュー
ITE ナビゲーター・ビュー、アウトライン・ビュー、およびテスト・ユニット・ビ
ューで項目を選択して、このビューで項目のプロパティーを表示できます。プロパ
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ティー情報はユーザーにはあまり必要でないため、このビューはクライアント・シ
ミュレーター・ビューや BO インスペクター・ビューとオーバーレイできます。

クライアント・シミュレーター・ビューの詳細については、 269ページの『クライ
アント・シミュレーター・ビューの使用』を参照してください。

BO インスペクター・ビューの詳細については、 284ページの『BO インスペクタ
ー・ビューの使用』を参照してください。

これはデフォルトのワークベンチ・ビューです。

BO インスペクター・ビュー
このビューを使用すると、ビジネス・オブジェクト・データを表示できます。詳細
については、 284ページの『BO インスペクター・ビューの使用』を参照してくだ
さい。

統合テスト環境コンソール・ビュー
統合テスト環境コンソールには、テスト・タスクについての情報が表示されます。
例えば、InterChange Server Express インスタンスを始動し、クライアント・シミュ
レーター・ビューを開始すると、記入項目が追加されます。この情報を使用して、
テスト・プロセス自体をトラブルシューティングします。

統合テスト環境から InterChange Server Express を始動する場合、「InterChange

Server コンソール」という 2 番目のタブがこのビューに追加されます。
「InterChange Server Express コンソール」は、InterChange Server Express のロギン
グおよびトレース情報を表示します。ここに表示される情報を使用して、テストす
るインターフェースをトラブルシューティングします。

これはデフォルトのワークベンチ・ビューです。

サーバー構成の選択
ローカル・テスト・サーバーとして 2 つの InterChange Server Express インスタン
スを登録した場合は、統合テスト環境で作業に使用するサーバー構成を選択する必
要があります。サーバー構成を選択するには、以下の手順を実行します。

注: これらのステップを実行する前に、InterChange Server Express を System

Manager パースペクティブに登録する必要があります。詳細については、 49ペ
ージの『InterChange Server Express インスタンスの登録』を参照してくださ
い。

1. 「InterChange Server Express 構成」ウィンドウを表示するには、以下のいずれか
を実行します。

v 統合テスト環境のメニュー・バーから「統合テスト環境」> 「テスト・サーバ
ー構成」を選択します。

v アウトライン・ビューで「InterChange Server」ノードを展開し、「登録」ノー
ドを右マウス・ボタンでクリックして、コンテキスト・メニューから「テス
ト・サーバーの構成を表示」を選択します。
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2. 「InterChange Server Express 構成」ウィンドウで、ウィンドウの左側のペインか
ら使用するテスト・サーバーを選択します。

サーバーを選択すると、その構成情報がウィンドウの右側のペインに表示されま
す。ウィンドウの一番上の読み取り専用テキスト・フィールドに、サーバーが実
行中かどうか、また統合テスト環境がサーバーに接続されているかどうかが示さ
れます。

図 57 に、「InterChange Server Express 構成」ウィンドウを示します。

3. 「OK」をクリックします。

注: テスト・サーバーとして、最大 2 つの InterChange Server Express インスタン
スを登録できますが、それらは両方とも、統合テスト環境が実行されているコ
ンピューター上にインストールされている必要があります。統合テスト環境を
使用して、統合テスト環境がインストールされているコンピューターとは別の
コンピューターにインストールされているサーバーで実行するインターフェー
スをテストすることはできません。

RMI 設定の構成
統合テスト環境では、InterChange Server Express と通信するソフトウェア・エージ
ェントを使用してテストを実行します。このエージェントは、リモート・メソッド
呼び出し (RMI) を使用するポートを介して InterChange Server Express およびツー
ルと通信する必要があります。統合テスト環境では、9 個の連続するポートのブロ
ックが必要で、そのポートのブロックにより、テストするインターフェースでエミ
ュレートされる各コネクターと通信します。

ポートがこれらの通信要件を使用可能になるように環境を構成する必要がありま
す。デフォルトの RMI ポートは 1099 で、これが統合テスト環境エージェントが
デフォルトで使用するように構成されるポートです。統合テスト環境は、インター
フェースでエミュレートされるコネクターと通信するために、デフォルトではポー
ト 1100 以上を使用するように構成されます。

図 57. 「ICS テスト・サーバー構成」ウィンドウ
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しかし、システム上の他のプログラムでポート 1099 を使用するように構成されて
いる場合があるので、使用できるポートを判別する必要があります。使用できるポ
ートを判別後、統合テスト環境に必要なポートを使用することの設定と、
start_server.bat バッチ・ファイルにプロパティーの設定を行うことが必要です。

使用するポートの判別
統合テスト環境を使用する前に、次のセクションで説明する手法を使用して、デフ
ォルトで使用するように構成されているポートが使用可能かどうかを判別する必要
があります。

netstat コマンドの使用
Windows のコマンド行インターフェースで netstat コマンドを実行して、現在使
用中のポートのリストを生成できます。-a オプションを使用して、TCP/IP で使用
されているポートではなく、すべての使用中のポートをリストすることをお勧めし
ます。ポートを数値順にリストする、-n オプションも使用できます。

次の例は、netstat コマンドの使用と、その出力の一部を示します。

C:¥>netstat -a -n
Active Connections
Proto Local Address Foreign Address State
TCP 0.0.0.0:80 0.0.0.0:0 LISTENING
TCP 0.0.0.0:135 0.0.0.0:0 LISTENING
TCP 0.0.0.0:371 0.0.0.0:0 LISTENING
TCP 0.0.0.0:445 0.0.0.0:0 LISTENING
TCP 0.0.0.0:1029 0.0.0.0:0 LISTENING
TCP 0.0.0.0:1030 0.0.0.0:0 LISTENING

最初のエントリーはポート 80 が使用され、最後の行はポート 1030 が使用されて
いることを示します。ポート 1099 から 1108 が使用されているかどうかを判別す
るには、行を調べます。出力をテキスト・ファイルにコピーして、ポート番号を検
索することをお勧めします。

ポート 1099 から 1108 が既に使用中の場合、設定を変更する必要があります。詳
細については、 237ページの『start_server.bat への RMI ポートの設定』を参照して
ください。

services ファイルの検査
netstat コマンドを使用して現在使用中のポートを判別する他に、services ファイ
ルを検査して予約済みのポートを判別することもできます。以下の手順を実行しま
す。

1. テキスト・エディターを使用してファイル・システムの
Winnt¥System32¥drivers¥etc ディレクトリー内の services という名前のファ
イルをオープンします。

2. ファイル内のエントリーを検索して、ポート 1099 から 1108 に関連付けされて
いるサービスがリストされているかどうかを判別します。

このようなエントリーが見つかった場合、デフォルトの構成で統合テスト環境を
使用しようとすると、問題が発生することがあります。この場合は、 237ページ
の『start_server.bat への RMI ポートの設定』の説明に従って、設定を変更しま
す。
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統合テスト環境設定値への RMI ポートの設定
235ページの『使用するポートの判別』の説明に従って統合テスト環境でデフォル
トで使用されるポートが既に使用中であると判別された場合、統合テスト環境設定
値に使用可能なポートを使用するように設定する必要があります。

統合テスト環境ではテスト環境エージェントがサーバーと通信するための単一ポー
トが必要です。また、テスト中にエミュレートできる最大 9 個のコネクター・エー
ジェントと通信するために 9 個のポートも必要です。統合テスト環境で 9 個の可
能性あるコネクター・エージェントの最初に使用するためのポート番号を設定し、
その後その番号より上の番号の 8 個のポートを使用して、9 個の連続するポートの
ブロックを使用可能にする必要があります。インターフェース内で 9 個のコネクタ
ーもエミュレートする必要がない場合、より少ない数のポートのブロックを使用す
ることができます。理想的には、10 個の使用可能なポートを見つけて、統合テスト
環境に関連するすべてのポートが連続するようにします。

統合テスト環境のポート使用を構成するには、以下の手順を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「統合テスト環境」を展開します。

3. 「テスト・サーバー」を選択します。

237ページの図 58 に、テスト・サーバーの設定を示します。
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4. 「テスト・サーバー」ペインの「TEAgent のポート番号」フィールドにテスト
環境エージェントのポート番号を入力します。

デフォルト値は 1099 です。

5. 「クライアント・シミュレーター」ペインの「ベース・ポート番号」フィールド
に、9 個のコネクター・エージェントまたはアクセス・クライアントのうち統合
テスト環境で最初に使用するポート番号を入力します。

デフォルト値は 1100 です。統合テスト環境では、「ベース・ポート番号」フィ
ールドの値をエミュレートする必要のある最初のコネクター・エージェントに使
用し、その後のポート番号を他のコネクター・エージェントで使用します。

6. 239ページの『統合テスト環境によるカスタム・バッチ・ファイルの作成を有効
にする』の説明に従って、統合テスト環境が、前のステップで必要なポート構成
情報の追加先として指定したカスタム・バッチ・ファイルを使用するようにしま
す。

7. 「OK」をクリックします。

start_server.bat への RMI ポートの設定
統合テスト環境設定でサーバーの始動にカスタム・バッチ・ファイルを使用するよ
う構成していない場合は、start_server.bat バッチ・ファイルにユーザー自身で
RMI ポート構成情報を追加する必要があります。

図 58. テスト・サーバーの設定
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デフォルトの RMI ポート番号 1099 を使用する場合でも、バッチ・ファイルにプ
ロパティーを追加して、デフォルト値と等しい値を設定する必要があります。これ
を行うには、以下の手順を実行します。

1. テキスト・エディターを使用して製品インストールの bin ディレクトリー内の
start_server.bat という名前のバッチ・ファイルをオープンします。

2. -DTEAgent Java システム・プロパティーを、サーバーを始動するために Java

プログラムが実行されるバッチ・ファイル内の行に追加して、統合テスト環境設
定内の「TEAgent のポート番号」フィールドの値と同じに設定します。次の例
は、-DTEAgent プロパティーがデフォルトの RMI ポート番号 1099 に設定さ
れていた場合のバッチ・ファイルを示します。

%CWJAVA% -Djava.ext.dirs=%JRE_EXT_DIRS%;"%MQ_LIB%";"%DB2_LIB%"
-Duser.home="%CROSSWORLDS%" -mx%CW_MEM_HEAP%m -DTEAgent=1099
-DCW_MEMORY_MAX=%CW_MEM_HEAP% %ORB_PROPERTY% -classpath %JCLASSES%
ServerWrapper -s%SERVERNAME% %2 %3

注: この時点で、『設計モードで始動するための InterChange Server Express の
構成』の説明に従って変更を行うことができます。これらの変更は
start_server.bat バッチ・ファイルにも関係します。

3. ファイルの保管して閉じます。

設計モードで始動するための InterChange Server Express の構成
テストするコンポーネントを統合テスト環境を使用して配置する場合は、
InterChange Server Express インスタンスが設計モードで開始するように
start_server.bat バッチ・ファイルを変更する必要があります。これは、統合テス
ト環境では依存関係が直ちに解決されないような順序でコンポーネントが配置され
ることがあるからです。このような状態で正常に配置するには、サーバーは設計モ
ードで実行する必要があります。

52ページの『InterChange Server のモード』で説明するように、通常は、コマンド
行かショートカットの「ターゲット」フィールドで -design オプションを渡して、
InterChange Server Express を設計モードで始動します。統合テスト環境を使用する
場合、サーバーを統合テスト環境パースペクティブで始動し、ショートカットを使
用しません。したがって InterChange Server Express ショートカットを -design オ
プションを使用するように変更しても、サーバーは設計モードで始動しません。

統合テスト環境を使用する場合にサーバーを設計モードで始動するには、-design

オプションを start_server.bat バッチ・ファイルに追加するか、統合テスト環境
がオプションを自身で追加するための一時バッチ・ファイルを使用するようにしま
す。ご使用の設定に応じて、以下のセクションのいずれかの説明に従ってくださ
い。

start_server.bat ファイルの手動による編集
以下の手順を実行して、start_server.bat バッチ・ファイルをユーザー自身で編集
し、-design オプションを追加します。

1. テキスト・エディターを使用して製品インストールの bin ディレクトリー内の
start_server.bat という名前のバッチ・ファイルをオープンします。

238 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



2. サーバーを始動するために Java プログラムが実行されるバッチ・ファイル内の
行に -design オプションを追加します。-design オプションを、
-s%SERVERNAME% オプションの後に追加する必要があります。以下は、バッ
チ・ファイルの表示例を示します。

%CWJAVA% -Djava.ext.dirs=%JRE_EXT_DIRS%;"%MQ_LIB%";"%DB2_LIB%"
-Duser.home="%CROSSWORLDS%" -mx%CW_MEM_HEAP%m -DTEAgent=1200
-DCW_MEMORY_MAX=%CW_MEM_HEAP% %ORB_PROPERTY% -classpath %JCLASSES%
ServerWrapper -s%SERVERNAME% -design %2 %3

3. ファイルの保管して閉じます。

統合テスト環境によるカスタム・バッチ・ファイルの作成を有効に
する

統合テスト環境を設定して、InterChange Server Express が自動的に設計モードで始
動するようにできます。この方法では、統合テスト環境は start_server.bat ファ
イルを読み取り、-design オプションが正しく指定されているかどうかを判別しま
す。正しく指定されていない場合、統合テスト環境は start_server.bat ファイル
のコピーとして start_server_ite_tmp.bat というファイルを作成し、-design オ
プションを追加します。統合テスト環境からサーバーを始動する場合に、この一時
ファイルが使用されます。

統合テスト環境の設定を行って一時バッチ・ファイルを作成するには、以下の手順
を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「統合テスト環境」を展開します。

3. 「テスト・サーバー」を選択します。

237ページの図 58 に、テスト・サーバーの設定を示します。

4. 「サーバー起動スクリプト (start_server.bat) の検証」チェック・ボックスを有
効にすることにより、統合テスト環境が必要な構成情報を追加するためのカスタ
ム・バッチ・ファイルを使用するようにします。

統合テスト環境が作成できるカスタム・バッチ・ファイルを使用しない場合は、
「サーバー起動スクリプト (start_server.bat) の検証」チェック・ボックスを無
効のままにして、 237ページの『start_server.bat への RMI ポートの設定』の説
明に従って構成情報をユーザー自身で追加します。

5. 「OK」をクリックします。

要確認: この方法を機能させるには、サーバーを統合テスト環境から始動する必要
があります。プログラム・グループ・ショートカットやコマンド行を使用
してサーバーを始動すると、この方法は機能しません。これは、これらの
始動方法では一時始動スクリプトが使用されないためです。
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テスト・プロジェクトおよびテスト・ユニットの使用
Eclipse ベース・プラットフォームのすべてのリソースはプロジェクトに含まれま
す。詳細は、 43ページの『プロジェクト』を参照してください。統合コンポーネン
トを組み込むには統合コンポーネント・ライブラリー・プロジェクトを作成し、コ
ンポーネントにショートカットを組み込むにはユーザー・プロジェクトを作成し、
またテストの定義を組み込むには統合テスト環境にテスト・プロジェクトを作成す
る必要があります。

テスト・ユニットとは、テストを定義するワークベンチに作成されるリソースで
す。統合テスト環境はインターフェース全体をテストできるように設計され、イン
ターフェースは通常、 25ページの『インターフェース』で説明するように、コラボ
レーション・オブジェクトを中心とし、したがってテスト・ユニットもコラボレー
ション・オブジェクトが中心となります。単一のテスト・プロジェクトで実行する
すべてのテスト・ユニットを定義するか、または複数のテスト・プロジェクトを作
成して、設定に従って編成するのに適切なテスト・ユニットを追加することができ
ます。

テスト・プロジェクト設定の構成
テスト・プロジェクトまたはテスト・ユニットを作成する前に、それらに関連する
設定を行います。テスト・プロジェクトおよびテスト・ユニットに関連する設定を
行うには、以下の手順を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「統合テスト環境」を選択します。

241ページの図 59 に統合テスト環境の設定を示します。
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3. テスト・ユニットの作成時、既存プロジェクトが存在しない場合に統合テスト環
境が DefaultITEProject という名前のデフォルトのプロジェクトを作成するよ
うに設定する場合は、「何も存在しない場合は自動的にデフォルト ITE プロジ
ェクトを作成」チェック・ボックスを有効にします。

4. テスト・ユニット定義を作成後にテスト・ユニット・エディターで自動的に開く
場合は、「作成時にエディターで新規テスト・ユニットを開く」チェック・ボッ
クスを有効にします。

このオプションを有効にしない場合のテスト・ユニットのオープンについて詳し
くは、 244ページの『テスト・ユニットのオープン』を参照してください。

5. サーバー・コンテキスト・オーバーレイを常時有効にしておく場合は、「サーバ
ー・コンテキスト・オーバーレイを常に表示」チェック・ボックスを有効にしま
す。

サーバー・コンテキスト・オーバーレイについて詳しくは、 263ページの『サー
バー・コンテキスト・オーバーレイの使用』を参照してください。

6. 「OK」をクリックします。

テスト・プロジェクトの作成
テスト・プロジェクトを作成し、作成する個々のテスト・ユニットを保管するに
は、以下の手順を実行します。

図 59. 統合テスト環境の設定
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1. メニュー・バーから「ファイル」>「新規」>「統合テスト環境プロジェクト」を
選択します。

2. 「新規統合テスト環境プロジェクト」画面の「プロジェクト名」フィールドにテ
スト・プロジェクトの名前を入力します。

プロジェクト名には英数字および下線のみが使用でき、英語で指定します。

3. デフォルトのロケーション (ワークスペース) にライブラリー用フォルダーを作
成し、ライブラリーに指定した名前と同じ名前を付けるには、「デフォルト・ロ
ケーションの使用」チェック・ボックスを有効にしておきます。

ライブラリー・フォルダーの名前およびロケーションを指定する場合は、以下の
手順を実行します。

a. 「デフォルト・ロケーションの使用」チェック・ボックスをクリアします。

b. ライブラリーに使用するディレクトリーの絶対パスおよび名前を「ロケーシ
ョン」フィールドに入力するか、「ブラウズ」をクリックして既存のディレ
クトリーを選択します。

注: 「デフォルト・ロケーションの使用」チェック・ボックスを使用して
System Manager で作成する以外に、ワークスペースのパスにライブラリー
用フォルダーを作成する方法はありません。

図 60 に、「新規統合テスト環境プロジェクト」ウィザードを示します。

4. 「完了」をクリックします。

図 60. 新規 WBI ITE プロジェクトの作成
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プロジェクトが作成され、フォルダーが「ITE ナビゲーター」ビューに追加され
ます。

テスト・ユニットの作成
テスト・ユニットとは、実行するテストの構成情報を含むワークベンチ・リソース
です。テスト・ユニットは、統合テスト環境内かまたは System Manager 内で作成
できます。

統合テスト環境設定で「作成時にエディターで新規テスト・ユニットを開く」チェ
ック・ボックスを有効にした場合、テスト・ユニットを作成後にその単位が開きま
す。この設定を有効にしていない場合、 244ページの『テスト・ユニットのオープ
ン』の説明に従ってテスト・ユニットを開く必要があります。統合テスト環境の設
定について詳しくは、 240ページの『テスト・プロジェクト設定の構成』を参照し
てください。

統合テスト環境でのテスト・ユニットの作成
統合テスト環境内でテスト・ユニットを作成するには、以下の手順を実行します。

1. メニュー・バーから「ファイル」>「新規」>「ITE テスト・ユニット」を選択し
ます。

2. 「コラボレーションの選択」画面で、システムに定義されているすべての統合コ
ンポーネント・ライブラリー内のすべてのコラボレーション・オブジェクトのリ
ストから、テストするコラボレーション・オブジェクトを選択します。

図 61 に、「コラボレーションの選択」画面を示します。

図 61. テストするコラボレーションの選択
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3. 「次へ」をクリックします。

4. 「ITE テスト・ユニットの作成」画面で、以下の手順を実行します。

a. 「テスト・ユニット」フィールドに、テスト・ユニットの名前を入力しま
す。

b. 「ITE プロジェクト」ドロップダウン・メニューから、テスト・ユニットを
作成するテスト・プロジェクトを選択します。

図 62 に、「ITE テスト・ユニットの作成」画面を示します。

5. 「完了」をクリックします。

System Manager 内でのテスト・ユニットの作成
System Manager 内でテスト・ユニットを作成するには、以下の手順を実行します。

1. テスト・ユニットを含むテスト・プロジェクトを作成します。詳細は 241ページ
の『テスト・プロジェクトの作成』を参照してください。

2. インターフェースを表すコラボレーション・オブジェクトを右マウス・ボタンで
クリックし、コンテキスト・メニューから「統合テスト環境でのデバッグ」を選
択します。

3. 「ITE テスト・ユニットの作成」画面で、「テスト・ユニット」フィールドにテ
スト・ユニットの名前を入力し、「ITE プロジェクト」ドロップダウン・メニュ
ーからテスト・ユニットの作成先となるテスト・プロジェクトを選択します。

図 62 に、「ITE テスト・ユニットの作成」画面を示します。

4. 「完了」をクリックします。

テスト・ユニットのオープン
テスト・ユニットを作成したら、それをオープンしてそのレイアウトを表示し、構
成できます。テスト・ユニットをオープンするには、以下の手順を実行します。

図 62. テスト・ユニット名とテスト・プロジェクトの指定
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1. 「ITE ナビゲーター」ビューでテスト・ユニットを含むテスト・プロジェクトを
展開します。

2. テスト・ユニットをオープンするには、以下のいずれかを実行します。

v 使用するテスト・ユニットを右マウス・ボタン・クリックし、コンテキスト・
メニューから「開く」を選択します。

v 使用するテスト・ユニットをダブルクリックします。

テスト・ユニットが開き、テスト・ユニット・エディターにコラボレーション・
オブジェクトが表示され、パースペクティブのビューにインターフェース固有の
情報が取り込まれます。 231ページの図 56 に、テスト・ユニットをオープンし
た後の統合テスト環境パースペクティブを表示します。

アウトライン・ビューの使用
アウトライン・ビューを使用すると、以下のセクションで説明するさまざまな操作
を実行できます。

v 246ページの『アウトライン・ビューを使用した依存の処理』

v 248ページの『アウトライン・ビューを使用したリポジトリーの管理』

v 248ページの『アウトライン・ビューを使用したコンポーネント状態の管理』

v 249ページの『アウトライン・ビューを使用したタスクの実行』

v 249ページの『アウトライン・ビューを使用したテスト作動可能の検証』

v 250ページの『アウトライン・ビューを使用したクライアント・シミュレータ
ー・ビューの表示およびクローズ』

v 251ページの『アウトライン・ビューを使用した BO インスペクター・ビューの
表示およびクローズ』

v 252ページの『アウトライン・ビューを使用した BO マーカーの最新表示』

246ページの図 63 に、アウトライン・ビューを示します。
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アウトライン・ビューを使用した依存の処理
109ページの『依存関係および参照』 で説明するように、InterChange Server

Express コンポーネントは、適切に機能するために他のコンポーネントに依存してい
ます。インターフェースをテストするには、すべての依存関係を解決する必要があ
ります。

統合テスト環境のアウトライン・ビューには、インターフェースをテストするため
に解決する必要のあるコンポーネントの依存関係がリストされます。コンポーネン
ト間の複数の依存関係をシステムで判別して、それらをアウトライン・ビューの
「成果物」ノードの下にある「従属オブジェクト」ノードにリストすることができ
ます。

111ページの『システムで検出できない依存関係』 で、一部のコンポーネントが自
動的に検出できない状態について説明します。インターフェースをテストするとき
に統合テスト環境のビューを使用してコンポーネントを配置する場合は、システム
で検出できない依存関係も解決する必要があります。このためには、ユーザー自身
が、検出できない依存関係を指定します。これを行うと、アウトライン・ビューの
「成果物」ノードの下にある「ユーザーの成果物」ノードの下にコンポーネントが
リストされます。

ユーザー従属オブジェクトの追加
ユーザー従属としてコンポーネントをテスト・ユニットに追加するには、以下のい
ずれかを実行します。

1. アウトライン・ビューで、「成果物」ノードを展開します。

図 63. 「ユーザーの成果物」が表示されたアウトライン・ビュー

246 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



2. 「ユーザーの成果物」ノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・
メニューから「ユーザーの成果物を追加」を選択します。

3. 「ユーザーの従属オブジェクト」ウィンドウで、追加するコンポーネントを選択
します。Shift を押しながらの連続行の選択や Ctrl を押しながらの非連続行の
選択などの、標準の複数選択手法を使用できます。図 64 に、「ユーザーの従属
オブジェクト」ダイアログを示します。

4. 「OK」をクリックします。

注: 従属として未登録のコンポーネントのみがリストに表示されます。

ユーザーの従属オブジェクトの削除
アウトライン・ビューで「成果物」ノードを展開し、以下のいずれかを実行して、
ユーザー成果物のリストからコンポーネントを削除します。

v 「ユーザーの成果物」 ノードを右マウス・ボタンでクリックし、「すべてのユー
ザーの成果物を削除」を選択して、リストからユーザー成果物をすべて削除しま
す。

v 「ユーザーの成果物」ノードを展開して削除するユーザー成果物を選択し、選択
した成果物のいずれかを右マウス・ボタンでクリックして、コンテキスト・メニ
ューから「削除」選択します。

例えば、展開する複数のユーザー・プロジェクトを一度に選択するには、以下の
ように、Windows の標準的な選択方法を使用できます。

– Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

– Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

図 64. ユーザー従属オブジェクトの追加

第 12 章 統合テスト環境の使用 247



ユーザーの従属オブジェクトの保管
テスト・ユニットに追加するユーザーの従属オブジェクトを保管して、毎回追加す
る必要がないようにできます。ユーザーの従属オブジェクトを保管するには、以下
のいずれかを実行します。

1. アウトライン・ビューで「成果物」ノードを展開します。

2. 「ユーザーの成果物」ノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・
メニューから「ユーザーの従属オブジェクト保管」を選択します。

アウトライン・ビューを使用したリポジトリーの管理
インターフェースをテストするには、インターフェースに必要なすべてのコンポー
ネントをサーバー・リポジトリーに配置する必要があります。アウトライン・ビュ
ーを使用すると、InterChange Server Express リポジトリーと連動して、必要なコン
ポーネントが含まれていることを確認できます。

コンポーネントを配置する場合は、コンポーネントを配置する「配置」オプショ
ン、またはコンポーネントが既にサーバー・リポジトリーに存在する場合でもコン
ポーネントを配置する「Deploy with overwrite」オプションのいずれかを使用しま
す。選択したコンポーネントが既にサーバー・リポジトリーに存在する場合に「配
置」オプションを使用すると、配置に失敗します。

以下のいずれかを実行し、コンテキスト・メニューから「配置」または「Deploy
with overwrite」のいずれかを選択して、目的のコンポーネントを配置します。

v 「成果物」ノードを右マウス・ボタンでクリックし、すべてのコンポーネントを
配置します。

v 「従属オブジェクト」ノード、「オプションのマップ」ノード、または「ユーザ
ーの成果物」ノードを右マウス・ボタンでクリックし、これらのノードの下にリ
ストされているすべてのコンポーネントを配置します。

v 個々のコンポーネントを右マウス・ボタンでクリックします。

アウトライン・ビューを使用してサーバー・リポジトリーからコンポーネントを削
除するには、ビュー内のコンポーネントを右マウス・ボタンでクリックし、コンテ
キスト・メニューから「サーバーから除去」を選択します。

注: 複数のコンポーネントを一度に削除するには、以下のような Windows の標準的
な選択方法を使用できます。

v Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

v Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

統合テスト環境コンソールおよび InterChange Server Express コンソールに項目が追
加され、配置が成功したかどうかが示されます。

アウトライン・ビューを使用したコンポーネント状態の管理
統合テスト環境内のコンポーネントの状態を変更できます。これによりテスト中に
発見した問題を解決できます。つまり、System Manager、repos_copy、または
System Monitor を使用しないで、コンポーネントを非活動化し、それを変更し、再
配置して、再活動化できます。
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コンポーネントの状態を変更するには、アウトライン・ビュー内のコンポーネント
を右マウス・ボタンでクリックして、目的の状態操作 (「開始」、「一時停止」、
または「停止」) を選択します。すべてのコンポーネント・タイプにすべての状態
操作が用意されているとは限りません。

コンポーネント状態の詳細については、「システム管理ガイド」を参照してくださ
い。

アウトライン・ビューを使用したタスクの実行
アウトライン・ビューを使用して、テスト実行の一部である幾つかのタスクを実行
できます。タスクおよびタスク・グループについて詳しくは、 253ページの表 23 を
参照してください。

「サーバーを始動」タスク・グループ内のタスクをすべて実行するには、アウトラ
イン・ビューの「InterChange Server」ノードまたは「実行状態」ノードを右マウ
ス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「サーバーを始動」を選択
します。

「サーバーをシャットダウン」タスクを実行するには、アウトライン・ビューの
「InterChange Server」ノードまたは「実行状態」ノードを右マウス・ボタンでクリ
ックし、コンテキスト・メニューから「サーバーを停止」を選択します。

「サーバーへ接続」タスクを実行するには、アウトライン・ビューの「接続状態」
ノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「サーバー
へ接続」を選択します。

「サーバーの切断」タスクを実行するには、アウトライン・ビューの「接続状態」
ノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「サーバー
の切断」を選択します。

「クライアント・シミュレーターを開始」タスク・グループ内のタスクをすべて実
行するには、アウトライン・ビューの「クライアント・シミュレーター」ノードを
右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「クライアント・シ
ミュレーターを開始」を選択します。

「BO トレースの開始」タスク・グループ内のタスクをすべて実行するには、アウ
トライン・ビューの「BO 検査マーカー」ノードを右マウス・ボタンでクリック
し、コンテキスト・メニューから「BO トレースの開始」を選択します。

「BO トレースの停止」タスクを実行するには、アウトライン・ビューの「BO 検査
マーカー」ノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから
「BO トレースの停止」を選択します。

アウトライン・ビューを使用したテスト作動可能の検証
アウトライン・ビューには、テストを実行するために満たす必要のある幾つかの条
件の状態がビジュアル標識として示されます。これにより、ログ・テキストで標識
を検索しなくても、統合テスト環境でテストを実行する準備ができたかどうかを迅
速に確認できます。満たす必要のある各条件の背景は、既に条件が満たされている
場合は緑色に、まだ条件が満たされていない場合は赤色になります。各条件には、
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状況を示す句も表示されます。以下に、満たす必要のある条件を持つ各種のノード
と、要件の説明および条件が満たされた場合に表示される句を示します。

v 「InterChange Server」ノード。インターフェースをテストするには、「作動可
能」状態である必要があります。このノードは、サーバーの状態、およびそのサ
ーバーに接続する統合テスト環境の状態を表し、以下のノードを含みます。

– 「登録」ノード。通信対象の統合テスト環境が構成された InterChange Server

Express インスタンスがリストされます。

使用する InterChange Server Express インスタンスの指定について詳しくは、
233ページの『サーバー構成の選択』を参照してください。

– 「実行状態」ノード。InterChange Server Express インスタンスが実行中である
かどうかを示します。テストを実行するには、「作動可能」状態である必要が
あります。

– 「接続状態」ノード。統合テスト環境が InterChange Server Express インスタ
ンスに接続されているかどうかを示します。テストを実行するには、「接続し
ました」状態である必要があります。

v 「成果物」ノード。インターフェースをテストするには、「作動可能」状態であ
る必要があります。このノードが「作動可能」状態の場合は、このノードの下に
ある各ノードのすべてのコンポーネントがサーバーに配置され、実行中である必
要があります。

コネクター、コラボレーション・オブジェクトなど、状態を持つコンポーネント
は、「実行中」状態である必要があります。ビジネス・オブジェクト定義、コラ
ボレーション・テンプレートなど、状態は持たないがインターフェースに必要な
コンポーネントは、「配置が完了」状態である必要があります。

v 「クライアント・シミュレーター」ノード。インターフェースをテストするに
は、「作動可能」状態である必要があります。このノードが「作動可能」状態の
場合は、このノードに下に表示されるすべてのポートが関連したクライアント・
シミュレーター・ビューを持ち、サーバーに接続されている必要があります。

v 「BO 検査マーカー」ノード。インターフェースのテスト中に処理するビジネ
ス・オブジェクト・トレースに対して「作動可能」状態である必要があります。
このノードが「作動可能」状態の場合は、「BO トレースの開始」タスクが正常
に開始されている必要があります。

アウトライン・ビューを使用したクライアント・シミュレーター・
ビューの表示およびクローズ

クライアント・シミュレーター・ビューを使用すると、インターフェースをテスト
するときに、コネクターとアクセス・クライアントをエミュレートできます。クラ
イアント・シミュレーター・ビューには、テスト・データを持つビジネス・オブジ
ェクト・インスタンスを作成したり、そのインスタンスをビジネス・オブジェクト
要求として送信したり、ビジネス・オブジェクト応答としてその要求に応答するた
めのインターフェースが用意されています。

コネクターのプロファイルを特定のクライアント・シミュレーター・ビューにロー
ドするには、「クライアント・シミュレーター」ノードの下にある目的のポートを

250 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



右マウス・ボタンでクリックし、「クライアント・シミュレーター x を使用」を選
択します。ここで、x は、そのコネクターに関して使用するクライアント・シミュ
レーター・ビュー位置の番号です。

269ページの表 27 に、各種クライアント・シミュレーター・ビューが表示されるデ
フォルトのインターフェース位置を示します。

統合テスト環境内のビューは、テストの各段階で、ほかのビューを使用することに
より隠すことができます。例えば、BO インスペクター・ビューを使用してクライ
アント・シミュレーター・ビューを隠すことができます。隠したクライアント・シ
ミュレーター・ビューを表示するには、「クライアント・シミュレーター」ノード
の下にある目的のポートを右マウス・ボタンでクリックし、「クライアント・シミ
ュレーターを表示」を選択して、クライアント・シミュレーター・ビューにフォー
カスを与えます。

クライアント・シミュレーター・ビューを閉じるには、「クライアント・シミュレ
ーター」ノードの下にある目的のポートを右マウス・ボタンでクリックし、「クラ
イアント・シミュレーターを閉じる」を選択します。

注: このオプションはクライアント・シミュレーター・ビューを閉じるだけでな
く、クライアント・シミュレーター・ビューでのコネクターのエミュレーショ
ンを停止させます。

クライアント・シミュレーター・ビューの使用法について詳しくは、 269ページの
『クライアント・シミュレーター・ビューの使用』を参照してください。

アウトライン・ビューを使用した BO インスペクター・ビューの
表示およびクローズ

ビジネス・オブジェクト・トレースを使用する場合、統合テスト環境により、イン
ターフェースの実行中の特定時点でビジネス・オブジェクト・データが記録されま
す。

すべてのビジネス・オブジェクト・マーカーの BO インスペクター・ビューをイン
ターフェースに表示するには、アウトライン・ビューの「BO 検査マーカー」ノー
ドを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「すべての BO
ビューアーを表示」を選択します。BO マーカー・アイコンは、 263ページの図 67

に示してあります。

インターフェースに表示されたすべての BO インスペクター・ビューを閉じるに
は、アウトライン・ビューの「BO 検査マーカー」ノードを右マウス・ボタンでク
リックし、コンテキスト・メニューから「すべての BO ビューアーを閉じる」を選
択します。

286ページの表 29 に、各種 BO インスペクター・ビューが表示されるデフォルト
のインターフェース位置を示します。

ビジネス・オブジェクト・トレースの詳細については、 253ページの表 23 を参照し
てください。
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BO インスペクター・ビューの使用法の詳細については、 284ページの『BO インス
ペクター・ビューの使用』を参照してください。

アウトライン・ビューを使用した BO マーカーの最新表示
ビジネス・オブジェクト・トレースを使用しているが、トレース情報の自動更新が
使用不可の場合は、BO マーカーを明示的に最新表示して更新する必要がありま
す。

BO マーカーを更新するには、アウトライン・ビューで「BO 検査マーカー」ノード
を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「BO マーカーを
最新表示」を選択します。

タスク・マネージャー・ビューの使用
タスク・マネージャー・ビューにより、インターフェースをテストするときに実行
する必要のある多くのタスクを自動化できます。

テストを実行するときには、一般的に特定の段階で複数のタスクを実行する必要が
あります。例えば、テストの実行を準備する場合、InterChange Server Express を始
動し、それに統合テスト環境パースペクティブを接続する必要があります。テスト
の後の段階でインターフェース内のコネクターとアクセス・クライアントに関する
クライアント・シミュレーター・ビューを起動し、それらを InterChange Server

Express インスタンスに接続する必要があります。テストの実行中に特定の段階に関
連することのあるすべてのタスクを容易に実行するために、タスク・マネージャー
により関連タスクがグループで表示されます。例えば、クライアント・シミュレー
ター・ビューを起動して InterChange Server Express インスタンスに接続するタスク
は、「クライアント・シミュレーターを開始」という名前のタスク・グループに集
められます。タスク・マネージャーにより、単一タスクまたはタスク・グループ全
体として実行することができます。

253ページの図 65 に、複数のタスクとタスク・グループが選択されたタスク・マネ
ージャー・ビューを示します。
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表 23 に、タスク・マネージャー・ビューのタスクおよびタスク・グループを示しま
す。

表 23. タスク・マネージャー・ビュー内のタスクおよびタスク・グループ

タスク名 タスクの説明

サーバーを始動 InterChange Server Express の始動に関連するすべてのタス
クのグループです。

サーバーを起動 InterChange Server Express インスタンスを始動します。こ
のタスクは、「サーバーを始動」タスク・グループに含ま
れます。

サーバー初期化待ち InterChange Server Express が正常に始動するまで、統合テ
スト環境によるサーバーへの接続の試行を待機します。

このタスクを選択せずに、統合テスト環境を未始動の
InterChange Server Express に接続を試行しても、統合テス
ト環境はサーバーに接続できません。このオプションを有
効にすることにより、InterChange Server Express への統合
テスト環境の接続タスクが自動化されます。

サーバーに接続 統合テスト環境を InterChange Server Express インスタンス
に接続することにより、コンポーネントの管理と配置、お
よびデータの表示を可能にします。このタスクは、「サー
バーを始動」タスク・グループに含まれます。
注: 統合テスト環境がサーバーに接続するには、IBM Java

オブジェクト・リクエスト・ブローカー (ORB) が実行され
ている必要があります。

サーバーのリセット 「リポジトリーをクリア」タスクのグループです。

リポジトリーをクリア InterChange Server Express インスタンスのリポジトリーを
削除します。統合テスト環境を使用して多数のコンポーネ
ントを配置する際、コンポーネントの一部が既にリポジト
リーに存在する場合は、このタスクを実行します。このタ
スクは、「サーバーのリセット」タスク・グループに含ま
れます。

図 65. タスク・マネージャー・ビュー
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表 23. タスク・マネージャー・ビュー内のタスクおよびタスク・グループ (続き)

タスク名 タスクの説明

配置 タスク・マネージャー・ビューを使用してコンポーネント
を InterChange Server Express リポジトリーに配置するのに
関連するすべてのタスクのグループです。

インターフェースをテストするために、インターフェース
のすべての従属コンポーネントを配置する必要がありま
す。

統合テスト環境を使用してコンポーネントを配置するに
は、InterChange Server Express インスタンスを設計モード
で始動する必要があります。詳細については、 238ページ
の『設計モードで始動するための InterChange Server

Express の構成』を参照してください。

依存関係ビューの詳細については、 245ページの『アウト
ライン・ビューの使用』を参照してください。

デフォルトの従属オブジェク
トを配置

インターフェースが機能するために必要であるとシステム
で判別されたすべてのコンポーネントと、依存関係ビュー
の「デフォルトの従属オブジェクト」ノードにリストされ
ているすべてのコンポーネントを配置します。

このタスクは、「配置」タスク・グループに含まれます。

Deploy Optional Maps

ユーザーの従属オブジェクト
を配置

アウトライン・ビューの「ユーザーの成果物」ノードに追
加するすべてのコンポーネントを配置します。

このタスクは、「配置」タスク・グループに含まれます。

クライアント・シミュレータ
ーを開始

コネクター・エージェントおよびアクセス・クライアント
のエミュレートに関連するすべてのタスクのグループで
す。

クライアント・シミュレータ
ー・ビューアーの割り当て

インターフェースに関係するすべてのコネクターおよびア
クセス・クライアントのクライアント・シミュレーター・
ビュー・ウィンドウを開始します。

このタスクは、「クライアント・シミュレーターを開始」
タスク・グループに含まれます。
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表 23. タスク・マネージャー・ビュー内のタスクおよびタスク・グループ (続き)

タスク名 タスクの説明

サーバー接続 クライアント・シミュレーター・ビューを InterChange

Server Express インスタンスに接続します。

ビジネス・オブジェクトを交換するには、コネクター・エ
ージェントとアクセス・クライアントを InterChange Server

Express に接続する必要があります。

デフォルトでは、コネクターはリポジトリー内にある自身
の定義を使用して始動します。 270ページの『リポジトリ
ー定義を使用したコネクターのエミュレート』で説明する
ように、クライアント・シミュレーター・ビューを使用し
てエージェントを構成ファイルと関連付けることができま
す。

エミュレート対象のコネクターの DeliveryTransport プロ
パティーが、値 IDL に設定されている場合、クライアン
ト・シミュレーターはこの方法でしか自動的にサーバーへ
接続できません。

このタスクは、「クライアント・シミュレーターを開始」
タスク・グループに含まれます。
注: 統合テスト環境がサーバーに接続するには、IBM ORB

が実行されている必要があります。

BO トレースの開始 ビジネス・オブジェクト・トレースに関連するすべてのタ
スクのグループです。

ビジネス・オブジェクト・トレースでは、ビジネス・オブ
ジェクトがシステムのコンポーネントで処理されると、ビ
ジネス・オブジェクト・データを記録します。詳細につい
ては、 284ページの『BO インスペクター・ビューの使用』
を参照してください。

BO トレース・フォルダーを
クリア

ビジネス・オブジェクト・トレース・データが保管さるフ
ォルダーをクリアします。次の理由で、ビジネス・オブジ
ェクト・トレース・フォルダーをクリアする必要がありま
す。

v ビジネス・オブジェクト・トレース・ファイルは、統合
テスト環境パースペクティブで表示するためにロードす
るには、ディスク・ストレージを必要としリソースを使
用します。ストレージとリソースを保持するためにフォ
ルダーをクリアする必要がある場合があります。

v 古いテスト・データを統合テスト環境で表示しないよう
にできます。以前のテストのビジネス・オブジェクト・
テスト・データをクリアして、その後のテストのデータ
のみを表示するようにできます。

このタスクは、「BO トレースの開始」タスク・グループ
に含まれます。
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表 23. タスク・マネージャー・ビュー内のタスクおよびタスク・グループ (続き)

タスク名 タスクの説明

BO トレースの開始 ビジネス・オブジェクト・トレースを開始します。テスト
の実行中にビジネス・オブジェクト・データを保管するた
めに、統合テスト環境のビジネス・オブジェクト・トレー
スを開始する必要があります。

このタスクは、「BO トレースの開始」タスク・グループ
に含まれます。

BO トレースの停止 ビジネス・オブジェクト・トレースを停止します。

ビジネス・オブジェクト・トレースは大量のリソースを使
用するタスクであるため、テストの目的によっては、かえ
って問題となる場合があります。このような場合は、ビジ
ネス・オブジェクト・トレースを停止できます。

サーバーの切断 統合テスト環境を InterChange Server Express インスタンス
から切断します。ただし、InterChange Server Express イン
スタンスはシャットダウンしません。

サーバーをシャットダウン InterChange Server Express インスタンスをシャットダウン
します。

タスクの選択
タスクやタスク・グループを選択するには、いくつかの方法があります。表 24 に、
各種方法を示します。最も効率的にするために各種の方法を組み合わせることをお
勧めします。

表 24. タスク・マネージャー・ビューでタスクおよびタスク・グループを選択する方法

実現する内容 方法

グループ内の単一タスクにチェッ
クマークを付ける

タスクの横のチェック・ボックスをクリックします。

タスク・グループにチェックマー
クを付ける

タスク・グループの横のチェック・ボックスをクリック
します。

ビュー内のすべてのタスクにチェ
ックマークを付ける

タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端
の下矢印をクリックし、メニューから「すべてにチェッ
クマークを付ける」を選択します。

ビュー内のすべてのタスクのチェ
ックマークを解除する

タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端
の下矢印をクリックし、メニューから「すべてにチェッ
クマークを外す」を選択します。

設定タスクにチェックマークを付
ける

タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端
の下矢印をクリックし、メニューから「設定の選択内
容」を選択します。

詳細については、 259ページの『設定タスク選択の構
成』を参照してください。
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表 24. タスク・マネージャー・ビューでタスクおよびタスク・グループを選択する方法 (続
き)

実現する内容 方法

デフォルトのタスクにチェックマ
ークを付ける

タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端
の下矢印をクリックし、メニューから「デフォルトの選
択内容」を選択します。

タスクおよびタスク・グループのデフォルトの選択は、
以下のとおりです。

v サーバーを始動

– サーバーを起動

– サーバー初期化待ち

– サーバーに接続

v 配置

– デフォルトの従属オブジェクトを配置

– オプションの成果物を配置

– ユーザーの従属オブジェクトを配置

v クライアント・シミュレーターを開始

– クライアント・シミュレーター・ビューアーの割
り当て

v BO トレースの開始

– BO トレースの開始

タスク・マネージャー・ビューの実行
タスク・マネージャー・ビューで選択したタスクを実行するには、いくつかの方法
があります。次のセクションで、各種方法を説明します。

v 『選択したタスク・グループの実行』

v 258ページの『タスク・グループの実行』

v 258ページの『単一タスクの実行』

選択したタスク・グループの実行
複数のタスク・グループ内のすべてのタスクを一度に実行できます。これにより、
さまざまな段階で手動で管理しないで、テストのためのインターフェースを容易に
準備できます。

例えば、便利な方法は、「サーバーを始動」、「クライアント・シミュレーターを
開始」、および「BO トレースの開始」の各タスク・グループ内のすべてのタスク
を実行する方法です。

選択したタスク・グループ内のすべてのタスクを実行するには、以下の手順を実行
します。

1. 実行するタスクのチェック・ボックスを使用可能にします。

2. 実行するタスクが所属するタスク・グループのチェック・ボックスを使用可能に
します。

第 12 章 統合テスト環境の使用 257



3. 選択したタスク・グループ内の選択したタスクを実行するには、以下のいずれか
を実行します。

v メニュー・バーから「統合テスト環境」>「実行」を選択します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリック
し、メニューから「実行」を選択します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの「タスクの実行」ボタンを
クリックします。

矛盾する結果となるタスクまたはタスク・グループのチェック・ボックスを使用可
能にしないでください。例えば、「サーバーを起動」と「サーバーをシャットダウ
ン」タスクの両方を使用可能にしないでください。

タスク・グループの実行
単一のタスク・グループを実行するには、タスク・グループを右マウス・ボタン・
クリックして「実行」を選択します。右マウス・ボタン・クリックしたタスク・グ
ループ内のタスクのみが実行されます。タスクを実行するにはタスク・グループの
チェック・ボックスは使用可能である必要はありません。しかしグループ内の実行
するタスクのチェック・ボックスは使用可能になっている必要があります。

「クライアント・シミュレーターを開始」タスク・グループでは、この方法を頻繁
に使用することがあります。テストを最初に準備するためにタスク・グループを頻
繁に実行します。詳細は 257ページの『選択したタスク・グループの実行』を参照
してください。しかし、一連のテストの過程でオープンしたクライアント・シミュ
レーター・ビューをクローズし、その後起動して再度接続する必要がある場合があ
ります。このとき、既に実行したすべてのタスクを実行する必要はありません。
「クライアント・シミュレーターを開始」タスク・グループを実行するだけで構い
ません。

単一タスクの実行
単一タスクを実行するには、タスクを右マウス・ボタン・クリックして「実行」を
選択します。右マウス・ボタン・クリックしたタスクのみが実行されます。タスク
を実行するのに、タスクのチェック・ボックスは使用可能である必要はありませ
ん。

この方法はサーバーのシャットダウンに使用できます。直後にサーバーを再始動す
るが、必要なチェック・ボックスをすべて再度使用可能にしたくない場合がありま
す。この場合は、「サーバーをシャットダウン」タスクを右マウス・ボタン・クリ
ックして、シャットダウンのみ実行します。

タスクの停止
現在実行中のタスクのキューの停止をタスク・マネージャーに指示できます。これ
により現在実行中のどのタスクでも終了できますが、その後のタスクは実行されま
せん。例えば、「サーバーを起動」タスクが実行中にタスクの停止を選択すると、
タスク・マネージャーによりサーバーの始動が完了されます。

現在実行中のタスクを停止するには、以下のいずれかを実行します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、
メニューから「タスクの停止」を選択します。
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v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの「タスクの停止」ボタンをク
リックします。

タスクの強制終了
現在実行中のタスクのキューの強制終了をタスク・マネージャーに指示できます。
これにより現在実行中のタスクが終了し、その後のタスクも実行されません。例え
ば、「サーバーを起動」タスクが実行中にタスクの強制終了を選択すると、タス
ク・マネージャーがサーバーの始動を完了できなくなります。

現在実行中のタスクを強制終了するには、タスク・マネージャー・ビューのタイト
ル・バーの右端の下矢印をクリックし、メニューから「タスクの強制終了」を選択
します。

タスクの一時停止
現在実行中のタスクを一時停止して、タスク・マネージャーが現在実行中のタスク
は完了するが、残りのタスクは一時停止を解除するまで実行しないようにします。
これにより一連のタスクを開始し、後のタスクに到達する前に実行する必要がある
が実行するのを忘れたアクションを、残りのタスクを停止して再始動しないで、実
行できます。例えば、サーバーを始動して従属オブジェクトを配置するが、コンポ
ーネントの一部が既にリポジトリーに存在することを、タスクが開始してから気が
ついた場合、配置段階が開始する前にタスクを一時停止します。その後、repos_copy

を使用してリポジトリーを削除し、配置が開始されたときに失敗しないようにでき
ます。

現在実行中のタスクを一時停止するには、以下のいずれかを実行します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、
メニューから「タスクの一時停止」を選択します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの「タスクの一時停止」ボタン
をクリックします。

タスクの実行を再開するには、以下のいずれかを実行します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、
メニューから「タスクの一時停止」を選択します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの「タスクの一時停止」ボタン
をクリックします。

設定タスク選択の構成
選択内容を設定として保管し、最もよく使用する選択方式を適宜適用できるように
できます。

タスク選択の設定を構成するには、以下の手順を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「統合テスト環境」ノードを展開します。

3. 「タスク・マネージャー」を選択します。

4. タスク・グループを展開し、設定を適用するときに選択する個々のタスクおよび
タスク・グループのチェック・ボックスを使用可能にします。
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5. 「OK」をクリックします。

図 66 に、タスク・マネージャーの設定インターフェースを示します。

デフォルトのタスク選択の構成
特定のテスト・ユニットをオープンするたびにデフォルトで使用可能にするタスク
およびタスク・グループを構成するには、以下の手順を実行します。

1. デフォルトの選択を保管するテスト・ユニットをオープンします。

2. タスク・グループを展開し、テスト・ユニットをオープンするときに選択する個
々のタスクおよびタスク・グループのチェック・ボックスを使用可能にします。

3. 選択内容を保管するには、以下のいずれかを実行します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリック
し、メニューから「選択内容の保管」を選択します。

v タスク・マネージャー・ビューのタイトル・バーの「現在の選択内容の保管」
ボタンをクリックします。

図 66. 統合テスト環境のタスク設定
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次回にテスト・ユニットをオープンすると、選択したタスクがタスク・マネージャ
ー・ビューで選択されています。

統合テスト環境コンソール・ビューおよび InterChange Server Express
コンソール・ビューの使用

231ページの『統合テスト環境インターフェース』で説明するように、統合テスト
環境コンソール・タブには統合テスト環境の実行についての情報が表示され、
InterChange Server Express コンソールには InterChange Server Express の実行につ
いての情報が表示されます。

統合テスト環境コンソール・ビューを使用して、統合テスト環境タスクがいつ完了
したか、また正常であったかどうかを判断できます。例えば、統合テスト環境が
InterChange Server Express に正常に接続されたとき、または統合テスト環境が Map

Designer Express を起動してマップをデバッグするときにメッセージが書き込まれま
す。

統合テスト環境内から InterChange Server Express を始動した場合、InterChange

Server Express コンソール・ビューには MS-DOS コンソールと同じようなサーバー
のロギングおよびトレース出力が表示されます。このビューを使用すると、テスト
するインターフェースをトラブルシューティングできます。このビューには、統合
テスト環境パースペクティブ内に含まれ便利に検索できる利点があります。

次のセクションでは、統合テスト環境コンソール・ビューおよび InterChange Server

Express コンソール・ビューを使用するときに、頻繁に実行する一部のタスクについ
て説明します。

テキストの検索
統合テスト環境コンソール・ビューや InterChange Server Express コンソール・ビュ
ーで特定の句を検索することがあります。例えば、InterChange Server Express が正
常に始動したことを確認することがあります。これを行うには、InterChange Server

Express コンソール・ビューから「is ready」というテキストを検索します。

統合テスト環境コンソール・ビューまたは InterChange Server Express コンソール・
ビューでテキスト・ストリングを検索するには、以下の手順を実行します。

1. 統合テスト環境コンソール・ビューまたは InterChange Server Express コンソー
ル・ビューで右マウス・ボタン・クリックし、コンテキスト・メニューから「検
索/置換」を選択します。

2. 検索するテキスト・ストリングを「検索」フィールドに入力します。

3. 「Forward」ラジオ・ボタンを使用可能にしてカーソルの後のテキストを検索す
るか、または「Backward」ラジオ・ボタンを使用可能にしてカーソルの前のテ
キストを検索します。

4. 「大文字と小文字を区別」チェック・ボックスなどのその他のオプションを使用
可能にします。

5. 「次を検索」をクリックします。
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テキストのコピー
コンソール・ビューからテキストをコピーして、トラブルシューティングの支援を
受けるために、他の開発者やテクニカル・サポートに示すことがあります。

コンソール・ビューからテキストをコピーするには、必要なテキストを選択し右マ
ウス・ボタン・クリックして、コンテキスト・メニューから「コピー」を選択しま
す。

ビュー・ウィンドウの最大化
すべてのワークベンチのエディターやビューアーのように、タイトル・バーをダブ
ルクリックすると、統合テスト環境コンソール・ビューや InterChange Server

Express コンソール・ビューを最大化できます。ほとんどのビューアーの場合、最大
化は便利ではありませんが、InterChange Server Express コンソール・ビューで情報
を調べてインターフェースをトラブルシューティングする場合は、非常に便利で
す。

ビュー・ウィンドウのクリア
統合テスト環境コンソール・ビューまたは InterChange Server Express コンソール・
ビューをクリアして、ビューに表示されている情報を除去する必要があることがあ
ります。これは、インターフェースの問題をデバッグするのに関連する情報のみを
表示する場合に便利です。コンソール・ビューをクリアし、問題を再現し、トラブ
ルシューティングできて、問題に関連しない情報から検索する必要がなくなりま
す。

統合テスト環境コンソールの設定の構成
統合テスト環境コンソールの設定を構成するには、以下の手順を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「統合テスト環境」を選択します。

241ページの図 59 に統合テスト環境の設定を示します。

3. 「標準テキスト」ラベルの右にあるボタンをクリックします。

4. 「色」ダイアログから、統合テスト環境コンソールで警告またはエラー以外のメ
ッセージに使用する色を選択します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「警告テキスト」および「エラー・テキスト」の各ラベルについて、ステップ 3

からステップ 5 を繰り返し、これらのメッセージ・タイプの色を設定します。

7. 「OK」をクリックします。

テスト・ユニット・ビューの使用
232ページの『テスト・ユニット・エディター』に説明するように、テスト・ユニ
ット・ビューではインターフェースがグラフィカルに表示され、インターフェース
のコンポーネントを操作するためのメカニズムが示されます。
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サーバー・コンテキスト・オーバーレイの使用
サーバー・コンテキスト・オーバーレイでは、テスト・ユニット・ビュー内のイン
ターフェースのコンポーネントについての情報が表示され、コンテキスト・メニュ
ー・オプションが使用可能になってコンポーネントを配置しその状態を操作できま
す。

次のセクションで説明するように、サーバー・コンテキスト・オーバーレイを使用
可能または最新表示するには、統合テスト環境をサーバーに接続する必要がありま
す。詳しくは、 253ページの表 23 の「サーバーに接続」タスクを参照してくださ
い。

サーバー・コンテキスト・オーバーレイが使用可能な場合、テスト・ユニット・ビ
ューに表示される各コンポーネントのアイコンにコンポーネントの状態を示すアイ
コンが追加されます。インターフェースをテストするには、インターフェースに関
係するすべてのコンポーネントが実行されている必要があるため、この機能は便利
です。

図 67 に、サーバー・コンテキスト・オーバーレイが使用可能になっているテスト・
ユニット・ビューを示します。ほとんどのコンポーネントには緑の矢印アイコンが
あり、開始済み状態であることを示しています。ClarifyConnector コンポーネント
にはオレンジ色の円があり、一時停止状態を示しています。コラボレーション・オ
ブジェクト CustomerSync_ClarifyToCaesar には赤色の正方形のアイコンがあ
り、停止状態であることを示しています。表 25 に、各種のコンポーネント状態アイ
コンとその意味を説明します。

コンポーネント状態の詳細については、「システム管理ガイド」を参照してくださ
い。

表 25. コンポーネント状態アイコンと意味

アイコン 意味

緑色の矢印 コンポーネントは開始済みです。

オレンジ色の円 コンポーネントは一時停止しています。

図 67. サーバー・コンテキスト・オーバーレイが使用可能なテスト・ユニット・ビュー
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表 25. コンポーネント状態アイコンと意味 (続き)

アイコン 意味

赤色の正方形 コンポーネントは停止しています。

疑問符 コンポーネントの状態は不明です。

赤色の円に白の「X」印 コンポーネントはリポジトリーに存在しません。

青色のチェックマーク コンポーネントは正常に配置されました。

赤色の「X」印 統合テスト環境はサーバーから切断されているので、サー
バー・コンテキスト・オーバーレイでコンポーネントの現
在の状態を表示できません。

サーバー・コンテキスト・オーバーレイを使用可能および使用不可に
する
サーバー・コンテキスト・オーバーレイを使用可能にするには、テスト・ユニッ
ト・ビューの背景を右マウス・ボタン・クリックして、コンテキスト・メニューか
ら「サーバー・コンテキスト・オーバーレイ」を選択します。

サーバー・コンテキスト・オーバーレイが使用可能な場合、テスト・ユニット・ビ
ューにコンポーネント状態アイコンが表示され、コンポーネントの右マウス・ボタ
ン・クリック・メニュー項目が使用可能になります。

サーバー・コンテキスト・オーバーレイを使用不可にするには、テスト・ユニッ
ト・ビューの背景を右マウス・ボタン・クリックして、コンテキスト・メニューか
ら「サーバー・コンテキスト・オーバーレイ」を選択します。

サーバー・コンテキスト・オーバーレイを常時表示するには、統合テスト環境の設
定で「サーバー・コンテキスト・オーバーレイを常に表示」オプションを有効にし
ます。 241ページの図 59 に統合テスト環境の設定を示します。

サーバー・コンテキスト・オーバーレイの最新表示
サーバー・コンテキスト・オーバーレイ内の状態情報は動的ではないので、サーバ
ー・コンテキスト・オーバーレイが最初に使用可能になってから、統合テスト環境
の外部アクションによってコンポーネントの状態が変更されると、サーバー・コン
テキスト・オーバーレイに表示される状態情報は不正確になります。例えば、
System Manager の InterChange Server Express コンポーネント管理ビューを使用し
てコンポーネントの状態を変更しても、サーバー・コンテキスト・オーバーレイは
依然として変更前のコンポーネントの状態を反映しています。現在の状態情報でサ
ーバー・コンテキスト・オーバーレイを更新するには、最新表示する必要がありま
す。

サーバー・コンテキスト・オーバーレイを最新表示するには、テスト・ユニット・
ビューの背景を右マウス・ボタン・クリックして、コンテキスト・メニューから
「サーバー・コンテキスト・オーバーレイの最新表示」を選択します。

テスト・ユニット・ビューを使用したリポジトリーの管理
インターフェースをテストするには、インターフェースに必要なすべてのコンポー
ネントをサーバー・リポジトリーに配置する必要があります。アウトライン・ビュ

264 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



ーを使用すると、InterChange Server Express リポジトリーと連動して、必要なコン
ポーネントが含まれていることを確認できます。

既にサーバー・リポジトリーに存在するコンポーネントを配置するには、テスト・
ユニット・ビューでコンポーネントを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「Deploy with overwrite」を選択します。

サーバー・リポジトリーに存在しないコンポーネントを配置するには、テスト・ユ
ニット・ビューでコンポーネントを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「配置」を選択します。選択したコンポーネントが既にサーバ
ー・リポジトリーに存在する場合に「配置」オプションを使用すると、配置に失敗
します。

テスト・ユニット・ビューを使用してサーバー・リポジトリーからコンポーネント
を削除するには、ビュー内のコンポーネントを右マウス・ボタンでクリックし、コ
ンテキスト・メニューから「サーバーから除去」を選択します。

統合テスト環境コンソールおよび InterChange Server Express コンソールに項目が追
加され、配置が成功したかどうかが示されます。

テスト・ユニット・ビューを使用したコンポーネント状態の管理
テスト・ユニット・ビューを使用して、コンポーネントの状態を変更できます。こ
れによりテスト中に発見した問題を解決できます。つまり、System

Manager、repos_copy、または System Monitor を使用しないで、コンポーネントを
非活動化し、それを変更し、再配置して、再活動化できます。

コンポーネントの状態を変更するには、サーバー・コンテキスト・オーバーレイ内
のコンポーネントのアイコンを右マウス・ボタンでクリックし、目的の状態操作
(「開始」、「一時停止」、または「停止」) を選択します。すべてのコンポーネン
ト・タイプにすべての状態操作が用意されているとは限りません。

コンポーネント状態の詳細については、「システム管理ガイド」を参照してくださ
い。

テスト・ユニット・ビューを使用したクライアント・シミュレータ
ー・ビューの使用、表示、およびクローズ

クライアント・シミュレーター・ビューを使用すると、インターフェースをテスト
するときに、コネクターとアクセス・クライアントをエミュレートできます。クラ
イアント・シミュレーター・ビューには、テスト・データを持つビジネス・オブジ
ェクト・インスタンスを作成したり、そのインスタンスをビジネス・オブジェクト
要求として送信したり、ビジネス・オブジェクト応答としてその要求に応答するた
めのインターフェースが用意されています。

コネクターのプロファイルを特定のクライアント・シミュレーター・ビューにロー
ドするには、テスト・ユニット・ビューのコネクターのアイコンを右マウス・ボタ
ンでクリックし、「クライアント・シミュレーター x を使用」を選択します。ここ
で、x は、そのコネクターに関して使用するクライアント・シミュレーター・ビュ
ー位置の番号です。
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269ページの表 27 に、各種クライアント・シミュレーター・ビューが表示されるデ
フォルトのインターフェース位置を示します。

統合テスト環境内のビューは、テストの各段階で、ほかのビューを使用することに
より隠すことができます。例えば、BO インスペクター・ビューを使用してクライ
アント・シミュレーター・ビューを隠すことができます。隠したクライアント・シ
ミュレーター・ビューを表示するには、コネクター・アイコンを右マウス・ボタン
でクリックし、「クライアント・シミュレーターを表示」を選択して、クライアン
ト・シミュレーター・ビューにフォーカスを与えます。

クライアント・シミュレーター・ビューを閉じるには、コネクター・アイコンを右
マウス・ボタンでクリックし、「クライアント・シミュレーターを閉じる」を選択
します。

注: このオプションはクライアント・シミュレーター・ビューを閉じるだけでな
く、クライアント・シミュレーター・ビューでのコネクターのエミュレーショ
ンを停止させます。

クライアント・シミュレーター・ビューの使用法について詳しくは、 269ページの
『クライアント・シミュレーター・ビューの使用』を参照してください。

BO インスペクター・ビューの表示
ビジネス・オブジェクト・トレースを使用する場合、統合テスト環境により、イン
ターフェースの実行中の特定時点でビジネス・オブジェクト・データが記録されま
す。

BO マーカーのビジネス・オブジェクト・データを特定の BO インスペクター・ビ
ューに表示するには、BO マーカーを右マウス・ボタンでクリックし、「BO ビュ
ーアー x に表示」を選択します。ここで、x は、そのマーカーに関して使用する
BO インスペクター・ビュー位置の番号です。BO マーカー・アイコンは、 263ペー
ジの図 67 に示してあります。

286ページの表 29 に、各種 BO インスペクター・ビューが表示されるデフォルト
のインターフェース位置を示します。

ビジネス・オブジェクト・トレースの詳細については、 253ページの表 23 を参照し
てください。

BO インスペクター・ビューの使用法の詳細については、 284ページの『BO インス
ペクター・ビューの使用』を参照してください。

BO マーカーの最新表示
ビジネス・オブジェクト・トレースを使用しているが、トレース情報の自動更新が
使用不可の場合は、BO マーカーを明示的に最新表示して更新する必要がありま
す。

BO マーカーを更新するには、サーバー・コンテキスト・オーバーレイを右マウ
ス・ボタン・クリックして、コンテキスト・メニューから「BO マーカーの最新表
示」を選択します。
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テスト・ユニット・ビューを使用したマップのデバッグ
ビジネス・オブジェクト・トレースを使用すると、統合テスト環境内でテストの実
行中に作成されたデータを使用して、汎用オブジェクトをアプリケーション固有の
オブジェクトに変換するマップに関してデバッグ・モードで Map Designer Express

を起動できます。

テスト・ユニット・ビューを使用してマップをデバッグするには、以下の手順を実
行します。

1. サーバー・コンテキスト・オーバーレイを使用可能にします。詳しくは、 264ペ
ージの『サーバー・コンテキスト・オーバーレイを使用可能および使用不可にす
る』を参照してください。

2. 以下のセクションのいずれかの説明に従って、BO トレースの開始タスクを実行
します。

v 249ページの『アウトライン・ビューを使用したタスクの実行』

v 252ページの『タスク・マネージャー・ビューの使用』

3. インターフェースを使用してビジネス・オブジェクトを送信する場合は、デバッ
グするマップのアイコンを右マウス・ボタン・クリックしてコンテキスト・メニ
ューから「マップのデバッグ」を選択します。

4. 「BO インスタンスの選択」ウィンドウで、使用するビジネス・オブジェクト・
インスタンスを選択し、「OK」をクリックします。

Map Designer Express がデバッグ・モードで起動し、指定されたマップがオープ
ンされ、指定されたテスト・データが設定されます。Map Designer Express のデ
バッグ機能の使用法の詳細については、「マップ開発ガイド」を参照してくださ
い。

注: Map Designer Express は、統合テスト環境とは別個に実行されます。Map

Designer Express が起動されると、統合テスト環境は Map Designer Express と
の通信を続行しません。

テスト・ユニット・ビュー・スケールの変更
テスト・ユニット・ビューのスケールの変更には、複数のオプションを使用できま
す。

テスト・ユニット・ビュー・スケールを変更するには、サーバー・コンテキスト・
オーバーレイを右マウス・ボタン・クリックして、コンテキスト・メニューから必
要なスケールを選択します。表 26 に、スケール・オプションのリストと説明を示し
ます。

表 26. テスト・ユニット・ビュー・スケールと説明

テスト・ユニット・
ビュー・スケールのタイプ 説明

ウィンドウに合わせて表示 インターフェースの図を変形してテスト・ユニット・ビューの
幅に合わせます。

ウィンドウ全体表示 インターフェースの図を変形してテスト・ユニット・ビュー全
体に合わせます。通常、これによりインターフェース・アイコ
ンは縦方向に伸びます。
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表 26. テスト・ユニット・ビュー・スケールと説明 (続き)

テスト・ユニット・
ビュー・スケールのタイプ 説明

標準目盛りの表示 これはデフォルトのスケールです。

二重目盛りの表示 インターフェースの図を 200 % 拡大して表示します。

テスト・ユニット・ビューの設定の構成
テスト・ユニット・ビューの設定を構成するには、以下の手順を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「統合テスト環境」を展開します。

3. 「メイン・ビューアー」を選択します。

241ページの図 59 に統合テスト環境の設定を示します。

4. 「Edit Component Colors」ペインのコンポーネント・ラベルの右にあるボタンを
クリックします。

5. 「色」ダイアログから、テスト・ユニット・ビューで、選択したコンポーネン
ト・タイプの背景に使用する色を選択します。

6. 「OK」をクリックします。

図 68. テスト・ユニット・ビューの設定
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7. ほかのコンポーネント・タイプについてもステップ 4 (268ページ) からステップ
6 (268ページ) を繰り返します。

8. 「OK」をクリックします。

クライアント・シミュレーター・ビューの使用
クライアント・シミュレーター・ビューにより、IBM WebSphere Business

Integration Server Express インターフェースのクライアント (コネクター・エージェ
ントおよびアクセス・クライアント) をエミュレートできます。このビューに、サ
ーバーへのクライアントの接続、ビジネス・オブジェクト要求の作成および送信、
ビジネス・オブジェクト応答による応答を行うインターフェースが用意されます。

クライアント・シミュレーター・ビューの表示およびクローズ
次のセクションで、クライアント・シミュレーター・ビューを表示およびクローズ
できる多くの方法を説明します。

表 27 の「デフォルトのインターフェース位置」列には、インターフェース内のデフ
ォルト位置が「クライアント・シミュレーター・ビュー番号」列のクライアント・
シミュレーター・ビューでオーバーレイされるビューをリストします。

表 27. デフォルトのクライアント・シミュレーター・ビューの位置

クライアント・シミュレーター・ビュー番号 デフォルトのインターフェース位置

Test Connector 1 ITE ナビゲーター

Test Connector 2 アウトライン

Test Connector 3 プロパティー

Test Connector 4 依存関係

Test Connector 5 ITE ナビゲーター

Test Connector 6 アウトライン

Test Connector 7 プロパティー

Test Connector 8 依存関係

Test Connector 9 ITE ナビゲーター

クライアント・シミュレーター・ビューの表示
テストするインターフェース内のコネクターおよびアクセス・クライアントについ
てクライアント・シミュレーター・ビューを表示するには、次のいずれかの手法を
使用します。

v 250ページの『アウトライン・ビューを使用したクライアント・シミュレータ
ー・ビューの表示およびクローズ』ならびに 253ページの表 23

v 252ページの『タスク・マネージャー・ビューの使用』ならびに 253ページの表
23

v 265ページの『テスト・ユニット・ビューを使用したクライアント・シミュレー
ター・ビューの使用、表示、およびクローズ』ならびに 253ページの表 23

v メニュー・バーから「統合テスト環境」>「すべてのクライアント・シミュレータ
ー・ビューを表示」を選択し、9 個のクライアント・シミュレーター・ビューを
すべて表示します。
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v メニュー・バーから「ウィンドウ」>「ビューの表示」> 「x:クライアント・シミ
ュレーター」を選択して特定のクライアント・シミュレーターを起動します。こ
こで、x は、そのコネクターに関して使用するクライアント・シミュレーター・
ビュー位置の番号です。

269ページの表 27 に、各種クライアント・シミュレーター・ビューが表示されるデ
フォルトのインターフェース位置を示します。

クライアント・シミュレーター・ビューのクローズ
クライアント・シミュレーター・ビューをクローズするには、次のいずれかの手法
を使用します。

v 250ページの『アウトライン・ビューを使用したクライアント・シミュレータ
ー・ビューの表示およびクローズ』ならびに 253ページの表 23

v 265ページの『テスト・ユニット・ビューを使用したクライアント・シミュレー
ター・ビューの使用、表示、およびクローズ』

v メニュー・バーから「統合テスト環境」>「すべてのクライアント・シミュレータ
ー・ビューを閉じる」を選択し、オープンしているクライアント・シミュレータ
ー・ビューをすべてクローズします。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右側の「閉じる」ボ
タンをクリックするか、クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バ
ーを右マウス・ボタンでクリックして、コンテキスト・メニューから「閉じる」
を選択します。

サーバーへのクライアント・シミュレーター・ビューの接続
インターフェースのテストの一部としてコネクターをエミュレートするには、クラ
イアント・シミュレーター・ビューをサーバーに接続する必要があります。

クライアント・シミュレーター・ビューを使用する場合、リポジトリー内の定義か
構成ファイルを使用してコネクターをエミュレートできます。また、クライアン
ト・シミュレーター・ビューを使用してアクセス・クライアントをエミュレートす
ることもできます。

タスク・マネージャー・ビューを使用してエージェントをサーバーに接続すること
もできます。詳細については、 253ページの表 23 を参照してください。

リポジトリー定義を使用したコネクターのエミュレート
コネクターのリポジトリー定義を使用してサーバーに接続するには、以下のいずれ
かを実行します。

v ツールバーの「接続」ボタンをクリックします。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、「サーバー」>「接続」を選択します。

注: リポジトリー定義を使用してサーバーに接続するには、エミュレートするコネ
クターの DeliveryTransport プロパティーが 値 IDL に設定されている必要が
あります。

構成ファイルを使用したコネクターのエミュレート
構成ファイルを使用してサーバーに接続するには、以下の手順を実行します。
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1. クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、「サーバー」>「*.cfg と接続します」を選択します。

2. コネクター構成ファイルに移動してオープンします。

注: エミュレートするコネクターの DeliveryTransport プロパティーが、値 IDL

に設定されていない場合に、メニューから「サーバー」>「接続」を選択する
と、統合テスト環境では使用する構成ファイルの指定を求めるダイアログが表
示されます。

アクセス・クライアントのエミュレート
アクセス・クライアントをエミュレートするには、クライアント・シミュレータ
ー・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、「サーバー」>「接続」
を選択します。

サーバーへのクライアントの接続の確認
クライアント・シミュレーター・がサーバーへ正常に接続されたかどうかを判断す
るには、以下の標識を使用します。

v アウトライン・ビューでは、クライアントが通信に使用するポートのノードが緑
色になり、「作動可能」を読み取ります。

v クライアントがコネクターの場合は、メッセージ「AppConnector: コネクターは回
復されました。」が クライアント・シミュレーター・ビューの状況ペインに書き
込まれます。

v クライアントがアクセス・クライアントの場合は、メッセージ「作動可能」が ク
ライアント・シミュレーター・ビューの状況ペインに書き込まれます。

v 「BO タイプ」および「BO インスタンス」の各ドロップダウン・メニューが、
クライアント・シミュレーター・ビューの入力ペインで使用可能になります。

状況ペインの詳細については、 273ページの『状況ペインの使用』を参照してくだ
さい。

入力ペインの詳細については、 272ページの『入力ペインの使用』を参照してくだ
さい。

サーバーからの切断
コネクターをエミュレートするクライアント・シミュレーターをサーバーから切断
するには、クライアント・シミュレーター・ビューの右端の下矢印をクリックし、
「サーバー」>「切断」を選択します。

クライアント・シミュレーター・ビューは、クローズされてもサーバーから切断さ
れます。アクセス・クライアントをエミュレートするクライアント・シミュレータ
ー・ビューをサーバーから切断する唯一の方法は、クライアント・シミュレータ
ー・ビューのクローズです。クライアント・シミュレーター・ビューのクローズに
ついて詳しくは、 270ページの『クライアント・シミュレーター・ビューのクロー
ズ』を参照してください。
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クライアント・シミュレーター・ビュー・ペインとペインの配置
クライアント・シミュレーター・ビューには幾つかのペインがあり、コネクターま
たはアクセス・クライアントの振る舞いのシミュレートに使用します。

入力ペインの使用
クライアント・シミュレーター・ビューの入力ペインを使用して、ビジネス・オブ
ジェクト要求を処理し送信します。ビジネス・オブジェクト・インスタンスを作成
し、その属性にデータを追加して、それを要求として送信できます。インターフェ
ース内のソース・クライアントをエミュレートするクライアント・シミュレータ
ー・ビューで作業する場合、通常は入力ペインを使用します。

図 69 に、ソース・コネクターをエミュレートするクライアント・シミュレーター・
ビューの入力ペインを示します。

結果ペインの使用
クライアント・シミュレーター・ビューの結果ペインを使用して、受信したビジネ
ス・オブジェクト要求を処理し、ビジネス・オブジェクト応答を送信します。イン
ターフェース内の宛先クライアントをエミュレートするクライアント・シミュレー
ター・ビューで作業する場合、通常は結果ペインを使用します。

273ページの図 70 に、宛先コネクターをエミュレートするクライアント・シミュレ
ーター・ビューの結果ペインを示します。

図 69. クライアント・シミュレーター・ビューの入力ペイン
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状況ペインの使用
状況ペインには、クライアント・シミュレーター・ビューの実行についてのメッセ
ージが表示されます。例えば、コネクターがサーバーに正常に接続されると、メッ
セージ「AppConnector: コネクターは回復されました。」が状況ペインに書き込まれ
ます。

状況ペインは主に、クライアント・シミュレーターがサーバーに正常に接続された
ことの確認と、トラブルシューティングの実行に使用されます。例えば、クライア
ント・シミュレーター・ビューからビジネス・オブジェクト要求を送信したが、ビ
ジネス・オブジェクト・タイプのサブスクリプションがない場合は、メッセージが
状況ペインに書き込まれます。これにより、インターフェース内の宛先クライアン
トをエミュレートするクライアント・シミュレーター・ビューの結果ペインに ビジ
ネス・オブジェクト要求が表示されない理由を判別できます。

274ページの図 71 に、クライアント・シミュレーターの状況ペインを示します。

図 70. クライアント・シミュレーター・ビューの結果ペイン
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すべてのペインを縦方向に配置
入力ペイン、結果ペイン、および状況ペインを積み重ね、同時に表示されるよう
に、クライアント・シミュレーター・ビューを配置できます。この表示は、クライ
アント・シミュレーター・ビューで、イベント通知と要求処理の両方を行う必要の
あるクライアントをエミュレートする場合に便利です。

クライアント・シミュレーター・ビュー・ペインを縦方向に配置するには、以下の
いずれかを実行します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、メニューから「ウィンドウ」>「縦方向に配置」を選択します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの「すべてを縦方向に
表示」ボタンをクリックします。

275ページの図 72 に、縦方向に配置されたクライアント・シミュレーター・ビュ
ー・ペインを示します。

図 71. クライアント・シミュレーター・ビューの状況ペイン
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すべてのペインを横方向に配置
入力、結果、および状況ペインを左から右に、同時に表示されるように、クライア
ント・シミュレーター・ビューを配置できます。この表示は、クライアント・シミ
ュレーター・ビューで、イベント通知と要求処理の両方を行う必要のあるクライア
ントをエミュレートする場合に便利です。

クライアント・シミュレーター・ビュー・ペインを横方向に配置するには、以下の
いずれかを実行します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、メニューから「ウィンドウ」>「横方向に配置」を選択します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの「すべてを横方向に
表示」ボタンをクリックします。

276ページの図 73 に、横方向に配置されたクライアント・シミュレーター・ビュ
ー・ペインを示します。

図 72. 縦方向に配置されたクライアント・シミュレーター・ビュー・ペイン
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クライアント・シミュレーター・ビューでのビジネス・オブジェク
ト要求の処理

要求ビジネス・オブジェクトは、インターフェースを起動するイベントのソースで
あるコネクターをエミュレートしているときに、クライアント・シミュレーター・
ビューから送信するビジネス・オブジェクトです。要求ビジネス・オブジェクトの
処理は、ビジネス・オブジェクト・インスタンスの作成、データの取り込み、要求
の送信から構成されます。

要求ビジネス・オブジェクトの作成
新規のビジネス・オブジェクト・インスタンスを作成するには、以下の手順を実行
します。

1. 入力ペインで、「BO タイプ」ドロップダウン・メニューから作成するビジネ
ス・オブジェクトの名前を選択します。

2. 以下のいずれかを実行します。

v 「BO インスタンス」フィールドの横にある「作成」をクリックします。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をク
リックし、「編集」>「ビジネス・オブジェクトを作成」を選択します。

3. 「新規インスタンス」ダイアログが表示されたら、「名前を入力してください」
フィールドにインスタンスの名前を入力します。

4. 「動詞」ドロップダウン・メニューから適切な動詞を選択します。

5. 「BO ロケール」ドロップダウン・メニューから目的のロケールを選択します。

6. トップレベル・オブジェクト内の単純属性および子ビジネス・オブジェクトの値
を指定します。詳細については、 279ページの『ビジネス・オブジェクト属性の
値の設定』を参照してください。

図 73. 横方向に配置されたクライアント・シミュレーター・ビュー・ペイン
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7. 「OK」をクリックします。

要求ビジネス・オブジェクトの非同期送信
ソース・クライアントが非同期モードで要求ビジネス・オブジェクトを送信する場
合は、応答ビジネス・オブジェクトの返送を予期していません。要求ビジネス・オ
ブジェクトがディスパッチされると、トランザクションにおけるソース・クライア
ントの役割は終了します。通常、応答ビジネス・オブジェクトは統合ブローカーに
よって処理されます。クライアント・シミュレーター・ビューのデフォルトのモー
ドは非同期モードです。

ビジネス・オブジェクトを非同期的に送信するには、以下の手順を実行します。

1. 要求ビジネス・オブジェクト・インスタンスを作成します。詳しくは、 276ペー
ジの『要求ビジネス・オブジェクトの作成』を参照してください。

2. クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、「サーバー」>「モード」>「非同期」を選択します。

注: クライアント・シミュレーター・ビューはデフォルトでは「非同期」モード
で動作するため、このステップの実行が必要となるのは、以前にビューから
同期要求を送信している場合のみです。各要求を送信する前にモードを設定
する必要はありません。

3. 要求を送信するには、以下のいずれかを実行します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をク
リックし、「サーバー」>「送信」を選択します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのツールバーの「ビジネス・オブジェ
クトを送信」ボタンをクリックします。

要求ビジネス・オブジェクトの同期送信
ソース・クライアントが要求ビジネス・オブジェクトを同期的に送信する場合は、
宛先アプリケーションが要求を処理した後、統合ブローカーから応答ビジネス・オ
ブジェクトが返送されることを予期しています。

1. 要求ビジネス・オブジェクト・インスタンスを作成します。詳しくは、 276ペー
ジの『要求ビジネス・オブジェクトの作成』を参照してください。

2. クライアント・シミュレーター・ビューを同期モードに設定するには、クライア
ント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、
「サーバー」>「モード」>「同期」を選択します。

3. 要求を送信するには、以下のいずれかを実行します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をク
リックし、「サーバー」>「送信」を選択します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのツールバーの「ビジネス・オブジェ
クトを送信」ボタンをクリックします。

4. 「コラボレーションの選択」ダイアログが表示される場合、「コラボレーショ
ン」ドロップダウン・メニューからビジネス・オブジェクトの送信先のコラボレ
ーションを選択して、「OK」をクリックします。

処理を選択したコラボレーション・オブジェクトの構成済みポートにビジネス・
オブジェクト要求が送信されます。
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バッチ・モードでのビジネス・オブジェクトの送信
バッチ・モードでは、送信する特定のビジネス・オブジェクトのインスタンスの数
をクライアント・シミュレーター・ビューで指定できます。また、インスタンスご
とにトップレベル・オブジェクト内の任意の属性 (基本キー属性など) を固有値に設
定するよう指定することもできます。クライアント・シミュレーター・ビューは、
インスタンスごとに指定した単一属性の値を増分しながら、指定した回数だけビジ
ネス・オブジェクトをコピーし、各インスタンスを送信します。このオプションに
より、多数のビジネス・オブジェクトを素早く簡単に作成できます。

選択した属性が一致関係の一部として動的相互参照に参加するキー・フィールドで
ある場合は、初期値およびそれに従う値はすべて固有でなければなりません。さも
なければ、相互参照ロジックが失敗し、要求ビジネス・オブジェクトも失敗しま
す。

値が固有であることを確認するには、Relationship Manager を使用するか、以下のよ
うに関係参加者の表に対して SQL ステートメントを実行します。

v 参加者の現在の最高値を判別し、「初期値」フィールドをそれより高い値に設定
します。バッチの最初のビジネス・オブジェクト・インスタンスおよびその後の
インスタンスが固有になります。

v 参加者の既存の表エントリーを削除します。これにより、バッチ・ビジネス・オ
ブジェクトの値と同じ属性値を持つエントリーが存在しないことが保証されま
す。

バッチ・モードでビジネス・オブジェクトを送信するには、以下の手順を実行しま
す。

1. クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、「サーバー」>「バッチを送信」を選択します。

2. 「バッチ・モード」ウィンドウで、「動詞」ドロップダウン・メニューから、必
要な動詞を選択する。

3. 「BO ロケール」ドロップダウン・メニューから目的のロケールを選択します。

4. バッチの各ビジネス・オブジェクト要求で増分するトップレベル・ビジネス・オ
ブジェクトの属性を「属性」リストから選択します。

通常、選択する属性は、ビジネス・オブジェクトを一意的に識別する属性 (基本
キーなど) にしてください。

5. 「初期値」フィールドに、増分する属性の開始値を入力します。

6. 「ビジネス・オブジェクト数」フィールドに、生成および送信するビジネス・オ
ブジェクトの数を入力します。

7. 「OK」をクリックします。

クライアント・シミュレーター・ビューが、指定した数のビジネス・オブジェク
トを生成します。これらのビジネス・オブジェクトは、指定の属性の値がインス
タンスごとに増分され、それ以外はすべて同一です。

279ページの図 74 では、以下のようなバッチ・モード構成を示しています。

v 50 個のビジネス・オブジェクトを送信します。

v 属性 OrgObjid の値を増分します。
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v 属性の開始値は 10000 です。

ビジネス・オブジェクト属性の値の設定
ビジネス・オブジェクト要求の作成および受信したビジネス・オブジェクト要求の
編集の際に、ビジネス・オブジェクト属性の値を設定できるので、応答として戻す
ことができます。

要求として送信するビジネス・オブジェクトの属性の値を設定するには、クライア
ント・シミュレーター・ビューの入力ペインを使用する必要があります。詳細につ
いては、 272ページの『入力ペインの使用』を参照してください。

応答として送信するために編集するビジネス・オブジェクトの属性の値を設定する
には、「応答ビジネス・オブジェクト」ウィンドウを使用します。詳細について
は、 281ページの『応答ビジネス・オブジェクトの編集』を参照してください。

単純属性の値の設定
単純属性の値を指定するには、入力ペインまたは「応答ビジネス・オブジェクト」
ウィンドウの「値」列のセルをクリックして、値を入力します。

子ビジネス・オブジェクトの追加
子ビジネス・オブジェクトのインスタンスを追加するには、入力ペインまたは「応
答ビジネス・オブジェクト」ウィンドウで子ビジネス・オブジェクトを表す属性を
右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「インスタンスを追
加」を選択します。

子ビジネス・オブジェクトを表す属性の横に正符号 (+) が追加され、少なくとも 1

つの子ビジネス・オブジェクト・インスタンスが存在することが示されます。子オ
ブジェクト属性を展開すると、インスタンスごとに番号付きのエントリーが表示さ
れます。個々のインスタンスの横にも正符号 (+) があるため、個々のインスタンス
を展開したり属性の値を設定したりすることができます。

さらに子ビジネス・オブジェクト・インスタンスを追加するには、子ビジネス・オ
ブジェクトを表す属性を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニュー
から「インスタンスを追加」を選択します。

図 74. バッチ・モードでのビジネス・オブジェクトの送信
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注: 子ビジネス・オブジェクトを参照する属性の「カード」プロパティーが値 1 (単
一カーディナリティー) に設定されている場合は、子オブジェクトに追加できる
インスタンスは 1 つのみです。

子ビジネス・オブジェクトの削除
子ビジネス・オブジェクトのインスタンスを削除するには、インスタンスを右マウ
ス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「インスタンスを削除」を
選択します。

子ビジネス・オブジェクトのすべてのインスタンスを削除するには、子ビジネス・
オブジェクトを表す属性を右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニュ
ーから「全インスタンスを削除」を選択します。

子ビジネス・オブジェクトの動詞の設定
子ビジネス・オブジェクトの動詞を設定すると、値がビジネス・プロセスに及ぼす
影響をテストできます。これは、子オブジェクトの相互参照用を含むロジックのト
ラブルシューティングを行う場合に役立ちます。

子ビジネス・オブジェクト・インスタンスの動詞を設定するには、その子ビジネ
ス・オブジェクトを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから
「動詞を設定」を選択します。「動詞の選択」プロンプトが表示されたら、適切な
動詞を選択し、「OK」をクリックします。

ビジネス・オブジェクト属性のデフォルト値へのリセット
ビジネス・オブジェクト要求の属性をデフォルト値にリセットするには、クライア
ント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、
「編集」>「ビジネス・オブジェクトをリセット」を選択します。

ビジネス・オブジェクト応答の属性をデフォルト値にリセットするには、「応答ビ
ジネス・オブジェクト」ウィンドウのツールバーの「ビジネス・オブジェクトをデ
フォルトにリセット」ボタンをクリックします。

ビジネス・オブジェクト属性値のクリア
ビジネス・オブジェクト要求の属性の値をクリアするには、クライアント・シミュ
レーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、「編集」>「ビジ
ネス・オブジェクトをクリア」を選択します。

ビジネス・オブジェクト応答の属性の値をクリアするには、「応答ビジネス・オブ
ジェクト」ウィンドウのツールバーの「ビジネス・オブジェクト値をクリア」ボタ
ンをクリックします。

応答ビジネス・オブジェクトの処理
応答ビジネス・オブジェクトは、インターフェースでビジネス・オブジェクト要求
の受信側となるコネクターをエミュレートしているときに、クライアント・シミュ
レーター・ビューから送信するビジネス・オブジェクトです。要求ビジネス・オブ
ジェクトの処理は、ビジネス・オブジェクト・インスタンス内の値の編集およびサ
ーバーへの応答の返送から構成されます。
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276ページの『クライアント・シミュレーター・ビューでのビジネス・オブジェク
ト要求の処理』に従ってビジネス・オブジェクト要求を作成および送信し、インタ
ーフェースで正常に処理されると、ビジネス・オブジェクトがインターフェース内
の任意の宛先コネクターの結果ペインに表示されます。 273ページの図 70 に、ビジ
ネス・オブジェクト要求が受信された結果ペインを示します。

『応答ビジネス・オブジェクトの編集』で、受信されたビジネス・オブジェクト要
求の編集方法を説明し、『応答ビジネス・オブジェクトの送信』で、インスタンス
を応答として送信する方法を説明します。

応答ビジネス・オブジェクトの編集
インターフェースの宛先クライアントをエミュレートするクライアント・シミュレ
ーター・ビューでビジネス・オブジェクト要求を受信する場合、属性の値を編集す
るのが一般的です。例えば、関係に参加する基本キー属性の固有値を指定したり、
他の属性の値を変更してビジネス・オブジェクトの実際の値に応じて応答を変える
マップまたはコラボレーション・ロジックをテストしたりすることができます。ビ
ジネス・オブジェクト属性の値を設定するには、以下の手順を実行します。

1. 「応答ビジネス・オブジェクト」ウィンドウでビジネス・オブジェクト要求を編
集するには、次のいずれかを実行します。

v 結果ペインでビジネス・オブジェクト・インスタンスをダブルクリックしま
す。

v 結果ペインでビジネス・オブジェクト・インスタンスを選択し、クライアン
ト・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし
て、「応答」>「応答を編集」を選択します。

2. ビジネス・オブジェクトの属性を編集するには、以下のいずれかを実行します。

v 279ページの『ビジネス・オブジェクト属性の値の設定』で説明しているいず
れかの方法を使用してビジネス・オブジェクト属性の値を変更します。

v ファイルからビジネス・オブジェクト・データをインポートします。詳しくは
283ページの『応答ビジネス・オブジェクトのインポート』を参照してくださ
い。

保管したデータをビジネス・オブジェクト要求にインポートする機能は、応答
として送信する前に応答ビジネス・オブジェクトにデータを設定する必要があ
る場合に非常に有用です。応答データを必要とする属性ごとに値を手動で入力
する代わりに、値を 1 回入力し、ビジネス・オブジェクトをエクスポートし
て ( 283ページの『応答ビジネス・オブジェクトのエクスポート』を参照)、そ
の後のテストで保管したデータをインポートします。

応答ビジネス・オブジェクトの送信
要求ビジネス・オブジェクトを編集後 (編集が必要な場合)、応答としてサーバーに
返送します。

282ページの表 28 に、応答オプションをリストし、C++ および Java コネクター
両方に関する対応するコネクター戻りコードを示します。C++ コネクターまたは
Java コネクターの戻りコードについては、「コネクター開発ガイド (Java 用) また
は (C++ 用)」を参照してください。
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表 28. クライアント・シミュレーター・ビューの応答タイプおよびコネクター戻りコード

クライアント・
シミュレーター・
ビューの応答タイプ

C++ コネクターの戻りコード Java コネクターの戻りコード

成功 BON_SUCCESS SUCCESS

失敗 BON_FAIL FAIL

複数のヒット BON_MULTIPLE_HITS MULTIPLE_HITS

内容による検索に失敗 BON_FAIL_RETRIEVE_BY_CONTENT RETRIEVEBYCONTENT_FAILED

検出なし BON_BO_DOES_NOT_EXIST BO_DOES_NOT_EXIST

重複する値 BON_VALDUPES VALDUPES

要求ビジネス・オブジェクトに応答するには、以下の手順を実行します。

1. 要求ペインでビジネス・オブジェクト・インスタンスを選択します。

2. 以下のいずれかを実行します。

v クライアント・シミュレーター・ビューのツールバーの「正常に応答」ボタン
または「応答に失敗」ボタンをクリックします。

v クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をク
リックし、「応答」サブメニューを選択して、目的の応答タイプを選択しま
す。

ビジネス・オブジェクトの保管
入力ペインで作成したビジネス・オブジェクト・インスタンスを保管することによ
り、特定のコネクター定義をエミュレートするためにクライアント・シミュレータ
ー・ビューをオープンしたときにいつでもそのインスタンスを使用できます。「BO
インスタンス」フィールドからインスタンスを名前で選択でき、新規要求を作成す
る処理を行う必要はありません。

「BO インスタンス」フィールドに現在リストされているビジネス・オブジェク
ト・インスタンスを保管するには、クライアント・シミュレーター・ビューのタイ
トル・バーの右端の下矢印をクリックし、「編集」>「全ビジネス・オブジェクトを
保管」を選択します。

ビジネス・オブジェクトは、テスト・ユニットが定義されるテスト・プロジェクト
のディレクトリーの .bos ディレクトリー内のビジネス・オブジェクト・タイプに
関する名前のディレクトリーに、拡張子なしで、ビジネス・オブジェクト・インス
タンスの名前のファイルに保管されます。このファイルは Test Connector や Map

Designer Express で使用されたのと同じフォーマットで保管され、これらのツールで
のテストにも使用することができます。

ビジネス・オブジェクトの削除
クライアント・シミュレーター・ビューからビジネス・オブジェクト・インスタン
スを削除するには、クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右
端の下矢印をクリックし、「編集」>「ビジネス・オブジェクトを削除」を選択しま
す。
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ビジネス・オブジェクトのエクスポート
ビジネス・オブジェクト・インスタンスをファイルにエクスポートして、データを
適宜アーカイブし、テクニカル・サポートと共用することができます。テスト・デ
ータ・ファイルは .bo 拡張子を付けて保管され、Test Connector や Map Designer

Express、また統合テスト環境によるテストで使用できます。

要求ビジネス・オブジェクトのエクスポート
クライアント・シミュレーター・ビューの入力ペインからビジネス・オブジェク
ト・インスタンスをエクスポートするには、以下の手順を実行します。

1. 「BO インスタンス」フィールドでエクスポートするビジネス・オブジェクト・
インスタンスを選択します。

2. クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、「編集」>「ビジネス・オブジェクトをエクスポート」を選択します。

3. ファイルを保管するディレクトリーに移動して、「ファイル名」フィールドに名
前を指定します。

4. 「保管」をクリックします。

応答ビジネス・オブジェクトのエクスポート
結果ペインでビジネス・オブジェクト応答を編集するときに、「応答ビジネス・オ
ブジェクト」ウィンドウからビジネス・オブジェクト・インスタンスをエクスポー
トするには、以下の手順を実行します。

1. 「応答ビジネス・オブジェクト」ウィンドウのツールバーの「ビジネス・オブジ
ェクトを保管」をクリックします。

2. ファイルを保管するディレクトリーに移動して、「ファイル名」フィールドに名
前を指定します。

3. 「保管」をクリックします。

ビジネス・オブジェクトのインポート
Map Designer Express または Test Connector から保管された、または統合テスト環
境からエクスポートされたビジネス・オブジェクト・テスト・データ・ファイルを
インポートできます。

要求ビジネス・オブジェクトのインポート
クライアント・シミュレーター・ビューの入力ペインからビジネス・オブジェク
ト・インスタンスをインポートするには、以下の手順を実行します。

1. クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、「編集」>「ビジネス・オブジェクトをインポート」をクリックしま
す。

2. テスト・データ・ファイルに移動してオープンします。

応答ビジネス・オブジェクトのインポート
結果ペインでビジネス・オブジェクト応答を編集するときに、ビジネス・オブジェ
クト・インスタンスを「応答ビジネス・オブジェクト」ウィンドウにインポートす
るには、以下の手順を実行します。
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1. 「応答ビジネス・オブジェクト」ウィンドウのツールバーの「ビジネス・オブジ
ェクトをロード」をクリックします。

2. テスト・データ・ファイルに移動してオープンします。

ビジネス・オブジェクト・インスタンスの比較
クライアント・シミュレーター・ビューでは、同じタイプの 2 つのビジネス・オブ
ジェクトを比較し、値が異なる属性を表示できます。この機能を使用すると、トラ
ンザクション実行の異なる時点におけるビジネス・オブジェクトに対する変更を表
示させることができます。例えば、サーバーに送信されたビジネス・オブジェクト
と、サーバーで処理されてソース・コネクターに戻された後の同じビジネス・オブ
ジェクトを比較できます。2 つのビジネス・オブジェクト・インスタンスを比較す
るには、以下の手順を実行します。

1. 入力ペインで比較する要求ビジネス・オブジェクト・インスタンスを選択しま
す。

2. 応答ペインで比較する応答ビジネス・オブジェクトを選択します。

3. クライアント・シミュレーター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリ
ックし、「応答」>「ビジネス・オブジェクトを比較」を選択します。

BO インスペクター・ビューの使用
ビジネス・オブジェクト・トレースを使用する場合、統合テスト環境により、シス
テムがビジネス・オブジェクトを処理する際にビジネス・オブジェクトについての
情報が収集されます。統合テスト環境は、ビジネス・オブジェクトがマップで処理
され、またコラボレーションで処理された後で、ビジネス・オブジェクトのイメー
ジを取り込みます。

例えば、コネクターがビジネス・オブジェクト要求をコラボレーション・オブジェ
クトに送信して、そこから宛先コネクターに送信され、さらに宛先コネクターで処
理して応答を戻すインターフェースをテストする場合、統合テスト環境は次のビジ
ネス・オブジェクト・データを取り込みます。

v ビジネス・オブジェクト要求を InterChange Server Express に送信するときに、ソ
ース・コネクターで呼び出されるマップで作成される汎用ビジネス・オブジェク
ト。

v 宛先コネクターにより呼び出されるマップに対して、入力として指定される汎用
ビジネス・オブジェクト。

v ビジネス・オブジェクト応答を InterChange Server Express に戻すときに、宛先コ
ネクターで呼び出されるマップで作成される汎用ビジネス・オブジェクト。

v 失敗したフローに関連する例外メッセージ。

285ページの図 75 に、3 つの入力ビジネス・オブジェクト、2 つの結果ビジネス・
オブジェクト、および 1 つの例外メッセージを取り込んだ BO インスペクター・
ビューを示します。
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次のセクションでは、ビジネス・オブジェクト・トレースと BO インスペクター・
ビューの使用方法を説明します。

ビジネス・オブジェクト・トレースの動作
以下は、ビジネス・オブジェクトがインターフェースで処理されるときの、テス
ト・ユニット・エディターおよび BO インスペクター・ビューでの BO マーカーに
関連する動作を説明します。

v ソース・コネクターからビジネス・オブジェクト要求を送信する場合、テスト・
ユニット・エディターのコネクター・アイコンに付加された BO マーカーは緑色
になり、BO マーカーの拡大鏡の図の上に数値 1 が表示されます。これは、1 つ
のビジネス・オブジェクトを処理したことを示します。

この時点でこの BO マーカーの BO インスペクター・ビューを表示し、インバ
ウンド・マップで作成された汎用ビジネス・オブジェクトを参照できます。これ
は、BO インスペクター・ビューの左上のドロップダウン・メニューの「in」接頭
部で識別されます。

v ビジネス・オブジェクトがインターフェース内の以降のコンポーネント (コラボ
レーション・オブジェクトなど) で処理され、エラーがない場合、インターフェ
ース内の宛先コネクターに関連するアウトバウンド・マップで処理されます。

これが発生すると、サーバー・コンテキスト・オーバーレイの宛先コネクター・
アイコンに付加された BO マーカーは緑色になり、BO マーカーの拡大鏡の図の
上に数値 1 が表示され、これもビジネス・オブジェクトを処理したことを示しま
す。

図 75. ビジネス・オブジェクト・インスペクター・ビュー
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この時点でこの BO マーカーの BO インスペクター・ビューを表示し、アウト
バウンド・マップで処理された汎用ビジネス・オブジェクトを参照できます。こ
れは、BO インスペクター・ビューの左上のドロップダウン・メニューの「out」
接頭部で識別されます。

v この時点で宛先コネクター内の要求ビジネス・オブジェクトに応答すると、イン
ターフェースは処理を完了します。BO マーカーの拡大鏡の図の下に数値 1 が表
示され、宛先コネクターのインバウンド・マップで作成された汎用オブジェクト
が処理されたことを示します。

この時点で、最初の BO インスペクター・ビューで汎用ビジネス・ビジネス・オ
ブジェクトを表示できます。これは、BO インスペクター・ビューの左上のドロ
ップダウン・メニューの「result」接頭部で識別されます。同じ BO インスペクタ
ー・ビューには「in」ビジネス・オブジェクト・インスタンスのデータも含まれ
るので、ドロップダウン・メニューから「result」インスタンスを選択する必要が
あります。

v インターフェースの実行中にエラーが発生すると、BO マーカーの拡大鏡の周囲
に赤色の円が描画されます。BO マーカーに関連する BO インスペクター・ビュ
ーでエラーを選択できます (「exception」接頭部で識別)。エラー・テキストを表
示するには、BO インスペクター・ビューをテキスト・ビューに変更する必要が
あります。

BO インスペクター・ビューの表示およびクローズ
次のセクションで、BO インスペクター・ビューを表示およびクローズできる多く
の方法を説明します。

表 29 の「デフォルトのインターフェース位置」列には、インターフェース内のデフ
ォルト位置が「BO ビューアーの番号」列の BO インスペクター・ビューでオーバ
ーレイされるビューをリストします。

表 29. デフォルトの BO インスペクター・ビューの位置

BO ビューアーの番号 デフォルトのインターフェース位置

BO ビューアー 1 アウトライン

BO ビューアー 2 プロパティー

BO ビューアー 3 依存関係

BO インスペクター・ビューの表示
BO インスペクター・ビューを表示するには、次のいずれかの手法を使用します。

v 251ページの『アウトライン・ビューを使用した BO インスペクター・ビューの
表示およびクローズ』の説明に従って、アウトライン・ビューで BO インスペク
ター・ビューを表示します。

v 266ページの『BO インスペクター・ビューの表示』の説明に従って、テスト・
ユニット・ビューで BO インスペクター・ビューを表示します。

v メニュー・バーから「統合テスト環境」>「すべての BO ビューを表示」を選択
して、3 つの BO インスペクター・ビューをすべて表示します。
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v メニュー・バーから「パースペクティブ」> 「ビューの表示」>「x: BO インス
ペクター」を選択して特定の BO インスペクター・ビューを起動します。ここ
で、x は、表示する BO インスペクター・ビュー・インスタンスの番号です。

BO インスペクター・ビューのクローズ
BO インスペクター・ビューをすべてクローズするには、次のいずれかの手法を使
用します。

v 251ページの『アウトライン・ビューを使用した BO インスペクター・ビューの
表示およびクローズ』の説明に従って、アウトライン・ビューで BO インスペク
ター・ビューをクローズします。

v メニュー・バーから「統合テスト環境」>「すべての BO ビューを閉じる」を選
択して、オープンしている BO インスペクター・ビューをすべてクローズしま
す。

v BO インスペクター・ビューのタイトル・バーの右側の「閉じる」ボタンをクリ
ックするか、または BO インスペクター・ビューのタイトル・バーを右マウス・
ボタン・クリックして、コンテキスト・メニューから「閉じる」を選択します。

ビジネス・オブジェクト・データの最新表示
インターフェースのコンポーネントがビジネス・オブジェクトを処理すると、テス
ト・ユニット・エディター内の BO マーカーのカウンターが更新されます。これ
は、その BO マーカーに関連した BO インスペクター・ビューでビジネス・オブジ
ェクト・データを更新して、作成された最新のビジネス・オブジェクトを表示でき
ることを示します。

BO インスペクター・ビューでビジネス・オブジェクト・データを更新するには、
以下のいずれかを実行します。

v BO インスペクター・ビューのツールバーで「BO データの最新表示」ボタンを
クリックします。

v BO インスペクター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、
「最新表示」を選択します。

ビジネス・オブジェクト・データを最新表示すると、BO インスペクター・ビュー
の左上角のドロップダウン・メニューから最新のビジネス・オブジェクト・インス
タンスを選択できます。

ビジネス・オブジェクト・マーカーの最新表示
サーバー・コンテキスト・オーバーレイ内の BO マーカーの詳細については、 266

ページの『BO マーカーの最新表示』を参照してください。

BO インスペクター・ビュー・スタイル
BO インスペクター・ビューで使用できるビュー・スタイルは、いくつかありま
す。
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テーブル・ビュー・スタイルの使用
テーブル・ビュー・スタイルを使用すると、ビジネス・オブジェクト・データが、
クライアント・シミュレーター・ビューの入力ペインまたは「応答ビジネス・オブ
ジェクト」ウィンドウでの表示と同じように、テーブル形式で表示されます。

285ページの図 75 に、テーブル・ビュー・スタイルの BO インスペクター・ビュ
ーを示します。

テーブル・ビュー・スタイルを使用するには、以下のいずれかを実行します。

v BO インスペクター・ビューのツールバーで「テーブル・ビューを表示」ボタン
をクリックします。

v BO インスペクター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、
「テーブル・ビューを表示」を選択します。

テキスト・ビュー・スタイルの使用
テキスト・ビュー・スタイルを使用すると、ビジネス・オブジェクト・データが、
テキスト・マークアップ形式で表示されます。クライアント・シミュレーター・ビ
ューまたは「応答ビジネス・オブジェクト」ウィンドウからエクスポートした場合
は、この形式で保管されます。

図 76 に、テキスト・ビュー・スタイルでの BO インスペクター・ビューを示しま
す。

BO インスペクター・ビューで例外メッセージを表示するには、テキスト・ビュ
ー・スタイルに変更する必要があります。BO インスペクター・ビューは、テーブ
ル・ビュー・スタイルで例外メッセージを表示できません。

図 76. テキスト・ビュー・スタイルでビジネス・オブジェクト・データが表示された BO イ
ンスペクター・ビュー
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図 77 に、テキスト・ビュー・スタイルでの BO インスペクター・ビュー内の例外
メッセージを示します。

テキスト・ビュー・スタイルを使用するには、以下のいずれかを実行します。

v BO インスペクター・ビューのツールバーで「テキスト・ビューを表示」ボタン
をクリックします。

v BO インスペクター・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、
「テキスト・ビューを表示」を選択します。

ビューを縦方向に配置
テーブル・ビューの下にテキスト・ビューを同時に表示するように、BO インスペ
クター・ビューを配置できます。

BO インスペクター・ビュー・ペインを縦方向に配置するには、BO インスペクタ
ー・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、メニューから「縦方向
に配置」を選択します。

290ページの図 78 に、縦方向に配置された BO インスペクター・ビュー・ペイン
を示します。

図 77. テキスト・ビュー・スタイルで例外情報が表示された BO インスペクター・ビュー
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ビューを横方向に配置
テーブル・ビューの右側にテキスト・ビューを同時に表示するように、BO インス
ペクター・ビューを配置できます。

BO インスペクター・ビュー・ペインを横方向に配置するには、BO インスペクタ
ー・ビューのタイトル・バーの右端の下矢印をクリックし、メニューから「横方向
に配置」を選択します。

291ページの図 79 に、横方向に配置された BO インスペクター・ビュー・ペイン
を示します。

図 78. 縦方向に配置された BO インスペクター・ビュー・ペイン
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BO インスペクター・ビューからのテスト・データの保管
BO インスペクター・ビュー内のテスト・データを保管する組み込みメカニズムは
ありませんが、次の次善策を使用することができます。

1. BO インスペクター・ビューをテキスト・ビュー・スタイルに切り替えます。詳
しくは、 288ページの『テキスト・ビュー・スタイルの使用』を参照してくださ
い。

2. テキスト・ビュー・ペインですべてのテキストを選択します。

3. キーボード・ショートカット Ctrl+C を使用してテキストをコピーします。

4. コピーされたテキストをテキスト・ファイルに貼り付け、それを .bo 拡張子を
付けて保管します。

保管したテキスト・ファイルを、Map Designer Express、Test Connector、および
統合テスト環境で使用できます。

ビジネス・オブジェクト・トレース設定の構成
ビジネス・オブジェクト・トレースは、大量のリソースを使用するタスクです。デ
フォルトでは、2 時間後にオフになるように設定されています。ただし、このタイ
ムアウト値は変更できます。さらに、大量のトランザクションの場合にリソースを
多く使用するタスクとなる、ビジネス・オブジェクトの処理で BO マーカーのカウ
ンターを自動的に更新しないように、統合テスト環境を構成することができます。
ビジネス・オブジェクト・トレースに関連する設定を行うには、以下の手順を実行
します。

1. メニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「統合テスト環境」を展開して、「テスト・サーバー」を選択します。

図 79. 横方向に配置された BO インスペクター・ビュー・ペイン
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3. 「BO トレース」ペインで以下の手順を実行して、ビジネス・オブジェクト・ト
レースの設定を行います。

a. 開始後ビジネス・オブジェクト・トレースをオフにする時間 (分) を、「BO
トレースのタイムアウト」フィールドに入力します。

b. ビジネス・オブジェクトの処理で BO マーカーのカウンターを自動的に更新
するように統合テスト環境を構成するには、「自動更新を使用可能にする」
チェック・ボックスを使用可能のままにしておきます。

4. 「OK」をクリックします。

統合テスト環境を使用したテストの実行
この章のほとんどでは、統合テスト環境パースペクティブのテストまたは特定のイ
ンターフェース・エレメントの一部として実行するサブタスクを説明しますが、こ
のセクションでは、テストを実行するために、通常従うワークフローを説明しま
す。ここではほとんどのサブタスクとインターフェース・エレメントが関連しま
す。サブタスクを完了するのに複数の方法がある場合は、最も効果的で効率的な手
法を推奨します。統合テスト環境を使用してインターフェースをテストするには、
以下の手順を実行します。

1. 統合テスト環境を使用して InterChange Server Express インスタンスにコンポー
ネントを配置できますが、次の理由により、前もってすべての配置アクティビ
ティーを実行することをお勧めします。

v テスト・プロセスの一部として、マップやコラボレーション・テンプレート
をコンパイルする必要がないようにします。

v テスト段階の前にコンポーネントも開始できるようにします。コンポーネン
トは配置されていないと開始できません。コネクターを配置する場合、コネ
クターを開始するにはサーバーを再始動する必要があります。ほとんどすべ
てのインターフェースはコネクターに関係があるので、インターフェースの
コンポーネントをテスト・プロセスの一部として配置するのは、通常、効率
的ではありません。

v 複数インターフェースをテストする必要がある場合、テスト前に一度配置し
て、テスト時に各インターフェースが適切に配置されることを監視しなくて
も済むようにできます。

System Manager を使用したコンポーネントの配置の詳細については、 83ペー
ジの『サーバーへのコンポーネントの展開』を参照してください。

repos_copy を使用したコンポーネントの配置の詳細については、 129ページの
『第 6 章 repos_copy の使用』を参照してください。

統合テスト環境を使用したコンポーネントの配置 (これはお勧めしません) の詳
細については、以下のいずれかを参照してください。

v 248ページの『アウトライン・ビューを使用したリポジトリーの管理』

v 252ページの『タスク・マネージャー・ビューの使用』

v 264ページの『テスト・ユニット・ビューを使用したリポジトリーの管理』

2. インターフェースのテストに必要なすべてのコンポーネントがアクティブ状態
であることを確認します。
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コンポーネントを開始するには、次のインターフェースのいずれかを使用しま
す。

v System Monitor (「システム管理ガイド」で説明)

v InterChange Server コンポーネント管理ビュー ( 100ページの『リポジトリー
内のコンポーネントの状態の管理』で説明)

v アウトライン・ビュー ( 248ページの『アウトライン・ビューを使用したコ
ンポーネント状態の管理』で説明)

v 265ページの『テスト・ユニット・ビューを使用したコンポーネント状態の
管理』

3. テストに使用する InterChange Server Express を、「ローカル・テスト・サーバ
ー」として登録します。詳しくは、 49ページの『InterChange Server Express イ
ンスタンスの登録』を参照してください。

4. 統合テスト環境パースペクティブを始動します。詳しくは、 230ページの『統
合テスト環境の始動』を参照してください。

5. テストに使用するサーバーを選択します。詳しくは、 233ページの『サーバー
構成の選択』を参照してください。

使用するサーバー・インスタンスがダイアログにリストされない場合、サーバ
ー・インスタンス・ビューから削除して再登録してください。

6. 環境の RMI 設定を構成します。詳しくは、 234ページの『RMI 設定の構成』
を参照してください。これを適切に構成しないと、統合テスト環境を使用して
インターフェースをテストできません。

7. テスト・ユニットを含むテスト・プロジェクトを作成します。詳細について
は、 241ページの『テスト・プロジェクトの作成』を参照してください。

8. テストするインターフェースのテスト・ユニットを作成します。詳細について
は、 243ページの『統合テスト環境でのテスト・ユニットの作成』を参照して
ください。

9. 統合テスト環境を使用してテストするインターフェース内にコンポーネントを
配置する場合は、以下の手順を実行します。

v 246ページの『ユーザー従属オブジェクトの追加』で説明したように、イン
ターフェースにユーザーの従属オブジェクトを追加します。

v 238ページの『設計モードで始動するための InterChange Server Express の構
成』の説明に従います。

10. IBM Java オブジェクト・リクエスト・ブローカーが始動していることを確認し
ます。詳しくは、「システム・インストール・ガイド (Windows 版) または
(UNIX 版)」を参照してください。

11. タスク・マネージャー・ビューを使用して、サーバーの始動、統合テスト環境
エージェントのサーバーへのバインド、および統合テスト環境のサーバーへの
接続を行います。詳しくは、 252ページの『タスク・マネージャー・ビューの
使用』を参照してください。

12. サーバー・コンテキスト・オーバーレイを使用可能にします。詳しくは、 264

ページの『サーバー・コンテキスト・オーバーレイを使用可能および使用不可
にする』を参照してください。

13. インターフェース内のクライアントのクライアント・シミュレーター・ビュー
を表示します。
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ユーザーに適した方式にクライアント・シミュレーター・ビューを編成するこ
とをお勧めします。例えば、パースペクティブの位置 1 にソース・コネクター
を配置し (統合テスト環境ナビゲーター・ビューと共用)、パースペクティブの
位置 4 に宛先コネクターのビューを配置 (プロパティー・ビューと共用) する
のが最も容易である場合があります。

インターフェースのクライアント・シミュレーター・ビューを表示および編成
するには、次のいずれかを実行します。

v 「コネクター・ビューの開始」タスクを実行し (詳しくは、 253ページの表
23 を参照)、ビューを必要な位置までドラッグ・アンド・ドロップします。

v 265ページの『テスト・ユニット・ビューを使用したクライアント・シミュ
レーター・ビューの使用、表示、およびクローズ』の説明に従って、各コネ
クター定義に使用するクライアント・シミュレーター・ビューを選択しま
す。

14. 270ページの『サーバーへのクライアント・シミュレーター・ビューの接続』
の説明に従って、クライアント・シミュレーター・ビューをサーバーに接続し
ます。

クライアントがサーバーに正常に接続したことを確認します。詳しくは、 271

ページの『サーバーへのクライアントの接続の確認』を参照してください。

クライアントがサーバーに正常に接続したことを確認後、ソース・コネクター
のクライアント・シミュレーター・ビューでは入力ペインを使用するように構
成し (詳しくは 272ページの『入力ペインの使用』を参照)、宛先コネクターの
クライアント・シミュレーター・ビューでは結果ペインを使用するように構成
します (詳しくは 272ページの『結果ペインの使用』を参照)。

15. ビジネス・オブジェクト・トレースを使用する場合は、この時点で開始して、
次ステップでビジネス・オブジェクトの送信を開始したらデータを取り込むよ
うにします。ビジネス・オブジェクト・トレース・タスクの開始の詳細につい
ては、 253ページの表 23 を参照してください。

16. アウトライン・ビューを使用して、インターフェースのテストの準備ができて
いることを確認します。詳しくは 249ページの『アウトライン・ビューを使用
したテスト作動可能の検証』を参照してください。

17. ソース・コネクターからビジネス・オブジェクト要求を作成および送信するに
は、以下を実行します。

a. ビジネス・オブジェクト・インスタンスを作成して、要求として送信しま
す。詳しくは、 276ページの『要求ビジネス・オブジェクトの作成』を参照
してください。

b. ビジネス・オブジェクト・インスタンスの属性の値を設定します。詳しくは
279ページの『ビジネス・オブジェクト属性の値の設定』を参照してくださ
い。

c. ファイルにビジネス・オブジェクト・インスタンスを保管し、以後のテスト
で使用できるようにします。詳しくは、 282ページの『ビジネス・オブジェ
クトの保管』を参照してください。
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d. ビジネス・オブジェクト・インスタンスを要求として送信します。詳しく
は、 277ページの『要求ビジネス・オブジェクトの非同期送信』かまたは
277ページの『要求ビジネス・オブジェクトの同期送信』の適切な方を参照
してください。

18. InterChange Server Express コンソール・ビューを使用して、ビジネス・オブジ
ェクトの処理を監視します。詳しくは、 261ページの『統合テスト環境コンソ
ール・ビューおよび InterChange Server Express コンソール・ビューの使用』を
参照してください。

19. 各種コンポーネントが処理を完了する際にビジネス・オブジェクトを調べるに
は、以下を実行します。

v インターフェース内の BO マーカーの BO インスペクター・ビューを表示
します。詳しくは、 286ページの『BO インスペクター・ビューの表示』を
参照してください。

v BO インスペクター・ビューでビジネス・オブジェクト・インスタンスを調
べます。詳しくは、 288ページの『テーブル・ビュー・スタイルの使用』を
参照してください。

20. 宛先クライアント・シミュレーター・ビューの結果ペイン内の応答ビジネス・
オブジェクトを編集します。詳しくは、 281ページの『応答ビジネス・オブジ
ェクトの編集』を参照してください。

21. 応答としてビジネス・オブジェクト応答を送信します。詳しくは、 281ページ
の『応答ビジネス・オブジェクトの送信』を参照してください。

22. ステップ 17 (294ページ) から 21 まで繰り返して、インターフェースを再度テ
ストするか、またはステップ 7 (293ページ) から 21 まで繰り返して別のイン
ターフェースをテストします。
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第 13 章 コラボレーション・デバッガーの使用

コラボレーション・デバッガーは、ワークベンチ・パースペクティブであり、これ
を使用すると、実行中のコラボレーション・プロセスを一時停止するポイントを指
定したり、このポイントで処理されるフローのデータをインスペクションできま
す。

コラボレーションをデバッグするには、コラボレーション・オブジェクトへのコラ
ボレーション・デバッガーの接続、ブレークポイントの構成、コラボレーションに
よるフローの進行の管理、およびフローのデータのインスペクションなど、多数の
タスクを実行する必要があります。以下に、コラボレーション・デバッガーの使用
についての特性を示します。

v 一部のタスクは、1 回しか実行する必要はありません。例えば、コラボレーショ
ン・オブジェクトへのコラボレーション・デバッガーの接続は、通常、1 回のみ
です。

v 通常は、幾つかのタスクを複数回実行します。例えば、フローの進行は、通常、
フローの処理の過程で、複数回にわたって管理します。

v ただし、各フローの処理時に実行しないタスクもあります。

コラボレーションのデバッグは、性質上、非直線的であるため、本章のセクション
では、パースペクティブのインターフェースや実行する特定のタスクについて、イ
ンターフェースの使用頻度またはタスクの実行頻度の高い順に説明します。 319ペ
ージの『コラボレーションのデバッグ』では、コラボレーションのデバッグのワー
クフローを示し、インターフェースやタスクを直線的に説明します。

この章を構成するセクションは次のとおりです。

v 『コラボレーション・デバッガーの始動』

v 299ページの『コラボレーション・デバッガー・インターフェース』

v 305ページの『コラボレーション・デバッガーの接続および切り離し』

v 307ページの『コラボレーション・テンプレート・エディターの使用』

v 310ページの『イベントの処理』

v 311ページの『ブレークポイントの処理』

v 315ページの『デバッグ操作の実行』

v 318ページの『変数の処理』

v 319ページの『コラボレーションのデバッグ』

コラボレーション・デバッガーの始動
コラボレーション・デバッガーを始動するには、以下の手順を実行します。

1. 「スタート」>「プログラム」>「IBM WebSphere Business Integration
Express」>「Toolset Express」>「管理」>「 System Manager」を選択しま
す。
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2. メニュー・バーから「ウィンドウ」>「パースペクティブを開く」>「その他」を
選択します。

3. パースペクティブのリストから「コラボレーション・デバッガー」を選択し、
「OK」をクリックします。

ワークベンチが始動し、表示されます。 300ページの図 81 に、コラボレーショ
ン・デバッガーのパースペクティブを示します。このインターフェースおよびエ
レメントについては、 299ページの『コラボレーション・デバッガー・インター
フェース』で説明します。

コラボレーション・デバッガー・ビューの設定の構成
コラボレーション・デバッガーのインターフェースが、設計に従って現在使用して
いるパースペクティブまたはコラボレーション・デバッガーのいずれかで開かれる
ように、コラボレーション・デバッガーを構成できます。現在使用しているパース
ペクティブでインターフェースを開くことの利点は、コンポーネントの配置やイベ
ントの送信などのタスクの実行中、コラボレーション・デバッガー・ビューを使用
するパースペクティブ間をナビゲートする必要がないという点です。コラボレーシ
ョン・デバッガーでインターフェースを開くことの利点は、ワークベンチ内で同じ
位置を共用する必要のあるインターフェースの数を削減できるという点です。

コラボレーション・デバッガー・ビューの設定を構成するには、以下の手順を実行
します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「コラボレーション・デバッガー」を選択します。

299ページの図 80 に、コラボレーション・デバッガーのビュー設定を示しま
す。
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3. コラボレーション・デバッガー自体でコラボレーション・デバッガー・ビューを
開くことができるようにするには、「Display in Debugger Perspective」ラジ
オ・ボタンを有効にします。

現在アクティブとなっているパースペクティブでコラボレーション・デバッガ
ー・ビューを開くことができるようにするには、「Display in Current
Perspective」ラジオ・ボタンを有効にします。

4. 「OK」をクリックします。

コラボレーション・デバッガー・インターフェース
コラボレーション・デバッガー・パースペクティブをデフォルト構成で開いた場
合、このパースペクティブには幾つかのビューと 1 つのエディターが表示されま
す。 300ページの図 81 に、デフォルトのコラボレーション・デバッガー・パースペ
クティブを示します。

図 80. コラボレーション・デバッガー・ビューの設定
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300 ページの表 30 に、コラボレーション・デバッガー・パースペクティブのインタ
ーフェース・エレメントを示します。番号は、図 81 と対応しています。

表 30. コラボレーション・デバッガー・パースペクティブのインターフェース・エレメント

インターフェース・エレメント番号 インターフェース・エレメント名

1 『イベント・ビュー』

2 301ページの『コラボレーション・テンプレ
ート・エディター』

3 302ページの『ブレークポイント・ビュー』

4 303ページの『変数ビュー』

イベント・ビュー
「イベント」ビューには、デバッグするコラボレーション・オブジェクトに対する
処理用に作成されたフローがリストされます。このビューには、フローの処理に影
響したり、現在実行中のノードを突き止めるための操作が示されます。

301ページの図 82 に、「イベント」ビューを示します。

1

4

3

2

図 81. コラボレーション・デバッガー・パースペクティブ
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イベントの処理および「イベント」ビューの使用について詳しくは、 310ページの
『イベントの処理』を参照してください。

コラボレーション・テンプレート・エディター
「コラボレーション・テンプレート」エディターは、読み取り専用のエディターで
あり、デバッグするコラボレーション・オブジェクトのベースとなっているコラボ
レーション・テンプレートのダイアグラムが表示されます。このエディターを使用
すると、ビジネス・プロセスの設計を表示したり、コラボレーションのデバッグに
関連したタスクの多くを実行できます。

302ページの図 83 に、「コラボレーション・テンプレート」エディターを示しま
す。

図 82. イベント・ビュー
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以下のセクションには、「コラボレーション・テンプレート」エディター、および
このエディターを使用して実行できるタスクについての情報が含まれます。

v 307ページの『コラボレーション・テンプレート・エディターの使用』

v 311ページの『ブレークポイントの処理』

v 315ページの『デバッグ操作の実行』

ブレークポイント・ビュー
「ブレークポイント」ビューを使用すると、コラボレーション・オブジェクト内の
ブレークポイントを管理したり、ブレークポイントとの相互作用時にフローの処理
を管理できます。

303ページの図 84 に、「ブレークポイント」ビューを示します。

図 83. コラボレーション・テンプレート・エディター
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一般に「ブレークポイント」ビューを使用して実行するタスクについて詳しくは、
以下のセクションを参照してください。

v 311ページの『ブレークポイントの処理』

v 315ページの『デバッグ操作の実行』

変数ビュー
「変数」ビューには、デバッグ操作に応答して一時停止したときに処理されるフロ
ーについての情報が表示されます。このビューには、コラボレーション・テンプレ
ートの「宣言」セクションで宣言された Java プリミティブ型または BusObj の変数
がすべてリストされます。デバッグ操作を実行し、コラボレーションを介してフロ
ーを管理すると、「変数」ビューの変数が、その時点で実行されているノードでの
値に更新されます。

304ページの図 85 に、「変数」ビューを示します。

図 84. ブレークポイント・ビュー

第 13 章 コラボレーション・デバッガーの使用 303



「変数」ビューおよびビューの内容に影響するタスクについて詳しくは、以下のセ
クションを参照してください。

v 310ページの『イベントの処理』

v 315ページの『デバッグ操作の実行』

v 318ページの『変数の処理』

図 85. 変数ビュー
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コラボレーション・デバッガーの接続および切り離し
デバッグ・セッションの開始、ブレークポイントの設定、およびビジネス・プロセ
スによるフローの管理を行うには、コラボレーション・デバッガーをコラボレーシ
ョン・オブジェクトに接続する必要があります。

コラボレーション・デバッガーをコラボレーション・オブジェクトに接続するに
は、コラボレーション・オブジェクトがアクティブである必要があります。コンポ
ーネント状態、およびコンポーネント状態の変更方法について詳しくは、「システ
ム管理ガイド」を参照してください。

コラボレーション・オブジェクトのデバッグが完了したら、コラボレーション・デ
バッガーを切り離して、フローの標準処理を再開します。コラボレーション・オブ
ジェクトを停止すると、コラボレーション・デバッガーは自動的にコラボレーショ
ン・オブジェクトから切り離されます。

コラボレーション・デバッガーの接続
以下のセクションで説明するように、コラボレーション・デバッガーは、System

Manager または統合テスト環境のどちらを使用しても、コラボレーション・オブジ
ェクトに接続できます。

v 『System Manager によるコラボレーション・デバッガーの接続』

v 『統合テスト環境によるコラボレーション・デバッガーの接続』

System Manager によるコラボレーション・デバッガーの接続
System Manager を使用してコラボレーション・デバッガーをコラボレーション・オ
ブジェクトに接続するには、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、コラボレーション・オ
ブジェクトが存在するサーバー・インスタンスを展開し、「コラボレーション・
オブジェクト」フォルダーを展開します。

2. コラボレーション・デバッガーの接続先となるコラボレーション・オブジェクト
を選択します。例えば、展開する複数のユーザー・プロジェクトを一度に選択す
るには、以下のように、Windows の標準的な選択方法を使用できます。

v Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

v Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

3. 選択したコラボレーション・オブジェクトのいずれかを右マウス・ボタンでクリ
ックし、コンテキスト・メニューから 「デバッガーを接続」を選択します。

統合テスト環境によるコラボレーション・デバッガーの接続
統合テスト環境を使用してコラボレーション・デバッガーをコラボレーション・オ
ブジェクトに接続するには、テスト・ユニット・ビューでコラボレーション・オブ
ジェクトのセンター・アイコンを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・
メニューから「デバッガーを接続」を選択します。

テスト・ユニット・ビューについて詳しくは、 262ページの『テスト・ユニット・
ビューの使用』を参照してください。
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コラボレーション・デバッガーによるコラボレーション・デバッガー
の接続
コラボレーション・デバッガー自体を使用してコラボレーション・デバッガーをコ
ラボレーション・オブジェクトに接続するには、次のいずれかを実行します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディター内の任意の場所を右マウス・ボ
タンでクリックし、コンテキスト・メニューから「デバッガーを接続」を選択し
ます。

v 「ブレークポイント」ビューまたは「イベント」ビューでコラボレーション・オ
ブジェクトを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「デ
バッガーを接続」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューまたは「イベント」ビューでコラボレーション・オ
ブジェクトを選択し、メニュー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>
「デバッガーを接続」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでコラボレーション・オブジェクトを選択し、「ブ
レークポイント」ビューのツールバーの「デバッガーを接続」をクリックしま
す。

v 「ブレークポイント」ビューでコラボレーション・オブジェクトを選択し、タイ
トル・バーの右上端のドロップダウン矢印をクリックして、「デバッガーを接
続」を選択します。

コラボレーション・デバッガーの切り離し
以下のセクションで説明するように、コラボレーション・デバッガーは、System

Manager または統合テスト環境のどちらを使用しても、コラボレーション・オブジ
ェクトから切り離すことができます。

v 『System Manager によるコラボレーション・デバッガーの切り離し』

v 『統合テスト環境によるコラボレーション・デバッガーの切り離し』

System Manager によるコラボレーション・デバッガーの切り離し
System Manager を使用してコラボレーション・デバッガーをコラボレーション・オ
ブジェクトから切り離すには、以下の手順を実行します。

1. InterChange Server Express コンポーネント管理ビューで、コラボレーション・オ
ブジェクトが存在するサーバー・インスタンスを展開し、「コラボレーション・
オブジェクト」フォルダーを展開します。

2. コラボレーション・デバッガーを切り離すコラボレーション・オブジェクトを選
択します。例えば、展開する複数のユーザー・プロジェクトを一度に選択するに
は、以下のように、Windows の標準的な選択方法を使用できます。

v Shift を押したまま、連続する項目を選択します。

v Ctrl を押したまま、連続しない項目を選択します。

3. 選択したコラボレーション・オブジェクトのいずれかを右マウス・ボタンでクリ
ックし、コンテキスト・メニューから 「デバッガーを切り離す」を選択しま
す。

統合テスト環境によるコラボレーション・デバッガーの切り離し
統合テスト環境を使用してコラボレーション・デバッガーをコラボレーション・オ
ブジェクトから切り離すには、テスト・ユニット・ビューでコラボレーション・オ
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ブジェクトのセンター・アイコンを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「デバッガーを切り離す」を選択します。

テスト・ユニット・ビューについて詳しくは、 262ページの『テスト・ユニット・
ビューの使用』を参照してください。

コラボレーション・デバッガーによるコラボレーション・デバッガー
の切り離し
コラボレーション・デバッガー自体を使用してコラボレーション・デバッガーをコ
ラボレーション・オブジェクトから切り離すには、次のいずれかを実行します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディター内の任意の場所を右マウス・ボ
タンでクリックし、コンテキスト・メニューから「デバッガーを切り離す」を選
択します。

v 「ブレークポイント」ビューまたは「イベント」ビューでコラボレーション・オ
ブジェクトを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「デ
バッガーを切り離す」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューまたは「イベント」ビューでコラボレーション・オ
ブジェクトを選択し、メニュー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>
「デバッガーを切り離す」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでコラボレーション・オブジェクトを選択し、「ブ
レークポイント」ビューのツールバーの「デバッガーを切り離す」をクリックし
ます。

v 「ブレークポイント」ビューでコラボレーション・オブジェクトを選択し、タイ
トル・バーの右上端のドロップダウン矢印をクリックして、「デバッガーを切り
離す」を選択します。

コラボレーション・デバッガーから切り離されたコラボレーショ
ン・オブジェクトの削除

コラボレーション・デバッガーから切り離したコラボレーション・オブジェクトを
すべて削除し、ビューに表示されないようにするには、以下の手順を実行します。

v 「イベント」ビューまたは「ブレークポイント」ビュー内の任意の場所を右マウ
ス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「切り離したすべてを除
去」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューのツールバーの「切り離したすべてを除去」をクリ
ックします。

v 「ブレークポイント」ビューのタイトル・バーの右上端のドロップダウン矢印を
クリックし、「切り離したすべてを除去」を選択します。

コラボレーション・テンプレート・エディターの使用
「コラボレーション・テンプレート」エディターは、読み取り専用のエディターで
あり、デバッグするコラボレーション・オブジェクトのベースとなっているコラボ
レーション・テンプレートのダイアグラムが表示されます。このエディターを使用
すると、ビジネス・プロセスの設計を表示したり、コラボレーションのデバッグに
関連したタスクの多くを実行できます。
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「コラボレーション・テンプレート」エディターを使用すると、ダイアグラムを使
用した作業 (詳しくは 『ダイアグラムのオープンおよびクローズ』を参照) やノー
ドのラベルや ID を使用した作業 (詳しくは『ノードの ID およびラベルの表示お
よび非表示』を参照) が可能になります。

「コラボレーション・テンプレート」エディター固有のタスクについて説明した上
記のセクションのほかに、以下のセクションでは、複数のインターフェースを使用
して実行可能なタスクについて説明します。

v 307ページの『コラボレーション・テンプレート・エディターの使用』

v 311ページの『ブレークポイントの処理』

v 315ページの『デバッグ操作の実行』

ダイアグラムのオープンおよびクローズ
コラボレーション・テンプレートで、サブダイアグラムおよびイテレーター・ノー
ドに属するノードのブレークポイントを管理するには、ノードのダイアグラムをオ
ープンする必要があります。

サブダイアグラムまたはイテレーター・ノードのダイアグラムをオープンするに
は、次のいずれかを実行します。

v ノードを選択して、Enter キーを押します。

v ノードをダブルクリックします。

v ノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ダイア
グラムを開く」を選択します。

サブダイアグラムまたはイテレーター・ノードのダイアグラムをクローズするに
は、ダイアグラムのタブの右上端にある X をクリックします。

ノードの ID およびラベルの表示および非表示
コラボレーション・テンプレート・ダイアグラムでノードおよびリンクに割り当て
られた固有の ID およびラベルを使用すると、ノードやリンクの識別、およびテン
プレートで定義されたビジネス・プロセスの認識が簡単になります。ID やラベルを
コラボレーション・デバッガーで表示することにより、トラブルシューティング作
業を容易化できます。

ダイアグラムに固有 ID を表示するには、エディター内の任意の場所を右マウス・
ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「uniqueID を表示」を選択しま
す。

ダイアグラムで固有 ID を非表示にするには、エディター内の任意の場所を右マウ
ス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「uniqueID を隠す」を選択
します。

ダイアグラムにラベルを表示するには、エディター内の任意の場所を右マウス・ボ
タンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ラベルを表示」を選択します。

ダイアグラムに固有 ID を表示するには、エディター内の任意の場所を右マウス・
ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ラベルを表示」を選択しま
す。
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コラボレーション・テンプレート・エディターの設定の構成
コラボレーション・テンプレート・エディターの設定を構成するには、以下の手順
を実行します。

1. ワークベンチのメニュー・バーから「ウィンドウ」>「設定」を選択します。

2. 「コラボレーション・デバッガー」を展開します。

3. 「ダイアグラムの色」を選択します。

図 86 に、コラボレーション・テンプレート・ダイアグラムの色の設定を示しま
す。

4. 各種のインターフェース・エレメントに関連付けられたペイント・バケット・ア
イコンをクリックして、それぞれのエレメントに任意の塗りつぶす色を設定しま
す。

各種のインターフェース・エレメントに関連付けられたペンシル・アイコンをク
リックして、それぞれのエレメントに任意の線の色を設定します。

図 86. コラボレーション・テンプレート・ダイアグラムの色の設定
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「色」ダイアログから、テスト・ユニット・ビューでコンポーネント・タイプの
背景に使用する色を選択し、「OK」をクリックします。

5. 「OK」をクリックします。

イベントの処理
イベントは、コラボレーション・オブジェクトの実行を起動するフローです。コラ
ボレーションでは、エンタープライズ・ソフトウェア・リソース間でイベント・デ
ータを処理したり、データを調整しながら、ビジネス・プロセス・ロジックを実行
してイベント・データを管理します。ビジネス・ロジックにおける重大なポイント
でデータをインスペクションできるよう、イベントの処理を一時停止するには、コ
ラボレーション・デバッガーを使用するのが一般的です。

イベントの表示
デバッグするコラボレーション・オブジェクトに対する処理用の新しいフローを配
信すると、新しいフローには番号が割り当てられ、「イベント」ビューのコラボレ
ーション・オブジェクトの下にリストされます。

図 87 に、コラボレーション・オブジェクトによって受信され、「イベント」ビュー
に表示されたイベントを示します。

イベントを表示したら、「コラボレーション・テンプレート」エディターで、処理
が一時停止されたノードにコラボレーション・デバッガーのフォーカスを与えま
す。フォーカスを与えると、選択されていることを示す黒色の正方形がノードの各
隅に表示されます。ノードの左上隅には、イベント・インスタンスでラベル付けさ
れたフラグ・アイコンが表示されます。図 88 に、コラボレーション・テンプレー
ト・エディターに表示される、イベントの処理が一時停止した状態のノードを示し
ます。

コラボレーション内に設定されたアクティブのブレークポイントがある場合、フロ
ーは、デバッグ操作の実行を待機する一方で処理を中断し、処理が失敗したノード
に同様のイベントを表すフラグ・アイコンをドローします。

イベントを表示することにより、コラボレーション・ダイアグラムにイベントを配
置し、「変数」ビューにフローの現在のデータを取り込みます。

図 87. イベント・ビューに表示されたイベント

図 88. コラボレーション・テンプレート・エディターに表示されるイベント

310 IBM WebSphere Business Integration Server Express and Express Plus: システム・インプリメンテーション・ガイド



「変数」ビューは、デバッグ操作を実行すると動的に更新されるため、通常は以下
の状態でのみ、イベントの表示を必要とします。

v コラボレーション・オブジェクトが処理を必要とするフローを最初に受信したと
き

v (ブレークポイントの表示などのために) コラボレーション・デバッガーの任意の
場所をナビゲートしたため、イベントを再度配置する必要がある場合

イベントを表示するには、以下のいずれかを実行します。

v 「イベント」ビューでイベントを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「表示」を選択します。

v 「イベント」ビューでイベントを選択し、メニュー・バーから「コラボレーショ
ン・デバッガー」>「表示」を選択します。

イベントの中断
317ページの『イベントの実行』の説明に従ってイベントを実行すると、ブレーク
ポイントで一時停止されることなく、標準的な実行のフローが進行します。フロー
のデバッグを再開する場合は、イベントを中断します。

いったんコラボレーション・デバッガーによるイベントの実行を指定すると、処理
が迅速に行われるため通常は中断できません。ただし、サービス呼び出しを使用す
るとイベントを中断できます。サービス呼び出しを使用してビジネス・オブジェク
トを送信すると、ビジネス・プロセスは応答が受信されるまでブロックされます。
これにより、要求へ応答する前にフローを中断する十分な時間を確保できるため、
コラボレーションが応答を受信したときにデバッグを再開できます。

イベントを中断するには、以下のいずれかを実行します。

v 「イベント」ビューでイベントを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「中断」を選択します。

v 「イベント」ビューでイベントを選択し、メニュー・バーから「コラボレーショ
ン・デバッガー」>「中断」を選択します。

イベントの実行
イベントの実行について詳しくは、 317ページの『イベントの実行』を参照してく
ださい。

ブレークポイントの処理
ブレークポイントは、コラボレーション・デバッガーがコラボレーション・オブジ
ェクトの実行を一時停止するために使用する命令です。ビジネス・プロセスで、フ
ローのデータをインスペクションするノードにブレークポイントを設定すると、変
換を監視したり、問題をトラブルシューティングできます。

ブレークポイントを設定できるノードのタイプは以下のとおりです。

v アクション・ノード

v サブダイアグラム・ノード

v イテレーター・ノード
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v 終了成功ノード

v 終了障害ノード

v イテレーター・ノード

v ブレーク・ノード

ブレークポイントは決定ノードには設定できません。

コラボレーション・テンプレートに表示される各種のノードについて詳しくは、
「コラボレーション開発ガイド」を参照してください。

以下のセクションでは、デバッグするコラボレーションでのブレークポイントの配
置方法について説明します。

v 『ブレークポイントの設定』

v 『ブレークポイントの表示』

v 313ページの『ブレークポイントの削除』

v 313ページの『ブレークポイントの使用不可化』

v 314ページの『ブレークポイントの使用可能化』

コラボレーション・オブジェクトにブレークポイントを配置したら、 315ページの
『デバッグ操作の実行』の説明に従って、フローの処理を管理します。

ブレークポイントの設定
サポートされたノードにブレークポイントを設定するには、以下のいずれかを実行
します。

v ノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ブレー
クポイントを設定」を選択します。

v ノードを選択し、コラボレーション・デバッガーのツールバーの「ブレークポイ
ントを設定」をクリックします。

v ノードを選択し、メニュー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>「ブレ
ークポイントを設定」を選択します。

v まだブレークポイントが設定されていないノードをダブルクリックします。

ブレークポイントの表示
ブレークポイントが設定されたノードを選択してフォーカスを与えるには、以下の
いずれかを実行します。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを右マウス・ボタンでクリック
し、コンテキスト・メニューから「表示」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントをダブルクリックします。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、Enter キーを押しま
す。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、「ブレークポイン
ト」ビューのツールバーの「表示」をクリックします。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、タイトル・バーの右
上端のドロップダウン矢印をクリックして、「表示」を選択します。
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v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、コラボレーション・
デバッガーのツールバーの「表示」をクリックします。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、メニュー・バーから
「コラボレーション・デバッガー」>「ブレークポイントを表示」を選択します。

ブレークポイントの削除
ブレークポイントを削除するには、以下のいずれかを実行します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
たノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ブレ
ークポイントを削除」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを右マウス・ボタンでクリック
し、コンテキスト・メニューから「削除」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、「ブレークポイン
ト」ビューのツールバーの「削除」をクリックします。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、タイトル・バーの右
上端のドロップダウン矢印をクリックして、「削除」を選択します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
たノードを選択し、コラボレーション・デバッガーのツールバーの「ブレークポ
イントを削除」をクリックします。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
たノードを選択し、メニュー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>「ブ
レークポイントを削除」を選択します。

v ブレークポイントが設定されたノードをダブルクリックします。

ブレークポイントの使用不可化
ブレークポイントを使用不可にするには、以下のいずれかを実行します。これを行
うと、今後指定したノードで実行が一時停止されなくなります。ただし、必要な場
合は再度アクティブにできます。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
たノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ブレ
ークポイントを使用不可にする」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを右マウス・ボタンでクリック
し、コンテキスト・メニューから「使用不可」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、「ブレークポイン
ト」ビューのツールバーの「使用不可」をクリックします。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、タイトル・バーの右
上端のドロップダウン矢印をクリックして、「使用不可」を選択します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
たノードを選択し、コラボレーション・デバッガーのツールバーの「ブレークポ
イントを使用不可にする」をクリックします。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
たノードを選択し、メニュー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>
「ブレークポイントを使用不可にする」を選択します。
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ブレークポイントの使用可能化
使用不可となっているブレークポイントを使用可能にするには、以下のいずれかを
実行します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
ているノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニューから
「ブレークポイントを使用可能にする」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを右マウス・ボタンでクリック
し、コンテキスト・メニューから「使用可能」を選択します。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、「ブレークポイン
ト」ビューのツールバーの「使用可能」をクリックします。

v 「ブレークポイント」ビューでブレークポイントを選択し、タイトル・バーの右
上端のドロップダウン矢印をクリックして、「使用可能」をクリックします。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
たノードを選択し、コラボレーション・デバッガーのツールバーの「ブレークポ
イントを使用可能にする」をクリックします。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターでブレークポイントが設定され
たノードを選択し、メニュー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>「ブ
レークポイントを使用可能にする」を選択します。

ブレークポイントのフィルタリング
「ブレークポイント」ビューをフィルタリングすることにより、特定のタイプのノ
ードに設定されたブレークポイントのみを表示できます。「ブレークポイント」ビ
ューをフィルタリングするには、以下の手順を実行します。

1. 「ブレークポイント・フィルター」ダイアログを表示するには、以下のいずれか
を実行します。

v 「ブレークポイント」ビューのタイトル・バーの「フィルター」を選択しま
す。

v 「ブレークポイント」ビューのタイトル・バーの右上端の下矢印をクリック
し、ドロップダウン・メニューから「フィルター」を選択します。

コラボレーション・デバッガーによって、 315ページの図 89 に示すような「ブ
レークポイント・フィルター」ダイアログが表示されます。
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2. 以下の方法を使用して、フィルターの設定を構成します。

v 「すべてのノード・タイプ」チェック・ボックスを有効にし、サポートされる
すべてのノード・タイプを表示します。

v 特定のノード・タイプに対応するチェック・ボックスのみを有効にし、特定の
タイプのみを表示します。

v 「リセット」をクリックし、デフォルトのフィルター設定を適用します。

3. 以下のラジオ・ボタンのいずれかを有効にし、フィルターの適用範囲を指定しま
す。

v すべてのコラボレーション・オブジェクト

v 現在のコラボレーション・オブジェクトのみ

v 現在のダイアグラムのみ

v 現在のダイアグラムとその子

4. 「OK」をクリックします。

デバッグ操作の実行
デバッグするコラボレーション・オブジェクトにブレークポイントを配置したら、
デバッグ操作を実行し、ブレークポイントを介してイベントのフローを管理しま
す。使用可能な操作は以下のとおりです。

v 316ページの『ステップオーバー』

v 316ページの『ステップイントゥ』

v 316ページの『ステップアウト』

v 317ページの『実行』

v 317ページの『特定のノードに対する実行』

v 317ページの『イベントの実行』

図 89. ブレークポイント・フィルター
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ステップオーバー
「ステップオーバー」操作を実行すると、InterChange Server Express が一時停止さ
れたフローを再開し、ブレークポイントが設定されたノードが実行されます。次の
ノードに移るとフローは一時停止されます。

実行が失敗したノードをステップオーバーするには、以下のいずれかを実行しま
す。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディター内の任意の場所を右マウス・ボ
タンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ステップオーバー」を選択し
ます。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、ツールバ
ーの「ステップオーバー」をクリックします。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、メニュ
ー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>「ステップオーバー」を選択し
ます。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、キーボー
ド・ショートカットの F6 キーを使用します。

ステップイントゥ
サブダイアグラムまたはイテレーター・ノードで「ステップイントゥ」操作を実行
すると、InterChange Server Express が一時停止されたフローを再開します。実行
は、フローがサブダイアグラムまたはイテレーター内の開始ノードに到達するまで
進み、到達すると一時停止します。

実行が失敗したサブダイアグラムまたはイテレーターをステップイントゥするに
は、以下のいずれかを実行します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディター内の任意の場所を右マウス・ボ
タンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ステップイントゥ」を選択し
ます。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、ツールバ
ーの「ステップイントゥ」をクリックします。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、メニュ
ー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>「ステップイントゥ」を選択し
ます。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、キーボー
ド・ショートカットの F5 キーを使用します。

ステップアウト
サブダイアグラムまたはイテレーター内のノードで「ステップアウト」操作を実行
すると、InterChange Server Express が一時停止されたフローを再開します。実行
は、サブダイアグラムまたはイテレーターが完了するか、フローがサブダイアグラ
ムまたはイテレーター内のアクティブなブレークポイントに到達するまで進みま
す。

実行が失敗したサブダイアグラムまたはイテレーターからステップアウトするに
は、以下のいずれかを実行します。
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v 「コラボレーション・テンプレート」エディターの任意の場所を右マウス・ボタ
ンでクリックし、コンテキスト・メニューから「ステップアウト」を選択しま
す。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、ツールバ
ーの「ステップアウト」をクリックします。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、メニュ
ー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>「ステップアウト」を選択しま
す。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、キーボー
ド・ショートカットの F7 キーを使用します。

実行
「実行」操作を実行すると、InterChange Server Express が一時停止されたフローを
再開して、ビジネス・プロセスが完了するか、アクティブなブレークポイントが設
定されたノードに到達するまで、処理の継続が可能になります。

一時停止されたフローを実行するには、以下のいずれかを実行します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディター内の任意の場所を右マウス・ボ
タンでクリックし、コンテキスト・メニューから「実行」を選択します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、ツールバ
ーの「実行」をクリックします。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、メニュ
ー・バーから「コラボレーション・デバッガー」>「実行」を選択します。

v 「コラボレーション・テンプレート」エディターにフォーカスを与え、キーボー
ド・ショートカットの F8 キーを使用します。

特定のノードに対する実行
フローで「このノードに接続」操作を実行すると、InterChange Server Express が一
時停止されたフローを再開して、操作を実行したノードまたはアクティブなブレー
クポイントが設定されたノードに到達するまで、処理の継続が可能になります。

特定のノードに対して一時停止されたフローを実行するには、以下のいずれかを実
行します。

v 実行の対象となるノードを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキスト・メニ
ューから「このノードに接続」を選択します。

v 実行の対象となるノードを選択し、ツールバーの「選択先まで実行」をクリック
します。

v 実行の対象となるノードを選択し、メニュー・バーから「コラボレーション・デ
バッガー」>「選択先まで実行」を選択します。

イベントの実行
「イベントを実行する」操作を実行すると、InterChange Server Express が一時停止
されたフローを再開して、処理の継続が可能になるため、ブレークポイントがアク
ティブであっても、ビジネス・プロセスのブレークポイントをバイパスできます。

イベントを実行するには、以下のいずれかを実行します。
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v 「イベント」ビューでイベントを右マウス・ボタンでクリックし、コンテキス
ト・メニューから「実行」を選択します。

v 「イベント」ビューでイベントを選択し、コンテキスト・メニューから「コラボ
レーション・デバッガー」>「イベントを実行する」を選択します。

v 「イベント」ビューでイベントを選択し、ツールバーの「イベントを実行する」
をクリックします。

変数の処理
「変数」ビューには、コラボレーション・テンプレート定義の「宣言」タブで宣言
されたすべての変数の値が表示されます。これには、Process Designer Express によ
って自動的に宣言され、「ポートおよびトリガー・イベント」タブで作成した各ポ
ートに関連付けられたビジネス・オブジェクトのほかに、ユーザー自身が「宣言」
タブに追加したすべての変数が含まれます。

イベントを表示 (詳しくは、 310ページの『イベントの表示』を参照) するか、フロ
ーを管理 (詳しくは、 315ページの『デバッグ操作の実行』を参照) すると、「変
数」ビュー内に表示される変数情報が更新されます。BusObj 型の変数を展開する
と、その属性を表示できます。

現時点では、triggeringBusObj 変数を表示することはできません。この変数は、コ
ラボレーション・オブジェクトの実行を起動した元のフローを参照する、システム
で宣言された変数であり、通常は非常に重要な変数とされています。
triggeringBusObj 変数の値のレコードを保守する場合は、コラボレーション・テン
プレートの「宣言」セクションで新しい BusObj 変数を宣言し、それをシナリオの
最初のノードで triggeringBusObj 変数の値に初期設定します。

さらに、作成した複数のコラボレーション・テンプレートで、processingBusObj と
いう名前の変数を操作します。ただし、triggeringBusObj 変数はそのままにしてお
きます。processingBusObj 変数は、通常、テンプレート・レベルではなく、シナリ
オ・レベルで宣言されます。ただし、「変数」ビューには表示されません。「変
数」ビューで processingBusObj 変数を使用可能にするには、変数の宣言をシナリ
オ定義からテンプレート定義に移動します。

「変数」ビューをフィルタリングすると、特定のタイプの変数のみを表示できま
す。「変数」ビューをフィルタリングするには、以下の手順を実行します。

1. 「変数フィルター」ダイアログを表示するには、以下のいずれかを実行します。

v 「変数」ビューのタイトル・バーの「フィルター」をクリックします。

v 「変数」ビューのタイトル・バーの右上端の下矢印をクリックし、ドロップダ
ウン・メニューから「フィルター」を選択します。

コラボレーション・デバッガーによって、 319ページの図 90 に示すような「変
数フィルター」ダイアログが表示されます。
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2. 以下の方法を使用して、フィルターの設定を構成します。

v 「すべてのタイプ」チェック・ボックスを有効にし、サポートされるすべての
変数タイプを表示します。

v 特定の変数タイプのチェック・ボックスのみを有効にし、特定のタイプのみを
表示します。

v 「リセット」をクリックし、デフォルトのフィルター設定を適用します。

3. 「OK」をクリックします。

コラボレーションのデバッグ
以下のワークフローをガイドラインとして使用し、コラボレーション・オブジェク
トを効率的にデバッグします。

1. コラボレーション・テンプレートを作成します。作成したテンプレートに基づい
てコラボレーション・オブジェクトを作成します。それら両方を InterChange

Server Express インスタンスに配置して、コラボレーション・オブジェクトが開
始されたことを確認します。

2. コラボレーション・デバッガー・パースペクティブを始動します。詳しくは、
297ページの『コラボレーション・デバッガーの始動』を参照してください。

3. コラボレーション・デバッガーをコラボレーション・オブジェクトに接続しま
す。詳しくは、 305ページの『コラボレーション・デバッガーの接続』を参照し
てください。

4. 目的のロケーションにブレークポイントを設定します。詳しくは、 311ページの
『ブレークポイントの処理』を参照してください。

通常、フローが変換されるノード、フローがコラボレーションから送信されるノ
ード、およびロジックの問題発生部分が特定されているノードにブレークポイン
トを設定するのが最も便利です。

5. Test Connector または統合テスト環境を使用して、コラボレーション・オブジェ
クトの起動などのイベントを作成および送信します。Test Connector の詳細につ
いては、 215ページの『第 11 章 Test Connector の使用』を参照してくださ
い。

統合テスト環境について詳しくは、 229ページの『第 12 章 統合テスト環境の
使用』を参照してください。

図 90. 変数フィルター
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6. 実行依頼されたイベントを表示します。詳しくは、 310ページの『イベントの表
示』を参照してください。

7. 構成した複数のブレークポイントをまたぐフローを管理します。詳しくは、 315

ページの『デバッグ操作の実行』を参照してください。

8. 「変数」ビューを使用して、コラボレーションによるイベントの処理時に、イベ
ント変更のデータを監視します。詳しくは、 318ページの『変数の処理』を参照
してください。

9. ブレークポイントを変更し、異なるデータを持つフローを処理するには、ステッ
プ 4 (319ページ) からステップ 8 を繰り返します。
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第 14 章 パフォーマンスの調整

この章では、さまざまな技法や構成を実装してシステム・パフォーマンスを向上さ
せる方法について説明します。この章は次のセクションから構成されます。

v 『イベントにより起動されるフローの並行処理の実装』

v 323ページの『静的関係のキャッシング』

v 323ページの『データベース接続プールの使用』

v 324ページの『メモリー・チェッカー・スレッドの使用』

イベントにより起動されるフローの並行処理の実装
コラボレーション・オブジェクトおよびコネクター・コントローラーは、イベント
により起動される複数のフローを同時に処理するよう構成できます。これによっ
て、イベントにより起動されるインターフェースのパフォーマンスが大幅に向上し
ます。

イベントにより起動されるフローのコラボレーションでの並行処理
コラボレーションは、イベントにより起動される複数のフローを並行して処理する
ように構成できます。並行イベント処理を適切に行うと、システムのスループット
およびイベント処理への応答時間が改善されます (下のヒントを参照)。デフォルト
では、コラボレーションはイベントにより起動されるフローを一度に 1 つずつ処理
します。

コラボレーションがイベントにより起動されるフローを並行処理しているとき、コ
ラボレーションはこれらのフローの依存関係を識別し、それらがコネクター・コン
トローラーから送信された順に処理します。イベントにより起動されるフローの並
行処理は、データの競合がないフローで実行されますが、データの競合があるフロ
ーは、受信された順に処理されます。

コラボレーションがイベントにより起動される複数のフローを処理するよう構成す
るには、 189ページの『並行イベントの最大数』を参照してください。

ヒント: イベントにより起動されるフローをコラボレーションで並行処理するに
は、追加のシステム・リソースが必要です。最高のパフォーマンスを実現
するためには、並行イベントの処理に使用するシステム・リソースが確実
にアイドル状態ではないようにします。例えば、コラボレーション・キュ
ー内のイベント数が 10 に達することがない場合は、「並行イベントの最
大数」の値を 10 に設定しないでください。

コラボレーションのインバウンド・ポートが、Server Access Interface を介
する外部呼び出しを受信するためだけにバインドされていて、他のコネク
ターにバインドされていない場合、「並行イベントの最大数」の値を 0 に
設定するとパフォーマンスを向上させることができます。しかし、コラボ
レーションがコネクターとの双方向交換に使用されている場合は、この値
を 0 に設定しないでください。
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イベントにより起動されるフローのコラボレーション・オブジェク
ト・グループでの並行処理

コラボレーション・オブジェクト・グループ内の各コラボレーションは、イベント
により起動される多数の並行フローを処理するために個々に構成できます。グルー
プ内のすべてのコラボレーションには、イベントにより起動される並行フローの数
を同じ値に設定して、並行率の低いコラボレーションがボトルネックにならないよ
うにすることをお勧めします。

イベントにより起動されるフローのコネクター・コントローラーで
の並行処理

コネクター・コントローラーは、イベントにより起動される複数のフローを並行し
て処理するように構成できます。

コネクターがイベントにより起動されるフローを並行処理するよう構成すると、イ
ベント・フローの処理パフォーマンスが向上します。これは、複数のビジネス・オ
ブジェクトを同時にマッピングに変換できるためです。

コネクター・コントローラーがイベントにより起動されるフローを並行処理するよ
う構成するには、「ConcurrentEventTriggeredFlows」プロパティーを、並行処理
するフローの最大数に設定します。このプロパティーの詳細については、 153ペー
ジの『ConcurrentEventTriggeredFlows』を参照してください。Connector Configurator

を使用してコネクター・プロパティーを設定する方法の詳細については、 131ペー
ジの『第 7 章 コネクターの構成』の概要を参照してください。

ヒント: 「ConcurrentEventTriggeredFlows」プロパティーが 1 より大きい値に
設定されている場合、コネクター・コントローラーはアプリケーションか
らイベントを受け取ったのと同じ順序を保持します。イベントにより起動
されるフローをコネクターで並行処理するには、追加のシステム・リソー
スが必要です。最高のパフォーマンスを実現するためには、並行イベント
の処理に使用するシステム・リソースが確実にアイドル状態ではないよう
にします。例えば、コネクターの InterChange Server Express で受け取るイ
ベント数が 10 に達することがない場合は、
「ConcurrentEventTriggeredFlows」プロパティーの値を 10 に設定しな
いでください。「サーバー統計」ウィンドウを使用して、コネクターの
MQ キュー項目数をモニターすることにより、コネクター・キュー内のイ
ベント数を判別します。この統計をモニターすると、
「ConcurrentEventTriggeredFlows」プロパティーの値を設定するのに役
立ちます。

コネクターが宛先としてのみ使用されている場合、
「ConcurrentEventTriggeredFlows」の値を 0 に設定すると、パフォー
マンスが向上します。しかし、コネクターがコラボレーションとの双方向
交換に使用されている場合は、この値を 0 に設定しないでください。
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コネクター・エージェントの配布
コネクター・エージェントを配布することによって、ビジネス・インテグレーショ
ン・システムのパフォーマンスを向上させることができます。コネクター・エージ
ェントの配布によってパフォーマンスが向上する理由は、次のとおりです。

v 各 InterChange Server Express およびコネクター・エージェント・プロセスは、自
身の Java 仮想マシン (JVM) 内で実行されます。コンピューター上で非常に多く
の JVM インスタンスが実行されると、パフォーマンスが低下し始めます。しき
い値はコンピューターの仕様によって異なりますが、コネクター・エージェント
を配布することによって、1 つの JVM で InterChange Server Express をホスティ
ングしているマシンの負荷が減少します。

v 一般的に、個々のコネクターのパフォーマンスは、ネットワーク・トポロジーに
関して、コネクターが通信するアプリケーションに近いほど向上します。コネク
ター・エージェントは、それ自体がアプリケーション・サーバーをホストしてい
るコンピューター上にインストールするのが理想ですが、環境によってはこのこ
とは不可能な場合があります。ただし、アプリケーション・ホスト・コンピュー
ターと InterChange Server Express ホスト・コンピューターが異なるサブネット上
にある場合でも、アプリケーション・ホスト・コンピューターが存在するのと同
じサブネット内の別のコンピューターにコネクター・エージェントがインストー
ルされていれば、通常、コネクター・エージェントはよりよいパフォーマンスを
実現します。

分散コネクター・エージェントのセットアップについては、 131ページの『分散ア
ダプター環境の設定』を参照してください。

静的関係のキャッシング
静的関係をキャッシュに入れて、それに含まれる参加者データをメモリーにロード
したり、データベース内に保管されているデータではなく、メモリー内のデータに
対してデータの照会を発行することができます。これによって、フローごとにデー
タベースから情報を検索するよりも、関係のルックアップがかなり速くなります。

キャッシュする静的関係の構成の詳細については、「マップ開発ガイド」を参照し
てください。

データベース接続プールの使用
フローの処理中に、データベース表から情報を検索したり情報を挿入したりするこ
とはよく見られます。インターフェースでフローごとにデータベースへの接続を確
立する必要がある場合、パフォーマンスに影響を及ぼします。これは特に、接続ご
とにログイン・プロセスを実行する必要があることが原因です。

データベース接続プールは、データベース・リソースへの接続のプールを確立およ
び保持する統合コンポーネントです。接続が最初に確立されると、他のコンポーネ
ントはその接続を使用してデータベース・リソースに対して照会を発行できます。
あるコンポーネントが接続を使用して操作を終了すると、接続は解放されてプール
に戻されるので、別のコンポーネントがそれを使用できます。これにより、接続が
必要になるたびにログインする必要がなくなります。

第 14 章 パフォーマンスの調整 323



データベース接続プールの作成方法の詳細については、 163ページの『第 8 章 デ
ータベース接続プールの構成』を参照してください。マップでのデータベース接続
プールの使用方法の詳細については、「マップ開発ガイド」を参照してください。
コラボレーション・テンプレートでのデータベース接続プールの使用方法の詳細に
ついては、「コラボレーション開発ガイド」を参照してください。

メモリー・チェッカー・スレッドの使用
InterChange Server Express には、メモリー・チェッカー・スレッドが備えられてい
ます。これを使用すると、システムによるイベントの処理方法を規定したり、それ
に伴ってシステム・メモリーの使用量を規定することができます。これにより、メ
モリー不足が原因でシステムが破損するリスクが軽減します。

メモリー・チェッカー・スレッドは、InterChange Server Express で使用されるメモ
リー量を定期的に測定し、それが設定された許容範囲内にあるかどうか評価しま
す。メモリー使用量が許容範囲内にない場合、メモリー・チェッカー・スレッドは
システム・コンポーネントを管理して、メモリー使用量を削減します。

メモリー使用量が指定された下限しきい値を超える場合、メモリー・チェッカー・
スレッドは、システム内のコネクター・コントローラーのイベント・リスナーを構
成可能な最大時間の間スリープさせます。時間はメモリー使用量が下限しきい値を
超えた度合いによって異なりますが、「しきい値でのコネクターの休止時間 (分)」
プロパティーに指定された時間を越えません。このようにしてイベント・リスナ
ー・スレッドをスリープさせることにより、メモリー・チェッカー・スレッドはイ
ベントの InterChange Server Express への送達速度をスローダウンし、上限メモリー
しきい値を超えるリスクを軽減します。

メモリー使用量が「メモリーの上限しきい値 (パーセント)」プロパティーに指定さ
れた上限しきい値を超える場合、メモリー・チェッカー・スレッドはシステム内の
コネクターを休止します。コネクターが休止すると、現在キューに入れられている
ビジネス・オブジェクトの処理は継続されますが、新規イベントはポーリングされ
ません。したがって、コネクターはキューに入れられたビジネス・オブジェクト数
を削減するので、新規ビジネス・オブジェクトの処理にさらなるメモリーを使用す
ることなく、使用中のメモリー量を削減します。コネクターは、「しきい値でのコ
ネクターの休止時間」プロパティーに指定された最小時間の間、休止します。「し
きい値でのコネクターの休止時間」プロパティーに指定された時間が経過すると、
メモリー・チェッカー・スレッドはメモリー使用量を再度調べます。メモリー使用
量が上限しきい値を超えていない場合、メモリー・チェッカー・スレッドはコネク
ターを再始動します。ただし、メモリー使用量がまだ上限しきい値を超える場合、
メモリー・チェッカー・スレッドはコネクターを休止状態のままにします。

メモリー・チェッカー・スレッドは、調査と状態管理操作の合間に、「メモリー・
チェッカーのスリープ時間」プロパティーに指定された時間の間スリープします。

メモリー・チェッカー・スレッドを使用するには、以下のセクションの説明に従う
必要があります。

1. 325ページの『CW_MEMORY_MAX パラメーターの設定』

2. 325ページの『メモリー・チェッカー・スレッド・プロパティーの構成』

3. 326ページの『追加の考慮事項』
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CW_MEMORY_MAX パラメーターの設定
InterChange Server Express 始動スクリプトの Java パラメーター CW_MEMORY_MAX

で、InterChange Server Express が使用可能な最大ヒープ・メモリーを設定する必要
があります。メモリー・チェッカー・スレッドは、この最大ヒープ・メモリー量の
パーセンテージを指定する構成可能なプロパティー値に基づいてアクションを行い
ます。

CW_MEMORY_MAX パラメーターは、InterChange Server Express の最大ヒープ・サイズ
を指定する -mx パラメーターと同じ値に設定します。デフォルトでは、
CW_MEMORY_MAX パラメーターは -mx パラメーターと同じ値に設定されますが、-mx

パラメーターを変更する場合には CW_MEMORY_MAX パラメーターも同様に変更する必
要があります。

以下に、Windows コンピューター上の InterChange Server Express 用の、変更され
ていない start_server.bat 始動スクリプトの例を示します。

REM This is the -mx param value for the InterChange Server Express’s memory heap
set CW_MEM_HEAP=512

REM Start the InterChange Server Express
%CWJAVA% -Djava.ext.dirs=%JRE_EXT_DIRS%;"%MQ_LIB%";"%DB2_LIB%"
-Duser.home="%CROSSWORLDS%" -mx%CW_MEM_HEAP%m -DTEAgent=1200
-DCW_MEMORY_MAX=%CW_MEM_HEAP% %ORB_PROPERTY% -classpath %JCLASSES%
ServerWrapper -s%SERVERNAME% %2 %3

CW_MEM_HEAP 変数は値 512 に設定され、この値を使用して -mx パラメーターが設
定されるので、512 メガバイトのメモリーが Java ヒープ用に予約されます。
CW_MEMORY_MAX パラメーターも、CW_MEM_HEAP 変数を使用して同じ値に設定されま
す。CW_MEMORY_MAX パラメーターの先頭には -D が付加されます。

メモリー・チェッカー・スレッド・プロパティーの構成
InterChange Server Express 構成ファイルを編集して、メモリー・チェッカー・スレ
ッドのプロパティーを設定する必要があります。これらのプロパティーは、
InterChange Server Express 構成インターフェースの「各種」タブに公開されます。
InterChange Server Express の構成については、 126ページの『System Manager を使
用してその他のプロパティーを構成』を参照してください。「各種」タブの「サー
バーのメモリー」ペインで以下の手順を実行して、メモリー・チェッカー・スレッ
ドを構成します。

1. 「メモリー・チェッカーのスリープ時間」フィールドに、メモリー・チェッカ
ー・スレッドが各操作間にスリープする時間を設定します。メモリー・チェッカ
ー・スレッドを使用不可にするには、「メモリー・チェッカーのスリープ時間」
フィールドに値 0 (デフォルト値) を設定します。

2. 「メモリーの上限しきい値 (パーセント)」フィールドに、InterChange Server

Express が使用可能な合計メモリー (CW_MEMORY_MAX パラメーターに指定されて
いる) のパーセントを設定します。この値を超えた場合、メモリー・チェッカ
ー・スレッドはコネクターを休止して、メモリー使用量が上限しきい値より下が
るまでコネクターが新規イベントをポーリングしないようにします。デフォルト
値は 90 です。これは、上限しきい値が CW_MEMORY_MAX パラメーターに指定さ
れている合計メモリーの 90 % であることを意味します。例えば、
CW_MEMORY_MAX パラメーターが 512 メガバイトに設定されている場合、上限し
きい値はおよそ 460 メガバイトになります。
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3. 「メモリーの下限しきい値 (パーセント)」フィールドに、InterChange Server

Express が使用可能な合計メモリー (CW_MEMORY_MAX パラメーターに指定されて
いる) のパーセントを設定します。この値を超えた場合、メモリー・チェッカ
ー・スレッドはコネクターがイベントを InterChange Server Express に送達する
速度を低下させます。デフォルト値は 80 です。これは、下限しきい値が
CW_MEMORY_MAX パラメーターに指定されている合計メモリーの 80 % であるこ
とを意味します。例えば、CW_MEMORY_MAX パラメーターが 512 メガバイトに設
定されている場合、下限しきい値はおよそ 410 メガバイトになります。

4. 「しきい値でのコネクターの休止時間」フィールドに、下限メモリーしきい値を
超えたときにコネクターによる InterChange Server Express へのイベント送達速
度が低下される最大時間と、上限メモリーしきい値を超えたときにコネクターが
休止を続ける最小時間の両方を指定する時間数 (分単位) を設定します。デフォ
ルト値は 5 です。

図 91 に、メモリー・チェッカー・スレッドの構成に使用する「サーバーのメモリ
ー」プロパティーの「各種」タブを示します。

追加の考慮事項
メモリー・チェッカー・スレッドを使用する際には、以下のことを考慮してくださ
い。

v 少数のトランザクションを処理する InterChange Server Express インスタンスを実
行している場合は、メモリー・チェッカー・スレッドを使用しないでください。
例えば、-mx パラメーターを 512 メガバイトより少なく設定している場合、Java

仮想マシンのガーベッジ・コレクション・スレッドはメモリーを効果的に開放す
ることができません。

図 91. メモリー・チェッカー・スレッド・プロパティーの構成
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v 以下の手法を使用して、メモリー・チェッカー・スレッド・プロパティーの最善
の構成を決定してください。

– まず、「メモリーの下限しきい値 (パーセント)」および「メモリーの上限しき
い値 (パーセント)」プロパティーを近い値に設定し、システムの振る舞いをテ
ストしてから、値の差を増やしてもう一度システムをテストします。このプロ
セスを繰り返して、最適な差を判別します。

– 「しきい値でのコネクターの休止時間」プロパティーを 1 分から 5 分の間に
設定します。

– InterChange Server Express が大量のワークロードを処理する必要がある場合、
「メモリー・チェッカーのスリープ時間」プロパティーを小さい数値に設定し
て、測定および規定アクションをより頻繁に行うようにします。
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特記事項

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-0032

東京都港区六本木 3-2-31

IBM World Trade Asia Corporation

Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。

IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状
態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を
含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域
によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定
の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム（本プログラムを含む）との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。
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IBM Burlingame Laboratory Director

IBM Burlingame Laboratory

577 Airport Blvd., Suite 800

Burlingame, CA 94010

U.S.A

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製
品の供給者にお願いします。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

著作権使用許諾

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
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プログラミング・インターフェース情報

プログラミング・インターフェース情報は、プログラムを使用してアプリケーショ
ン・ソフトウェアを作成する際に役立ちます。

一般使用プログラミング・インターフェースにより、お客様はこのプログラム・ツ
ール・サービスを含むアプリケーション・ソフトウェアを書くことができます。

ただし、この情報には、診断、修正、および調整情報が含まれている場合がありま
す。診断、修正、調整情報は、お客様のアプリケーション・ソフトウェアのデバッ
グ支援のために提供されています。

注: 診断、修正、調整情報は、変更される場合がありますので、プログラミング・
インターフェースとしては使用しないでください。
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